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序章　姉妹しまい最終と家族と真犯人









「どうして今さら思い出したの、お兄ちゃん!?」

　シュンの目の前で、彼女がつぶやいた。大人びた外見とは裏腹に、幼い口調。だが、彼女の正体がシュンの推測通りだったとしたら、その口調にも納なつ得とくだった。

「今まで思い出さなかったくせに、家族が大切だなんていって完全に忘れちゃったくせに、そもそも家族なんて何の価値もないゴミクズみたいなものなのに──お兄ちゃんもお姉ちゃんたちも大ッ嫌きらい!!」

「待ってよ、ピノ！」

〈魔王コシユマル〉と、シュンたちの母親と、そっくり同じ外見をした彼女。だが彼女は〈魔王コシユマル〉ではない。

　彼女の名はピノ。十二人いるシュンの姉妹たち。その末まつ妹まい、最後の姉妹。姉妹最終と呼ばれたシュンの妹。それが彼女だ。

「どういうことなのさ、ピノ。キミはいったいなにを考えているの!?　ボクにはさっぱりなにもわからないよ！」

「お兄ちゃんは、相変わらずだね」

　ふっと、〈魔王コシユマル〉が、いや、〈魔王コシユマル〉の姿をしたピノが笑う。それはどこまでも虚きよ無む的な笑えみだった。

「わたしは憎にくいの。この世のなによりも嫌い、大ッ嫌いなの──家族という存在が」

「なっ!?　どうして、そんなことを言うの？」

「だって、パパたちを殺したのは──家族なんだもん」

「どういうことなの？　ボクにはなんのことだかわからないよ」




「パパを殺したのは、家族の中の誰だれかだよ」




　ピノのその一言は、さすがにシュンにとっても予想外だった。

「そんなの……父さんたちを殺したのは、八大英えい雄ゆうたち。その英雄たちを裏で操あやつっていた黒幕がバルドスのはずだよ」

「だって、わたし見ちゃったもん──三年前のあの日、誰がパパを殺したのか、その現場を！」

　そんなことが!?　シュンは、驚おどろきのあまり硬こう直ちよくした。

「だからわたしは逃にげたんだよ！　家族なんか信用できない！　家族の中にいたらわたしが殺される！　だからみんなの記き憶おくを消して、わたしは隠かくれなきゃいけなかったの！」

「そんな……いったいなにがあったの、ピノ！　ボクに全部話して！　落ち着いて説明してよ！」

「わからないよ、お兄ちゃんにはわからない！　わかってもらおうとも思わない！」

　ふっと、一いつ瞬しゆん悲しげな表情になった後、ピノの姿は噴ふき上がる煙けむりの奥へと吞のみ込まれてしまった。

　シュンはあわてて妹の姿を追ったが──もはやどこにも、ピノの姿を見つけることはできなかった。








第一章　敗北と逃とう亡ぼうとこれから









　そこはジュヴレーヌ王国南なん端たんに位置するマゴン要よう塞さい。現在、大陸中の注目が集まりつつある重要拠きよ点てんである。

　海に囲まれた断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの上にそびえるのは頑がん強きような要塞壁へき。その壁かべにある巨きよ大だいな門を遠くから見つめる少年がいた。

「くそ、レニエ卿きようとシュンの奴やつ、遅おそいな。なにやってんだろ」

　少年の名はブイ・イ・バンゼ。去年騎き士し学園を卒業したばかりの新米騎士。シュンとは学生時代からの友人である。

　ジュヴレーヌ王国中で指名手配されたシュンを、ブイはこっそり匿かくまっていた。

　その後はいろいろと紆う余よ曲きよく折せつがあって、ブイの上司であるレニエに導かれ、三人はこんな王国の辺境にまでやってきたのだ。

　なんでも要塞にはジュヴレーヌの新兵器があるとかで、その情報通り、要塞壁からはみ出るほど巨大な大たい砲ほうが要塞の外からでも見ることができた。

　レニエとシュンはどうやらその秘密兵器を破は壊かいするつもりらしいが──要塞の入り口で足止めを食くらったブイはそのままこうやって待ちぼうけ状態である。

　自分も力になりたいとは思うが、中に入れないのではどうしようもない。要塞の入り口はどこも見張りの騎士がいて忍しのび込むことは不可能だった。というか、ウロウロしていたら怪あやしまれて逮たい捕ほされかけて、しかたなく遠くの物もの陰かげに隠れながら要塞の様子をうかがっているブイである。

「クソォ、こういうときこそレニエ卿のサポートをしてアピールするチャンスなのに、うまくいかねぇな」

　しかし──気のせいか、要塞壁の向こう側、敷しき地ち内が騒さわがしい気がする。先ほどは爆ばく発はつ音らしきものも響ひびいていた。中でなにか事件でも起こっているのだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶかな、レニエ卿……あとシュンの奴も」

　つぶやいてみるが、新米騎士にすぎないブイではどうしようもない。せめて見張りがいなくなれば中に入れるのに、と考えていたそのとき……

　ゴゴゴゴゴ──ブイの目の前で、要塞壁の門が重低音を響かせながら開きはじめた。いったいなにが、と思いながら見ていると、要塞内部から大勢の騎士や兵士たちが飛び出してくる。誰もがあわてふためきながら逃げていく。明らかに異常だ。やはり内部でなにか起きたのだ。

　ブイは真っ先に飛び出してきた兵士に近づいた。

「すいません、中でなにがあったんすか？」

「なんだ、お前？　とにかく死にたくなきゃ逃げろ！　新兵器の〈魔ス元ク素レ〉が暴走寸前で、今にも爆発しそうなんだ！　爆発したら要塞ごと吹っ飛ぶぞ！」

「マジッすか」

　やはり大事件だった。勇ゆう敢かんな騎士といえども、やはり命は惜おしい。中から出てきた人たちは、我先に必死の形相で逃げていく。

　だが、ブイは逃げる兵士たちの流れに逆らうようにして入り口へ飛び込んだ。状じよう況きようはわからないが、中に潜せん入にゆうするチャンスだ！

「レニエ卿、シュンッ、どこだぁぁぁぁぁ!!」

　ブイの叫さけびは、だが兵士たちの怒ど号ごうじみた喧けん噪そうでかき消されてしまった。ブイは、周囲の騎士たちに劣おとらぬ必死さで人の流れをかき分けながら逆走した。

　走りながらもブイはすれ違ちがう騎士たちの顔をのぞき見て、知った顔がないかを確かく認にんしていた。だが残念ながら今のところレニエもシュンも発見できていなかった。

「クソッ、外から見た時も思ったけど、予想以上に広いな、こいつは……」

　要塞壁に囲まれた敷地内には大小様々な建物が並んでいる。ブイも初めて来た場所なので、どっちに行けばいいのかさっぱりわからない。とりあえず人が大勢逃げてくる方向に向かって逆走しているが、この先にレニエがいるかもはっきりわからない。

　ブイは、なにか手がかりはないかと自分の記憶を必死に探さぐった──そもそもレニエやシュンは、この要塞にある秘密兵器をなんとかするために来たのだ。場合によっては破壊するつもりだ。そして今のこの要塞の騒ぎである。ブイは自分の足りない脳みそをフル回転させて推測した。つまり、巨大な大砲の近くにレニエたちはいるのではないか。

　要塞の奥へ進むと白い煙が周囲に充じゆう満まんして視界が悪くなった。焦こげ臭くさいにおいも漂ただよっている。火事でも起きているのだろうか？　ブイは口元に腕うでを当てながら先を急いだ。

「誰か、いないんですか！」

　叫びながら進むブイ。要塞の門は大混乱だったが、奥へ進めば進むほど人がいなくなっていき、現在ではブイ以外の人ひと影かげは周囲に見あたらない。すでに避ひ難なん済みのようだ。

　と、傍かたわらの大きな建物、その壁へき面めんに大きな穴があいているのが見えた。穴の周囲にはガレキが散乱し、内部から黒こく煙えんが漏もれ出ている。なにか爆発でもあったのだろうか？

　イヤな予感がする──レニエが逃げ遅おくれているとすれば、なにか逃げられない理由があるのだろう。もしかしてこの爆発に巻き込まれた？

　ブイは迷わずガレキを乗り越こえてその建物へと突とつ入にゆうした。崩くずれた建物の中は薄うす暗ぐらかった。しかも予想以上に広い。民家が数すう軒けんは入りそうな広さだ。内部はガレキとなにかの機械の残ざん骸がいらしきものが散乱している。まるで魔ま獣じゆうが大暴れしたかのような惨さん状じようである。

「誰か、誰かいませんか!?　レニエ卿！　いないんすか!?」

　大声で呼びかけながらブイは薄暗い室内を見回した──そこで気づく。ブイとて騎士の端はしくれ。何年も戦せん闘とう訓練を続けた結果、人の気配を察知する能力くらいは身につけている。そして今、室内にかすかな人の気配を感じたのだった。

「レニエ卿、いるんですか！　返事してください！」

　叫びながら部屋を駆かけ回り──ついに見つけた。大きなガレキの陰かげでグッタリとうずくまる人影を。見覚えのある上級騎士の制服は、間ま違ちがいない、ブイの上司、レニエのものだ。

「しっかりしてください、レニエ卿！　って、ひどいケガだ！」

　かけよってレニエを抱だき起こすブイ。レニエを摑つかんだブイの手には、黒ずんだ血がべったりとついていた。その血は全すべてレニエの胸から流れ出たものだ。重傷である。

「ちくしょう、どうすりゃいいんだよ！」

　うめくブイ。一刻も早く医者に診みせないといけない。ブイの知識だけではレニエの傷の手当ては不可能だ。

　意識のないレニエの体を持ち上げるブイ。ずしりと、細身のレニエに反してかなり重い手て応ごたえが伝わってくる。これは、レニエの片かた腕うでが金属製の義手となっているため、常人より重量があるせいだと、ブイはすでに知っていた。

　レニエを抱かかえて薄暗い室内を駆けていく、ブイ──だがその瞬しゆん間かん、建物全体が大きく震しん動どうした。予想外の震動に、足を滑すべらせるブイ。

「えぇい、なんだよ、これ！」

　体勢を崩しながらも、両手で抱えたレニエの体だけは落とさない。ブイは毒づきながら先を急ごうとして──片足が、動かない。

　脚あしに鈍にぶい痛みを感じる。見れば、ガレキの隙すき間まに片足が埋うもれ、抜ぬけなくなっていた。

「クソッ、急いでるってのに！」

　騎士の脚きやく力りよくなら、多少のガレキなど力ずくで動かせるはずだ。ブイはそのまま脚に力を込こめた──が、そこでまたも震動。と、爆発でもろくなっていたのか、大きな破は砕さい音と共に、天てん井じようから大きなガレキが無数に落下してきた。ヤバイ、と息を吞むブイ。このままでは、生き埋めになる！

「ちっくしょぉぉっ!!」

　叫び、ブイはとっさにレニエの体を庇かばうように、上に覆おおい被かぶさった。少し遅れて、背中に重い衝しよう撃げきと激痛──体が重圧で押しつぶされそうだった。背中に巨大なガレキが載のったのだ。常人なら一発で潰つぶされてしまうだろう。頑強な騎士の肉体だから耐たえられた。手足をつっぱり、体の下のレニエを護まもるように踏ふん張るブイだが、手足が勝手に曲がってしまう。とんでもない重量だ。このままでは、もたない！

「こんな、ところでぇぇぇぇぇ!!」

　叫び、満身の力を込めてみるが、体は今にも押しつぶされてしまいそうだった。

「クソッ、オレは、惚ほれた相手一人助けられねぇのかよぉぉぉ!!」

　必死に叫ぶが、そんなことでは事態は好転しない。いや、好転しないと思っていた。だが、そこで奇き跡せきが起きた。

「誰だれかいるんですか!?」

　と、ブイ以外の人物の声。同時に、誰かが近づいてくる足音が聞こえた。

「た、助けてくれ！」

　ブイは必死に助けを求めた。すると相手が意外そうな声を漏らした。

「その声……もしかして、ブイなの!?」

「シュンか!?」

　確かに聞き覚えのある声──やってきたのはブイの親友、シュンだった。




　シュンこと、シュナブラン・ノーブ・ハーベストには正直あまり余よ裕ゆうがなかった。

　なにしろこのマゴン要塞で両親の仇かたきともいうべきジュヴレーヌ国王と戦った直後だ。

　国王が死んだと思った直後、リュリシアが《滅神咒具エスカトロイ》に肉体を乗っ取られてしまい、形勢は逆転した。

　シュンの姉、シャルによると、《滅神咒具エスカトロイ》こそがバルドスと呼ばれる神を滅ほろぼした存在であり、全すべての黒幕らしい。

　さらに母だと思っていた人物の正体がシュンの妹のピノだとわかったりして──さすがのシュンもどうすればいいのかさっぱりわからず、要塞のただ中で困こん惑わくしていたところだ。おまけに国王との戦いで負傷した腹部がひどく痛む。

　偶ぐう然ぜんそこで聞き覚えのある声が聞こえたので、そちらへいってみた。爆発で半はん壊かいした建造物の中で、ガレキの下した敷じきになっているブイを発見できたのは完全に偶然だった。

「なんでこんなところに？」

「そんなことはどうでもいい、助けてくれ、シュン！」

「もちろんだよ！」

　見たところ、ブイはガレキを必死に支えるだけで限界らしく、今にも押しつぶされそうだ。そうとう重そうだ。シュンは大急ぎでその場に跪ひざまずき、巨きよ大だいなガレキに手をかけた。

「ムチャだ、シュン！　オレたちだけじゃ、とても持ちあげられ……」

「せーのっと！」ガッ、グッバァンッ！

　歯を食いしばってシュンが満身の力を込めると、巨大なガレキが持ち上がった。そのまま力を入れてガレキをひっくり返してやる。地じ響ひびきとともに地面に倒たおれるガレキ。ブイは四つんばいになったまま、信じられない、といった表情を浮うかべていた。

「大丈夫、ブイ？　ケガは？」

「あぁ、オレはたいしたことねぇけど……お前さん、よく今のガレキ持ち上げられたな」

「見た目ほど重くなかったよ」

　ブイの様子からしてそうとう重いだろうなと覚かく悟ごしていたのだが、持ち上げてみたら拍ひよう子し抜ぬけするくらい軽かったのだ。

「ありがとうよ、助かった──いや、まだ助かってねぇ！　オレよりもレニエ卿きようが大変なんだ、眼めをさまさねぇんだ！」

「レニエ卿もいたんだ？　わかった、けどここは危ないから、はやく外に出よう」

　崩れかけた建物の中にいるのは確かに危ない。ブイがグッタリしたレニエを抱え上げる。シュンは二人と共に外へ向かって走り出した。

　壁かべの穴から再度外へ飛び出す。外には白い煙けむりが充満していてひどく息苦しい上に視界が悪い。おまけに周囲は真夏のように暑く、ジッとしていても汗あせが噴ふき出るほどだった。

「クソ、いったいどうなってんだよ、ここは？」

「バーガント砲ほうが動いているんだ。このままだと反動であたりは火の海になるよ」

「やべぇじゃねぇか！」

「そうだけど……レニエ卿、このままだとまずいかも」

　意識のないレニエの顔色が悪い気がする。シュンはブイに立ち止まるよう促うながした。レニエの体をいったん地面におろしてもらって、様子を確認する。

「レニエ卿、脈がない……今すぐ手当てをしないとマズイかも」

「どうすりゃいいんだよ？　手当てするにも、薬もなにもねぇぞ！」

「うん、ここはボクに任せて」

　力強くうなずくシュン。

「レニエ卿はボクにとっても恩人だからね。絶対助けてみせるよ」

「たのむ、シュン。オレじゃ、なにをすればいいのかわからねぇ！」

　任せて、と繰くり返し、グッタリとしたレニエに視線を戻もどすシュン──そのままシュンはレニエの制服の右みぎ袖そでを力任せに引き裂さいた。すでにボロボロになっていた制服はあっさりとやぶけ、金属色をした右みぎ腕うでが露あらわになる。

「やっぱり、レニエ卿、義手だったんだね」

　手て袋ぶくろでレニエは義手を隠かくしていたが、最初にレニエの腕に触ふれたとき、シュンはその触しよつ感かんに違い和わ感かんをおぼえたのだった。

「この義手……ミリオン社の製品だ。これならなんとかなるはず！」

　シュンはレニエの義手の表面を滑らせるように指を動かしていく。すると義手からうなるような音が漏れ、小さく振動をはじめた。

「シュン。これ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うん。今緊きん急きゆう用の生命維い持じ装置を作動させたんだ。義手の動力の〈魔ス元ク素レ〉を体のほうに流して生命力を活性化させる機能だよ。これで動力がある限りレニエ卿は大丈夫」

　シュンの言葉通り、早くもレニエの白い頰ほおに血の気が戻ってきて呼吸も安定しだした。

「すげぇ！　けどお前さん、そんな機能よく知ってたな」

「この義手、ミリオン社の最高級品だったからね。この会社の製品は高性能が売りなんだよね。少し前、ミリオン社に興味があっていろいろ調べたんだ」

　正確に言うなら、ミリオン社はシュンの姉であるモニカが設立した会社なので気になって調べたのだ。

「さぁ、急いでここを脱だつ出しゆつしよう」

　シュンはレニエの体を持ち上げ、肩かたに担かついで走りだした。ブイもシュンの後に続いた。しかし、少し足を止めている間に周囲の煙はますます濃こくなっていた。もはやすぐ目の前も見えないほど視界が悪化している。要よう塞さい内では何度も爆ばく発はつが起こっており、爆音と爆風がシュンたちにまで届いてくる。一刻も早くここを脱出しなくては──

　ォォォォオオオオブブオッ──と、遠くから聞こえてきて地響きのような音が急速に近づいてきた。振り返ると、二つの強きよう烈れつな閃せん光こうがシュンたちを照らし出し、キキィィッと、目の前で巨大な影が停止した。近くで見ると、それが大型車両であるとわかった。かなり大きい。数十人くらい乗れそうな大きさだ。濃のう紺こんの車体にはジュヴレーヌ王国の紋もん章しようが描えがかれているので、この要塞の車両だろう。

「そんなところにいやがったのですか、シュン！」

　ヒョコッと、窓から小さな体を乗り出して叫さけぶのはシュンの妹、クロロだった。

「さっさと乗りやがれ、なのです！　早く逃にげねぇと、本気でヤバイのです！」

「ありがとう、助かったよ！」

　乗車口が自動で開いた。と、ブイが困惑した様子で立ちつくしている。

「大丈夫、ボクの家族だから。ブイも急いで」

「お、おぅ、わかった」

　と、シュンたちが乗り込むと車は急発進をして敷しき地ち内を爆ばく走そうし始めた。かなり荒あらっぽい運転で、シュンたちは思わずバランスを崩くずしかけた。急いでいるのはわかるけれど、せめて発車の合図くらいはして欲しかった。

「やい、シュン！　一人で勝手になにしてやがったのですか！」

　と、さっそくクロロがシュンに駆かけ寄ってきゃんきゃん嚙かみついてくる。

「ゴメンね、心配かけて。でも、どうしてもやらなきゃいけないことがあってね」

「別に、シュンのことなんか心配してねーのです！　変なところで死なれたら骨を拾うのが面めん倒どうだと思っただけなのです！」

「ボクが死んだらクロが骨を拾ってくれるんだ？　ならいつでも安心して死ねるね」

「シュンは大バカなのですっ！」

　ケリッ、思いっきり脚を蹴けられた。クロロの非力な蹴りとはいえ、割と痛い。さすがに不ふ謹きん慎しんすぎる冗じよう談だんだったか、とシュンも少し反省した。で、とクロロが半眼で、シュンと一いつ緒しよに乗ってきたブイとレニエに視線を向けた。

「そいつらはなんなのです？　また変なのを拾ってきたのですか？」

「ボクの親友で恩人のブイ卿とレニエ卿だよ。偶然見つけたんだ。この二人は味方だから、助けて欲しいんだ」

「まぁ、この際ケガ人が一人や二人増えたところでたいして変わらねーのです。まとめてあたくし様たちがメンドウ見てやるのです！」

　車の後部を見てみると、シュンの姉妹きようだいたちが勢せい揃ぞろいしていた。そしてそのうちの何人かはここまでの戦せん闘とうで負傷しており、座席に横たえられている。

「兄さん、無事でしたか」

　と、近くの席に座っていたソフィーが声をかけてくれた。シュンの無事を確かく認にんしてホッとした表情を浮かべている──が、座席に座ったソフィーの両りよう脚あしは棒で固定されていた。脚の骨が折れているためだ。

「ソフィーこそ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ただの骨折です。再生治ち療りようが可能な医い療りよう機関へいけば、すぐ治ります」

「うわ、ソフィー卿……シュン、お前、本当にソフィー卿と兄妹きようだいなんだな」

　と、ブイが声を漏もらしている。ソフィーはそちらを見て微び笑しようを浮かべた。

「誰かと思えばブイ卿ですか。お久しぶりです」

「オレのこと覚えてるんすか？」

「もちろんです。一年にも満たない期間でしたが、同級生の顔は忘れませんよ」

「あと、そっちにいるのはアンジュ卿？　あとは……え？　なんでこの人が……」

　車内にはシュンの家族ではないが、アンジュもまた乗り込んでいた。アンジュは肩をケガしており、巻かれた包帯に血がにじんでいた。ただ、今のアンジュはなぜかぼんやりとしており、意識がはっきりしていない様子だった。ケガよりもそちらが心配だ。

「なんだ、またケガ人が増えたのか。厄やつ介かいごとばかり持ってきてくれるな、お前は」

　ぼやきながらやってきたのはシュンの姉、モニカである。モニカは器用に杖つえをつきながら、揺ゆれる車内で片足を引きずって移動していた。

「姉様、無事なの!?」

「我わたしはな。だがどいつもこいつもヒドイ有様だ。肝かん心じんのメルまで負傷してるから、やむを得ず我たしが傷の手当てをしてやっているところだ」

「姉様、そんなことできたんだ」

「我たしをなんだと思っている？　これでも医者の資格もある」

「お金で買った資格ですがね」

　横でソフィーがそうつぶやいていたので、エッとシュンは姉を見上げた。モニカは悪びれもせずに答える。

「資格だってタダではない。それだけの話だ」

「ごまかしましたね」

「ソフィー。我たしに刃は向むかうなら、お前の治療だけ特別痛くしてやってもいいんだぞ」

「失礼しました。あしからず」

　と、なにやらモニカとソフィーの間で不ふ穏おんな空気が流れている。シュンは慌あわてて二人の間に入った。

「まぁまぁ、それよりも姉様。この人の様子も見てもらえない？　ボクの恩人なんだ」

　と、ブイと一緒に運んだレニエを指すシュン。ふん、とモニカは鼻を鳴らした。

「おい、クロ。こいつはお前がなんとかしろ」

「まったく、メンドーなのです！　メルの奴やつはさっさと眼を覚ましやがれ、なのです！」

　と、いうわけでレニエはクロロに任せることにした。ブイは、大丈夫か、という顔をしているが、大丈夫だよ、とシュンはアイコンタクトで応こたえておいた。クロロは医者ではないが、知識は本職にも負けていない。

　と、高速で走る車がまた大きく傾かたむいた。曲がり角をほとんど減速せずにぬけ、壁と車体がこすれて異音と火花が飛び散っている。

「ちょ、ちょっと、この運転大丈夫なの!?」

　そういえば、姉妹が後ろにそろって座っているが、なら誰だれが運転をしているのだろう。

　シュンは前方に移動して、エッと声を漏らした。なぜなら、運転席には誰も座っていなかったからだ。運転席の丸いハンドルが、勝手に左右に動いている。

「ウソ、まさかこれ、自動操縦？」

「なにを言っているのであるか、シュン」

　聞き覚えのある声。シュンが身を乗り出してみると、運転席にはシュンの姉、シャルがちんまりと座っていた。シャルは子供同然の外見なので、後ろから見るとイスの陰かげに隠れて姿が見えなかったのだ。

「シャル姉だったの？　運転が少し荒いよ、ケガ人が乗っているのに」

「あいかわらず愚おろかであるな、シュンよ」

　シャルは答えながらギアを入れ替かえつつ、ハンドルを大きくきった。ギキッ、と異音をたてながら車は滑すべるように角を曲がる。

「我わが輩はいたちは追われる身であるぞ。悠ゆう長ちように走っている余よ裕ゆうなどないのである！」

「それはそうだけど……と、いうかシャル姉、車の運転なんてできたんだ」

「我が輩をなんと心得る。車の運転など、児じ戯ぎに等しい」

　自信たっぷりに胸を張りつつ、運転を続けるシャル。

「ただし一つだけ問題があってな」

「なに？」

「この席が低すぎてな──前がよく見えんのである」

「ちょっ!!」

　大問題だ！　そもそもイスに隠れるくらいシャルは小こ柄がらなのだから、こんな大型車を運転するのはムリがある！

「アクセルを踏ふもうと脚あしを伸のばすと、どうしても前が見えんでな！」

「なんでそんな状態で運転しているの！」

「我が輩しか運転できる者がいないようであるからな。安心せい、シュン。我が輩は、国際ゴールドライセンスを所有しておる。運転は得意である！」

「ゴールドライセンスって……三年間、まったく運転しなかったら自動でもらえるやつじゃなかった？」

「で、あるな」

「シャル姉、この前運転したのいつ？」

「四年前に免めん許きよを取ったとき以来である」

「ダメじゃん！」

　ここまで事故を起こさず走ってこられたのも奇き跡せきだ！　なんとかしないと、と慌てるシュン。シュンが交代すればいいのかもしれないが、正直こんな大きな軍用車両を運転したことがないので動かしかたはサッパリわからなかった。

「と、とにかくシャル姉は前を見て運転してよ！　ボクはまだ死にたくない」

「そうするとペダルに足が届かんでな」

「そっちはボクがなんとかするから！」

　他ほかにいい案も思いうかばない。シュンは、運転席の下に体を潜もぐらせた。

「なにをする気であるか、シュン」

「ペダルはボクが操作するから、シャル姉は前を見てて！」

　薄うす暗ぐらい運転席の下には黒いペダルが何個か並んでいた。運転はくわしくないが、右みぎ端はしがアクセルだということくらいは知っている。シュンは手でそのペダルを押し込んだ。ブオオオ、と轟ごう音おんを立てながら車が加速する。

「ウム、これは運転しやすくなったのである。でかしたぞ、シュン」

「それはどうも！」

　シャルは上じよう機き嫌げんだが、シュンは内心でヒヤヒヤだった。とりあえず手でアクセルを押しているけど、これではシュンが操作を間ま違ちがえたら家族全員死にかねない状じよう況きようだ。さすがのシュンも緊きん張ちようする。

「シュン、ギアをかえるのである！」

「ギア？　ギアってどれ？」

「クラッチである！」

「それってどれなの！」

「これである！」ドゲシッ

「いたっ、蹴らないでよ、これだね？」グイッ

「そのままそっちのペダルも踏むのである」ドコッ

「いたっ、足で指示を出すのはやめて！」

　抗こう議ぎするシュンは上を見て──うっ、と口ごもった。今シュンは運転席の下に潜り込んでいるわけで、上を見ると運転席のシャルが、足の付け根のところまで丸見えだった。

「左である！」ドコッ

「だから蹴らないで！」

「これくらい安いものであろう──姉の下着を見た代だい償しようとしては」

「えっ？　それはその……」

「隠かくさずともよい。汝なんじの視線など手に取るようにわかるのである」

　シュンの行動などお見通しだったようだ。しかし──ギュムッと、シャルの小さな足がシュンの頭を踏みつけてくるが、そのせいでますますシャルの足の付け根が丸見えだ。家族が乗っている車の中の暗がりで、シャルの下着を見ながら足あし蹴げにされ、狭せまい空間に充じゆう満まんするシャルの香かおりに包まれたこの状況はある種の倒とう錯さく的な魅み力りよくがあるというか……

「はい、そこまでよ～」

　グイッと、シュンの足が強い力で引っ張られ、シュンはシャルの足蹴から解放された。

「もぅ～、シュンちゃんをいじめちゃダメよ～」

　と、シュンの体が抱だき起こされ、柔やわらかな肉体によって包まれる──この感かん触しよく、この声、シュンは顔を見なくても相手が誰であるかわかった。

「誰かと思えばアリアであるか」

　と、運転席のシャルが呟つぶやくとおり、シュンを抱ほう擁ようするのはシュンの姉、アリアである。アリアはいつも通りぽわぽわした微び笑しようを浮うかべつつ、ギュッとシュンの体を抱擁してくる。

「あらあら、シュンちゃんったらかわいそう～。シャルちゃんにいじめられてケガしてるわ～。大だい丈じよう夫ぶ？　痛くない？　お姉ちゃんが手当てしてあげるわ～」

「アリア、我が輩のジャマをするとはいい度胸であるな。それと、我が輩のことはシャル姉と呼ぶがいい」

「シャルちゃん、前見て運転して欲しいわ～」

「いらん！　どうせ最初からカンで運転していたのである！」

「って、シャル姉、前見て！　前に壁かべがある！」

「壁ではない、出口である！　これより強きよう行こう突とつ破ぱするのである！」

「いきなり！」

　シュンたちが驚おどろく中、シャルの小さな足がアクセルを踏み込み、車体がグッと加速した。

　前方の煙けむりの奥には巨きよ大だいな黒い影が見える。それは要よう塞さいを囲む要塞壁へきだ。そしてシャルの言葉通り、正面には要塞の巨大な門が存在していた。兵士たちが逃にげ出すため、門は半ば開いた状態であるが、大型車両が通過するには少しせまい出口だった。

　ガガガガガと、震しん動どうが襲おそう。門戸と車体がこすれる音だ。中にいるシュンたちの体がひっくり返りそうな震動だった。それでも爆ばく走そうをやめない車はそのまま門を突破した。

　そしてその直後──背後から、巨大な爆ばく音おんがとどろいた。振ふり返ると、要塞門から爆ばく炎えんが噴ふき出し、要塞内部が炎ほのおに包まれていた。頑がん強きような要塞壁に亀き裂れつが走り、一部が砕くだけ、ガレキが砲ほう弾だんとなって周囲に飛び散っていく。マゴン要塞から天に向かって巨大な火柱が一直線に伸び上がり、周囲が強きよう烈れつな光で照らし出されていた。

「間かん一いつ髪ぱつであるな、バーガント砲が発射されたようである」

　あと少しでも遅おくれていたら爆ばく発はつに捲まき込まれるところだった。危険でも爆走をやめなかったシャルの運転のおかげでシュンたちは命拾いをしたわけだ。

「やぁん」むぎゅっ

　と、くっつきあっていたアリアの体がシュンの方に倒たおれてきて、シュンはたたらを踏んだ。車体とアリアの体とにはさまれてしまう……けど、アリアの発育した胸が顔に当たって、たいして痛くはない。

「姉さん、大丈夫？」

「ごめんね～。シャルちゃんの運転が乱暴で、お姉ちゃんバランスくずしちゃった。でもシュンちゃんが受け止めてくれたから助かったわ～。ありがとうね～」

　にこにこ、アリアが目の前でシュンにほほえみかけてくる。ケガはなさそうなのでなにより。けど……むにむに、シュンの首にアリアが手を回したままなので、密着したまま身動きがとれない。

「いちゃつくでない、鬱うつ陶とうしい！」

　と、運転席から不ふ機き嫌げんそうな声。見ると、シャルがシュンたちを睨にらんでいた。あれはかなり不機嫌そうな顔だ。そしてシャルはできれば前を見て運転して欲しい。

「最近シュンちゃんとゆっくり会うヒマがなかったから～、久しぶりにシュンちゃん分を補給しておくわ～」

　むぎゅむぎゅと、アリアがシュンを抱きしめたまま解放してくれない。アリアからは慣れ親しんだ柔らかく優やさしい香りがしてきてとても気持ちもいいが、シャルの機き嫌げんが急激に悪化中なのがはっきり見て取れる。

　これはマズイかも、とシュンは内心で少しヒヤヒヤしていたが、シャルがフッと不敵な笑えみをこぼして緊張を解いた。

「まぁよい。少しくらい汝にシュンを貸してやろう。汝が今さらなにをしたところで、シュンが我が輩の玩具おとうとである事実は変わらん」

「それはこっちも同じよ～。シュンちゃんはお姉ちゃんの所有物おとうとだもの～」

　二人がそうやって笑いあうが、その間には凍いてつくような空気がただよっていた。そして二人とも「おとうと」の発音になにか含ふくみがあったような気がする。

　この状況はもしかしてあまりよくないのかも──シュンは、改めて車内を見まわした。

　車内にはシュンの姉妹きようだいたちが勢せい揃ぞろいしている。いや、若じやつ干かん一名足りないけれど、数年ぶりに家族が集まっているという貴重な状況である。

　シュンの夢は、家族みんなが平和で仲良く暮らせる世界を作ることだ。その夢は今も変わらない。

　だが、仮に世界が平和になったとしても、それだけで家族がそろうわけではないことを、シュンはすでに知っていた。

　シュンの家族、姉妹たちは誰だれもが優ゆう秀しゆうで、才能にあふれている。世の中に出れば、それこそ一国を統すべる才覚の持ち主ばかりだ。彼女たちは誰もが一人で生きていく力を持っており、孤こ独どくを苦痛と感じない強さを持っている。

　すなわち、昔、シュンたちがまだ幼かったころのように、家族そろってみんなで暮らす必要性などどこにもないのだ。

　そしてシュンが言うのもなんだが、シュンの家族はみんな我が強い。特に姉たち……シャルは言わずもがなだし、リースは独自の世界を構築していてシュンでも話が通じないことがあるし、アリアは一見穏おだやかながら意外と頑がん固こで自分の意見を曲げないし、モニカはもう反骨心の塊かたまりみたいな人だし、ルケは話し合うより先に手が出るし……そんな人たちが一つ屋根の下で一いつ緒しよに暮らすなど、最初から無理がある話なのだ。だから三年前、両親の死をキッカケにシュンたちはバラバラになってしまったのだ。

　今この車内でさえ、家族同士が久々に顔をあわせたというのに、微び妙みような雰ふん囲い気きが漂ただよっている。せっかく集結した家族も、このままだとまたバラバラになってしまう。

　それを防ぐには、誰かがこの家族をまとめていかなくてはならない。

　それをやる人間がいないならば──シュンがその役割を果たさねばならない。むちゃでもなんでもそれができるのは、もはやシュンだけなのだ！

「しかし、この後どこに行くとするかな」

　と、つぶやいたのは運転席のシャルだ。

「どのみちどこかの医い療りよう機関に行かねばならんが、今の状況からすると、いつまでもジュヴレーヌに留とどまるのは危険であろう。どうしたものか」

　う～む、とシャルも考えあぐねている様子だ。シュンは、そんな姉の肩かたを叩たたいた。

「ねぇ、シャル姉ねえ。ボクに考えがあるんだけど」

「うん？」

　シュンは、強い使命感を胸に秘ひめ、力強く告げた。

「この後のことは、ボクに任せてもらえない？」







　とある日、ジュヴレーヌ王国の王女であるリュリシアが全国民に向けて演説をすると発表があった。

　リュリシアは現在、バーガント大陸で最も注目されている人物と言っても過言ではない。

　先のベドリュス大だい帝てい國こくとの戦争では同盟国をまとめ上げ、自ら前線に立って指揮をとり、大陸中にその名を轟とどろかせ、その功績で若くしてジュヴレーヌの新女王に即そく位いすると誰もが思っていた人物である。

　だが突とつ然ぜんのジュヴレーヌ国王による即位式の中止宣言以降、リュリシアは表おもて舞ぶ台たいに出てこなかった。さらにジュヴレーヌ王国が秘密兵器、バーガント砲によって他国を一方的に攻こう撃げきした結果、内外から批判が高まりつつある。

　そんな状じよう況きようの中、リュリシア本人が国民の前に姿を現したのだ。人々は、彼女の口から現在の状況の説明がなされることを期待した。

　リュリシアは自じ慢まんの輝かがやくような金きん髪ぱつをなびかせながら王宮の壇だん上じように姿を見せた。誰もが認める美び貌ぼうは健在である。ただ一つ──その眼めが、以前よりも鋭するどくつり上がっており、以前とは違ちがい、どことなく冷れい徹てつな雰囲気が彼女の周りには漂っていた。

「国民の皆みなさん、ごきげんよう。わたくしはジュヴレーヌ王国王女、リュリシア・ルショット・シャンベルです。まずわたくしはここで、非常に悲しい事実を皆さんにお知らせせねばなりません──我が父であり、全すべての国民に慕したわれてきたジュヴレーヌ王国第六十六代国王、シャルム・デュラン・リュ・シャンベル四世陛下が崩ほう御ぎよなされました」

　リュリシアは穏やかな、だがよく通る声で告げる。背筋を伸のばして堂々と語る彼女の姿には不思議な貫かん禄ろくがあった。自らの肉親の死を発表しているにもかかわらず、悲ひ愴そう感などは感じられなかった。

「陛下は、殺されたのです──忌いまわしき、〈魔王コシユマル〉の子供たちに！」

　リュリシアの背後の巨大な魔ま導どうモニタに、シャルを始めとする十一人の姉妹の姿が映し出された。

「さらには、周辺国までもが彼女たちと共きよう謀ぼうして我が国をおとしめ、我が国の利権を侵しん害がいしようと、我が国への侵しん略りやく行こう為いを開始しようとしていますわ。わたくしは今、深い悲しみと激しい怒いかりにこの身を打ち震わせています！」

　リュリシアの一方的な言葉──先日、バーガント砲による先制攻撃をおこなったのはジュヴレーヌ王国であり、それを受けて周辺国はジュヴレーヌへと侵しん攻こうしてきたのである。

　だが情報統制によって、国民にそれらの事実は知らされていなかった。リュリシアは、一方的な演説を続ける。

「まさに我がジュヴレーヌ王国建国以来の存亡の危機がせまっていますわ！　わたくしはこの非常時にあって、ジュヴレーヌ戦時特例法第三条第八則の規定に基もとづき、ジュヴレーヌ王国第六十七代国王として即位することをここに宣言いたします」

　国民たちが固かた唾ずを吞のんで成り行きを見守る中、リュリシアは演説を続ける。

「早さつ速そくではありますが、これよりジュヴレーヌ新女王として、最初の命令をここに布告します。全ての国民の皆さんはこれよりわたくしに従い、わたくしのために生き、わたくしのために死になさい！」

　それは、通常考えられない言葉だった。王族が絶対的な権力を握にぎっていた大昔ならいざしらず、このように人権を無視した一方的な命令など時代錯さく誤ごも甚はなはだしいものだ。

　にもかかわらず、それを聞くジュヴレーヌの国民、騎き士したちからは不平不満の一言も漏もれていなかった。

「わたくし、ジュヴレーヌ国王リュリシア・ルショット・シャンベルの名において命じます！　我が御み名なのもとに集つどい、我が命めいのままに動き、我が王国の礎いしずえとなるのです！」

「「「「「「「ジュヴレーヌヴイーヴ・レ・王国万歳ジユヴレーヌ!!」」」」」」」

　人々が一いつ斉せいに声を張り上げ、王国と新女王をたたえる歓かん声せいを上げた──まともな人間が見れば、常じよう軌きを逸いつした行動に映るだろう。だが国民は誰も自分たちの行動に疑問を持っていなかった。リュリシアの演説は全国放送で伝えられたが、その声を聞いた者たちは皆みな一様にどこか虚うつろな眼をしたまま、妄もう信しん的にリュリシアをたたえる声を張り上げ続けていた。

　──演説を終えたリュリシアは、王宮の通路を歩いていた。その背後にはいつのまにか、一人の女性が付き従っていた。

「さすがは陛下。みごとな演説です。これで国民全員が団結することでしょう」

「お世辞はけっこうですわ、エフィ卿きよう」

　つき従うのは、現在リュリシアの補ほ佐さ役となっているエフィである。どことなく冷たい雰囲気をかもしだすリュリシアとは対照的に、エフィはいつも通りの微び笑しようを浮うかべている。だがその笑みは、どこか得体の知れない不気味さを含ふくんでいた。

「《滅神咒具エスカトロイ》の、いえ、わたくしの力をもってすれば、全ての人間をわたくしに隷れい属ぞくさせるなど造作もないことですわ」

　豪ごう奢しやな金髪をかきあげるリュリシア。その仕草は彼女がよくする仕草の一つであることを、エフィは知っていた。だからこそ、少し疑問に思った。

「陛下、質問をよろしいでしょうか？」

「なんですの？」

「今の陛下は、いったいどなたなのでしょう？」

「今のわたくしはリュリシア・ルショット・シャンベルですわ」

　リュリシアは豊かにふくらんだ自分の胸に手を当てた。

「より正確に言うならば、リュリシアと呼ばれた王女の人格と、《滅神咒具エスカトロイ》の意思であるバルドスとが統合して生まれた人格、とでも言えばよろしいかしら？」

　そう答えるリュリシアの外見や仕草は、以前と全く変わらない。だが、彼女から発せられる気配は明らかに変化していた。

「とは言っても、たかが十数年しか生きていない小こ娘むすめと、幾いく万まん幾億もの年月を経験したバルドスが統合されれば、どちらの意志が強くなるかは明白ですわ」

「その割に、リュリシア殿でん下かの影えい響きようも強いように見えますが？」

「肉体はあくまで彼女のものですもの。若じやつ干かんの影響を受けるのは仕方のないことですわ──変化したわたくしのこと、あなたはお嫌きらいですの？」

「とんでもない。わたしはどこまでも陛下におつきあいさせていただく所存です」

「そうですの。あなたもつくづく変わった人ですわね」

「生まれつきです」

　まぁいいですわ、とつぶやくリュリシア。

「そんなことよりも、彼らはどうなりましたの？」

「さて、誰のことでしょう」

　とぼけるが、優秀なエフィはリュリシアが指す人物が誰であるかなど、とっくに気づいていた。

「シュナブラン卿、そしてその姉妹たちですわ。彼らはどこにいますの？」

「現在、国内の騎士を総動員して捜そう索さくしていますが、足取りはつかめておりません」

「この数日、なにをしていましたの？　なんとしてでも捜さがし出しなさい！」

「引き続き兵たちを動員して捜索させます……が、未いまだに見つからないとなると、彼らはすでに国外へ逃とう亡ぼうした可能性もありますな」

「まさか、国境の防衛隊を突とつ破ぱしましたの？　いえ、これは……」

　と、そこでリュリシアは考え込むように形のいいあごに指を当てた。

「……なるほど、そういうことですの」

「なにかわかったのですか？」

「わたくしの──リュリシア王女の記き憶おくを探さぐってみましたの。シュナブラン卿は先日まで、わたくしの即位式準備に奔ほん走そうしていましたわ。その仕事の一つに、国外からの要人、賓ひん客かくの出で迎むかえがあったはずですわ」

「と、なりますと？」

「シュナブラン卿はごく最近まで、我が国の出入国管理の最深部に関かかわっていたのですわ。その権限と知識、さらに現場の混乱のスキをついて国外逃亡したようですわね」

「国王陛下、一大事です！」

　と、あわただしく駆かけ寄ってくる騎士が一人。リュリシアたちはそちらを振ふり返った。

「騒そう々ぞうしいですわね、いったい何事ですの？」

「我が国に接近していた多た国こく籍せき軍ぐんが、ついに国境を越こえて侵攻してきました！」

「バーガント砲ほうによる先制攻撃、その報復のための軍勢でしょうな」

「ですわね……これで国外に逃亡したシュナブラン卿たちを追うのが遅おくれてしまいますわ。ますます面めん倒どうですわね」

「陛下、騎士たちの間にも動どう揺ようが広まりつつあります！　いかがしましょう！」

　と、知らせを持ってきた騎士が緊きん張ちようした面おも持もちで尋たずねる。そんな騎士を、二人はひどく冷めた眼まな差ざしで見つめていた。

「あなたは、どうやらわたくしの演説を聞いていなかったようですわね」

「は？　いえ、申し訳ありません。国境から緊きん急きゆうの報告があったもので……」

「──跪ひざまずきなさい」

　リュリシアの命令、それを聞いた瞬しゆん間かん、騎士は猛もう烈れつな勢いでその場に膝ひざをついた。騎士の顔からは感情が消え、どこか虚ろな眼差しとなっている。

「まぁいいですわ。どのみち、周辺国の処理もしなくてはならなかったところですし、わたくし自ら出て、処分しますわ」

「わたしもお供しましょうか、陛下？」

「いいえ、あなたは引き続き捜索を続けなさい」

「シュナブラン卿を？」

「彼も障害ではありますけれど、最も重要なのはただ一人ですわ」

　リュリシアはまなじりをつり上げた。その眼には獲え物ものを探る魔ま獣じゆうのような険しさがにじみ出ていた。

「わたくしが求めるのは〈魔王コシユマル〉──おそらくは、〈魔王コシユマル〉と同じ姿をしたシュナブラン卿の姉妹きようだい。彼女が持つ最後の《滅神咒具エスカトロイ》さえ手に入れれば、わたくしは完全なる力を取り戻もどすことができますわ」




　その日──ジュヴレーヌ王国に先制攻撃をされた大陸主要国家は新たな同盟を結び、連合軍を組織してジュヴレーヌ王国の領土へと侵しん入にゆうした。

　連合軍はジュヴレーヌの国境線全域からの同時侵攻作戦を展開した。

　だが、その作戦は一日とたたずに覆くつがえされることとなった。




　──ジュヴレーヌ王国へと侵攻してきた連合軍は、警けい戒かいしつつ慎しん重ちように進軍していた。

「ジュヴレーヌには大陸中を焼いた新兵器があるはずだ」

　バーガント砲と呼ばれる砲台は、大陸全土を砲ほう撃げきすることが可能である。実際その先制攻こう撃げきによって、大陸中が戦火に吞み込まれたのだ。

「大陸中の主要都市──その軍事拠きよ点てんが優先して破は壊かいされた。一刻も早くその砲台を破壊しなくては、我々自身がいつ焼き払はらわれるかわかったものではない」

「帝てい國こく軍もそれでやられたからな。一カ所にとどまっていては、一いち網もう打だ尽じんにされてしまう。だからこそ、今回は各国ごとに軍を分散させて攻撃しているのだ」

「その分各個撃げき破はされるだけではないか？」

「ジュヴレーヌは確かに大国だが、それでも我々連合軍のほうが規模も国力も上だ。ぶつかりあえば、最終的には我々が必ず勝つ」

「それに、バーガント砲と呼ばれる新兵器も、そうそう連射はできん」

「確かなのか？」

「長大な射程は、あくまで大量の〈魔ス元ク素レ〉があってこそだ。ジュヴレーヌ国内の〈魔ス元ク素レ〉供給量から逆算すれば、十発も撃うてば、ジュヴレーヌ国内のあらゆる魔導工学機器が停止してしまうと、技師たちが言っている。先日の砲撃ですでにジュヴレーヌは〈魔ス元ク素レ〉を使い果たしたと見ていい。再度〈魔ス元ク素レ〉が精製される前に、我々は砲台を破壊せねばならんのだ！」

　と、連合軍の指揮官たちは話し合っている。そこに集結した騎士たちは、大陸東部諸国の軍部責任者だ。昨年の西部侵攻作戦でも活かつ躍やくした面々であり、あのときは総司令官にリュリシアをすえて協力して戦った。リュリシアによって団結した連合軍が、今度はそのリュリシアを倒たおすために動いている。皮肉なものだ、と指揮官たちは誰だれもが思っていた。

　そんな中、事態の急変を伝える知らせが届けられた。

「妙みようです。ジュヴレーヌ国内、視し認にんできる範はん囲いにジュヴレーヌ軍は存在しません。各部隊、足止めされることなく進軍しています」

「どういう、ことだ？」

「ジュヴレーヌは防衛を放ほう棄きしているのか？」

　当然ながら、この状じよう況きようでジュヴレーヌ王国からの反はん撃げきがないのは明らかにおかしかった。だがおかしいとは思いながらも、指揮官たちは進軍せざるを得なかった。バーガント砲がある以上、この戦いに時間をかけることはできないからである。

「敵がいないのならばそれでいい。そのまま一気に王都まで進軍を──」

「あれは、なんだ？」

　と、誰かがつぶやいた。振り返ると、一人の騎士が空を指さしている。それにつられるように、周囲にいた者たちが一斉に頭上を見上げた。

　はるか上空に、人ひと影かげが見える。それは黒い人影だ。全身を漆しつ黒こくの鎧よろい兜かぶとで覆おおい隠かくした人間が、宙に浮いているのだ。

　一部の騎士は、空気中にただよう〈魔ス元ク素レ〉を足場に、空中を自由に移動することができる。そのため、人が空を飛んでいるという事実は、別段驚おどろくほどのことではない。

　だが、その場に居合わせた騎き士しや兵士たちは誰もが絶句していた──宙に浮かぶ人影は、地上から見るとひどく小さい。鎧姿ではあるが、どことなく女性的にも見える。だがその体から発せられる気配が異様だった。およそこの世のものとは思えないほど異質で異様な気配が見る者を畏い怖ふさせた。

　と、宙に浮かぶ人物が、腰こしの剣けんを抜ぬいた。それは眩まばゆく輝かがやく刃やいばをもった剣である。シュンたちがここにいれば、その剣が《滅神咒具エスカトロイ》の一つ、《聖堂光剣カセドラル》だと見み抜ぬいただろう。

　輝く剣が地上に向かって突つき出された──瞬間、その切っ先から一筋の光線が地上に向かって放たれた。音もなく飛来した光線は、地上に命中するや地面を熔よう解かいさせ、爆ばく発はつとともに熔よう岩がんを周囲に飛び散らせた。

「な、なんだ、今の攻撃は──」

　続いて、バァァァン、というなにかの破は砕さい音。空に浮かぶ人影を中心として、空一面に亀き裂れつが走った。それは、空間が砕くだける異音だった。空が砕けると同時、地上をとてつもない震しん動どうが襲おそった。

　すさまじい縦たて揺ゆれは、屈くつ強きような騎士であっても立っていることができないほどだった。

　異変はそれだけではない。

　空はあっというまに黒雲にのみこまれ、轟ごう音おんと共に無数の落らく雷らいが地上に降り注ぐ。

　暗くら闇やみに吞のみ込まれた地上でも異変が起こった。

　地上の兵士たちの体が突とつ然ぜん地面に吞み込まれていったのだ。まるで地面が底なし沼ぬまにでもなったかのように、なす術すべなく地下へと沈しずんでいく兵士たち。

　さらにどこからともなく聞こえる獣けものの雄叫おたけび──暗闇に包まれた地上に、巨きよ大だいな影かげが近づいてくる。それは人間の何倍もの体たい軀くを誇ほこる大型魔獣たちだ。決して群れを作らないはずの魔獣たちがなぜか隊列を揃そろえ、一いつ斉せいに兵士たちに襲いかかってくる。

　地上は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずと化した。

　連合軍がまたたくまに壊かい滅めつしたという知らせがほどなく大陸中に伝えられた。








第二章　シュンと家族とそれぞれの愛









　連合軍敗北の知らせは、ジュヴレーヌから遠く離はなれた大陸中央部にも伝えられた。

「連合軍はなす術なく壊滅ですか。予想通りのことではありますが、これで大陸東部諸国はジュヴレーヌに対たい抗こうする力を失ったことになりますね」

　つぶやくのはソフィーである。知らせを受け取ったソフィーは表情を引き締しめ、幅はばの広い廊ろう下かを足早に進んでいき、その突き当たりにある木製の扉とびらを開いた。

「失礼します、兄さん。急報が入りました」

「うん、わかったよ──それではスュペール大司教。今回の件はどうかよろしくお願いします」

「もちろんですとも、シュナブラン卿きよう。あなたのようなお方がこの国に現れたのも、きっと神の思おぼし召めしでしょう」

　シュンは今まで話し合っていた相手、白い法ほう衣えを着た中年男性と固く握あく手しゆをして、別れを告げた。シュンの口から出る言葉は、彼が普ふ段だん日常会話で使っているシュレーヌ語ではなく、エシュヌ語だった。

　シュンたちが現在いる場所は大陸中央部の国、エシュヌ教国だった。去年、内乱によって情勢が不安定となったこの国とジュヴレーヌは同盟を結び、関係を強化しようとした。そのときジュヴレーヌ側の使者としてシュンやソフィーはこの国に訪おとずれたのである。

　結局その後、ベドリュス大だい帝てい國こくの侵しん攻こうを食い止めることができず、エシュヌ教国は帝國に併へい合ごうされた。さらにその後、帝國に対抗する反帝國同盟軍が侵攻してきたため、帝國勢力は撤てつ退たいし、エシュヌは帝國から独立を果たしたのである。

　大陸の西部と東部、二つの勢力の中間に位置するため、勢力争いのまっただ中で翻ほん弄ろうされ続けている国、それがエシュヌ教国である。

　ジュヴレーヌ王国をなんとか脱だつ出しゆつしたシュンたちは、混乱する大陸東部諸国を通り抜け、エシュヌ教国へと逃にげ込んだのであった。

　ここへ来たのはシュンの提案である。エシュヌ教国ならばジュヴレーヌとも離れており、追っ手が来るにも時間がかかるはずだと予想したのである。さらにこの国ならば、いろいろとアテがあったのである。

　シュンは黒いマントを羽織っており、その背中には金色の紋もん章しようが刻まれていた。それはエシュヌ教国枢すう機き卿きようの証あかしである。

　────

　つい先日、シュンとその姉妹たち、さらにはブイやレニエ、アンジュといった面々は、エシュヌへと到とう着ちやくした。もちろんジュヴレーヌの国境を抜けた後の旅も順調とはほど遠いものではあったが、今はそんな旅の思い出を思い返している場合ではない。

「それで、シュンよ。汝なんじのいうとおり、エシュヌまで来たがどうするつもりであるか？」

　と、尋たずねてきたシャルにシュンは、枢機卿の外がい套とうを見せた。

「実はボク、この国の枢機卿なんだよね」

「エシュヌの枢機卿となると、かつては教皇以上の権勢を誇ったほどの階級だな。だが今はほとんどお飾かざり同然の立場に成り下がったはずだ」

　と、モニカが告げる。シュンが言わなくてもスラスラ説明してくれるのは助かる。

「ボクは枢機卿だから、この国に対して多少の影えい響きよう力がある、ってことになるよね？」

「しかしシュン。そんな外套、よく持っていたな」

　なにしろシュンたちはジュヴレーヌを追われてきたのだから、個人の荷物など持ってくる余よ裕ゆうはなかったのである。だがシュンは運良く枢機卿の外套を持っていたのだ。

「ボク、あの日、リュリシアさんの即そく位い式しきにそのまま出るつもりだったからね。この外套も着るつもりだったんだ。教皇さんには個人的にいろいろお世話になったからね」

　その後のドタバタで少し汚よごれてシワだらけになってはしまったが、これくらいは洗せん濯たくすればキレイになるだろう。

「それで、ここからはみんなに相談しなきゃいけないんだけど……ボクの知ってる限りだと、エシュヌは教皇さんが死んで、その後帝國に支配されたり解放されたりして、国内がすごく混乱しているはずなんだよね。次の教皇もまだ決まっていないどころか、混乱がひどくてとても決められない状態だったはずだよ」

「つまり、シュンよ。汝はこう言いたいのであるか？」

　シャルが、シュンを見上げる。シャルの眼めには値ね踏ぶみするような輝きが宿っていた。

「その混乱に乗じて、枢機卿という地位をとっかかりに、汝がこの国の実権を牛ぎゆう耳じってみせると？」

「牛耳るっていうのはいい方が悪いけど……でもこの国が今すごく混乱しているのって、原因はボクらだよね？」

「いえ、主な原因は、この国で内乱を引き起こして好き放題暴れていた極ごく一部の人なのですが……」

　ソフィーがつぶやくと、姉兄妹きようだいたちの視線が一人の人物に集中した──その先にいるのは、姉兄妹の次女リースである。リースは眼を細め、神しん妙みような面おも持もちでうなずき、傍かたわらのルケを振ふり仰あおいだ。

「えぇ、皆さんの言いたいことはわかります──ルーがこの国で好き放題暴れていたのは事実です。聖なるワタクシの監かん督とく不行届というものです」

「え？　アタシが悪いのか？」

　と、ルケがきょとんとしている。ちなみにルケは、ジュヴレーヌでの激戦で瀕ひん死しの重傷を負ってまだ完治こそしていないが、すでに元気を取り戻もどしつつあった。

「いえ、ルケ姉さんが暴れたのも、リース姉さんが原因でしょう」

「聖なるワタクシは、争いを望みません。ですが聖なるワタクシは聖なる使命に基もとづき、人々を聖戦へと導かざるを得なかったのです。それが罪だというならば、ワタクシはその罪の全すべてを背負って生きていきましょう。なぜならば、ワタクシは聖女なのですから」

　雄ゆう弁べんに語るリースだが、それを聞いている周囲の姉兄妹はみんなぽかーんとしているか、聞き流しているかのどちらかだった。正直リースと話し合ってもかみあわないのはわかりきっているので、みんな慣れているのだ。

「ともあれ、この国が混乱しているなら、ボクらにはその混乱を収める責任があるんじゃないかなって思うんだ──リース姉さんとルー姉さんは何年もこの国で暮らしていたんだから、それなりにくわしいよね？」

「新教徒たちも今ではバラバラになってしまいましたが、信しん頼らいに足る人物に何人か心当たりはあります」

　と、リース。ルケはその隣となりでうなずいている。たぶん、ルケにはリースみたいな心当たりなんてないので、それでごまかしているつもりなのだろう。話さなくても今のシュンにはそれくらいの察しがついた。

「リース姉さんたちの協力があれば、エシュヌを治めることもできると思うんだよね」

「できるであろうな──別にリースの助力などなくとも、我わが輩はいの才覚をもってすれば、こんな小さな国を乗っ取ることなど造作もないことである」

　と、シャルが腕うでを組んで告げる。いつも通りの尊大な態度。実際シャルはその身一つでバーガント随ずい一いちの大国、ベドリュス大帝國を数年で乗っ取ってしまったのだから、その自信はもっともである。

「が、気が乗らんのである」

　と、シャルが肩かたをすくめてみせる。

「シュン。汝のやり口はどうにも好かん。胡う乱ろんである。このような小国のことなど、今は取るに足らん些さ事じである。我が輩たちがすべきことは、一刻も早く傷を癒いやした後、バルドスとの最終決戦に挑いどむことであろう」

「それはそうなんだけどね、ボクらは《滅神咒具エスカトロイ》を失って──ううん、ボクらの力の源だった《滅神咒具エスカトロイ》そのものが敵になったんだよね？　正面からぶつかってもボクらに勝ち目はないと思うんだ」

「我が輩とて無策で挑む気はない。我が輩に従えば、必ず勝機はある。あとは手て駒ごまである汝等らの働き次し第だいである」

　と、いつもどおり傲ごう岸がんなシャルの物言い。目の前で手駒扱あつかいされた妹たちは、なんとなく面白くなさそうな顔をしている。まずいな、とシュンは悟さとった。

　シャルは長女として他の妹弟きようだいをたばねる度量と器量を持ってはいるのだが、あまりに傲岸すぎる性格が災いして、三年前、家族はまとまることなくバラバラになってしまった。

　シュンは、そうなることだけはさけたかった。

「えぇっと……アリア姉さんやクロはボクを手伝ってくれるよね」

「ん～、落ち着ける場所は必要だものね～。このあたりはあまりくわしくないけど、悪くないんじゃないかしら～？」

「選せん択たく肢しはあまり多くねーのです。ここまで来た以上、シュンの案にのるしかねーのです。シュンだけじゃ絶対失敗するに決まってるから、あたくし様が助けてやるのです。感謝しやがれ、なのです！」

　と、二人はあっさりとシュンに賛同してくれた。

「あとは……」くいっ「あれ？　ティン？」

「ん」

　と、妹のティンがシュンの外套の端はしを引っ張ってきた。無口な妹はいつも通りの無表情でジッとシュンを見つめている。シュンには妹がなにを言いたいのか、だいたいわかった。

「ティンもボクを手伝ってくれるんだね」

「ん、それが一番効率いい」

「もちろん私も兄さんを手伝いますよ」

　ソフィーもうなずいてくれる。この辺りはいつものメンバーだ。続いてメルを見る。

「メルは……どう？」

「あたしはただの医者デス。兄上の力になれるとは思えないデス」

「そんなことないよ。この国は最近まで内乱や戦争が続いていたわけだから、医者の力はいくらでも必要とされていると思うんだ。メルも協力してくれるなら助かるんだけど？」

「……兄上や姉上たちの傷は完治してないデス。目の前に患かん者じやがいるのに見捨てたりすれば医者の名折れデスから、ここは兄上を手伝うデス」

　と、メルも賛同してくれた。続いてリースを見るシュン。

「リース姉さんたちも手伝ってくれるんだよね？」

「むろん、聖なるシュ～たんのお願いとなれば、無下にはできません」

「難しいことはよくわからねーけど、とりあえずどいつをぶっ殺せばいいんだ？」

「うん、リース姉さんありがとう。ルケ姉さんは、まだ病み上がりなんだからムリしないで。気持ちだけもらっておくよ」

　順当にみんな協力してくれるようだ。ただ問題は──シュンが見る先にはモニカがいる。モニカはいつも通りの冷たい表情、左右にはヴィオとシラーがいる。ヴィオはなんだかしたり顔でうなずいているけれど、この妹は確実に話が理解できなくなったのでごまかそうとしているだけだ。シラーはいつも通り無言。だけどこの二人の妹はモニカに従うので、モニカさえ説得できればシュンに従ってくれるだろう。

　だがモニカはシュンの姉たちの中でも特に気むずかしい人だ。説得は難しい。だがそれができなくては、シュンの夢の実現など夢のまた夢だ。

「えっと……モニカ姉様も、手伝ってくれたら嬉うれしいんだけどなぁ？」

「ふん。それで、お前はどんな手法でこの国を乗っ取るつもりだ？　計画は？　期間は？　予算は？　人員は？　お前を手伝うことで我わたしにどんな利益がある？」

「えっと……」
















　思わず口ごもるシュン。モニカの矢や継つぎ早ばやな質問に、即そく答とうできなかった。

　そう、モニカはこういう人だった。姉妹の中でも一番商売人気質というか、極きわめて現実的で実利的な性格をしている。

「なんだ、まさかその程度のことも考えないまま我たしに協力を求めるつもりか。お前、まさか我たしを舐なめているのか？」

　たちまちモニカの眼まな差ざしが氷河期のごとく冷たくなってしまう。確かに今のは答えられないシュンの無計画さも悪い。だが、それはシュンだって自覚している。

「その……モニカ姉様。ボクだけだと、まだまだ具体的な方法とか、よくわからないから、モニカ姉様の力が必要なんだよ。だから力を貸してくれないかな？」

　シュンはモニカに食い下がった。

「むしろそういう計画をたてるのって、モニカ姉様の得意分野だよね？　ボクだけじゃそういう分野が苦手だから、是ぜ非ひモニカ姉様の力を借りたいんだ」

「それで我たしになんの益がある？　まさか家族のよしみでただ働きをしろ、とでも？」

「益はない──けど、ここでボクが失敗したら、モニカ姉様への恩をボクはもう永遠に返せなくなっちゃうよ。それは姉様にとっても困ったことになるよね」

　ふんっ、と鼻を鳴らすモニカ。

「そうだな。お前の無む謀ぼうな計画では失敗するのは明白。そしてお前が失敗すれば我たしまで共とも倒だおれになる。もはや我たしとお前らは運命共同体。ならばシャクだが、力を貸さざるをえん、業ごう腹はらだがな」

「ありがとう、モニカ姉様！」

　笑え顔がおで頭を下げるシュン。難関だと思っていたモニカも何とか説得できた。

　いや、正直なところを言えば、割と成功率は高いと思っていた。

　モニカが利にさとい性格なのは確かである。ここでシュンたちに協力しない方がかえって面めん倒どうなことになるということは、モニカならすぐに気づくとシュンにはわかっていた。

　そしてなにより、これは本人に言ったら絶対に否定するが、モニカはシュンの家族の中で実は一番面倒見がいい。

　なにかと斜しやに構えた態度をとることの多いモニカではあるが、これで意外とお姉ちゃん気質というか、姉あね御ご肌はだなのだ。その証しよう拠こにヴィオとシラー、二人の妹の面倒を長年にわたってみている。姉弟妹きようだいの中で一番の落ちこぼれであったシュンのことも昔からかわいがってくれていた。

　モニカは優ゆう秀しゆうな他の姉妹とぶつかることは多いが、逆に問題児な弟妹きようだいにたいしては姉らしい一面を見せてくれる人なのだ。

　だからシュンには、自分が必死にお願いすればモニカならきっと助けてくれるだろうという、弟特有の甘えた計算があったのである。

　ともあれ、モニカも協力を約束してくれた──リース、アリア、モニカ、ルケ、ソフィー、ヴィオ、シラー、ティン、クロロ、メルと、十人の姉妹きようだいが協力してくれることになった。

　となると、最後に一人だけ残っているのは長女のシャルである。

　シュンたちのやりとりを眺ながめていたシャルは、腕を組んで仁に王おう立だちになっていた。

「えっと……そんなわけでシャル姉、ボクらはエシュヌを立て直しつつ、ここを拠きよ点てんにしようと思うんだけど」

「で、あるか。汝なんじ等の好きにすればよかろう。我が輩は特別ジャマだてせん」

「できればシャル姉も一いつ緒しよにどうかな、と思ってるんだけど？」

「つまり、シュンよ。汝は我が輩までも自らの配下に組み入れようというのか？　これはまた思い上がったものであるな！」

「そんなこと思ってないよ。でもやっぱりこういうのはまとめ役っていうか、リーダーがいないと、うまくいかないよね？　ボクらをまとめることができる人って言ったら、これはもうみんなのお姉さんのシャル姉しかいないでしょ？　だから、ね？」

　シュンが、シャルのことを頼たのもしい眼差しで見つめる。するとシャルも気をよくしたのか、うんうん、と頷うなずいてみせた。

「なかなか身の程ほどをわきまえているようであるな、シュンよ。そういうことならば我が輩が音頭をとってやってもよいぞ」

「本当？　ありがとう、シャル姉！」

　ちょいちょいと、シャルがシュンに向かって指まねきをしてくる。言われるままにシュンがしゃがむと、シャルは小さな手をシュンの頭に乗せ、まるで子供をあやすようになでてきた。

「うむうむ、お前はかわいい弟であるな。これからも我が輩に隷れい属ぞくするならば、かわいがってやるのである」

「ありがとう、シャル姉──それにリース姉さん、アリア姉さん、モニカ姉様にルー姉さん、ソフィーにヴィオ、シラー、ティン、クロ、メルも、みんなみんな、本当にありがとう！」

　と、シュンが全員にお礼を言い、なんとか家族全員の協力を取り付けた。

　シャルの説得も難題ではあったが、実はシュンには勝算があった。

　シャルははっきり言って、モニカ以上に扱あつかいの難しい姉だ。実際最初はシュンの言うことなど聞く気はなかったようだ。

　にもかかわらずその意見を覆くつがえしたのは、単純に、シャル以外の全員がシュンに協力してくれたからだ。シャルは長女である自分の立場に強い自尊心を持っている。妹弟がそろっているのに自分だけ仲間はずれにされるということを非常にいやがるのだ。むしろ妹弟が全員そろっているならば、自分が中心にいないと気がすまないのである。

「シャル姉が協力してくれるなら百人力だよ」

「百人？　我わが輩はいと並び立つには、あと百億人くらい人手が足りんのである！」

「うん、もうシャル姉さえいたら世界征せい服ふくだってできるよ」

「世界など小さいのである！　このバーガントを征服した暁あかつきには、そのまま宇宙と異次元まで征服に向かうのである！」

　と、豪ごう語ごするシャル。そしてこの姉の場合、この言葉が決して冗じよう談だんではないということが本当に恐おそろしい。

「シャル姉だけじゃないよ。みんなみんな、ボクら家族全員がそろえば、それこそ不可能なんてなにもない気がするよ！」

　シュンの言葉に、家族はそろってうなずき、団結を確かめ合った。

　ただし、モニカだけは皮肉っぽく小声で呟つぶやいていた。

「家族全員そろってバルドスにやられ、夜よ逃にげ同然にここまで逃げてきたわけだがな」

　────

「こうやって考えると、けっこう綱つな渡わたりだったなぁ」

「なんのことですか？」

　回想を終えたシュンは、意識を現実へと引き戻もどした──エシュヌ教国内のとある教会にシュンとソフィーの二人はいるのだった。

「ボクたち全員がそろって、協力してエシュヌをまとめようとしていることだよ」

「それはそうですよ。最初に兄さんが姉さんたちの間を取り持ってくれたからまとまっただけです。兄さんがいなければ確実に四散していましたね、私たちは」

「ボクはなにもしていないよ。ただボクは、シャル姉を中心に、みんなでがんばろうって言っただけだよ」

　そして結論から言うと──シュンの目もく論ろ見みは現在、成功しつつある。

　エシュヌが長引く戦乱で疲ひ弊へいし、混乱していたのは事実である。

　国教であるコロネティア世せ遺いき教ようの指導者である教皇は、先代の死以降選出されず、それが混乱を助長していた。本来教皇を選出するべき立場である大司教たちは、こんな状態のエシュヌをまとめることなど不可能だと誰だれもが及および腰ごしになっていた。

　そこにいきなりシュンたちが現れ、枢すう機き卿きようであるシュンが、教皇の代理として働くと告げたのである。平時ならばなにを世よ迷まい言を、と追い返されただろうが、今は事情が事情。エシュヌの人々はもはや藁わらにもすがる思いだったのだろう。

　さらにシュンの姉妹たちは誰もが優秀であり、それぞれが得意分野で活かつ躍やくした。エシュヌに詳くわしいリースが国内のあらゆる裏情報を仕入れてきて、クロロがそれを分ぶん析せきし、アリアたちが情報を基に交こう渉しように出向いてシュンたちの味方に引き入れる。治安の悪化した国内をティンやルケといった面々が飛び回って、犯罪者を片かたっ端ぱしから取り締しまっていく。モニカの隠かくし口座から引き出した大量の資本を市場に流し込んで経済を活性化させつつ、国内の流通を掌しよう握あくし、味方をふやしつつ反対勢力を兵ひよう糧ろう攻ぜめにする等──それぞれが活躍した結果、今やエシュヌの中心人物は名実共に枢機卿であるシュンとなりつつあった。

　ここまで来ると順調すぎて逆に怖こわいくらいだが、シュンと家族が団結すれば国一つを掌握するなど、文字通り赤子の手をひねるようなものなのかもしれない。

「私たちが団結できたのは、兄さんのおかげですよ」

　ソフィーがシュンの手を握にぎった。

「知っての通り、シャル姉はあの性格ですから人望がありません。いえ、私もシャル姉のことを尊敬はしていますが、正直あの人と一緒にいると自分では生しよう涯がいあの人に敵かなわないという劣れつ等とう感を抱いだくと言いますか……」

　それはよくわかる。というか、その劣等感は、シュンが幼い時からずっと感じ続けていたものだ。

　シュンなどより遥はるかに優秀なこの妹が、シュンと同じ劣等感を持っていたというのは驚おどろきであると同時に新しん鮮せんだった。

「確かにシャル姉はすごいからね。まぁあの人は特別だけど……でも、意外だな。ソフィーでも劣等感を抱くことなんてあったんだ？」

「そうですね。私も自分の実力には自信がありますから──それでもかなわない人が世の中には何人もいると、私も学びました。考えてみると、昔の私は、そういった人たちから逃げていたのです。だから父さんたちの死をきっかけに、私たちはバラバラになったのです」

「そっか……そうだよね、世界に出ると、結局ボクらなんてチッポケな存在だって思い知らされてばかりだもんね」

「兄さん、ご存じですか？」

　シュンの手を握ったまま、ソフィーがまぶしそうにシュンを見上げた。

「私がかなわないと感じた人──その一人は、兄さんなんですよ」

「ボクが？　まさか～」

　シュンは笑うが、ソフィーの真しん剣けんな面おも持もちは崩くずれなかった。

「本当ですよ。たぶん私はもう、兄さんにはかないません──兄さんはこの一年で、驚くほど強くなりました。たぶん、私の手助けなど必要がないくらいに。昔の私は、それを認めることが怖かった。兄さんが私より強くなったら、兄さんと離はなればなれになりそうな気がして……」

「そんなことないよ、ソフィー」

　シュンは、ソフィーの手を握り返した。

「ボクは、絶対ソフィーのそばを離れない。むしろ、一生ボクの隣となりにいて欲しいって思っているよ」

「兄さん、本気ですか？」

「うん、もちろんだよ」

　ソフィーの顔がパッと明るくなった、が、すぐに素すの表情に戻る。

「でも兄さん。それは、私を含ふくめた他ほかの家族みんなと一緒にいたいという意味ですよね」

「うん、そうだけど、よくわかったね」

「兄さんとは長いつきあいですから……」

「ボクね、最近ようやく気づいたんだ──ボクはソフィーたちみんなといつまでも一緒にいたいけれど、たぶん、なにもしなかったら自然にみんなはバラバラになっちゃうんだ。世界が平和になればみんなで暮らせるって思っていたけれど、それだけじゃダメなんだ」

「だからこの国にくるとき、兄さんから動いたのですね」

「それにね……ここだけの話だけど、姉さんたちを野放しにするのは危険だって、ようやく気づいたんだ」

　シュンが、声を潜ひそめて告げる。

「特にシャル姉とリース姉さんとモニカ姉様──この人たちって放ほうっておいたら勝手に世界征服を始めかねないんだよね」

「その通りですね」

「でも姉さんたちが優ゆう秀しゆうなのは事実だからね──今回みたいになにか他の仕事をお願いすれば、少なくともそれが終わるまでは勝手に動いたりすることはないと思うんだよね」

「それはつまり、兄さんが姉さんたちの手た綱づなを握っておく、ということですか？」

「手綱なんて、そんなつもりはないよ。実際ボクなんて、姉さんやソフィーたちに比べればたいしたことがない存在だと今でも思っているよ。けど、だからこそ、ボクにしか見えないものがあるんだって、最近気づいたんだ」

　シュンが告げる。それはこの国に来る直前から、考えていたことだ。

「シャル姉みたいな人は、みんなの上に立ってみんなを引っ張っていくよね。けどボクにそんなことはできない。そのかわりボクは、みんなの一番下でみんなを持ち上げていくことができる。ボクはそういう存在になりたいんだ」

　それでね、とシュンは改めてソフィーの顔をのぞき込んだ。

「今さらこんなことを言うのもなんだけど、ソフィーには、ボクの手伝いをしてもらいたいんだ」

「お手伝いですか？　それなら今も手伝っていますが」

「今も言った通り、ボクはこれからもみんなと一いつ緒しよにいたい。そのためには、ボクがみんなを下から支えていかないといけないけど、正直ボク一人でそれをやるのはムリだから、ソフィーに手伝ってもらいたいんだ」

「なるほど、そういうことですか」

「こんなこと、ソフィーにしか頼たのめないからね。お願いできないかな？」

　シュンがそうたずねると、ソフィーが微笑ほほえみと共に答えてくれた。

「私が兄さんからのお願いを断ることなんて、ありませんよ」

「ソフィーならたぶんそう言ってくれると思ったよ。ゴメンね、不出来な兄で」

「兄さんは、充分すぎるほど優秀ですよ。少なくとも私にとって兄さんは、最高の兄さんです」

「最高の誉ほめ言葉だよ」

　シュンはソフィーと固く手を握りあったまま、お互たがいの絆きずなを再さい認にん識しきした。




　ソフィーが持ってきた知らせ──連合軍がジュヴレーヌ王国に進しん攻こうするも壊かい滅めつする、という知らせは、シュンにとっては予想通りの内容だった。

　ジュヴレーヌを率いるリュリシア──正確に言うなら、リュリシアの体を操あやつるバルドスは、シュンたちの《滅神咒具エスカトロイ》全すべてを持っている。その力を自由に引き出せるならば、たとえ大陸中の騎き士しが束になってかかったとしても、バルドスを倒たおすことはできない。それはシュンたちも同じだ。だからシュンたちはバルドスを目の前にしながら、逃げることしかできなかった。

　なので、連合軍の敗北は予想通りだ。冷たい言い方をすると、正直連合軍には時じ間かん稼かせぎ以上のことは期待していなかった。

　ともあれ、連合軍壊滅の知らせは、大陸中に広まっていることだろう。シュンたちも、計画を急がなくてはならない──そして、この知らせを聞いて一番心を痛めている人がすぐ近くにいることをシュンは知っていた。

　シュンはソフィーと別れた後、予定を変へん更こうして、その人物と会うことにした。

　エシュヌ教国の首都、聖地ヴィヴァン。かつては大陸最大の宗教コロネティア世遺教の総本山として栄えた大都市であるが、はげしい内乱と戦争が続いた結果、都市はほぼ壊滅状態となっていた。そして壊こわれた都市を直すだけの国力がなく、廃はい墟きよと化した街は半ば放置されているという状じよう況きようだった。エシュヌの荒こう廃はいぶりを象しよう徴ちようするかのような有様である。

　シュンたちはそんな聖地に隣接する街、イェルクを活動の拠きよ点てんとしていた。

　街の中でひときわ大きくそびえる建造物は、サン・マルティ大聖堂。この国では、大都市には必ず大聖堂が設置されているのである。現在エシュヌ教国の中心人物であるシュンとその一行は、この大聖堂に間借りして生活しているのであった。

　シュンは、目的の人物の部屋の前まで来ると、扉とびらをノックした。

「はい、どうぞ」

　返事があったので、中に入った。室内には品のいい調度品が並べられており、落ち着いた雰ふん囲い気きの部屋だった。もともとは客間として使われていた部屋らしい。

「調子はどう、アンジュさん？」

「えぇ、シュナブランさん。おかげさまで、問題ありません」

　室内にいたのはシュンの同どう僚りよう、アンジュである。

　ジュヴレーヌで共に戦った彼女は、リュリシアの体がバルドスに乗っ取られるその現場に居合わせ、リュリシアの攻こう撃げきによって負傷したのである。その後シュンたちが逃とう亡ぼうするとき、なりゆきで連れてきたのである。シュンにはアンジュをあのままジュヴレーヌに残すことはできなかったのだ。

　アンジュはリュリシアの従者であり、おそらく、世界中でもっともリュリシアの思想を理解している人物である。リュリシアが原因で大陸中に戦火が広がり、友好的な関係を築いていた周辺国がこぞってジュヴレーヌに攻せめ込むという今の状況は、リュリシアの理想とは対極に位置する。それはアンジュにとってなによりも辛つらいはずだ。

「肩かたの傷はどう？」

「えぇ、あなたの妹さん、メルさんに見ていただいたおかげで、すっかり治りました」

　穏おだやかに答えるアンジュ。一見すると、普ふ段だん通りの姿だ。だがそれがそもそもおかしいと、普段のアンジュを知るシュンにはわかっていた。アンジュにとってリュリシアは、自分の人生を捧ささげた相手である。そのリュリシアがバルドスに操られているという現状で、リュリシアから遠く離れた場所にいるアンジュが落ち着いていられるはずがないのだ。

　見ると、室内にはなぜか様々な衣服が大量に並べられていた。

「これは、なに？」

「つい先ほど、洗せん濯たく物ものを取り込んだところです。今日は天気がよかったもので……こちらはシュナブランさんの服です。ボタンが取れかけていましたので直しておきました」

　と、服を渡わたされる。丁てい寧ねいに折りたたまれたそれらにはシワ一つなかった。

「え？　もしかして、今までもアンジュさんが洗濯してくれていたの？」

「はい。わたしもなにか手伝おうと思ったのですが、わたしにできることはこれくらいしかなくて……」

　アンジュが少し神しん妙みような面持ちになった。

「わたしなど、ジュヴレーヌという国の後うしろ盾だてがなくては、こんな異国の地ではなにもできない小こ娘むすめに過ぎないのです。それをつくづく思い知りました」

「そんなことないよ。アンジュさんが優秀な人だってこと、ボクはよく知っているよ」

「優やさしいのですね、シュナブランさん」

　本気でアンジュの様子がおかしいとシュンは思った。アンジュはどちらかというと勝ち気な性格で、なにかと失敗の多いシュンにいつも小言を言ってくる生き真ま面じ目めな性格の少女だ。こんなにしおらしいアンジュ、シュンは今まで見たことがない。

「その……リュリシアさんのことだけど……」

「えぇ、知っています。リリィ様、おいたわしい」

　と、アンジュが悲痛そうに顔を歪ゆがめた。

「本来ならば、わたしは今すぐリリィ様をお助けするためにジュヴレーヌに駆かけつけねばなりません。それができないならば、責任をとってその場で腹を切って詫わびなければならないにもかかわらず、おめおめとこんな場所で生いき恥はじをさらしています。いざとなれば死ぬのが恐おそろしいのです！　わたしは、なんて恥知らずな女でしょう」

　大おお仰ぎように嘆なげくアンジュ。そのはげしい自責の念は、シュンの胸を打った。アンジュの気持ちはわかる。アンジュの性格を考えれば、責任をとって自じ刃じんするという言葉は本気だ。今はかろうじてそれを思い止とどまってくれているが、心の均きん衡こうが崩くずれれば本気でそれを実行しかねないと、シュンには感じられた。

「ごめんね、アンジュさん」

「なぜあなたが謝るのですか、シュナブランさん」

「リュリシアさんがあぁなった原因は、ボクだからね」

　全ての元げん凶きようはバルドスだが、さらにその原因を突つき詰つめていくとシュンとその家族が《滅神咒具エスカトロイ》を使って世界中で暴れ回ったせいだ。リュリシアもアンジュも結局はシュンたちの被ひ害がい者しやなのである。

「ボクのことを恨うらんでくれていいよ。謝って許されることじゃないけれど、全ての責任はボクたちにあるから、ボクは絶対に、なにがあってもリュリシアさんを助けてみせるよ」

　このままアンジュが精神的に追い詰められていく姿は見ていられない。シュンを憎にくむことでアンジュの精神が少しでも救われるなら、それはシュンにとって喜ばしいことだった。どうせもともとアンジュには嫌きらわれていたのである。改めて嫌われることくらい、シュンにとってはたいしたことではない。

「どうして……どうしてそんなことを言うのですか、シュナブランさん」

　アンジュが、シュンをにらみつける。アンジュの大きな瞳ひとみから、涙なみだがこぼれ落ちていた。

「今さら……今さらあなたたちのことを憎むことなんて、できるはずがないでしょう！」

「どうして？　リュリシアさんが操られた原因はボクとボクの家族が原因だよ。アンジュさんには、ボクらを憎む権利がある」

「少なくともあなたが悪くないことくらい、わたしにだってわかります！」

　アンジュは涙を流しながら激しい口調で続ける。アンジュがこうやって泣く姿など、シュンは初めて見たかもしれない。

「今のわたしは、自分自身が怖こわいです」

　アンジュが、自分の体を抱だきしめるように腕うでを回す。その体はわずかに震ふるえていた。

「あなたやソフィー卿は決して悪くない。あなたの家族についても、若じやつ干かん迷めい惑わくな人たちだとは思いますが、それも過ぎたことですから気にしていません。今回リリィ様がおかしくなったことの原因は、バルドスという存在だということも理解しています……全部頭ではわかっているのに、あなたに言われて、悪いのはあなたたち姉兄妹きようだいだと、罵ば倒とうしたくなる自分がいる……わたしはなにより、そんな自分自身が恥はずかしい」

　シュンは、失敗した、と感じた。シュンを憎むことで少しでも前向きになってくれればいいなどと考えたのは、シュンの完全な思い上がりだ！　アンジュはシュンが思っていた以上に生真面目で、それでいてか弱い少女で、シュンの言葉は彼女の苦しみをひどくしただけだったのだ！

「私には、もはやリリィ様しかいないのです！　リリィ様は、わたしにとって、たった一人の家族のような存在なのです」

「どういう意味？」

「わたしの両親は幼い頃ころ、他界しました。そのせいで両親の思い出はほとんどありません。その後わたしを引き取ってくれたのは、あなたもご存じの、ペルデ卿です」

　ペルデ──八大英えい雄ゆうの一人。ジュヴレーヌの実権を握にぎっていた騎士で、シュンたちの母、〈魔王コシユマル〉を殺した張本人である。

「ペルデ卿は、あなたがたにしてみれば仇かたきでしょうが、わたしにとっては恩人です。厳しい人でしたが、あの人のおかげでわたしはリリィ様の従者になることができました……ですがペルデ卿の正体が魔ま族ぞくだとわかって以降、わたしの立場は一気に悪化しました。わたしも魔族の一味だと周囲に思われたようです。そんなわたしを庇かばってくださったのはリリィ様です。リリィ様はそれまでとかわらず接してくれました。わたしは結果的に恩人であるペルデ卿を裏切り、そのことを後こう悔かいしなかったと言えばウソになります。ですがリリィ様はそんなわたしの心中もおもんぱかって、全すべての責任は自分にあるとわたしに語りかけてくれました。そして、わたしのことを、家族のように思っているとまでおっしゃってくれて……だからわたしにとって、おそれ多いことですが、リリィ様は最後の家族なんです。リリィ様を失っては、生きていけません！」

「ボクも、そう思っているよ」

　シュンが、アンジュの手を摑つかんだ。動どう揺ようしたアンジュは反射的にシュンの手を振ふり払はらおうとしたが、シュンの力が思っていた以上に強くて逆にバランスを崩した。倒れかけるアンジュを支えるシュン。二人の顔が急接近して見つめ合う。

「ボクも、アンジュさんのこと、家族だと思っている」

「いきなりなにを……あなたにはちゃんとした、本物の家族がいるではありませんか」

「もちろんソフィーたちはボクの大切な家族だよ。それでもボクは、アンジュさんのことも、他ほかの家族と同じくらい大切な人だと思っているよ」

「あなたにわたしの気持ちなんてわかりません」

「でも今アンジュさんがとても悲しんでいることはわかるよ」

　アンジュは、目の前に迫せまるシュンの顔を、まじまじと見つめた。いつになく真しん剣けんなシュンの面おも持もち。その気配に吞のみ込まれ、アンジュはシュンから視線を外せなかった。

「ボクじゃ、アンジュさんを癒いやすことはできないかもしれないけれど、その悲しみを分かち合うことはできると思うんだ。ボクにとってもリュリシアさんは大切な人だし、今の状況を、ボクも悲しく思っている。ほんの少しでいいから、アンジュさんの悲しみを、ボクにも背負わせてもらえないかな」

「そんなことをして、なんになるというのですか」

「アンジュさんの心を少しでも救うことができれば、ボクは本ほん望もうだよ」

　シュンに腕を摑つかまれたまま、アンジュはためらった。シュンの力は予想外に強いものの、アンジュが本気を出せばその手を振り払うことができる。そもそもアンジュが本気でいやがっているとわかれば、シュンは自分から身を引くだろう。

「シュナブランさん……あなたの同情など、必要ありません」

　アンジュが、硬かたい声で告げる。いつのまにか、眼めからこぼれていた涙も止まっていた。

「わたしが必要としているのはただ一つ、リリィ様の救出です……わたしでは、バルドスなる存在と戦うことすらできないでしょう。あなたにお願いするしかないのです。だから絶対にリリィ様を救ってください」

「もちろんだよ、絶対に助けてみせるよ」

「もし失敗したら──そのときはあなたを殺してわたしも死にます」

　と、呟つぶやくアンジュの顔から一いつ瞬しゆん本気の殺意を感じた。冗じよう談だんではなく、アンジュの場合本当にそうするだろう。

（けど失敗したときって、それはボクがバルドスに返り討うちにされたときなんだよね）

　つまりアンジュに殺されてあげることはできないのだが、わざわざそれを指し摘てきするほどシュンも無神経ではない。

「わかったよ。アンジュさん。でも同情でもなんでもなく、ボクはキミと本当の家族になりたいと思っているよ」

「それは……その、本気ですか？」

「こんなときに冗談は言わない。本気だよ」

　それはシュンの正直な気持ちだった。

　子供の頃から家族に囲まれながらも家族の愛情を感じられず、家族を求め続けたシュン。そんなシュンにとって、家族という存在は、自分の身近にいる護まもりたい大切な存在だ。そういう意味で、アンジュは間ま違ちがいなく家族の一員だった。

　シュンの言葉を聞いたアンジュは、途と端たんに顔を硬こう直ちよくさせてうつむいた。

「それは……正直、いきなり言われても困ると言いますか……」

「今は受け入れてくれなくてもいいよ。でも忘れないで。アンジュさんはボクにとって、大切な人だから」

「その……わたしも、もしこれから先、あなたと二人で、リリィ様のお側そばにお仕えすることができたなら、そんな未来が訪おとずれたら嬉うれしいな、と思います……」

「大だい丈じよう夫ぶ、その未来、絶対現実のものにしてみせるから、ボクに任せて！」

　力強く断言するシュンを、どこかまぶしそうにアンジュは見つめていた。

　その顔からは、最初に感じた不安や悲しみなどは消えていた。

　これならもう大丈夫だと、シュンは感じた。アンジュはもともと芯しんの強い少女だ。一時的に混乱していただけで、今回の件も、きっと自力で乗り越こえることができると、シュンは信じていた。




　アンジュと別れたシュンは、そのまま大聖堂内を移動して、次の人物と会うことにした。廊ろう下かを進んだ先にある別の部屋をノックする。

「は～い」

「ボクだけど」

「おぉ、シュンか」

　と、出で迎むかえてくれたのはシュンの親友ブイである。ブイもアンジュと同様、ジュヴレーヌからの脱だつ出しゆつの際、なりゆきで一いつ緒しよにここまで逃にげてきたのだった。

　そしてもう一人──ブイに招かれて入ると、室内のベッドには上体を起こして座る美女、レニエの姿があった。

　ちなみにこの部屋はレニエが使っている部屋であり、ブイの部屋は別にある。が、ブイは毎日この部屋に通っているようだ。

「レニエ卿きよう、お久しぶりです。お加減はどうですか？」

「シュナブラン卿ですか……体調は、大丈夫です」

　ベッドに座ったまま窓の外をながめていたレニエは、ゆっくりとシュンに向き直る。今は療りよう養よう中なので、寝ね間ま着き姿だ。その服装だと、彼女の右手が金属製の義手であるとはっきり見て取れた。

　ジュヴレーヌ王国でかなり重傷だった彼女だが、シュンが義手の緊きん急きゆう装置を作動させたことで一命を取り留めた。その後はメルが診しん察さつし、体は順調に回復している。義手も傷ついていたが、そちらはモニカに頼たのんで直してもらった。

　メルの診察では、レニエの経過は順調らしい。実際久々にあったレニエは血色もよくなっており、シュンの眼から見ても回復しているのは間違いなかった。

　だがベッドに座って窓の外をぼんやりと見ていたレニエの姿からは、覇は気きというものが感じられなかった。ジュヴレーヌで初めて出会ったとき、レニエはいかにも仕事のできる切れ者の騎き士し然とした女性だったが、今のレニエからはそんな雰ふん囲い気きは微み塵じんも感じられなかった。まるで、自分の死期を待つ老人のような、そんな退たい廃はい的な空気さえ感じる。

「おい、シュン、よく来てくれたな、マジ寂さびしかったぜ～」

　と、ブイがシュンの肩かたに手を回してくる。その顔は本当に嬉しそうだった。

「大げさだな。この前会ったばかりでしょ？」

「一週間近く前だぜ」

「そうだっけ？　まぁそれでもそんなに大おお騒さわぎするほどのことじゃないでしょ？」

「だってオレ、こんな外国来たの初めてだぜ」

「帝てい國こく戦のとき、ぼくと一緒にあなたはこの国を通過したでしょう」

　レニエが口を挟はさむと、そうでしたっけ、とブイは首をひねった。

「あのときはもう、毎日の戦いを生き残るのに精せい一いつ杯ぱいで、自分がいるのがどこの国かなんて考えてるヒマなかったんすよ。それにあのときは、味方の騎士が一杯いたけど、今回はオレだけだし、街に出ても外国語ばっかだし、アンジュ卿はなんだか話しかけるなオーラがすごくて近づけないしで、オレめっちゃ孤こ独どくだったんだぜ」

　確かに、慣れない異国でほったらかしにしておいたのは悪かったかもしれない。

「ゴメンね、けど、今ジュヴレーヌに戻もどるのは危険なんだ。もう少しガマンしてね」

　と、シュンはそこでブイに顔を近づけ、声を潜ひそめた。

「それで、レニエ卿ってずっとあんな感じなの？」

「あぁ、体のケガは大丈夫らしいんだけど、意識を取り戻してからずっとあれだよ……やっぱミュスカ先生のことが、ショックだったんじゃね？」

　ジュヴレーヌにいる時、レニエはミュスカのことを親友だと語っていた。ミュスカはシュンとブイにとって、騎士学園時代の担任教師である。奇き妙みような縁えんがあるものだとそのときは思ったが、まさかミュスカ自身、ジュヴレーヌの動乱に関かかわって、最終的に命を落とすことになろうとは、そのときはシュンも夢にも思わなかった。

「なんと言えばいいのでしょう。シュナブラン卿にブイ卿。ボクの命を救ってくれたこと、感謝しています。でも、どうせならぼくではなく、ミュスカ卿を救って欲しかった……」

「ミュスカ先生、いえ、ミュスカ卿は、もうボクが行った時には……」

「わかっています。ぼくが無茶を言っているということは……でも、どうにもやるせない気持ちが抑おさえられないのですよ。ぼくのこの命は、ミュスカ卿に救われたものですから」

「ミュスカ卿とは、親友だったんですよね？」

「えぇ、ぼくとミュスカ卿は同期でした」

　ポツポツと、レニエが過去のことを話し出す。シュン自身興味があったので、その話を黙だまって聞く。

　レニエとミュスカは騎士学園で同級生だった。

　ミュスカは実は学生時代はやんちゃな性格で、なかなかの問題児だったらしい。反対にレニエは今と同様、何事もそつなくこなす優等生で、学生時代、レニエはミュスカの面めん倒どうをみることが多く、結果的に親しくなったそうだ。

　そして二人は無事学園を卒業し、正式に騎士に任官された。

　レニエは学園で優等生ではあったが、出身階級が平民だったこともあって、上級騎士にはなれなかった。

　そのことが悔くやしくて、レニエは出世意い欲よくを燃やし、なんとか上級騎士になろうとした。戦場で戦い、手て柄がらを立てなくては騎士は出世できない。だが当時ジュヴレーヌはどことも戦争をしていなかった。

　そこで目をつけたのが極東方面軍──魔ま獣じゆうと最前線で戦う、ジュヴレーヌ王国の中で唯ゆい一いつ実戦がある部隊だった。そこで戦い、手柄を立てれば昇しよう進しんできるとレニエは考えた。

　だが同時に極東方面軍は、命の危険がある場所でもあった。魔獣との戦いで毎年多くの騎士たちが命を落とすのだ。

　危険を承知でレニエは極東方面軍への配属希望を提出した。極東方面軍へすすんでいこうとするような物好きは少なかったため、レニエの希望は簡単に叶かなえられた。

　そしてミュスカもまた、レニエと一緒に極東方面軍に入った。

　その後レニエは、それこそ休日返上で魔獣との戦いに明け暮れる日々を過ごすことになった。危険な魔獣を何十、何百と狩かり続けた。

　そしてある日、魔獣との戦いに深入りしすぎた結果、魔獣生息地の最深部に入ってしまい、そこで超ちよう大型魔獣、ドラゴンと遭そう遇ぐうしたのだ。

　ドラゴンは、過去に何度も大規模な討とう伐ばつ隊が編制されたにもかかわらず、倒たおすことができなかった魔獣の王ともいうべき存在である。当時のレニエがどんなに腕うでに覚えのある騎士だったとしても、敵かなう相手ではなかった。

　レニエは、ドラゴンとの戦いを諦あきらめ、逃とう亡ぼうした。それ以外に選せん択たく肢しはなかった。だが縄なわ張ばりを荒あらされたドラゴンはレニエを明確に敵と認にん識しきし、追つい撃げきしてきた。

　そしてドラゴンの強きよう烈れつな熱線を受け、レニエは右腕を失う大ケガをする。

　絶体絶命のピンチに、ミュスカが駆かけつけてくれた。重傷のレニエを抱かかえて、ミュスカは必死に逃亡した。そのお陰かげでレニエの命は助かった。

「そういうわけで、ミュスカ卿はぼくにとって命の恩人であり、親友だったのです」

　シュンは、レニエの思い出話に聞き入り、二人の過去の関係に驚おどろいた。

「ミュスカ先生が極東方面軍にいたって、意外ですね。ずっと学園の教師をしていたと思っていました」

「そう、そこがミュスカ卿のすばらしいところなんです！」

　と、レニエは熱い口調で答える。どういうことだろうか？

「ドラゴンに襲おそわれ、ぼくとミュスカ卿は重傷を負いましたが、九死に一生を得ました。そのタイミングで、ようやく上層部にぼくらの功績が認められ、上級騎士への昇進が決定したのです。今後ぼくらは上級騎士として、一いつ般ぱん騎き士しの指揮をとりながら魔獣との戦いをすすめていく予定でした」

　変だな、とシュンは感じた。ミュスカは上級騎士ではなく、一般騎士として学園の教師をしていたはずだ。なぜ出世していないのだろう？

「ミュスカ卿もぼくと同時に昇進するはずでしたが、彼女は騎士学園への転属希望を出したのです。ぼくも含ふくめた周囲の人間は、ミュスカ卿を止めました。ぼくらは、極東方面軍での対魔獣戦における功績が認められたから、出世できたのです。その経験を今後も極東方面軍で生かすことを上層部は期待していました。ここで極東方面軍以外に転属してしまえば、昇進の話も立ち消えることになります──結局ミュスカ卿はぼくらの説得にもかかわらず、昇進の話を蹴けって、騎士学園の教師になりました」

「どうしてですか？」

「当時ぼくも彼女を問いただしました。彼女によると『極東方面軍では毎年多くの新人が配属され、少なくない死傷者を出している。危険な極東方面軍に誰だれも行きたがらず、結果としてあまりやる気のない新人が配属されていることに原因がある。これを改めるには、騎士学園での騎士の育成方法を改革していかないといけない』ということだそうです。彼女の思いを知って、ぼくは胸を打たれました。同時に、単純な出世欲よくのために命を粗そ末まつにしてしまった自分自身に恥はじ入ったのです」

　ミュスカがそんな思いで教師を志したとは、シュンにとっても初耳だ。

「周囲の人間の中には、ミュスカ卿のことを臆おく病びよう風かぜに吹ふかれたというものもいました。魔獣に殺されかけ、命が惜おしくなって騎士学園に逃げたのだと──そのような陰かげ口ぐちをたたかれ、汚お名めいをかぶりながらもミュスカ卿はウワサを訂てい正せいすることなく、そのまま騎士学園に戻り、教師となったのです。ぼくは彼女ほど高潔な騎士を知りません。彼女はぼくの生しよう涯がいの親友で、恩人でした……なのに、最後にまた彼女はぼくを助け、その結果、死んでしまいました。ぼくは、彼女になんと詫わびればいいのか……」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ、ミュスカ先生すっげぇいい人じゃん。なんで死んじゃったんだよぉぉぉぉ」

　と、感極きわまったらしいブイが大声を上げて泣き出した。泣きたいのはシュンも同じである。ミュスカはシュンにとっても恩師だし、多分ミュスカがいなければ、シュンは騎士になる前に学園を追い出されていただろう。

「レニエ卿、つらいっすよね、その気持ち、オレにはよくわかります！」

　しかもブイはドサクサにまぎれ、泣きながらレニエの両手を握にぎり締しめた。レニエは、怪け訝げんな顔でブイを見つめている。

「オレもミュスカ先生が死んですごく悲しいです。二人が同じ悲しみを感じているなら、二人で慰なぐさめ合いましょう。オレと結けつ婚こんしてください！」

「お断りします」

「またふられたぁぁぁぁぁ!!」

「と言いますか、この状じよう況きようでミュスカ卿をダシにつかって告白するなんて、正直ブイ卿の品性を疑います」

「ぐほっ！」

「そのような小細工をろうするひまがあったら、少しでも自分の魅み力りよくを高める努力をすべきではないですか？　あなたはミュスカ卿という素す晴ばらしい師をもちながら、彼女からなにも学ばなかったのですか？」

「ぐふっ!?」

「もっとも、あなたがどんなに努力をしたところで、ぼくとあなたが結婚するなどという未来が訪おとずれる可能性はありませんが」

「ぐはぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　ブイがフルボッコである。レニエのトゲのある言葉でブイの精神はボロボロになり、ショックでその場に倒れてしまった。

「本当に、どうしようもない人ですね、あなたは」

　レニエはそう嘆たん息そくしたあと、また物もの憂うげな表情に戻ってしまった。

「せめて……せめてミュスカ卿きようを弔とむらってあげたいのですが、こんな異国の地では、それすらもかないません」

「あぁ……」

　シュンが、思わず呟つぶやく。そのレニエの言葉に、心当たりがあったのだ。だが、それをレニエに教えていいものか、少しためらってしまう。

「どうかしたのですか、シュナブラン卿」

「あぁ、その……」

「ミュスカ卿の遺体、この国まで運んだよな」

　ブイがさりげなく呟く。あっさりバラしてしまった。レニエは眼めを見開く。

「本当ですか？　事実なら、なぜ教えてくれなかったのですか？」

「それは……レニエ卿の状態が安定しないうちは、教えない方がいいと思ったからです」

　ジュヴレーヌを脱だつ出しゆつする時、レニエは意識を失っていたから車内でのことはなにも覚えてないのだろう。

「それで、ミュスカ卿の遺体はもう埋まい葬そうしたのですか？」

「……会いに、いきますか？」

　シュンは、これ以上は隠かくし通せないと感じて、ミュスカのもとへ行くことにした。

　レニエ、ブイと共に大聖堂の中を移動する。目的地は、階段を下った最下層、地下室である。聖堂の地下は空気がひんやりとしていて、神秘的な雰ふん囲い気きが漂ただよう場所だった。

「兄上デスか。今日はなんの用デス？」

　と、出で迎むかえてくれたのはメルだ。メルはレニエやブイの姿を確認すると、それだけで状況を察したようにうなずいた。

「あぁ、あの人、ミュスカ卿のことデスね？」

「うん。レニエ卿に、会わせてもらえないかな？」

　メルはうなずき、地下のさらに一番奥にある部屋にまで一行を案内してくれた。その室内に入った瞬しゆん間かん、レニエとブイが息を漏もらした。

「ミュスカ、卿……生きているのですか？」

　薄うす暗ぐらい地下室──部屋の中央には寝しん台だいが設置され、その上にミュスカの体が横たわっていた。周囲には大小様々な機械が並べられ、機械から伸のびるコードやチューブの先がミュスカとつながっており、周囲のモニタには様々な信号が表示されていた。

　寝台で横たわるミュスカの顔には血の気があり、生きていた頃ころと全く変わっていなかった。まるで眠ねむっているかのような状態である──が。

「下へ手たに希望を持たせるほうが辛つらいデスから、はっきり言うデス。この人はもう助からないデス」

　メルが、冷静に告げる。レニエが驚きよう愕がくと共にメルを見つめる。

「どういうことですか？」

「言葉通りデス。ミュスカ卿が息を吹き返すことはないデス」

「だって……」

　レニエは寝台の上のミュスカに駆け寄った。その頰ほおに手を伸ばし、おそるおそるその体に触ふれる。

「まだ温かいし、息をしているではないですか！」

「心臓が動いているだけデス」

　白衣姿のメルはミュスカに近づくと、慣れた手つきで閉じられたまぶたを開いた。

「すでに瞳どう孔こうが散大しているデス。脳幹反射も消えて、いわゆる脳死に近い状態デス」

「そんな……」

　絶句してレニエはミュスカの傍かたわらで膝ひざをついた。ブイがそばに寄り添そうが、レニエは「しばらくここで一人にさせてもらえませんか」と呟いた。

　メルを見るとうなずいてくれたので、シュンはブイと一いつ緒しよに部屋を出ようとする。が、

「よぉ、シュン、ここはオレに任せてくれないか？」

　ブイが、部屋を出る前に呟いた。

「今のレニエ卿を一人になんてとてもできねぇよ」

「それはそうだけど……こんなドサクサで告白しても成功しないと思うよ？」

「バッカ、いくらオレでもそこまで無神経じゃねぇよ！」

　ブイはいつになく真しん剣けんに表情を引き締めていた。

「好きな人がこんな状態になってる時。せめてそばにいてやらなきゃ男じゃねぇだろ！」

「そういうことならわかったよ、応おう援えんしているよ」

　と、ブイとレニエを残してシュンはメルと共に部屋を出た。

「あ～、なんか気になるデス」

　と、メルは部屋を出た後、扉とびらを少しだけ開けて中をのぞき見ようとしていた。

「ダメだよ、メル。そんなのぞき見なんて」

「あの二人を部屋に残して、部屋で変なコトされたらこっちが困るデス」

「変なことって？」

「それはもちろん……って、なに言わせる気デスか、兄上の変態！」

　なぜかメルがプリプリ怒おこりながらシュンの脚あしを蹴った。向こうずねなので、かなり痛い。

「それよりもメル、ミュスカ先生って本当に助からないの？」

「……助かる可能性は限りなくゼロデス」

「完全なゼロじゃないってこと？」

「……今の状態でまだ心臓が動き続けているのは、通常では考えられないデス。それに脳波はもう検出できなくなっているのに、自力で呼吸を続けているデス。これもありえないことデス……あたしの予想では、これはバルドスの影えい響きようによるものだと考えているデス」

　メルが顔のメガネをクイッと持ち上げる。

「ヴィオの姉上から聞いた話によると、ミュスカ卿は肩かたから胸にかけてを損失して、一度完全に死亡したデス。その後、エフィという女がバルドスの力を使って蘇よみがえらせ、さらにその後の戦せん闘とうでもう一度死亡状態となり、現在に至るデス。いろいろ不可解なことが起こっているのは、このバルドスの力の影響だと思うデス」

「バルドスの力っていうのがわかれば、助かるのかな？」

「期待しない方がいいデス。繰くり返すデスが、脳波は止まっているデス。脳の機能が停止している以上、肉体が生き残っても、彼女の意識は永遠に戻もどらないデス」

　それでもシュンは、ミュスカが生き返る奇き跡せきを信じたかった。レニエと同様、シュンもまだミュスカに受けた恩を返していないのだ。

「結局、バルドスの力ってなんなの？」

「それを解かい析せきするために、ミュスカ卿の遺体を調べているところデス。もう少し時間がたてばくわしいこともわかるはずデス」

　そう、ミュスカの遺体を苦労してここまで運んだのは、決して感傷的な理由ではない。シュンたちの宿敵、バルドスの正体を探さぐる手がかりになるかもしれないという現実的な理由で運んだのだ。もちろんシュンは、ミュスカを何とかして助けたかったけれど、メルの力をもってしてもミュスカの回復は絶望的らしかった。

「メルは最近どう？　ジュヴレーヌではメルもケガしていたけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「あたしは医者デス」

　自分の着ている白衣をシュンに見せつけるメル。

「ケガなんて自分でさっさと治したデス。ただでさえ他ほかに治ち療りようしなきゃいけない患かん者じやが大勢いるのに、休んでいるヒマなんてないデス」

　内乱で荒あれたエシュヌ教国内では、医者が不足しているのだ。シュンたちもエシュヌを立て直すためにはその問題をなんとかしないといけないわけで、とりあえず、この大聖堂周辺のケガ人や病人はメルが診みてくれることになっていた。メルはその仕事もこなしつつ、ミュスカのことも調べてくれているのだ。

「でもムリをしたらダメだよ。ちゃんと休んでいる？　少し瘦やせたんじゃない」

「それくらい自分で管理できるデス。兄上は人よりも自分の心配するデス」

　ムッとした顔でシュンを見上げるメル。

「前診しん察さつしたとき、兄上はいつ死んでもおかしくない体だったデスよ」

「そういえばそうだったっけ」

《滅神咒具エスカトロイ》を使いすぎた反動で、シュンはその寿じゆ命みようが残り数年とない状態だったそうだ。メルに治療してもらっていたが、ジュヴレーヌ国王との戦いがあったせいで、一時的にその治療を受けられない期間があった。

　エシュヌまで逃にげてきたらどういうわけか、シュンの体調はよくなっていた。以前は体が酷ひどく重くて一日中だるい感じだったのに、今はもう絶好調だ。

「人に散々心配させて、なんで治ってるデスか！」

「メルの治療のおかげだよ」

「そんな簡単に治ったら医者なんて必要ないデス！」

「ボクの寿命が短くなったのって、《滅神咒具エスカトロイ》のせいだよね？　その《凱旋門兜ドウリオンフ》を国王に奪うばわれちゃったから、寿命も戻ったんじゃないかな？」

「人の寿命を舐なめるな、デス！　そんな簡単に延び縮ちぢみするはずがないデス！」

「まぁよくわからないけど、ボクは今元気なんだからそれでいいじゃない」

「兄上は楽観的すぎデス！　原因をはっきりさせておかないと、再発した時対応できなくなるデス！」

「ありがとう、メル。ボクのこと、心配してくれるんだね」

「兄上の頭の悪さは、本気で心配デス……もういいデス。マジメに考えているあたしの方がバカみたいデス」

　チロッと毒を吐はくメル。空気がなんとなく和なごんだところで、本題を切り出すことにした。

「ねぇ、メル。マジメな話、ボクは自分でも自分の体がどうなっているかわからないんだ。メルの言うとおり、いつまた寿命が縮んじゃうかわからない。だからこれからもボクのそばにいて、ボクのこと、診てくれない？」

「……兄上がどうしてもっていうなら、それくらいしてあげるデス」

「本当？　ありがとう」

　だが答えるメルの顔が、どことなく寂さびしそうだった。

「どうかした、メル？」

「なんでもないデス……あたしは、兄上や姉上たちがいつケガや病気になっても大丈夫なよう、医者になったデス。兄上があたしの医者としての力を必要とするなら、いつでも診てあげるデス。それがあたしの願いデスから」

「違ちがうよ」

　シュンは、答える、自分の胸の奥の気持ちを。

「ボクの言い方が悪かった、ゴメンね、メル。ボクは別にメルがお医者さんだから必要にしてるわけじゃないんだよ。メルがメルだから、ボクにとって大切な家族でかわいい妹だから、だから一緒にいて欲しいって思ったんだ。体を診て欲しいって言ったのは、ただの口実だよ。本心では、そんなこと関係なく、全部終わったらメルと一緒に暮らしたいって思っている」

「兄上……」

「メルはボクのこと、嫌きらい？　ボクや姉さんたちと一緒に暮らすのはイヤ？」

「そんなの……答えは、決まってるデス」

　ちゅっ、と、背せ伸のびをしたメルの唇くちびるがシュンの頰に触ふれた。妹の意外な行動に、思わず固まるシュン。

「えっ……どうしたの、急に？」

「あ、兄上はバカデス！　どうもこうも、意味なんて一つしかないデス！　あたしはいくら家族でも、嫌いな相手にキスなんてしないデス！」

「えっと……つまりメルはボクのことが好きってことでいいの？」

「そ、そんなこと、そんなこと……言えるわけないでしょ！」

　メルが急に顔を赤くして頭を抱かかえ、その場にうずくまった。

「うあぁぁぁぁぁぁ、この事実は墓場まで持って行くつもりだったのに、兄上があんなこと言うから、雰ふん囲い気きに流されて取り返しのつかないコトしちゃったぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　メルの絶ぜつ叫きよう。なんだか、口調まで変わっている。

「そーよ、あたしは兄上のことが好きだったの、子供のときからずっと！」

「えっ!?」

「でも美人な姉上たちはみんなみんな兄上のことが好きだったし、昔のあたしはチビでなにも取り柄えがなかったし、勝ち目なんてなかったから諦あきらめたの！　あたしは兄上のことなんて忘れて仕事一筋で生きていくって決心して三年間世界中で医者として働いてきたけど、やっぱり寂しくて、久しぶりに兄上に会ったらもうこの気持ち抑えきれなくなって、そうしたら兄上の寿命が本気でなくなりそうになっていて、兄上助けるためにいろいろ苦労したのに今度は勝手に治っていて、散々兄上にふりまわされたあたしってなんなのって思ってもやっぱり兄上のこと好きなのは変わらなくて、そんな自分がもうイヤになってきちゃったの！」

　今までガマンしていた言葉を一気に吐き出すメル。

「えぇっと……メル。口調がおかしくない？　デスって言わないの？」

「最初に気にするのがそれ!?　あたしの告白を聞いて、一番気になったのはそこ!?」

　なぜかメルに怒おこられた。

「姉上たちがみんなみんな天才で美人でインパクト強いから、個性が弱いとあたしのこと兄上はすぐ忘れちゃうと思ったから、キャラを作ったの！　口調はわざとなの！　演技なの！　どう!?　あざといでしょ!?　幻げん滅めつした!?」

「そんなことないよ。いろいろ驚おどろいたけど、メルがボクのことを好きでいてくれて嬉うれしいよ。だってボクもメルのこと、大好きだよ」

「妹だから好きなだけでしょ！」

「メルがメルだから好きなんだよ。演技っていうのも、結局ボクのためにやってくれてたってことだよね？　なら嬉しいよ。デスっていう言いかたもかわいいけど、今の赤くなったメルもかわいくて好きだよ」

「ふえぇぇぇぇぇぇぇぇぇ、なんで兄上、今日に限ってそんな恥はずかしいことばっかり言うの、あたし、あたしもう……今日あたしが言ったことは忘れてぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　絶叫しながら赤面したメルは勢いよく走り去っていった。

　なんだかメルの意外な一面を見てしまった気がしたけれど、メルのことが好きだという事実に変わりはない。それにメルも、シュンと一いつ緒しよに暮らすことに賛同してくれた。

　メルに口づけされたほっぺたをさすってみる……別にどうかなっているはずもないのに、その部分だけ熱くなっているような気がした。




「……あ、兄にい」

　と、メルと別れて大聖堂内を歩いていたら呼び止められた。振ふり返ると銀ぎん髪ぱつの小こ柄がらな少女、妹のティンがいた。

「ティン。久しぶり。体は大丈夫？」

「ん、平気」

　言葉少なく答えるティン。その腰こしには、騎き士し剣けんがさしてあった。と言ってもティンは小柄なので、通常の騎士剣よりも小型の剣である。以前のティンは《滅神咒具エスカトロイ》の力でなにもないところから剣を生み出していたが、今はそんな芸当もできなくなったので、普ふ通つうに武装しているのである。

「ティンはどこか行ってたの？」

「ん。東の町で、強ごう盗とうが出たから、ちょっと斬きりに行ってきた」

「斬るって……殺したの？」

「半殺しくらい」

「ならいいけど……」

「七割殺しくらいだったかも」

「ちょっ!?」

「八割かも」

　だんだん不安になってきたけど、ようは殺してはいないということらしい。

　ティンは剣聖、正確に言うなら元剣聖で、大陸最強の剣けん士しだ。その戦せん闘とう力は、シュンの家族の中でもトップクラスである。現在ではその才能を生かして、エシュヌ国内を駆かけ回って治安維い持じに努めているのである。実際内乱以降、エシュヌ国内の治安は最悪レベルに悪化していたらしいので、ティンも忙いそがしい日々を送っているようだ。

「病み上がりなのにムリさせてゴメンね」

「平気……ティンは、これしか使えないから」

　これ、とティンは腰の剣を叩たたいてみせる。

「これを使って兄たちの手伝いできるなら、ティンは満足。なんでもやる」

「ティン……いい子だね、あいかわらず」

　思わずジンとくるシュンである。ティンは無口で一見すると内心がわかりにくいように見えるが、シュンにはいろいろとストレートに話してくれるので、実は姉妹きようだいの中で一番わかりやすい妹である。

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ、ティン、やっともどってきやがったか!!」

　と、シュンたちの下もとへ雄叫おたけびを上げながら駆け寄ってくる人物がいた。風のような速さで一いつ瞬しゆんのうちにシュンたちの目前へ迫せまる長身の人ひと影かげ──シュンの姉、ルケであった。

「よっしゃ、ティン。さっそく修業だ。今日こそはあたしが勝つからな、準備しろ！」

「……五姉……」

　ルケがティンに詰つめ寄る。ティンは、無表情にルケのことを見上げていた。いや、少しだけ眉まゆ根ねを寄せて、困ったような表情になっているとシュンは気づいた。

「えっと、ルー姉さん、どうしたの？」

「あぁん？　なんだ、シュン、いたのか。影かげが薄うすくて気づかなかったぜ！」

「こんな近くにいるのにヒドイよ」

　シュンをルケは怖こわい顔で睨にらんでくる──別にシュンが悪いことをしたわけではないけれど、この姉はいつもシュンをにらむのでいい加減慣れてきた。

　ちなみにルケは現在、内心でこんなこと考えている。

（うわぁぁぁん、シュンがいることなんて気配で遠くからでもわかったけど、シュンと会えて嬉しいなんてことアタシ恥ずかしくて言えるわけないじゃん！　だからちょっと照れ隠かくしで言っただけなのに、そんな傷ついた顔でアタシを見るなよシュン、アタシが悪いみたいじゃんかぁぁぁぁぁ!!）

　そんな姉の内心などシュンにわかるはずもなく、シュンはティンを振り返った。

「ティン、ルー姉さんとどうかしたの？」

「……最近、五姉と特訓してる……五姉、何回倒たおしても挑いどんでくるから、正直疲つかれる」

　ティンが、どことなく辟へき易えきした表情になった。

「ってことは、ルー姉さん、ティンに負けてるの？」

「言っておくけど、素す手でならアタシは誰だれにも負けねぇぜ！」

　と、ルケが腕うでまくりをしてシュンに見せつける。外見上は女性らしい、ほっそりとした腕だが、実際は恐おそろしい密度の筋肉がそこに凝ぎよう縮しゆくされていることをシュンは知っていた。

「ティンには剣を使わせて、アタシは素手で戦う変則マッチだぜ」

「なんでそんなことを？」

「強くなるために決まってんだろ！　バルバルだかドスドスだかよくわからねーけど、次戦った時はアタシがこの手でブチ殺してやるからな、そのための修業だ！」

　たぶんバルドスのことだろう。ルケはルケなりに使命感に燃えているようだった。

「正直アタシの修業相手になれるのなんてティンくらいしかいねーからな、最近つきあわせてるんだ」

「すごく疲れる」

　ティンの困った表情の理由もわかった。ティンは今まで仕事をしていたのに、帰ってすぐルケの相手をさせられたのでは、さすがのティンでもヘトヘトだろう。

　ルケも姉妹の中ではトップクラスの戦闘力を持つ。ティンと同様の仕事をお願いしたいのだが、ルケの場合とにかく手加減が大の苦手で、ルケが暴れるとそれだけで街が半はん壊かいしてしまうので、下へ手たに仕事を任せると仕事がかえって増えてしまう。ティンだけでは手が足りないときにはルケにも手伝いを頼たのむが、そうでない場合は基本ルケの仕事はない。そのせいで体力をもてあましているようだった。

「よぉ、なんならシュン。お前も一緒に修業するか？」

　めずらしく、ルケから誘さそわれた。

「お前も鍛きたえてやればちったぁ使えるようになるだろ。アタシが今からみっちりしごいてやるぜ」

　バンッ、ルケの長い腕がシュンの首に回された。

「いや、ルー姉さん。ボクまだ、やることあるから」

「バカ、てめぇ。世の中にトレーニングより重要なことなんて、あるわきゃねーだろ」

「あるよ、普通にいくらでもあるから！」

「ゴチャゴチャうるせぇ！　いいからこい！」

　ルケが腕に力をこめてシュンを引っ張っていく。ルケの並外れた怪かい力りきで拘こう束そくされては、シュンでも逃にげることは難しい。シュンは抵てい抗こう空むなしく引きずられるように連れていかれた。

　さらに問題なのは、むにむに、ルケは腕をシュンの首に回してグイグイ引っ張っていくので、シュンの頭が思いっきりルケの胸むな元もとに押しつけられていること。長身なルケの胸元は大きく発育しており、シュンの顔がめり込むと弾だん力りよくあるハリが押し返してくる感かん触しよくがある。ルケは今までトレーニングをしていたのか、薄うす手でのトレーニングウェアは汗あせで少し湿しめっていた。そのせいか、ムワッと濃のう密みつなルケの体たい臭しゆうがシュンを包み込んでくる。決してイヤな匂においではない。その匂いを嗅かいでいると頭の奥がクラクラするような陶とう酔すい感かんがある。

「ね、姉さん、離はなしてよ」

「いーや、ダメだ。手を離したらお前、逃げるだろ」

「そうじゃなくて、ボクの顔に当たっているから!!」

「へっ、乳の一個や二個当たったくらいなんだってんだよ」

「えぇぇぇぇぇぇぇ！」

　この姉はどこまで男らしいのだろうと、シュンは戦せん慄りつした。

　ルケは極度の恥ずかしがり屋な性格である。だがそれは、ガサツな自分が女の子らしいことをすることへの恥ずかしさである。たいして女らしくない自分（とルケ本人は思いこんでいる）の胸をシュンに触さわられたって、それはルケにとっては別段恥ずかしがることではないのだ。感覚が一いつ般ぱんと大きくずれているのである。

「ね、ねぇ、ティン、助けてよ～！」

　と、ティンはいつも通り無表情でルケに連行されていくシュンを見ているだけだった。しかもなぜか、ティンの無表情な顔に、わずかながら不満そうな色が出ていた。

「ティン、お願いだから、なんとかして！」

「……ん、わかった」

　ティンがうなずき、トトト、とシュンに近づくと、ルケとは反対側からシュンの腕を抱だきかかえるようにして引っ張ってくれる。

「あん？　なんだ、ティン？　その程度でアタシを止められるとでも思ったか！」

　小柄なティンがしがみついたところで、ルケの怪力の前ではそんなものなんの障害にもならない。ルケがさらに腕に力を入れたところ──ガクッ、シュンの体が急停止した。

「なんだ？　急に重くなったぞ」

　ティンがシュンの腕を抱かかえて立っている。小柄なティンだが、まるで足の裏から根でも生えたかのようにその場から動かなくなったのだ。ルケがシュンの首に回した腕に力を込こめて動かすが、ビクともしない。

「おもしれぇ、ティン！　アタシと力比べする気か！　ルウアアアアア!!」

　ルケが雄叫おたけびをあげ、さらに腕に力を込めてきた。それに対たい抗こうしてか、ティンもますますシュンの腕にがっしりとしがみついてくる。体格差があるにもかかわらず、二人の力は完全に拮きつ抗こうしていた。だが、問題なのは──

「ギャァァァァァァァァァ、イタタタタタタタタタタタ、首がとれる、腕がちぎれる！　死んじゃうぅぅぅぅぅぅ!!」

　シュンの首をガッチリホールドしたルケが満身の力で引っ張り、片かた腕うでにしがみつくティンが反対方向へと引っ張り、結果、シュンの体は左右反対方向へ凄すさまじい力で引っ張られ、体がバラバラになりそうな激痛を味わっていた。これはヒドイ！　本当に死ぬ！　というか、シュンだからなんとか耐たえているけれど、これが一般人だったらとっくに挽ひき肉にくになっているレベルだ！

　首と肩かたがこのままだと本気で壊こわれそうだった。だが──シュンの頭はルケに抱きかかえられ、ますますつよくルケの胸と密着して、その感触はとても気持ちいい。片腕はティンに引っ張られているけれど、ティンの体と密着する腕からはティンの肉体の感触が伝わってくる。正直こっちはルケに比べれば未成熟もいいところだけど、それはまぁ、これからに期待というか……

「…………」コキッ

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁ、今指から変な音した！　ティン、今ドサクサにまぎれてボクの指に関節技わざかけたでしょ！」

「……知らない」

「ウソだ、絶対ウソだ、なんでそんなイタズラするの！」

「…………兄なんて知らない」

　ティンがなぜかすねた声をもらしてくる。この妹がなにを考えているのか、今のシュンにはいよいよわからなくなってきた。

「ちっ、なかなかやるな、ティン。だがな、アタシは、力比べで負けるわけにゃいかねぇんだよ！　ルウウウウアアアアアアアア!!」

　ルケの雄叫びが大聖堂中に響ひびき、全身の筋肉が大きく脈動した。次の瞬しゆん間かん──ベギンッ、となにかが砕くだけるような音と同時に、シュンの体が空中を舞まった。

「うわぁぁぁぁぁぁぁ」

　空中に投げ出されたシュンは、そのまま床ゆかに落下する。その上にティンの小こ柄がらな体も落ちてきたのでキャッチ。さらに遅おくれて、ガランッ、なにか大きなものがシュンの横に落ちた。

　見てみると、それは大きな岩だった。いや、それは、床石とでもいうものだろうか？　大聖堂の床を構成していた石。その一部が大きくえぐれてふっとび、シュンの傍かたわらに落下してきたのである。でも、どうして？

「……驚おどろいた。五姉、床石ごと引き抜ぬいてきた」

　ティンが、シュンの上でつぶやいている。よく見ると、えぐれた床石。その表面には、なにかがガッチリ食い込んだような跡あとがあった。それは、小さな靴くつ跡あとだった。

「えっと……もしかして、ティンが原因なの、これ？」

「ん」

　うなずくティン。

「五姉の力に対抗して、ティン、床をつかんでた」

「つかむって？」

「足の裏の握あく力りよくで床をしっかりとつかんだ」

　体格差があるにもかかわらずルケがティンを動かすことができなかったのは、そういうカラクリだったらしい。さすが元剣けん聖せい。常識外れのことを平然とやってくれる。

「へへへ、どーだ、ティン、参ったか！　力比べでアタシに勝とうなんざ、億千万年早いんだよ！」

　腰こしに手を当ててルケが得意そうに笑っていた。いつになく上じよう機き嫌げんだ。反対に負けたティンは、シュンの上で少しだけ悔くやしそうな顔をしていた。

「いや、いくらなんでもやり過ぎだよ、ルー姉さん！　ボクらは一応この大聖堂を間借りしているだけなんだから、壊したらダメだよ！」

「アタシがちょっと力を入れたら壊れちまうよーな、やわい建物のほーが悪い」

　全く悪びれた様子のないルケ。これだからこの姉には仕事を任せられないのだ……だが、なにもさせなくても元気が有り余って結果として周囲に迷めい惑わくをかけるし、ルケの対処もどうにか考えないといけない。

　ぷにっ、と、シュンの頰ほおになにかが当たる。

「なに、ティン？」

「ん」

　床に倒たおれたままのシュンと、その上に乗ったティン。ティンはなぜかシュンの首に手を回し、シュンの頭を自分の胸に抱きかかえるような体勢になった。

「えっと……今度はなにがしたいのかな、ティン？」

「ん」

　一言うなずくだけのティンは、そのままシュンの頭を抱きしめる腕うでに力を入れる。ぎゅっと、シュンの顔とティンの体が密着する。予想外に温かいティンの体温がシュンに伝わってくる。が、正直、シュンには妹の意図が読めなかった。

「よくわからないけど、立ち上がれないからどいてくれないかな？　あと、そんなに強く抱だきつかれたら痛いよ」

「…………」ズビシッ「あいたっ！」

　なぜかシュンの脇わき腹ばらにティンの手刀が突つき刺ささった。ハタから見ると子供のイタズラだが、ティンは剣聖なのだ。剣聖の手刀はとんでもなく痛かった。肋ろつ骨こつが折れそうなくらいの衝しよう撃げきだった。

「兄なんて知らない」

　プイ、とティンがそっぽを向く。無表情ながら、どことなくすねているようにも見えた。ティンはそっぽを向いたまま、両手で自分の胸をサワサワとしている。そして、ふぅ、と子供らしからぬ重いため息までついている。いったいなんだったのだろう？

「なんだかよくわからねーけど、早いとこトレーニングに行こーぜ」

「え、まだ諦あきらめてなかったの？　ボクやることがあるから、それが終わってからにしてもらえない？」

「しかたねぇな、約束だぞ。いつ終わるんだよ、それ」

　不満そうなルケに、シュンは答えた。

「できるだけ早く終わらせたいんだけどね……ねぇ、ルー姉さん」

「なんだよ」

「もしもの話だけど、バルドスの戦いが終わった後、姉さんはどうする気なの？」

「アタシがやることなんて決まってる。体を鍛えるんだよ」

「え？　バルドスを倒した後なのに？」

「バカだな、お前。誰だれを倒したとか関係ねーよ。アタシはいつどんなときでもトレーニングをしながら生きていくのさ」

　単純なルケの答えは、スポーツ選手ならば理想的なものだった。ルケの場合、これ以上強くなってどうするのかという疑問もあるが……

「それじゃ、全部が終わったら、ボクと一いつ緒しよに暮らさない？」

「なんでアタシがお前なんかと一緒に暮らさなきゃいけねーんだよ」

　ギロリ、にらむルケ。ダメかな、とシュンが食い下がると、ルケはふんと鼻を鳴らした。

「お前なんざどーでもいいけどよ……約束しちまったからな」

「約束って？」

「お前、たった今した約束も忘れたのかよ！」

　ルケが怖こわい顔でシュンの胸むなぐらを摑つかんできた。シュンの体が軽々片手で持ち上げられてしまう。シュンは慌あわててうなずいた。

「今思い出したよ。後で一緒にトレーニングする約束だよね!?」

「へっ……約束だから、全部終わった後、お前のトレーニングにもつきあってやるよ」

　それはシュンにとって最高の返事だった。ルケも、シュンと一緒にいてくれると約束してくれたのだ！　答えたルケはそのままそっぽを向いたが、その顔はなぜか、耳まで真っ赤になっている。もしかして恥はずかしがっているのだろうか？

（ひゃっほぉぉぉぉぉ、ようやくシュンのやつと仲直りするきっかけを摑んだぜ、アタシよくやった！　アタシがんばった！　アタシえらい！）

　クイッ──と、シュンの服が後ろから引っ張られた。見るとティンが自分のことを指さしている。

「そうだね。ティンも、一緒に暮らしてくれる？」

「……わからない」

「あれ？　なんで？」

「エルに聞いてみないと、わからない」

　エル──シャンミュニ皇国の皇こう帝ていであるエルミタージュのことだ。剣聖であるティンの上司とも言うべき人で、ティンにとっては家族も同然の相手である。

「エル、大だい丈じよう夫ぶか、心配」

　少ししょんぼりとしているティン。エルのことはシュンも知っているが、シャンミュニ皇国はジュヴレーヌと戦争状態に突とつ入にゆうしたらしいから少し心配だ。

「大丈夫だよ。エルは皇帝なんだから、戦場に立って戦う訳じゃないし、危険はないはずだよ」

「ん」

　シュンの言葉は根こん拠きよもない気休めである。ティンもそんなことはわかっているだろうが、自分の不安をごまかすためか、うなずいてみせた。

「よっしゃ、ティン、今度こそトレーニングに行くぞ！　バルバルをぶっ殺す特訓をしねーとな！」

　と、ルケが明るい声を出す。バルドスだよ姉さん、とシュンが訂てい正せいするが、ルケの耳には届いていなかった。

　と、ティンはそこで目の前のルケの大きな胸を指でつついた。

　つんっ、ぷにゅっ「ひゃぅんっ！」

　ルケが予想外に可愛かわいらしい悲鳴を漏もらす。

「バカ、なにすんだよ、ティン。くすぐってぇだろ！」

「……特訓したら、五姉みたいに胸大きくなる？」

「あぁん？　胸？　当たり前だ。トレーニングすりゃ不可能はねぇ。胸を鍛きたえれば乳がデカくなるし、体を鍛えれば病気だって治る」

「なら、特訓つきあう」

　と、ティンがなぜか微び妙みようにやる気を出している。

「けど正直、乳なんてデカくねーほうがいいけどな」

　ルケが両手で自分の胸を鷲わしづかみにする。その指が張りのある胸の肉の中に沈しずみ込み、ブルブルと揺ゆらせる。それだけのことなのに、シュンは、なんだか見てはいけないものを見ている気分になってきた。

「特に気にしたことねーけど、気づいたらデカくなってたんだよな」

「…………」

　そして、なぜだろう。ティンの顔から感情が消え、恐おそろしいほど無表情にルケのことを見つめていた。

「アタシは乳なんかより筋肉が欲しいぜ。まったく、無む駄だにデカくなりやがって、動くのにジャマなんだよ」ブルブルブルンッ

「……五姉、早く特訓、行く」

「ん？　おぉ、なんだ、急にやる気だな。よっしゃ、さっさとやろうぜ」

「…………今日こそその無駄な贅ぜい肉にくを斬きり落とす」

「ちょっ！」

　今ティンの眼めに一いつ瞬しゆんだけ、本気の殺意にも似た輝かがやきが宿った気がする！　シュンは思わずティンを止めようとしたが、シュンが止めるまもなく上じよう機き嫌げんなルケと一緒にティンはいなくなってしまった。

「なんだか最後のティン、本気で怖かった気がするけど……ま、相手がルー姉さんなら大丈夫か」

　ともあれ、ルケとも一緒に暮らす返事をもらえた。ティンは保留ではあるけれど、エルの許可さえ出れば大丈夫だろう。シュンはそう前向きに考えた。




　続いてシュンが大聖堂の玄げん関かん口ぐちに出ると、ちょうど正面の道路に一台の魔ま導どう車しやが停車するところだった。その車の後部座席から、二人の女性が降りてきた。

「リース姉さんとアリア姉さん」

「誰かと思えば我が聖なる弟、シュ～たんではありませんか」

「シュンちゃ～ん。帰ってたの？」

　二人の姉がそろってシュンに近づいてくる。

「ボクもさっき帰ってきたところだよ。スュペール大司教が協力してくれるって」

「お姉ちゃんたちもね～、お仕事してきたわよ～。トゥレー大司教とボムロ大司教もお姉ちゃんたちに協力してくれるわよ～」

「これで大司教ほぼ全員の協力をとりつけることができました」

　リースとアリア、二人の姉にはエシュヌ国内の要人との交こう渉しようをお願いしていた。リースはエシュヌ国内の情勢に詳くわしいし、アリアはモレサンド合衆国で副大統領を務めていた、現役の政治家である。この二人は良くも悪くもマイペースで、こういった交渉ごとに非ひ凡ぼんな才能を発揮していた。

「国内の有力者ほぼ全員と会ってきました。みなさん、ワタクシの聖なる説得に心を打たれ、喜んで全財産を寄付してくれましたよ。ワタクシたちの活動資金としては充じゆう分ぶんです」

「みんないい人たちばかりで助かったわ～」

　二人の姉がにこにこ笑いながら報告してくるので、すごいね、とシュンはうなずいた──が、よくよく考えると、どんな説得をしたら人は全財産を寄付してくれるのだろうか。少し気になったが、くわしい事情を聞くのが怖かったので、あえて聞かないことにした。

「えっと……リース姉さんは、エシュヌ国内を動いても大だい丈じよう夫ぶなの？　この前まで聖女として動いていたよね？」

　エシュヌ教国での内乱において、反乱軍である新教徒たちを率いていた人物がリースである。しかも内乱はリースが暴走した結果、双そう方ほう壊かい滅めつ状態となって、うやむやのうちに終結したのである。正直なところ、リースを恨うらんでいる人もこの国には多い気がする。

「問題ありません」

　だがリースは、慈じ悲ひ深ぶかい微笑ほほえみを浮うかべた。

「人は話し合えば理解できる生物なのです。ワタクシの聖なる言葉を耳にした人たちはみな目に涙なみだを浮かべ、これまでの人生を悔くい改め、ワタクシに従うことを約束してくれました。なぜなら、ワタクシは聖女ですから」

「リースちゃんの説得術はすごいものね～。お姉ちゃんはほとんど手伝わなくても、どんどん味方が増えていくわ～」

　確かに、リースは昔から人を説得することというか、人を焚たきつけたり扇せん動どうすることが得意だった。その才能はほとんど洗脳に近いレベルである。《滅神咒具エスカトロイ》を失った今、シュンたちは以前のような異能力を使えなくなったが、リースのこの洗脳能力は《滅神咒具エスカトロイ》とは無関係の、彼女本来の力なのだ。ほとんど反則である。

「世間の人の反応はどう？　ボクらの正体とか」

「ん～、もうだいたいバレちゃってるわね～。お姉ちゃんたちが、〈魔王コシユマル〉の子供だってこと」

　その事実は先日、ジュヴレーヌ国王によって大陸中に暴ばく露ろされてしまった。実際どの程度知れ渡わたっているかはシュンたちもよくわかっていなかったが、大々的に報道された結果、もはや世間では周知の事実になりつつあるようだった。

「それで大丈夫なの、この国の人たちは？」

「シュ～たん。人は、己おのれの信じたいものを信じるのです──ワタクシが〈魔王コシユマル〉の子供であることは事実ですが、それは問題ではないのです。聖なるワタクシがこの国で実際どんな行動をするか、それこそが重要なのです……近年、この国は何度も存亡の危機をむかえました。ですがそういった時、いったい誰だれが助けの手をさしのべてくれたのか。教皇も、大司教たちも、周辺の国も、帝てい國こくもジュヴレーヌも、ただこの国を無駄に引っかき回すだけで誰も助けてはくれませんでした。そう、待っているだけでは誰も助けてくれないのです。自らを助ける者にしか、助けは訪おとずれないのです。聖なるワタクシは、この国の皆みなさんとともに生き、生しよう涯がいを費ついやしてでも、この国をかつての豊かな国にまで復興することを誓ちかいます」

　朗々とした声で演説をするリース。シュンも思わずその声に聞き入ってしまった。さて、とリースが微笑みながらシュンを見た。

「と、このような感じで、ワタクシの聖なる舌先三寸を聞いた皆さんはワタクシに従ってくれるようになったのです」

「ちょっ、舌先三寸って、それ騙だましてるってこと!?」

「シュ～たん。よく思い出してください──そもそも聖なるワタクシが少し引っかき回したらあっさり内乱になるような国です。もともと騙されやすい国民性なのです」

「みもふたもないね！」

「まぁ、リースちゃんの言い方は悪いけれど、おおむね事実よ～」

　と、アリアまで賛同している。

「実際この国は最近何度も支配者が替かわって、国民はいい加減うんざりしてるのよ～。そんな状態だから、今さらお姉ちゃんたちの正体なんて、この国ではたいした問題じゃないのよ～」

「そういうことなら、ボクらにとっても都合がいいね」

「この国より西の方にいくと一気に魔族の比率が上がるのよね～。魔族連中はシャルちゃんが一度大人しくさせているから問題ないし～、そういうことを気にするのは、魔族を敵だと思いこんでいる東側の人たちよね～」

「それはまぁ、バルドスを倒たおした後、ゆっくり時間をかけて説得していくしかないね」

　ともあれ、リースの活かつ躍やくのおかげで、この国の人たちも味方になりつつあるようだ。それは正直ありがたい。

「とはいえ、聖なるワタクシもここのところ働き詰づめで疲つかれてきました」

　ふぅ、と肩かたに手をやるリース。

「少々休息が欲しいところです」

「姉さん、今が一番大切な時だからもう少しだけ頑がん張ばって！　ボクもがんばっているところだから」

「お姉ちゃんは～、シュンちゃんの声せい援えんをもらえれば百人力よ～」

「ありがとう、アリア姉さん」

「聖なる神であるシュ～たんの言葉とあれば、ワタクシも頑張ります……ですが、ここで少しシュ～たんの協力が必要なのです」

「なんなの？　ボクにできることならなんでもするよ」

「さすがシュ～たん。きっとそういうと思いました。ではこちらへ来てください」

　と、リースがシュンの腕うでを引いて移動する。アリアも後ろをついてくる。いったいなんなのだろうと思いながらリースについて行くと、なぜか大聖堂の暗がりへとつれこまれた。

「こんなところでいったいなに、うぷっ」

　いきなりリースがシュンを抱だきしめてきた。リースの一ひと際きわ大きく実った胸にシュンの顔が埋うずめられる。

「最近シュ～たんと会えなかったので、会えない間にシュ～たんを他ほかの女に汚けがされないか、とても心配していました。無事でしたか、シュ～たん」

「汚されるって、どういうこと？」

「いいですか、シュ～たん。あなたは聖なるワタクシの神おとうとなのです。シュ～たんは、おかしてはならない、聖なる存在なのです──ですから、他の女とイチャイチャするなどもってのほかです。わかっていますか？」

「正直よくわからないけど……でも、今の状じよう況きようで女の子と遊び歩くようなこと、ボクはしないよ」

「本当ですね、シュ～たん。聖なる神に誓って間ま違ちがいありませんね」

「もちろんだよ！」

「あ～、リースちゃんばっかりずる～い。お姉ちゃんもシュンちゃんとハグする～」

　パッと、シュンの体がリースから奪うばい取られ、今度はアリアに抱ほう擁ようされる。リースに負けず劣おとらず発育したアリアの肢し体たいは、ふんわりと柔やわらかかった。しかもアリアからは花の香かおりのようないい匂においがする。

「お姉ちゃんもがんばってるから、こうやってシュンちゃん分を補給しないとね～」

「アリア姉さん、正直苦しい……」

「わかってないではありませんか！」

　ぐいっと、リースに引き戻もどされるシュン。

「シュ～たん。たった今誓ったばかりなのに、なぜいきなり他の女とイチャイチャするのですか！」

「え？　アリア姉さんは他人じゃないし、別にこれくらい……」

「ダメです！　シュ～たんの神聖性は、決しておかされてはならないのです！」

　ダキッと、リースがシュンのことを抱きしめてくる。正直リースの理り屈くつはシュンにもよくわからなかったが、むちむちとした姉の肉体の感かん触しよくは正直とても気持ちいい……

「独ひとり占じめはダメよ、リースちゃん～」

　グイッ、プリンッ

「聖なるシュ～たんを汚してはなりません！」

　グイッ、ムニョンッ

　左右からリースとアリアが引っ張ってきて、シュンの体が二人の体に挟はさまれる──けど、先ほどのルケとティンみたいに並外れた怪かい力りきを二人は持っていないので、あまり痛くはない。それどころかむしろ、二人の姉の柔らかい肉体にはさまれて落ち着いた気分になるというか……

「おや、これは……」

　と、やおらリースがシュンの鼻先スレスレにまで顔を近づけ、大きく息を吸い込んだ。

「どうしたの、リース姉さん」

「……シュ～たんの体から、他の女の匂いがします」

「ぶほっ！」

　思わず吹ふき出すシュン。確かについさっきまでソフィーや他の姉妹きようだいたちといろいろしていたけれど、なんでそんなことが匂いでわかるのだろう。

「シュ～たん。まさかワタクシに隠かくれ、他の女とイチャイチャしていたのですか？」

「そんなことないよ」

　ここはなんとしてでもごまかさないといけない。リースやアリアは普ふ段だんは優やさしい姉だけど、怒おこるととても怖こわいのだ。
















「本当ですね」

「もちろんだよ」

「なるほど……ぺろっ」

「なぁっ！」

　いきなりシュンの頰ほおに舌を這はわせるリース。シュンの頰を舐なめたのである。いきなりの奇き行こうはさすがのシュンも予想外だ。だが、続くリースの言葉でさらに度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

「この味は、メルたんの味です──シュ～たん。メルたんとキスしましたね？」

「なんでわかるの!?」

「やはりそうですか」

　しまった！　誘ゆう導どう尋じん問もんにひっかかってしまった。

「え～、メルちゃんがキスしたの～？　あの子が積極的なコトするなんて意外だわ～」

「なんということでしょう。ワタクシの聖なる危き惧ぐが現実のものになるなんて──すでにシュ～たんの聖なる肉体は、汚されてしまったのですね」

「別に汚されてないから！」

　リースは、なぜか光の消えた瞳ひとみでシュンのことを見つめていた。

「なんということでしょう。シュ～たんは、すでに心まで毒されてしまったのですね」

「ボクはまともだよ！」

「大だい丈じよう夫ぶです、シュ～たん。聖なるシュ～たんの神秘性は、聖なる姉であるワタクシが救います。とりあえずメルたんのキスは、ワタクシが上書きして浄じよう化かします」

　ちゅぅっ、とリースの唇くちびるがシュンの頰に吸い付く。恐おそろしいことに、それは先ほどメルの唇が触ふれた場所と全く同じところだった。

「リースちゃんばっかりずるい！　お姉ちゃんもちゅ～するわ～」

「ちょっ、姉さん」

　ちゅっ、と、リースの反対側の頰にアリアが口づけしてきた。

「あぁ、アリア、なんということをするのですか！　シュ～たんが汚れてしまう。再度ワタクシが浄化しないと」ちゅぅぅぅっ！

「あんっ、リースちゃんにとられちゃった～。じゃ、反対のほっぺたにちゅっ～」

「いけません。シュ～たんの神秘性が大ピンチです！　これはもう、徹てつ底てい的てきに浄化が必要です！」ちゅっちゅっちゅっちゅっ

「お姉ちゃんも負けないわ～」ちゅっちゅっちゅっちゅっ

　と、二人の姉からキスが雨あられとシュンの顔に降り注ぐ。シュンは嬉うれしいやら恥はずかしいやらで、どう反応すればいいのかわからなくなってきた。

「ちょっと待ってよ！　二人とも、ボクで遊ばないでよ、二人にとってボクはなんなの!?」

「シュンちゃんはお姉ちゃんの所有物おとうとよ～」

「シュ～たんはワタクシの神おとうとです」

　なぜだろう。二人とも「おとうと」と言っているのに、ニュアンスが違ちがう気がする。

「アリア、いいかげんになさい。あなたのせいでシュ～たんが汚れるではありませんか」

「だってリースちゃんがちゅ～をやめないんだも～ん」

　と、二人とも勝手なことを言っている。一方のシュンは、なんだかだんだん腹が立ってきた。リースはメルにキスされたシュンが汚れたというけれど、それではメルが汚きたないみたいではないか。いくら姉でも、言っていいことと悪いことがあると思う。リースにとってもメルはかわいい妹のはずなのに。

「あぁ、もう、いいかげんにしてよっ！」

「きゃっ」「あらあら」

　二人の姉を、はねとばす勢いで振ふり払はらうシュン。シュンはそのまま、リースの腰こしに手を回し、自分へと引き寄せた。

「なにをする気ですか、シュ～たん？」

「ボクだって、怒ることがあるんだよ！」ちゅむっ

　シュンとリースの唇が重なった──そう、子供の頃ころまでさかのぼれば、シュンは家族全員とキスをしたことがあるのだ。今さら姉とのキスを恥ずかしがる必要なんてないのだ。

「んっ、シュ～たん、そんな、いきなり激しすぎま……あっ、んっ、はぅっ、なんっ、こんな上う手まく、なって……んぅっ」

「うわ～、シュンちゃん、エッチなキスしてる～。いつのまにそんなの覚えたの？」

　別にどこかで覚えたわけではない。シュンは、自分のうちからわき上がる謎なぞの衝しよう動どうを目の前のリースの唇にぶつけているだけだ。

「んっ、あぁんっ、うっん、ぷっ、あ、熱ぅい、いい、いいのです、シュ～たん、んっ、聖なるワタクシは、あなたの全すべてをうけいれ、んっ、その情動を浄化します……んぅっ、だか、ら、遠えん慮りよせず、この聖なる姉に全てを吐はき出すのです、んっ！」

「……ね、ねぇ、シュンちゃん。お姉ちゃんも～、仲間に入れて欲しいわ～」

　シュンはいったんリースから離はなれ、アリアに導かれるまま、アリアのぷっくりとした唇に自分の唇を重ねた。

「ちゅっ、んっ、ひゃぅっ、そんなとこ、舐めちゃいやよ～、シュンちゃっ、あっ、あっ、エッチ、もぅ、うぅんっ、でも、すごく、気持ちいい」

　姉との口づけにいつのまにか夢中になるシュン。というか、口づけを自分から重ねていると、頭の中がどんどん真っ白になっていく。唇が熱い。口の中が快感に満たされていく。姉の甘い唾だ液えきがシュンの中に流れ込んできて、なんだかどんどん気分が高こう揚ようしていく。シュンは、本能に突つき動かされるようにして、姉の唇を求め続けた。

「シュ～たん、ダメです、アリアなどに口づけしては、ワタクシが浄化、ひゃぅんっ！」

「シュンちゃん、んっ、お姉ちゃんにこんなコトして悪い子、んうぅ、まだするの～？」

　シュンはそのまま夢中になって二人の姉に甘え続けた。

　そしてシュンがハッと我に返った時──目の前で二人の姉がグッタリとしていた。

「え？　ウソ!?　なんで二人とも？」

　あわてて抱き起こす──リースもアリアも頰が赤く紅潮して、荒あらく呼吸を繰くり返している。二人とも、眼めが恍こう惚こつの色に染まっていて、なんだか眼の奥にハートマークが浮うかんでいるような、そんな錯さつ覚かくをシュンは感じた。

「思ったより激しくて……聖なるワタクシとしたことが、不覚をとりました……リベンジです、シュ～たん。次こそはワタクシが聖なる浄化をほどこします」

「シュンちゃんってテクニシャン。お姉ちゃんの方が夢中になっちゃいそう～。でも他ほかのみんなにはナイショよ？　ナイショにしてくれたら、また同じコトしてあげるから～」

「えっと……ごめん、ボク行くところあるんだ！」

　熱い視線と共にシュンにからみついてくる姉二人から言いしれぬ恐きよう怖ふを覚えて、シュンは反射的に立ち上がり、二人を残してその場から逃にげ出した。

「リース姉さんにキスしたとこまでは覚えてるんだけど、そのあとのことがよく思い出せない……けどすごく気持ちよかったな」

　そういえば、二人には聞き忘れた。シュンと一いつ緒しよに暮らさないかという話を。

　でもあの様子ならきっと、二人とも賛同してくれるだろうことは明らかだったので、まぁいいか、とシュンは気楽に考えた。




　リースとアリアから逃げるようにして別れ──シュンは、続いて大聖堂の庭へと向かった。そこには大聖堂とは別の建物が建てられている。もともとは聖職者が祈いのりを捧ささげる建物らしいのだが、今はシュンたちが別の目的で使わせてもらっている。

　中に入ると、それなりに広い建物内部は、足の踏ふみ場ばもないほど様々な書類が散乱して、ひどいありさまになっていた。

「すごいことになっているね。少しは掃そう除じした方がいいんじゃない？」

「大きなお世話なのです！」

　そう答えるクロロは、部屋の中央で紙の束に埋うもれるようにして鎮ちん座ざしていた。答えながらも両手は無数の紙の束をめくり続け、そのつぶらな両眼は恐ろしい勢いで紙に書かれた文字の内容を追っていた。

「そもそもシュンがこの国を乗っ取るだなんて無茶ブリするから、こっちは寝ねるヒマもねーくらい大おお忙いそがしなのです！　口で言うのは簡単ですけど、実際に苦労するのはあたくし様なのです！　名めい誉よ職しよくに過ぎない枢すう機き卿きようを復権させるために法律の隙すき間まをさがして、敵対する大司教どもの不正の証しよう拠こを根こそぎ探さぐり出して、聖地の復興計画を立案して、同時にジュヴレーヌの動きも牽けん制せいして、時間がいくらあってもたりねーのです！」

　姉妹の中の頭脳役とも言うべきクロロは、本当に忙いそがしそうだった。実際クロロがいなくては、シュンたちもこんな短期間のうちにエシュヌを掌しよう握あくできなかっただろう。

「うん、クロには迷めい惑わくかけるね。って、眼の下、すごいクマだよ。少し休んだら？」

「バカゆーな、なのです！　今ここであたくし様が休んだら、またこの国がひっくり返るのです！」

「でもさ……」

「そうだ、少しは休め、クロロ」

　と、新たな声。同時に部屋の奥からコツコツと、杖つえをつきながらモニカが現れる。

「いくらお前でも不ふ眠みん不休で動くことのできる時間には限度がある。ここで倒たおれられても面めん倒どうだ。あとは我たしに任せて、さっさと寝ろ」

「大きなお世話なのです！　モニカこそさっさと寝やがれ、なのです！　ただでさえブサイクな顔がむくんでヒドイことになってやがるのです！」

「それはお前も同じだろ」

「あたくし様はお前より若いからいーのです！」

　モニカの顔に引きつった笑えみが浮かび上がる。マズイ、普ふ通つうに怒っている顔だ。シュンは、あわててクロロの体を叩たたいた。

「ほら、クロ、モニカ姉様もあぁ言ってるから、少しは休もうよ、ね？」

「へっ、シュンのくせにあたくし様に命令するな、なのです！　そもそもお前や他の連中がバカばっかりで、こういう仕事が全然できねーからあたくし様がやってやらなきゃいけねーのです！」

　シュンもジュヴレーヌでは様々な書類仕事をしていたが、クロロにはとてもかなわない。この子はそれこそ魔ま導どう演算器が何台も動いてやるような処理も、一人で、それも数分で終わらせてしまうのだ。姉兄妹きようだい随ずい一いちの頭脳は伊だ達てではない。

「おい、シュン。さっさとそのうるさい小こ娘むすめを寝かせてこい。目め障ざわりだ！」

　モニカがいらだたしそうに命令する。このままだとモニカの怒いかりが爆ばく発はつしてしまうので、シュンはクロロの小さな体を抱だきかかえた。

「ひゃぅんっ、なにしやがるのですか、シュンのくせに！」

「いいから、ここは姉様に任せて、少し休もう。クロロ、すごく眠ねむそうだよ」

「だから、あたくし様は大丈夫なのです！　あとでメルのやろーに眠ねむ気けをなくす薬でももらいに行くのです！」

「そんな薬は体に悪いよ」

　バタバタとシュンの腕うでの中でクロロが抵てい抗こうする。クロロの小さな手足がシュンを攻こう撃げきしてくるが、非力なクロロの攻撃など、シュンにはたいして効かない。

「は～な～し～や～が～れ～、なのです！」

　暴れるクロロを抱かかえたまま、シュンは体をゆっくりとゆらしてやる。なんとなく昔を思い出してきた。シュンが子供だったころ、まだ赤あかん坊ぼうだったクロロやメルの面倒をこうやってみてあげた思い出がある。

「は～な～せ……ふ、あぁぁぁぁ、ぅんっ」

　と、シュンの腕の中でゆりかごのように揺ゆさぶられていたクロロが大きなあくびをした。いつのまにかトロンとクロロの眼が半眼になっている。いかにも眠そうである。今までは気が張り詰つめていたからなんとか眠気をガマンしていたのだろうが、シュンがきて、暴れたことで一気に限界が訪おとずれたようである。

「ほら、眠そうだよ。ベッドまで連れていってあげるからもうお休みよ」

「ふ、にゅぅぅぅ……眠く、なんて、ねーの、です……」

　うつらうつらしながらそんなことをつぶやいている。よほどムリをしていたようだ。というより、シュンがいない間、妹をここまで酷こく使ししてしまったという事実が問題だ。今いそがしいのは事実だが、クロロが体をこわしてしまっては意味がない。というか、クロロが倒れたら計画も頓とん挫ざしてしまいかねない。今はしっかり休んでもらうとしよう。だいぶムリをしていたらしいので、あとでメルに診しん察さつしてもらった方がいいかもしれない。

「にゅぅぅぅぅ……シュン……」

「ん？　どうかした？」

「んぅぅぅ……だっこ、なのです……」

「え？　だっこなら今しているけど？」

「もっと、なのです……」

　寝ぼけているのか、クロロが寝ね言ごとじみたことを言っている。というか、クロロは半分寝ながらシュンの首にしがみつくように抱だきついてきた──なんだか今日は、姉や妹によく抱きつかれる日だなぁ、とシュンは感じた。

「んぅ……シュンの……兄にいたんの匂におい、なのです……」

「昔のことを思い出しているの？」

　昔、シュンもクロロも幼かったころ、クロロは確か、シュンのことを「兄たん」と呼んでいた気がする。気がするというのも、クロロは姉妹の中でも早熟で、物心つくころにはすでに大人顔負けの知能を発揮して、今と同じえらそうな口調と態度になっていたからだ。シュンを「兄たん」などと子供っぽく呼んでいたのは、極ごく限られた短い期間だけだ。クロロの頭脳が限界を超こえて酷使された結果、昔のことを思い出しているのかもしれない。

「ちゅ～」

　と、クロロがなぜか唇くちびるを突き出してきた。

「ちゅ～する、のです……」

「えぇっ？　いいの？」

「しなきゃ、や～なのです」

　なんだか口調まで子供っぽく幼児退行している気がする。クロロが寝ぼけたままシュンにキスをせがんでくる。さっきもさんざんリースたちとキスをしたし、今さら妹とのキスを躊躇ためらうことはないのだが……クロロが正気に戻もどったとき、寝ている間にキスしたなどと知られたら、ものすごく怒おこると思う。大だい激げき怒ど確定だ。あとが怖こわい。

「ちゅ～、なのです、兄たん」

「えぇっと……ま、いいか。後のことは後で考えよう」

　シュンは持ち前の気楽さでそう考え、クロロに優やさしく口づけをしてあげた。クロロは理解しているのかわからないが、えへへ、と寝ながら嬉うれしそうに満面の笑みを浮かべている。

「兄たん……あたくし様、がんばるから……これからも、一緒、なのです……」

　ほとんど寝言ではあるが、クロロもシュンと同じことを考えているらしい。

「うん、ボクはどこにも行かないよ。全部終わったら、一緒に暮らそうね」

「……えへへ、なのです……」

　建物内に仮か眠みん室があったので、そこのベッドの上に妹の体を横たえ、毛布をかけてやる。クロロは幸せそうな顔で寝ね息いきを立てていた。本当にかわいらしい、天使のような寝顔だと思う。眼を覚ますと毒舌全開の偉えらそうな子供になってしまうが……

　ともあれ、クロロといったん別れ、先ほどの部屋に戻るとクロロに代わってモニカが書類に埋もれながら仕事をしていた。

「モニカ姉様、クロロを寝かせてきたよ」

「そうか」

　モニカは振り返りもせずにうなずき、黙もく々もくと仕事をこなしていた。

「モニカ姉様は休まなくて大だい丈じよう夫ぶなの？」

「我たしはクロロなどより年をとっているからな。子供みたいに寝なくても問題、ない」

　うわぁ、とシュンは思わずつぶやいた。クロロに年寄り扱あつかいされたことを明らかに根に持っている。モニカは大人びた女性ではあるのだけれど、そういうところは意外と子供っぽいのだ。

「しかし、意外だな」

「なにが？」

「『ちゅ～、なのです、兄たん』」

「ぶっ！」

　モニカが急に甲かん高だかい声を出した。それは先ほどのクロロの声マネである。意外と上手だ。

「あのクロロがあんなに甘えるとは、面おも白しろい。いい弱みが手に入った。眼を覚ましたらいたぶってやろう」

　ニタァ、とモニカの口元に邪じや悪あくな笑みが浮うかんでいた。クロロも、とんでもない人に弱みを見せてしまったものだ。

「クロもちょっと寝ぼけていただけなんだから、あんまりからかったら……」

「お前も妹の寝込みを襲おそって口づけをしたわけだから、バレたら気まずいか」

「そ、そんなことないけど……っていうか、寝込みを襲ったわけじゃないよ」

「同じことだ……言っておくが、我たしに同じことをしたらお前の舌を嚙かみ千切ってやるからな」

「しないよ、絶対しない、モニカ姉様にはまちがってもしない！」

　きっぱりシュンが断ると、そうか、と呟つぶやき、モニカは仕事に戻った。

「そんなにイヤがることもないだろ……」

「えっ？」

「……なんでもない。ひとりごとだ」

　モニカはなんとなく不ふ機き嫌げんそうになっている。なにかまずいことでも言っただろうか？

「そういえばシュン。お前の言っていたとおり、聖地の地下の遺い跡せきを発見したぞ」

「そうなんだ。思ったより早かったね」

「聖地が壊かい滅めつしたおかげで、発はつ掘くつ作業が大変だったが、遺跡そのものは無傷だった。地上のガレキをどかせば後はすぐだ」

　モニカが机の上に写真を並べている。その写真こそモニカの言う、地下遺跡を撮さつ影えいしたものだ。

　以前シュンたちがエシュヌ教国を初めて訪れたとき、リースは聖地の地下の遺跡に安置されていた『ファムアテルの果実』という秘宝を手に入れた。『ファムアテルの果実』とは神の魂たましいが結けつ晶しよう化かしたものだと言われていたが、正確には、神の魂の複製品である。

「この遺跡を見る限り、間ま違ちがいなく先史文明の築いた遺跡──すなわち、ファムアテルとよばれる種族、神々の遺跡だな」

　そしてシュンがこの国へと逃にげてきた理由の一つでもある。

『ファムアテルの果実』は神に関する遺産の一つであり、それが安置されていたエシュヌの地下遺跡ならば、神々に関する情報が残っている可能性も高い、とシュンは考えた。そしてひょっとしたら、そこにバルドスに関する手がかりもあるかもしれない。今は少しでも情報が欲ほしいときだ。調べてみる価値は充分にあるとして、シュンは逃とう亡ぼう先にこのエシュヌ教国を選んだのである。

「『ファムアテルの果実』とやらが発見できなかったのは残念だがな」

「教皇さんが暗殺されたとき、誰だれかに盗ぬすまれたんだ……状じよう況きようからしてシャル姉の命令かと思ったんだけど、シャル姉はそんなことしてないって」

「あの女はよくも悪くも自分の力を過信している。そんなせこい手段は使うまい」

　モニカは机の上の写真をシュンにも見せる。遺跡の壁かべを撮影したものだ。そこには、シュンが見たこともない文字が無数に並んでいた。

「なんて書いてあるの？」

「わからん。おそらく古代エシュヌにおける神聖文字だろう。現代ではまだ解読できていない文字群だ。クロロが数日前から解読しようと悪あく戦せん苦く闘とうしている。現状で、全体の二割程度は解読できたが、全すべてを解読するにはまだ時間がかかる」

　説明しながらモニカは一枚の写真を指さした。

「ただ、こちらの文字には我たしも見覚えがある。一部が古代シュレール語で書かれているが、ジュヴレーヌの王都地下にあった古代遺跡でも、同じ文字を我たしは見た」

　聞いた話によると、モニカとヴィオ、シラーは王都の地下でその遺跡を発見し、ここ数ヶ月はそこに潜せん伏ぷくしていたそうだ。ジュヴレーヌにまでそんなものがあったとは、シュンも初耳である。

「そして確かにここにバルドスに関する記述もあった」

「どんなこと？」

「バルドスは神を滅ほろぼすために生まれた存在。バルドスによって偉い大だいなるファムアテルは滅めつ亡ぼうに追い込まれた──要約すると、そんなことが書いてある」

「もうわかっていることだね」

「あまり期待しすぎないほうがいい……気になるのは、ジュヴレーヌだな」

　モニカが思案しながら首をひねる。

「エシュヌにある遺跡には、『ファムアテルの果実』と呼ばれる秘宝が隠かくされていた。ならジュヴレーヌの遺跡にもなにかが隠されていたのか？　だが我たしが発見したとき、それらしいものはどこにもなかった」

「それって、ジュヴレーヌには最初からなにもなかったってこと？」

「あるいは、我たしより先にあそこを発見したものが持ちだしてしまったかだな。それ以上はくわしく調べねばわからんが、今さらあそこに戻ることはできんな」

「だよね～」

　あまり時間の余よ裕ゆうがない、とモニカが告げる。

「そろそろ、身の振ふり方を考えたほうがいいかもしれんぞ」

「どういうこと」

「言葉通りの意味だ」

　モニカが、ニコリともせずに告げる。

「畢ひつ竟きよう、このバーガントにこだわる必要などない──いよいよとなればこのバーガントを捨てて逃げるという選せん択たく肢しだってある」

「バルドスはどうするの？」

「ムリをして戦うこともない。大陸の外へ逃げて、力を蓄たくわえてから再戦すればいい」

「それじゃダメだよ、リュリシアさんを助けないと！」

　バルドスに操あやつられていたジュヴレーヌ国王は、だが倒たおした瞬しゆん間かん、その体が白骨遺体となってしまった。メルによれば、国王はかなり昔に死んでいたそうだ。バルドスは国王の遺体をそのまま操っていたことになる。

　ならばこのままだと、遠くないうちにリュリシアも同じことになる可能性がある。

「仮にバルドスを倒せたとしても、このバーガントに留とどまる理由はもはやあるまい」

「どうして？　ボクらが原因で世界はメチャクチャになったんだから、ボクらの手で世界を平和にしなきゃいけないでしょ」

「きれい事をいうのはいいが、果たしてこの大陸に我たしたちの居場所はあるかな？」

　モニカは冷れいし笑よう的に続ける。

「すでに我たしたちが〈魔王コシユマル〉の子供だとばれてしまったし、大陸の半分を魔ま族ぞくが支配していることもバレた。人類と魔族の対立は、そう簡単には解決できん問題だ。それならいっそ、全てが終わったら新天地を求め、この大陸を捨ててしまう選択肢だってある」

「居場所は、自分で作るものだよ、姉様」

　シュンは、姉に向かって語る。

「それに居場所はある……ボクらは、家族なんだよ。モニカ姉様や、他ほかのみんながいるこの場所がボクの居場所だよ。そして、ボクらも人類も魔族も、みんなバーガントという大陸に生きる大きな家族なんだ。ボクは、自分の家族を見捨てて逃げるなんてこと、絶対にする気はないよ」

「……冗じよう談だんだ。我たしも逃げる気は、ない」

　モニカが口元を歪ゆがめた。

「少し、お前の覚かく悟ごを確かめただけだ……こんなときでも女とイチャつく余裕があるお前の覚悟をな」

「べ、別にイチャついてなんてないよ？」

「我たしをごまかせると思ったか？」

　モニカの腕うでが伸のびて、シュンの頰ほおを摘つまんだ。そのままグイッと、シュンのホッペタが引っ張られる。予想外に強い力だ。

「いひゃいいひゃいよ、モニカ姉様」

「キスマークをつけて我たしに会いに来るとは、まったくたいしたご身分だ」

　それはさっきリースとアリアにキスされたときで……跡あとが残っているなんて、うかつだった。モニカはシュンを睨にらみながら、より強くシュンのホッペタをつねりあげてくる。

「そんな状態でクロロにまで手を出すとは、お前はいつからそんな女たらしになった？　我たしはお前にそんな教育をした覚えはないぞ」

「ふぇぇぇぇぇぇ、ごめんなさい、モニカ姉様！」

「本当に反省しているのか？」

「してますしてます！」

　シュンが涙なみだ目めでうなずくと、モニカの指が外れ、シュンのホッペタが元に戻もどった──ホッペタが千切れるかと思った。やはりモニカは恐おそろしい。

　モニカは、んっ、と咳せき払ばらいをしながらシュンに向き直った。

「お前もいつのまにか大人の男になったわけだからな、性せい欲よくが出てくるのも当然だ。だが、我たしの許可なく女を作ることはゆるさんぞ」

「えっ!?　どうして？」

　いや、別に彼女が欲しいとか思っているわけではないけれど、モニカがいきなりそんな話を始めた脈みやく絡らくがつかめなかった。

「お前は、〈天聖騎士エヴアンジル〉と〈魔王コシユマル〉の子供であり、我たしたちの姉弟妹きようだいだ。これから先、お前に取り入ろうとして女がよってくることもある。お前はいかにも騙だましやすい顔をしているからな」

「そんな顔……してる？」

「だから、変な女が近づいてきても気を許すな。まず我たしに言え。その女の正体を暴ばく露ろして潰つぶしてやる」

　追い払はらう、じゃなくて潰してやる、という言い回しが妙みようにリアルだった。

「ボク、それじゃ一生結けつ婚こんもできないの？」

「したかったのか？」

「今すぐしたいワケじゃないけど、いつかはしたいなぁ、って思っているよ」

「そういう幻げん想そうを抱いだく愚おろか者ものが世の中多くて困る」

「幻想って？」

「この世に恋れん愛あい結婚などというものがあるという幻想だ」

「え？　ないの？」

「ない」

　モニカが断言した。

「世の中の結婚の九割は打算による結婚だ」

「残りの一割は？」

「自分が愛されていると勘かん違ちがいしたバカどもの妄もう想そうだ」

「なんだか、夢も希望もないね……」

「それが現実というものだ」

　冷たく言い放つモニカ。シュンは正直男女の恋愛がどんなものなのかなど、ロクにわかっていないので、モニカへのうまい反論が思いつかなかった。というか、なぜモニカはここまで恋愛を目の敵かたきにしているのだろう。まさか……

「もしかして、モニカ姉様って、けっこう恋愛経験豊富なの？」

「ぶほっ！」

　なぜかモニカがそこで咳せき込んだ。

「い、いきなりなにを言い出す」

「だって、そんな悟さとったようなことを言うなんて、もしかしてボクの知らないところで経験を積んでいるのかなぁって思って」

「ま、まぁそうだな。お前には想像もできないような世界を我たしは生きてきたからな」

「すごぉい……それじゃまさか、姉様、悪い男にダマされた経験とかあるの？」

「なんでそうなる！」

「だって、そういう経験があるから、夢も希望もないことを言い出したのかと」

「わ、我たしを甘く見るなよ。今まで経験した男など十や百ではきかないが、男にダマされるような失敗をしたおぼえは、ない」

　モニカが気のせいか、いつもより早口で言う。その返事を聞いて、シュンは少しだけ安心した。姉が男にダマされたなんてことがあれば、正直シュンも気分がよくない。

「モニカ姉様が経験豊富だなんて知らなかったなぁ」

「ま、まぁな。そんなおおっぴらに言うようなことではなかったからな」

　と答えるモニカは、なぜか微び妙みように慌あわてている様子だった。なぜだろう？

「そういえばモニカ姉様」

「なんだ」

「ボクら今、二人きりだね」

「ぶっ!?　な、なんでそんなことを急に言い出す！」

「いや、なんとなくそう思ったから……あれ？　姉様、なんでボクから離はなれていくの？」

「べ、別に深い意味はない。我たしはこっちの方に座りたいだけだ」

　座っていたイスをシュンから離れた位置へ移動させるモニカ。だが、モニカは現在片足を引きずって杖つえをつきながら歩く状態だ。イスを移動させるにしても、バランスを崩くずしそうで危ない。

「それならボクが移動させるから……」

「こら、バカ、近づくな!?」

　伸ばしたシュンの手を、モニカが払いのける。予想外に強い力。シュンは、思わずその場で硬こう直ちよくした……まさか、そんなに本気で拒きよ絶ぜつされるとは、思っていなかったのだ。

「あ、いや、シュン、今のは、別にそういう意味ではなくてだな……」

　モニカがなにかを説明しようと慌てる──と、もともと片足だったモニカがバランスを崩し、その場に倒れていく。

「しまっ!?」

「姉様！」

　とっさにシュンが飛び出て、床ゆかに激げき突とつする寸前で姉の体を受け止めることに成功した──久々に触ふれるモニカの肉体。長身ではあるが触さわってみると驚おどろくほど瘦やせていると感じた。

「シュン……顔が、近いぞ」

「そうだね」

　そしてモニカを支えた姿勢のまま、シュンとモニカは互たがいの鼻先が触れそうなくらい接近していた。

「モニカ姉様。ボクが近くにいたら迷めい惑わくだった？」

「そんなこと、あるわけないだろ」

「でも今、モニカ姉様イヤがったよね？　わかるよ、ボクには。今のはけっこう、本気でボクを拒絶していた」

「今のは、そういう意味では……」

　なにか、言葉をためらうモニカ。

「ボクは、モニカ姉様ともう少し仲良くなりたかっただけなんだ。だけど、やっぱりボクみたいなデキの悪い弟じゃ、ダメなのかな？」

「そんなの……いや、言葉だけでは説得力がないか……やむをえん。こ、今回だけだぞ」

　ちゅっ、と、モニカとシュンの唇くちびるが重なった。えっと、驚く。今のはモニカの方から口づけをしてきたのだ。他の姉妹きようだいはともかく、モニカが自分からこのようなことをするのは初めてのことだった。

「モニカ姉様、今のは……」

「わ、我たしは、好きでもない奴やつとこんなことはしない。これでわかったか」

「つまり、モニカ姉様はボクのことが、好き？」

「嫌きらってはいない、それだけだ」

「そうなんだ……よかったぁ、一いつ瞬しゆん本気で嫌われたかと思った」

「そんなはずあるものか。チッ、よりによって初めてのキスがこんな形だとは……」

「えっ？　初めてって、モニカ姉様経験豊富なんだよね？」

「も、もちろんだ。そんなの当然だろう。今のは、初めての弟へのキスという意味だ」

「なるほど」

「と、ともかく。これで理解したか。わかったらもう捨てられた犬みたいに無様な顔をするな。見ていて鬱うつ陶とうしい」

「うん、わかったよ」

「まぁ、その……なんだ」

　モニカが顔を赤くしたまま呟つぶやく。

「お前が子供の頃ころの境きよう遇ぐうのせいで、愛情に飢うえているということはわかるが……そこいらの女とイチャイチャしてその寂さびしさを紛まぎらわせようというのは気にいらんな」

「え？　別にイチャイチャなんてしてないけど……」

「してただろう！　キスマークまでつけて！」

「それはリース姉さんたちが勝手にやったことで……」

「なに、リース？　あの詐さ欺ぎ女の仕し業わざか！　クソッ、あの女、今度は我たしからシュンを奪うばう気か。この前我たしに命を救われた恩も忘れて」

　忌いま々いましそうに舌打ちするモニカ。しまった。そういえばモニカは、リースのことを何かと嫌っていたのだった。けど、他ほかの女とイチャイチャするな、というセリフはリースと全く同じである。さすが姉妹。

「相手がリースなら早々に決着をつける必要があるな……いいだろう、シュン。もしこれから先、寂しくなったのなら、リースなんかに頼たよらず、我たしに言え。我たしがお前の相手をしてやる」

「えっと……どういう意味？」

「鈍にぶい奴だな。だからその……あれだ」

　モニカにしては妙に歯切れが悪い。顔も赤いし、なにかを恥はずかしがっている？　モニカがそんな恥じらいの表情を浮うかべるなんて、前代未み聞もんだ。

「弟の寂しさを埋うめてやるのも姉のつとめだからな。このお姉様が、キスでもなんでもしてやる。そのかわり他の女とはイチャつくな！」

「それって、これから先もずっと、ボクの隣となりに姉様がいてくれるってこと？」

「お前は目を離すとすぐムチャをするからな……しかたないから、お姉様が近くで見張っていてやる」

「やった、ありがと！」

「い、言っておくけれど、口だけだからな。それ以上を許可したわけではないぞ！　姉弟きようだいなんだから、それ以上はダメだからな、絶対ダメだからな、絶対だぞ！」

「うん、わかっているよ」

　なぜか絶対と強調するモニカの顔には、思春期の少女のような恥じらいが浮かんでいた……いや、モニカが大人びて見えるだけで、実じつ年ねん齢れいはシュンより二つ上なだけだからまだ少女と言ってもいい年齢なのだけれど。

　ともあれ、シュンはモニカとも、一いつ緒しよにいるという約束を取り付けたのだった。




　モニカとも別れ、シュンは大聖堂へと戻もどった。今日は久々に家族みんなと会えて、シュンは満足である。ただまだ会えていない相手も何人かいる。せっかくなので、彼女たちとも会いたいなと思いながら歩いていると、廊ろう下かの向こうに黒い人ひと影かげが歩いているのを発見した。見覚えのある背中に、シュンは声をかける。

「シラー！」

「…………」

　名前を呼ぶと、ティン以上に無口な妹は静かにシュンを振ふり返った。以前は黒のボディースーツ姿がトレードマークだったが、あれは《滅神咒具エスカトロイ》であり、それはバルドスに奪われてしまった。現在はスラリとした肉体を黒のシャツとジーンズで包んでいる。

　立ち止まったシラーに近づいてみると、シラーは両手でお盆ぼんを持っていた。その上にはポットとティーカップが並べられている。

「なに、お茶の用意してたの？」

「…………（コクリ）」

　うなずくシラー。自分で飲むのかと思ったが、用意されているカップは数人分ある。

「ヴィオたちのぶん？」

「…………（コクリ）」

「シラーが用意してあげてるの？」

「…………（コクリ）」

　シラーは姉であるヴィオと仲がよく、いつも一緒にいる。そしてヴィオは、こういってはなんだが、姉妹の中でもトップクラスの怠なまけ者ものなのだ。この前最後に見た時、ヴィオはこの大聖堂でゴロゴロしてなにもしていなかった。

「たいへんだね～」

「…………（ブルブル）」

　首を横に振るシラー。たいへんではないと言うことだろうか？

「ヴィオもたまにはまじめに働いてくれたらいいんだけど、ヴィオにやる気を出させるのって大変なんだよね～」

　シュンが言うのもなんだが、ヴィオは少しずるいところがあって、とにかくなんでも楽をしたがる性格なのだ。

「…………（ブルブル）」

「え？　違ちがうっていうの？　どういうこと？」

　シラーがなにかを言いたそうだが、一言もしゃべらないのでなにを言いたいのかよくわからない。と、シラーはそこで片手でお盆を持ち、反対の手で懐ふところから魔ま導どう端たん末まつを取りだした。そのまま器用に片手で端末を操作してみせる。

　ピロリロリーン、シュンの端末に着信。シラーからのメールだった。

『ヴィオちんは～、今のままでいいんだぴょん』

　メールの文面は目の前の無口な妹のイメージとは正反対な口調だった。あいかわらず、この妹のテンションはよくわからない。

「そうかなぁ？　今日もなにもしないでゴロゴロしてるんでしょ？」

『ヴィオちんがゴロゴロしてるのは、平和な証しよう拠こだぴょん』

　シラーがすごい勢いで指を動かして返信してくるので、シュンは、普ふ通つうに会話をしているのと同じ感覚でシラーと会話（？）ができた。

「まぁ、確かにそれはそうかもしれないけどね」

『ヴィオちんがやる気を出すのって、よほどの大事件の時だけぴょん。そんな事件なんて、起きない方がいいぴょん』

　確かに──シュンが知る限り、ヴィオが自分から動いたのは、両親が殺された時、そしてモニカがペルデに殺されかけた時くらい。どちらもとんでもない大事件だ。そんな事件は、そうそう起きない方がいいに決まっている。

「でも、そんなヴィオの世話をするシラーはたいへんじゃないの？」

『心配してくれるの？　あにあにやさしいぴょん。そういうとこは大好きぴょん』

　ちなみにだが、こんな返信をしてくれるシラーの顔の表情に変化はほとんどないので、大好きと言われても本心でそう思っているのかよくわからない。

『シ～ぽんはヴィオちんのこと大好きだから～、全然たいへんじゃないぴょん』

「いい子だね、シラー」

『ヴィオちん見ていると、余計なことで悩なやむのがバカバカしくなって癒いやされるぴょん』

「た、確かにヴィオはなにも考えないで生きているもんね……」

『要するにバカなんだぴょん』

「ちょっ!?」

『バカだからかわいいぴょん。シ～ぽんが面めん倒どうを見てあげないといけないって気持ちになるぴょん』

　う～ん……妹にバカにされているなんて、ヴィオはこのことを知っているのだろうか……いや、知っていても気にしないかもしれない、ヴィオだったら。

『あとヴィオちん、おっぱい大きいぴょん』

「た、確かに大きいね」

　ヴィオは小こ柄がらだが、体格に不ふ釣つり合いなくらい胸が大きい。身長との比率で考えると、姉妹で一番大きいかもしれない。

　そしてシラーはヴィオと対照的に、背は高いが胸はさほどふくらんでいない。

『シ～ぽんはちっぱいだから、大きなおっぱいにあこがれるぴょん。ヴィオちんのおっぱいは尊敬してるぴょん』

「う～ん。別にそんな、胸の大きさなんて気にしなくてもいいんじゃない？　シラーは胸が小さくても充じゆう分ぶんすぎるほどかわいいよ」

『ホント？』

「うん、ボクは今のままのシラーが大好きだよ」

『ありがとぴょん』

　と、シラーの口元にわずかな微笑が浮かんだ。喜んでいるらしい。

『誉ほめてくれたお礼にいいこと教えてあげるぴょん』

「なに？」

『ヴィオちんのおっぱいは柔やわらかくてすごく気持ちいいぴょん。あにあにも一回揉もんでみるといいぴょん』

「いや、それはダメでしょ!?」

　妹のおっぱいを揉む兄とか、いろんな意味でダメだと思う。キスとはまたレベルが違う。

『ヴィオちん実はおっぱいが弱点ぴょん。触さわられると気持ちよくなっちゃうぴょん。だからあにあにが揉んでもイヤがったりはしないぴょん』

「うん、情報はありがとう。でも実際にやったりはしないからね、そんなこと！」

『機会があったら試ためすといいぴょん』

「普通ないからね、そんな機会！」

　と、そこでシラーは片手に持っていたお盆のお茶セットを持ち上げた。

『あにあにも一緒にお茶飲むぴょん？　用意するぴょん』

「ん～……ま、いいか。ついでだからごちそうになるよ」

『一緒にくるぴょん』

　シラーが歩き出したので、その背中について行く……なんだか、シラーの意外な内面を見てしまった気がする。そもそもシュンはシラーと会話をしたことがないので、その内心は今までもよくわかっていなかった。最近シラーがメールを使えるとわかってようやく意い志し疎そ通つうできるようになったが、長いつきあいの家族とはいえ、まだまだ知らない部分があると痛感する日々である。

　シラーは聖堂の奥にある一室に向かっていった。シュンは、シラーより一歩先に出て、両手がふさがった妹のために扉とびらを開けてあげた。シラーは無言でコクリとうなずいた。ありがとぴょん、というシラーの心の声が聞こえた気がした。

「んぁ～、シラー、やっともどったのぉ？」

　間延びした声が室内から聞こえてくる。みると、床ゆかの上にグテーッと寝ねそべる人影が見えた。シュンの妹、ヴィオである。

　見ると、部屋一いつ杯ぱいに大きなマットのようなものがしいてあって、ヴィオはその上で手足を大きく投げ出した体勢で寝そべっていた。寝た体勢のまま、室内に入ってきたシュンとシラーを見上げている。

「あれ、なんでシュン兄にぃまでいるのぉ？」

「久々に戻れたから、みんなの様子を見ているんだよ。ヴィオは相変わらずみたいだね」

「ん～。この国けっこう居い心ごこ地ちよくて気に入ったさぁ。毎日昼ひる寝ねするのにちょうどいい温度だしぃ」

　ゴロゴロしたままのヴィオを尻しり目めに、シラーはもってきたポットでお茶を淹いれ始めた。この妹は、本当にかいがいしい。ヴィオも少しは見習って欲しいが、ヴィオはヴィオで一応、仕事をしていないわけではなかった。

「む、シュンであるか。久々に戻ったようであるな」

　と、甲かん高だかいながらも威い厳げんのこもった声──マットの上ではヴィオ以外にもう一人、大の字になって寝ている人物がいた。長女のシャルである。シャルもまた、シュンたちが来たというのにその場から起き上がろうともしない。

「シュン。国内の様子はどうであるか？　なにか、問題はないか？」

「今のところは順調だよ、シャル姉」

「で、あるか。我わが輩はいの力が必要になったならば、いつでも言うのであるぞ」

「シャル姉は、ボクらの秘密兵器だもの。本当に困った時には頼たよりにしてるから、それまではゆっくりしていてね」

「うむ。よい心がけである」

　寝ね転ころがったまま満足そうにうなずくシャル。

　姉弟妹きようだいきっての問題児ともいうべきシャルは、その気になれば世界をひっくり返す才能の持ち主である。だがその一方、やる気を出さない時は徹てつ底てい的に自じ堕だ落らくになるという二面性がシャルにはあった。そこはヴィオと似ていなくもない。

　シャルがやる気を出した時は確かにすごいが、やることが豪ごう快かいすぎて、かえって周囲に迷めい惑わくをかけてしまう。かといって放ほうっておいたら勝手に動いて周囲をシッチャカメッチャカにしてしまう。シャルはそういう姉だ。

　シュンは苦肉の策として、いっそのことシャルにはなにもしないでいてもらうことにした。実際シャルは、満足できる生活環かん境きようさえ与あたえておけばヴィオと同様、日々ゴロゴロと怠たい惰だに過ごしてくれるので、ある意味これが一番周囲に迷惑をかけない方法なのだ。才能の持ちぐされといえなくもない。

「…………」

　シラーが無言でお茶を用意して、二人のところへもってきた。

「シラー、飲ませてぇ」

「…………（コクリ）」

　ヴィオは寝たまま起きようともしない。シラーはうなずいて、小さなスプーンでお茶をすくって、寝たままのヴィオの口にそれをゆっくりと流し込んでいる。ずいぶん手慣れた様子である……というか、ヴィオはせめてお茶くらい自分で飲んだ方がいいと思う。

「ヴィオ、少しは動きなよ、太るよ」

「いいも～ん、あたしは太ってもおっぱいが大きくなるだけだから気にしないも～ん」

　寝たまま答えるヴィオ。仰あお向むけになっているにもかかわらず、ヴィオの大きな胸はつんと重力に逆らうように天てん井じように向かってそびえていた。だからあれだけ胸が大きくなったのか、とシュンは思った。妙みように説得力がある言葉だ。

「いや、汝なんじも少しは運動した方がいいぞ、ヴィオ」

　と、寝た体勢のまま、シャルが告げる。

「汝、あきらかに弱体化が激しいのである。怠なまけすぎて贅ぜい肉にくがつきすぎである」

「大きなお世話さ！　シャル姉ねぇだって、全然運動してないじゃん！」

「我が輩はいいのである。我が輩は、食べて寝ているだけで強くなっていくタイプであるからな」

　なにそれ、どこの戦せん闘とう民族だろう？

「へへぇん、そういうシャル姉ぇだって毎日ゴロゴロしてるだけじゃん。昔より明らかに弱くなって、今のシャル姉ぇならあたしだって勝てるさ！」

「ほぅ、言うたな」

　シャルの眼めがスッと細められる。その眼は、獲え物ものを発見した肉食動物のそれだった。

「それは、我が輩への宣戦布告ととっていいのであろうな？」

「そりゃ、昔のシャル姉ぇは強くて怖こわかったさ。けど、今は明らかにちっちゃくなっちゃったじゃん！」

　確かに、現在のシャルは二十代の女性とは思えない、子供じみた姿となってしまった。

「ぶっちゃけあたしよりチビで、あたしよりおっぱい小さいじゃん！　今のシャル姉ぇなんて全然怖くないし、あたしのほうが強いに決まってるさぁ」

「いや、おっぱいは関係ないんじゃないかな……」

「おっぱいは小さいより大きい方がいいに決まってるも～ん」

　ヴィオは、大きな自分の胸をつかんで揺ゆさぶっている。その後ろで、シラーが自分の胸をゆすろうとして胸に掌てのひらを押し当てるだけで終わっていた。

「とにかく、胸も身長もあたしの勝ち！　もうシャル姉ぇなんて怖くないも～ん」

「……で、遺言は言い終わったのであるか、ヴィオ」

　冷たいシャルの言葉。シュンは思わず息を吞のんだ。シャルは静かな口調だけど、その奥には隠かくしきれない怒いかりが見え隠れしていた。

「そこまで言うならば、ヴィオ。我が輩にかかってくるがよい。汝の力、我が輩に示してみせるのである！」

「いいのかなぁ、そんなこと言っちゃって？　今のあたしが本気出したら、シャル姉ぇなんて秒殺だよ？　泣いちゃうよ？　もう、ボッコボコになっちゃうよぉ？」

「……身の程ほどをわきまえぬ愚おろか者ものめ」

　シャルが、かちんときた様子だった。シュンはシャルの背後から、ヴィオに、早く謝るようジェスチャーで伝えるが、ヴィオには全然伝わっていなかった。シラーは、手を止めて二人の成りゆきを眺ながめている。

「でもタダで勝負するってのも面おも白しろくないさぁ。あたしが勝ったら、シャル姉ぇはあたしの奴ど隷れいってことでいいよねぇ？」

「では、我が輩が勝ったら汝を奴隷に……いや、それでは今と変わらんのである。負けた時は罰ばつゲームをしてもらうのである」

「なんだっていいさぁ。どーせ勝つのはあたしだしぃ」

　とんでもない自信のヴィオ。もはやシュンは止めても無む駄だだと悟さとり、勝負の成りゆきを見守ることにした。

「それじゃぁ……先手必勝ぉ！」

　叫さけび、ヴィオが寝た体勢から飛び起きるや、いまだ寝たままのシャルに飛びかかった。開始の合図もないのに奇き襲しゆう攻こう撃げき、ヴィオ、本気で勝ちにいってるな、とシュンは感じた。

　そして──

「にょぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ、いたいいたいいたいいたいいたいいたい、足が、肩かたが、手が、腰こしが、おまたが痛いぃぃぃぃぃぃぃ」

　ヴィオは釣つり天井固めの体勢にされて、勝負は一いつ瞬しゆんでついてしまった。

　ヴィオがシャルに飛びかかった瞬しゆん間かん、寝そべっていたシャルも飛び上がり、空中でヴィオの背後をとったのである。そのままシャルはヴィオの脚あしをからめとり、両手を摑つかみ、後ろに反りながら床に落下。一瞬でヴィオに吊り天井固めが決まってしまったのだ。

「我が輩の勝ちであるかな、そぉれそれ」メキメキ

「にゅあぁぁぁぁぁぁぁ、ひっ、ひっ、くぅんっ、ひゃぅっ！　らめぇ、しょんなっ、シャル姉ぇ、これ以上、うぁん、激しく、ひゃんっ、しちゃっ、くぅっ、らめぇぇぇぇぇぇ、あたし、んっ、壊こわれちゃうぅぅぅぅうんっ！」

　ヴィオは両手両脚を後ろに回した状態でシャルに完全に関節を決められ、全く逃にげ出せない状態となっていた。

　なんというか、もうあまりにも予想通りすぎる展開にシュンは言葉もなかった。予想を裏切らないヴィオのみごとな負けっぷりである。

「ヴィオ、我が輩の勝ちであるな」

「みぃうぅぅぅぅんっ、いやっ、あぁんっ、勝負は、くぅんっ、まだ、ひぅっ、ついて、いっ、ないもん、あぅうっ!!」

「その根こん性じよう、見上げたものである。が、それもいつまで続くかな」グイッ

「あっっっ、うぅぅぅぅぅぅんっ、らっ、らめぇぇぇぇぇぇ、しょこは、んぁっ、らめぇぇぇぇっ、ひぐっ、んぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ、し、死ぬ、いぁんっ、死んじゃうぅぅぅぅぅ、ひっ、ひっ、ひっ、らめぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　全身の関節を固められて身動きがとれないヴィオを、後ろからシャルが力を込こめてメキメキとのけぞらせる。なんというか……ヒドイ状態になっている。胸を大きく反らせているため、ヴィオの大きな胸のふくらみがさらに強調され、ブルブルと重そうに揺れている。さらに両脚をシャルに搦からめ捕とられた状態で大きく股こ関かん節せつを広げられ、女の子としてやってはいけないアラレもない姿になっていた。

「ヴィオ。そういえば、さっきは面白いことを言っていたのであるな」

「にゃぁぁぁぁぁぁぁ、にゃ、にゃんのことぉぉぉ？」

「我が輩を、秒殺で、泣かせて、ボッコボコにしてくれるとか。我が輩はこの通りピンピンしているのである。早く秒殺して、泣かせて、ボッコボコにして欲しいものであるな」

「あっぅぅぅぅぅぅんっ、ひぃっ、ひぃっ、うぅんっ、にゃぁぁぁぁ、ま、負けない、ひぐぅっ、負けないもん、ひぎぃっ、ここから逆転して、あぅんっ、シャル姉ぇ、ひゃぅんっ、泣かせてやるもん、あぅぅぅぅぅうっ！」

　端はたから見ているかぎり、シャルが力を緩ゆるめない限りヴィオは逆転不可能だ。なのにヴィオはまだ勝負を諦あきらめていないらしい。その根性は素す直なおにすごいと思うが、かえって苦痛を長引かせているだけにしか見えない。

「他ほかにも面白いことを言っていたな。我が輩のおっぱいが小さいとか」

　シャルがそんなことを言い出した。ヴィオは大きな胸を揺らしながら言い返す。

「ひぅっ、うぅっ、本当のことじゃんっ！　あたしより、ひぅっ、ちっちゃいじゃん！」

「女の価値はそんなものでは決まらん。むしろ我が輩くらいの大きさがいいのである。汝は大きすぎである」

「お、大きい方がいいも～ん」

「そんなに大きいと、男は逆に引くのである」

「ひっ、しょ、しょんなこと、あぅっ、ないも～ん」

「シュンよ。汝もそう思うであろう？」

「え？　ここでボクに振ふるの!?」

　できれば関かかわりたくなかったが、話しかけられては答えないわけにはいかない。

「えっと、その……ノーコメントで」

「ほら、シュンも汝のデカイおっぱいは気持ち悪いと言うておるわ」

「ひぅっ、えぅっ、ひ、ひどいよ～、あぅっ、シュン兄にぃ、あたし、ひぅっ、気持ち悪くなんて、ないもん！」

「べ、別にボクはそんなこと言ってないのに……」

　シャルが勝手に言っているだけなのに、ヴィオが傷ついた表情になっている。シュンは罪悪感をおぼえた。

「そんな乳オバケみたいなおっぱい、気持ち悪いだけである！　この世のものとは思えないのである。汝、病気なのではあるまいな」

「うぅぅぅぅっ、えぇぇぇぇぇぇえぇんっ、病気じゃないもん、ひぅっ、病気なんて、うぅっ、ひどいよぉぉぉぉぉ!!」

　シャルの関節技わざと言葉責めのコンボはヒドイ。とうとうヴィオが泣き出した。大おお粒つぶの涙なみだをこぼして、けっこうなガチ泣きだった。さすがにこれは止めないと、ヴィオがかわいそうすぎる。

「シャル姉、やりすぎだよ。もうゆるしてあげようよ。ヴィオも反省しているから」

「ふんっ、汝はいつも妹に甘いのであるな」

　と、シャルは微び妙みように不ふ機き嫌げんそうだった。やはりこの姉は、扱あつかいが難しい。

「そうであるな……ヴィオ。汝への罰ゲームがまだであったな」

　シャルが、邪じや悪あくな笑えみを浮うかべた。

「ヴィオ。我わが輩はいがこれから言うセリフを言うのである。そうすればゆるしてやろう」

　と、シャルが小声でヴィオに向かってなにかをささやく。シュンにはその内容はよく聞こえなかったが、それを聞かされたヴィオは泣きながら顔をしかめた。

「えぇぇぇ、そんなのいやだよぉ」

「なら汝は一生このままである」グイッ

「あぅぅぅぅんっ、わ、わかったよぉ、言えばいいんでしょ、言えば！」

　ヴィオが涙目でシュンを睨にらんできた。

「シュン兄ぃ……おっぱい触さわって」

「……は!?」

　一瞬、なにを言われたのかよくわからなかった。

「ヴィオのおっぱい触ってよ、シュン兄ぃ！」

「な、なんでそんなことを？」

「バカァ、本当に触ったら殺す！　シャル姉ぇに言わされてるんだよぉ」

「余計なセリフを言ってはいかんな。もう一度最初からやり直しである」

　どうやら、ヴィオに恥はずかしいセリフを言わせることを罰ゲームにしたらしい。この姉は、なんて恐おそろしいことを考えるのだろう。

「うぅぅぅぅ……ヴィオの大きさだけが取り柄えのはしたないおっぱい、病気かもしれないから、シュン兄ぃ、触ってたしかめてくださいぃぃぃぃぃ!!」

　半分泣きながらヴィオがそんなセリフを言う。これはヒドイ。そんなセリフを考えつく人も言わせる人もヒドイ。つまり、シャルはヒドすぎる！　病気なのはシャルのほうだ！

「だ、そうであるぞ、シュン。汝なんじ、妹の期待にこたえてやれ」

「いや、やらないからね!?　というか、いくらなんでもヒドすぎるよ！　正直ボク、ドン引きだよ？」

「見ろ、ヴィオ。シュンの奴やつは汝のデカパイにドン引きだそうだ。汝に触ると病気がうつるから、触りたくもないそうであるぞ」

「ひぅぅぅ、ひどいぃぃぃ、あたし病気じゃないもん～」

　真っ赤な顔で泣きながら抗こう議ぎするヴィオ。本当にかわいそうだ。しかし、シュンにはなにもできない……

「…………」

　とんっ、と肩を叩たたかれた。振り返ると、シラーがシュンの傍かたわらに立っていた。シラーは、グッと、シュンの目の前で手を握にぎって見せた。

「えっ、なに？」

「…………（コクコク）」

「まさか……ヴィオのおっぱいさわれっていうの？」

「…………（モミモミ）」

　うなずくシラー。やっちゃうぴょん、とシラーの心の声が聞こえてきた気がした。そういえば、シラーはさっきもそんなことを言っていた気がする。でも、さすがに本当に触るのは問題が……でも、これ以上苦しむヴィオを見たくもない。

　よくよく考えたら、ヴィオは妹だ。妹のおっぱいを触った経験なんてなんどもある。子供の頃ころは一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったし、去年も、ちょっとした事故でヴィオのおっぱいを触ってしまった。今さらなにをためらう必要があるのだろう？

　ようは、シュンの心にやましい気持ちがあるから悪いのだ！　大切なのは平常心。そう、悟りを開いたような気持ちでヴィオのおっぱいに触ふれればいいのだ。そうすればヴィオの心は救われるし、これ以上恥ずかしがることもない。シュンは、決心した。

「わかったよ、ヴィオ……ボクは、今から、キミのおっぱいを触る！」

「えぇぇぇぇ、バカァ、シュン兄ぃのバカァ！　そんなことしたら本当に殺す！」

「わかってよ、ヴィオ。ボクはもう、これ以上苦しむキミを見たくないんだ」

　シュンが告げる。これは、決してやましい気持ちで言っているわけではない。その証しよう拠こに、シュンの心はあくまで平静だった。

「もし、本気で触ってほしくないのならそういって。ボクはヴィオを苦しめたい訳じゃない。ただ、助けたいだけなんだ」

「うぅ……」

　涙目でシュンを睨むヴィオ。だいぶ警けい戒かいしている様子である。

「本当にいやなら、ボクはヴィオのいやがることなんてしないよ。けど今、ヴィオを助けるには、おっぱいを触る方法しかボクには思いつかないんだ」

「うぅぅ……………………………………ぃぃょ」

　かすかにヴィオがうなずいた気がする。

「いいんだね？」
















「何度も聞かないでよぉ……シュン兄ぃなら、いいよ……」

　シュンは、覚かく悟ごを決めた。ヴィオだって恥ずかしいのに、がまんしてセリフを言ったのだ。ここでシュンが恥ずかしがったら、ますますヴィオを苦しめることになる。シュンには兄として、妹を救う義務があるのだ！

「シュン兄ぃ……」

「なんだい？」

「……やさしく、してね？」

「もちろんだよ」

　シュンがほほえみかけると、ヴィオは赤い顔でコクンとうなずいた。

　覚悟は決まった。

　シュンは意を決して、両手をゆっくりと、ヴィオの大きな双そう丘きゆうへと伸のばしていく。

　そして、ゆっくりと、その指を……




「だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!　やってられるかぁぁぁぁぁぁぁぁ、であるっ！」




　突とつ然ぜんシャルが絶ぜつ叫きようして飛び上がった。吊り天井固め状態だったヴィオの体は投げ飛ばされ、あぅっ、と落下した。幸い室内にはマットが敷しいてあったのでケガはない。

「なんなのであるか、今の空気は！　なぁぁぁぁにが、『やさしく、してね？』『もちろんだよ』であるか！　ふざけるのもたいがいにするである！　いやらしい言葉責めをした上いやらしく見つめ合って、なんで我が輩がよりによって弟と妹のラブラブちゅっちゅを目前の特等席で散々見せつけられねばならんのだっ!?　我が輩を焦じらしてなにが楽しいのであるか！　これはもうほとんどイジメである!!」

「えっとね、もうね、ツッコミどころが多すぎてなにを言えばいいのかわからないけれど、とりあえず一言──シャル姉ねえ、あなたが言うな！」

　みゅぅぅぅ、と、よほど恥ずかしかったのか、ヴィオは耳まで真っ赤になってマットの上に寝ね転ころがったまま身もだえしている。シラーはそんなヴィオのそばに座ってパタパタと、熱くなった姉を冷まそうと扇おうぎであおいでいる。

「シュンよ。忘れるでないぞ……汝は我が輩の玩具おとうとなのだ。その身の程ほどをわきまえて行動するのである！」

「『おとうと』になにか含ふくみがない？」

「我が輩はこれでも心が広い。たまには、妹たちに汝を貸し出してやらんこともない。が、汝はあくまで我が輩の弟おもちやなのだ！　その身の程をわきまえた行動をするのである」

「今、『おもちゃ』って言ったよね？」

「五う月る蠅さいのである！　シュンのくせに生意気である！　これは、汝に再教育が必要であるな！」

「再教育ってなに？　こわいよ！」

「シュン、我が輩についてくるのである！」

　シャルがシュンの腕うでを摑つかみ、強ごう引いんに引っ張る。このまま連れて行かれたらなにをされるかわかったものではない！　シュンは、とっさに逃にげようと、シャルの腕を振ふり払はらおうとした。だが──

「汝が逃げたら我が輩、少し本気を出して世界征せい服ふくに乗り出すのである」

　世界を人ひと質じちに取られてしまった!?　この姉の場合、それが冗じよう談だんではなく本気だから始末が悪い。シュンは、逃げることができなくなった。

　シャルに引きずられるようにして別室に連れて行かれるシュンを、シラーが手を振りながら見送ってくれた。がんばるぴょん、というシラーの心の声が聞こえた気がした。

　────

　別室でシャルと二人きりになってしまった。シュンは、これから姉になにをされるのか想像すると、恐きよう怖ふで身も縮む思いだった。

「さて……二人きりになれたようであるな、シュン」

「う、うん、そうだね」

「なにを怯おびえておる。もう演技せずともよいぞ」

「え？　演技って？」

「汝と二人きりになりたかったのでな。とりあえずあぁしておけばヴィオもシラーも我が輩たちの後を追ってはこまい」

「まさか、さっきのやりとりって全部演技だって言うの？」

「当然である。我が輩がかわいい妹を好きこのんでいじめたりするような外げ道どうであるはずがなかろう？」

　いや、ヴィオをいじめているときのシャルは実にいきいきとしていた。むしろノリノリだった。この人絶対サドだと思った。

「シュン。汝はずいぶんと、他ほかの姉妹きようだいたちと仲良くなれたようであるな」

「仲良くって、どういう意味？」

「我わが輩はいに隠かくし事ごとは無む駄だである。今日はずいぶん他の妹連中と仲良く遊び回ったようであるな」

　ドキリとした。シャルは、どこまで気づいているのだろう？　確かに今日は久々に家族みんなと会えて、それなりに仲良くなれたと思っていたけれど……

「な、なんでわかるの？」

「わからぬはずがない。汝の全身から、我が輩の妹たちの匂においがぷんぷんするのである」

　また匂い!?　リースといい、この人といい、野生動物並みの嗅きゆう覚かくだ。

「しかもこれは、発情した牝めすの匂いであるな。いやらしい匂いである」

「そ、そんなことないよ？」

「かくさずともよい。さっきも言ったが、我が輩は心が広い。弟と妹たちの仲が睦むつまじいのは喜ばしいことである。その程度で腹を立てたりはせん──所しよ詮せんは汝も妹たちも、全すべては我が輩の掌てのひらの上で遊んでいるにすぎんのであるからな」

　にたり、シャルが冷れい酷こくな笑えみを浮うかべる。シュンの背筋がゾクリとした──やはりこの人は格が違ちがうと、思い知らされるような笑みだった。

「汝と二人きりになりたかったのは、他の連中には聞かれたくなかったのでな」

「と、いうと……」

「決まっておろう──我が輩の、十一人目の妹のことだ」

「ピノ、だね」

　シュンはうなずいて見せた。

　シュンたちは全部で十三人の姉弟妹きようだいだ。すなわち、シュンには十二人の姉妹がいることになる。その姉弟妹の末っ子、十三番目の末まつ妹まい、その名はピノという。

「汝に言われるまで、彼奴きやつの存在を我が輩も忘れかけていたのである」

　妹の存在を忘れるなんてヒドイ……と言いたいが、ピノの場合は少し事情が違った。なにしろシュンでさえ、最近までその存在を忘れていたのだ。

「それとなくソフィーたちにも聞いてみたけど、誰だれもピノのことを覚えていなかったよ」

「で、あろうな。かくいう我が輩も、こうやって話していながらでさえ、彼奴の存在を忘れそうになってしまうのである」

　そう。シュンが今まで調べたところによれば、ソフィーたちも、自分たちが十三人の姉弟妹だということは覚えていた。だが末の妹が誰であるかと聞くと、誰も覚えていないと答えるのだ。そして、覚えていないということを不思議にも思わないらしい。これは明らかに異常だった。

「いったいどうなっているの？」

「どうなっているかはわからん……が、状じよう況きようから推測は可能だ。おそらくは、ピノの《滅神咒具エスカトロイ》の力である」

「だよね。というか、こんなことができるのは《滅神咒具エスカトロイ》しかないよね」

「ピノの《滅神咒具エスカトロイ》は人間の記き憶おくに影えい響きようを与あたえる力を持っているのであろう……問題は、なにゆえ彼奴が我が輩たちの記憶ごと、自分の存在を抹まつ消しようしたのかということである」

　ジュヴレーヌでバルドスと戦った時──シュンたちの前に、死んだはずの母、〈魔王コシユマル〉が現れた。母が死んだことは確実なので、彼女が〈魔王コシユマル〉でないことは確かだった。そして最後の最後でシュンは思い出したのだ。いなくなった最後の妹、ピノの存在を。

「我が輩も、何となく覚えているのだ……彼奴、ピノと、数年前、最後に会ったとき……なにか、あったような気がする。記憶が定さだかではないがな。そしてそれ以降、我が輩はピノの存在を完全に忘れてしまったのである」

「いったい、ピノの目的はなんなんだろう」

　突然現れたピノの目的は、国王を倒たおすことだったらしい。そして国王の正体がバルドスであることをピノは知っていたようだ。つまりピノは、シュンたちよりも早くバルドスの正体を摑み、戦おうとしていたということだろうか？

「シャル姉。バルドスってなんなの？　ボクらの使っていた《滅神咒具エスカトロイ》とバルドスの関係はなんなの？」

「そのあたりのことは、メルにクロ、モニカあたりが全力で解かい析せき中である。その結果を待った方がよい」

「シャル姉でもわからないの？」

「我が輩も推測でバルドスの正体をつきとめた。が、推測ではやはり確実とはいえん。我が輩としたことが、バルドスとの戦いで一度敗れてしまった。同じ失敗を繰くり返さぬためにも、バルドスを倒す確実な手段が必要である」

「もどかしいな……ボクらはこのままゆっくりしていてもいいのかな？」

「バルドスは我が輩たちの《滅神咒具エスカトロイ》をもっておる。その力をもってすれば、我が輩たちを追いつめ、皆みな殺ごろしにすることもできるはずだ──が、未いまだ奴やつはそうしようとしていない。これがなぜかわかるか？」

「それは……ボクらを殺せない理由がある？」

「その理由、今の汝なんじならわかるであろう」

「そっか、それってつまり……」

「うむ、バルドスが奪だつ取しゆした《滅神咒具エスカトロイ》は全部で十二個。最後の一個を奴はまだ手に入れてはおらぬはずである」

　ピノの持つ《滅神咒具エスカトロイ》をバルドスはまだ入手できていないのだ。

「奴は当然、ピノの行方ゆくえを全力で捜さがしているはずである。我が輩たちのところにピノはおらぬから、バルドスもいったん我が輩たちのことは後回しにしているのであろう」

「なるほど……なら、ボクらも早くピノを捜し出さないといけないね！」

「これまでの状況を考えれば、ピノの奴は我が輩たちの様子をどこか近くでうかがっているはずである」

「確かに……ボクをタイミングよく助けてくれたりしたもんね」

「我が輩は、あえてピノを捜す必要はないと思っておる。ピノが見つからぬからこそ、バルドスも現在、我が輩たちに手出しできぬのであるからな」

「今は、そうするしかないのか……」

　それでもシュンはピノのことが心配だった。

『パパを殺したのは、家族の中の誰かだよ』

　ピノが最後にシュンに告げたセリフが気になる。いったいどういう意味なのだろう。さすがにこのセリフは、シャルにも話すことができなかった。というより、考えたくもなかった。家族の誰かが父を殺しただなんて……そんなこと、ありえない。

　ピノが、シュンも知らない、三年前の事件の真相を知っているのは確かなようだった。ピノの言葉が本当なら、彼女は両親が殺される現場を目もく撃げきしたことになる。当時ピノは、五歳の子供だったはずだ。そんな子供がその現場を目撃したのだとしたら、いったいどれほどの衝しよう撃げきを受けたのだろう。

　傷ついてしまったピノの心を救うにはどうすればいいのだろう。

　シュンの理想、家族全員で平和に暮らす世界を作るためには、バルドスを倒すことはもちろんだが、ピノのこともなんとか助けてあげないといけない。

　だがどうすればいいのか、その答えをシュンは未だに見つけられないでいた。








第三章　破は壊かいと滅めつ亡ぼうと究極進化









　バーガント大陸最さい南なん端たんの国、ジュヴレーヌ王国──その王都を、とある人物が訪おとずれた。正確に言うなら、連行されてきた。

　艶つややかな長ちよう髪はつをもつ小こ柄がらな少女である。彼女はエルミタージュ。ジュヴレーヌの隣りん国ごく、シャンミュニ皇国を統すべる少女皇こう帝ていである。

　エルは、多くのジュヴレーヌ騎き士しに囲まれていた。シャンミュニ皇国はジュヴレーヌの同盟国であり、エルがジュヴレーヌを訪れるならば当然それは国こく賓ひん待たい遇ぐうになるはずである。だが、ものものしい騎士たちに包囲されたエルの顔は悔くやしさに歪ゆがんでいた。

　シャンミュニ皇国は負けたのだ。

　ジュヴレーヌ王国に対たい抗こうして東部諸国は新たな連合軍を結成したが、その軍勢はなす術なく敗北した。

　そして先日、ジュヴレーヌ王国の軍勢が、シャンミュニ皇国へと侵しん攻こうしたのである。

　シャンミュニ皇国は強国ではあるが、国の象しよう徴ちようである剣けん聖せいを失い、また昨年からつづく戦争と今回の連合軍の敗北で、軍事力に大きなかげりがあった。大陸随ずい一いちの大国、ジュヴレーヌに対抗する力はなかったのである。

　やむをえず、エルは降こう伏ふくした。

　無論、勝てないにせよ、徹てつ底てい抗こう戦せんをすることはできた。衰おとろえたとは言ってもシャンミュニ皇国には実力のある騎士が多くそろっている。国の尊厳を、誇ほこりを護まもるため、最後の一兵となるまであらがう道もあったが、皇帝であるエルは、降伏の道を選んだ。

　戦争が長引けば、そのしわ寄せは国民にいく。国家の尊厳はもちろん大切だが、勝つ見込みのない戦いを続け、国民を苦しめることはエルの本意ではなかった。

　それにもう一つ、エルにはどうしても、現在のジュヴレーヌ王、リュリシアの真意がつかめなかった。親友であるリュリシアがこのような暴挙に出るような人物でないことを、エルはよく知っていた。親友の身になにがあったのか、エルには確かめる責任があった。

　降伏したエルはジュヴレーヌの騎士に捕とらえられ、ジュヴレーヌまで連行されてきたのである。虜りよ囚しゆうの身ではあるが、手て枷かせや足枷など、拘こう束そく具をつけられていないのは、エルに対する情けだろうか？

　ただ気になることは──エルを囲む騎士たち。彼らがみな一様に虚うつろな眼めをしていることだ。エルが話しかけてもろくに返事もしない。まるで操あやつり人形のようだった。

　それは王都も同様だった。先ほどから街並みにジュヴレーヌの国民の姿が見えるが、彼らも騎士と同じ有様だった──エルは子供の頃ころ、王都を訪れたことがあるが、あの頃はもっと活気があったはずだ。なのに今は、活気どころか街全体の雰ふん囲い気きが暗く沈しずんでいた。

　そしてエルは、王都の中心にある巨きよ大だいな庁舎へと連れてこられた。そこでエルを出で迎むかえてくれたのは、見慣れているはずの親友だった。

「ようこそ、エルミタージュ皇帝陛下。ジュヴレーヌの新女王として、お会いできたことを光栄に思いますわ」

　エフィを背後に従えたリュリシアであった。そうやってエルに話しかけるリュリシアは、なるほど、去年会った時と変わらない様子だった。だが、現在の状況を考えると、そのような態度をとること自体、不自然だった。

「リュリシア国王陛下……いや、リリィ、そなた、どういうつもりじゃ！　ようも余の前におめおめと顔を出せたものじゃな！」

「お怒いかりはごもっともですわ。我々の国の間にささやかな誤解があって、そのせいで武力衝しよう突とつまで発生してしまったのはわたくしとしても遺い憾かんの極きわみ。ですが、エル。わたくしたちは親友だったではありませんこと？　昔のような友情を取り戻もどすといたしましょう」

　にこやかな表情で語りかけ、リュリシアは、室内にしつらえてあったソファに座るよう、エルを促うながした。エルは憮ぶ然ぜんとした面おも持もちでそこに座る。

「それで、そなたの目的はなんじゃ。余と皇国をどうするつもりじゃ」

「あなたがたにはジュヴレーヌの支配下に入っていただきますわ。特別難しいことを要求するつもりはありませんわ。皇国は今まで通り、あなたに統治していただければけっこう。ジュヴレーヌの人間を数人、あなたのそばに置いていただくことになりますけれど、それ以外はこれまで通りにしていただいてけっこうですわ。ただ、有事の際はわたくしの呼びかけにこたえ、若じやつ干かんの軍事協力をしてもらう義務が発生しますけれど」

「ふん……敗戦国に対する要求としては、そこまで大それたものではないようじゃな」

「えぇ、もちろんですわ。わたくしは、平和な世界を愛していますもの。そのために無用な争いを繰り広げることは愚おろかの極みですわ。皆さんが大人しくわたくしに従ってくれれば、わたくしは決して悪いようにはしませんわ」

「……そなた、何者じゃ？　リリィではないな」

　エルが、眼まな差ざしを鋭するどくしてリュリシアを、いや、リュリシアの姿をしたバルドスを睨にらむ。

「リリィは、絶対にそのようなことはしゃべらぬし、間ま違ちがってもこんな戦争を引き起こしたりもせぬ！　直接会って確信したわ！　そなた、リリィのニセモノじゃな！　いったいリリィをどうしたのじゃ!?」

「……リュリシアは、わたくしですわよ、今は、ですが」

　リュリシアの表情から笑えみが消え、仮面のように無機質な表情となった。言いしれぬ恐きよう怖ふを感じ、エルは思わず席を立って後じさるが──ガシッ、いつのまに回り込んでいたのか、背後にいたエフィがエルの両りよう肩かたをしっかりと摑つかんできた。

「いけませんね、皇帝陛下。リュリシア国王陛下の御ご前ぜんですよ」

「え、えぇい、離はなせ！　離さんか！　誰だれか、誰かおらぬのか、ティン、シュン！　早く来るのじゃ！」

「安心なさい、エル。その二人なら、すぐにあなたと会うことになりますから──あの世で、ですけれど──さようなら、エル」

　リュリシアの手が、エルの顔を覆おおった。あぅっ、とエルの体が弛し緩かんし、床ゆかに崩くずれ落ちる──やがてゆっくりとエルは立ち上がった。だがその顔からは精気が抜ぬけ落ち、ジュヴレーヌの騎士たちと同様、虚ろな眼差しとなっていた。

「これでシャンミュニ皇国もわたくしの手中に──いよいよ東部諸国に抵てい抗こうする国はなくなりましたわね」

「はい、これも陛下のご威い光こうのたまものです」

「となると、そろそろ大陸の中央──エシュヌあたりに攻せめ込む時期ですかしら？」

「えぇ、あの国には、逃とう亡ぼうしたシュナブラン卿きようたちがいるようですからね」

　エフィが報告する。

「調べたところ、シュナブラン卿はエシュヌ教国の枢すう機き卿きようとなり、教皇代理として今やあの国の実権を握にぎっているようです。エシュヌの弱体化は激しいとはいえ、こんな短時間で国を乗っ取ってしまうとは、恐おそろしいですな」

「それがわたくしたちの敵、ファムアテルの姉妹しまいの力ですわ……いよいよ決着をつけるしかないようですわね」

　リュリシアが静かな口調で告げる。

「わたくし、これでも争いは嫌きらいですの。世界を平和にしたい……本当の平和とはどんな世界か、エフィ卿はご存じですの？」

　エフィは、答えない。リュリシアが答えを期待して問いかけたわけではないとわかっているからだ。リュリシアもエフィの答えを待たず、言葉を続ける。

「人は生きている限り戦い続ける生き物。ならば、真に平和な世界とは、人間が完全に滅ほろびた世界に他ほかなりませんわ。あらゆるものが滅び、虚きよ無むに吞のみ込まれた世界にこそ真の静せい寂じやくと平和が訪れる──わたくしはバルドス。滅びの種族。全すべてを滅亡へと吞み込むために生み出された存在」

　リュリシアの瞳ひとみが黒く、闇やみ色いろに染まっていく。エフィが恭うやうやしくリュリシアに頭を下げた。

「おぉ、陛下。素す晴ばらしいお考えです。陛下もついに覚かく醒せいなされたのですね」

「エフィ卿。あなたは、どうしますの？　わたくしが目指す世界は永遠の滅亡──当然あなたも、その対象ですわ。あなたもまた、わたくしの手によってやがて滅ぼされる──そんな未来を、あなたは受け入れることができますの？」

「もちろんですとも、陛下。それこそ我が願い──こんな世界、一度完全に消えてしまえばいいのです。陛下の手にかかって滅ぶことができるなら、それは至上の喜びです」

「その忠義に報むくいましょう──あなたには、これをさしあげますわ」

　リュリシアが、室内にあった剣を持ち上げ、エフィに差し出す。それは群ぐん青じようと黄金の二色に染め上げられた剣だった。その剣の名を、エフィは知っていた。

「これは、ジュヴレーヌの国宝、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉ではありませんか」

「ファムアテルの姉妹たちの力は強い。あなたの力をもってしても、勝つことは難しいはずですわ──ですが、我らバルドスの力の源、〈バルドスの天てん涯がい〉を使えば、彼女たちを一人残さず滅ぼすことも可能なはずですわ」

「おぉ、陛下のご期待に沿そえるよう、全力を尽つくします」

　エフィが〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を恭うやうやしく受け取った。剣から放たれる見えない波動が一いつ瞬しゆん室内を駆かけめぐる。その波動を心ここ地ちよさそうに、リュリシアとエフィは受け止めた。

「さぁ、始めましょうか。全ての《滅神咒具エスカトロイ》さえ取り戻せば、わたくしは完全体となる──全ては、永遠の静寂と平和のために、世界は滅ばねばなりませんの」




　エシュヌ教国──その夜、シュンは自室で書類整理をしていた。部屋には国中の状じよう況きようを記した報告書が無数に積まれている。それらに片かたっ端ぱしから目を通しているが、どんなに働いても仕事が終わらない状況になっていた。

　シュンの姉妹きようだいたちはみな優ゆう秀しゆうであるが、エシュヌという国を動かしていくにはさすがに人手不足である。もう少し人員を増やして分担できるようにしたい。いや、将来的にはそのようにする予定だが、今はそんなことをする余よ裕ゆうもない。

　正直、シュンにはジュヴレーヌのことも気がかりなのだ。こんなことをしている間にもバルドスは力を強め、リュリシアが助かる可能性が低くなっている。だが闇やみ雲くもに突つっ込んでそれでシュンが敗北してしまえば元も子もない。

　いったいどうすればいいのか──シュンは終わらない思考の迷めい宮きゆうに迷い込んでいた。

　そしてどれくらいの時間が過ぎただろう──真夜中にシュンはハッと目覚めた。イスに座ったまま、いつのまにか居い眠ねむりをしていたのだ。仕事がまだ残っているのに、連日の疲つかれが出てしまったようだ。

　こんなことではいけないな、と反省するシュン。そこで、ふと気づいて周囲を見回した。

　室内の空気が、なんだかおかしい……

「誰かいるの？」

「…………」

　どこからか感じる気配。室内に、誰かの残のこり香ががただよっていた。シュンが寝ねている間に誰かが来た？　いったい誰が来たのだろう。

　シュンは、少しだけ考えた。その答えは思ったよりも簡単に、シュンの口からすんなりと出てきた。

「ピノ、だね？　どこにいるの、出てきてよ」

「……昔から、たま～にカンが鋭い時があるよね、お兄ちゃんって」

　声は大人、だが口調だけは子供っぽい。シュンの予想通りの人物、母と同じ姿をした妹、ピノが音もなく室内に現れた。それこそ、空中に突とつ然ぜん湧わいて出た、ともいうべき出現方法だった。これも、ピノの《滅神咒具エスカトロイ》の力だろうか。

「わかっていたよ」

　シュンは、微笑ほほえみと共に妹を迎むかえた。

「ボクらがここにいれば、きっと来てくれるってね」

「なんで？」

「どうしてかな、やっぱり家族だから、なんとなくわかるんだよね、ピノのことも」

　そう告げると、ピノは笑った。その笑みは、どこか虚無的だった。

「バカだよね、お兄ちゃん。まだそんなことを言ってるの？　家族なんて、なんの価値もないゴミクズなのに」

「なんでそんなことを言うの？　ピノは、家族のこと嫌いなの」

「嫌いだよ、大ッ嫌い。だって、パパたちは、家族に殺されたんだもん」

「この前も言っていたよね。それってどういう意味なの？　ありえないよ、父さんたちが家族に殺されたなんて……」

「お兄ちゃんは、そう言うと思ったよ。だからわたしはお兄ちゃんの前から消えたの。どうせ信じてもらえないと思ったから」

「信じるよ。ボクはピノのことならなんでも……」

「これでも信じる？」

　ピノが、懐ふところからなにかを取り出した。差し出されたものを見て、シュンは思わず息を吞んだ。なぜなら、シュンはそれを知っていたからだ。

「『ファムアテルの果実』」

　それは聖地の地下遺い跡せきに安置されていたエシュヌの秘宝。ピノの掌てのひらにおさまる虹にじ色いろの宝玉は、エシュヌ教国の教皇が所有していたはずの『ファムアテルの果実』である。

「わたしがこれを持っている意味、いくらお兄ちゃんでもわかるでしょ？」

　教皇は去年、何者かに暗殺された。それと同時に、所持していたはずの果実の行方ゆくえもわからなくなった。果実を持っている者がいれば、それはきっと、教皇を暗殺した犯人だと思っていた。それをピノが所持しているということは……

「そっか、ピノ。ピノがこれを盗ぬすんだ犯人から取り返してくれたんだね？　ありがとう。ボクもずっと捜していた……」

「バカ。お兄ちゃんのバカ。だから嫌い、大ッ嫌い！」

　ピノが、吐はき捨てる。

「はっきり言わなきゃわからない？　なら言ってあげるよ。教皇を殺したのはわたし。わたしが殺したの。だって、この秘宝がほしかったから。この力がわたしには必要だったから、だから殺したの。わかった？」

「ウソだね」

　シュンは、静かに告げる。

「ボクはピノを知っている。ピノがそんなことをするような子じゃないって、ボクは知っている」

「わたしの存在そのものを今まで忘れていたのに？」

「それは……」

　そこを突かれると、シュンはなにも反論できなかった。

「脳みそがお花畑なお兄ちゃんなんて大ッ嫌い」

　ふふっ、と、シュンは思わず笑いをこぼした。ピノが、ムッとした表情になる。

「なにがおかしいの」

「だって今の言い方、モニカ姉様みたいだったんだもの。やっぱりそういうところが似ちゃうよね。姉妹なんだから当然だけど」

「お兄ちゃんのそういうとこ、わたし嫌い。大ッ嫌い」

　冷たく告げるピノ。その口調からは明白な嫌けん悪お感かんが感じられた。

「ごめんね、不出来な兄で」

「あと、そういうヘラヘラ笑ってごまかすとこも嫌い。昔からなにも進歩してないね、お兄ちゃん」

「そういうピノは変わったね。ずいぶん背が伸のびたし、母さんそっくりの美人になった」

「つまんない。お兄ちゃん、他に言うことないの？」

「正直なところを言うと、ボクにはピノの本心がわからない。けれどジュヴレーヌで会ったキミは、バルドスと戦っていた。バルドスを倒たおすための力が必要なんだよね？　ならボクらと一いつ緒しよに戦おうよ」

「バカのくせにそうやってわたしを見み透すかそうとするお兄ちゃんが、わたしはなにより大ッ嫌い」

　ピノが、吐き捨てるように告げる。

「ファムアテルの遺跡には〈世界門エテルポルト〉があるの。だからわたしはこの国の遺跡に用があってきたの。その近くにお兄ちゃんたちがいたから、ちょっと寄っただけだよ」

「なんなの、〈世界門エテルポルト〉って」

「〈世界門エテルポルト〉は万ばん物ぶつを結ぶ門のこと──〈世界門エテルポルト〉同士を接続すれば、一瞬で移動できるの。つまり、この国からジュヴレーヌ王国王都地下の遺跡までも、一瞬で移動できる。これでバルドスへの奇き襲しゆうができる。わたしは『ファムアテルの果実』を使って、刺し違ちがえてでもバルドスを倒す」

　ピノは本気だ。言葉通り、自分の命と引き替かえにしてでも決着をつけようとしている。妹の確かな決意を、シュンは感じ取った。

「待ってよ、ピノ。行くならボクも行くよ！　そのために会いに来てくれたんでしょ」

「だから嫌い、大ッ嫌い。うぬぼれるのもいい加減にしてよ。《滅神咒具エスカトロイ》のないお兄ちゃんなんか、最初から足手まといだよ！」

「でも、《滅神咒具エスカトロイ》がバルドスそのものだとしたら、バルドスは《滅神咒具エスカトロイ》で殺すことはできないはずだよ」

「これはね、復ふく讐しゆうなんだよ」

　ピノが告げる。その口元の笑みが凄せい絶ぜつなものへと変へん貌ぼうする。

「パパとママを殺した奴やつへの復讐なの」

「バルドスを憎にくむ気持ちはわかるよ。でも、そのためにピノが犠ぎ牲せいになることはないよ」

「わかってないね、お兄ちゃん。確かにバルドスは嫌いだよ。でも憎んではない。わたしが憎いのは、家族というくだらない関係性そのものだよ！」

　ピノが憎にく々にくしげに吐き捨てる。妹からは確かに憎ぞう悪おの念を感じた。それは並々ならぬ憎しみだ。

「どうしてそんなことを言うの？　ピノ、キミになにがあったの。ボクは……」

「もういいよ、お兄ちゃん。もともとお兄ちゃんと会話する気なんてなかった。お兄ちゃんがわたしのことを思い出しちゃったから、その後始末をしに来ただけなの」

　ピノが、懐からなにかをとりだした──それは、天てん秤びんだった。左右がそれぞれ漆しつ黒こくと純白の二色で塗ぬりわけられた天秤だ。その天秤からは〈魔ス元ク素レ〉の波動が感じられた。

「それは、まさか」

「そう、わたしの《滅神咒具エスカトロイ》。正義の神〔神しん法ぽうツァラ・ビュレス〕の権能を宿す《法廷天秤トリビユナル》。天秤の両側の皿に二つのものを載のせ、天秤が釣つり合えば、その二つを強制的に交こう換かんすることができる──『いんがぎゃくてん』」

　ポッと、シュンの体から光が漏もれ、その光が天秤の皿の上で球体となった。

「これがお兄ちゃんの記き憶おく、わたしに関するお兄ちゃんの記憶だよ。三年前もこうやって、わたしに関する記憶をみんなから奪うばったの」

「やっぱり、記憶を操作できる《滅神咒具エスカトロイ》をピノが持っていたんだ」

「記憶操作なんて、この《滅神咒具エスカトロイ》の権能のほんの一部だよ。この天秤は、どんなものでも皿の上に載せることができるんだよ。物理的に載せられないものだろうと関係ない。わたしが戦せん闘とうで傷を負っても、相手のダメージを天秤に載せれば簡単に相手とのダメージ交換ができる」

　そして天秤の反対側の皿に、ピノは自分の体から出た光の球体を載せた。

「これでいい。天秤が釣り合えば、お兄ちゃんの記憶からわたしは消える。全すべてが元通りになるんだよ」

「そんなの、おかしいよ……だって、交換するだけなんでしょ？」

　そうだ。記憶を消すのではなく、交換する《滅神咒具エスカトロイ》なら、不可解なことがある。

「この《滅神咒具エスカトロイ》でピノに関する記憶を交換したって、かわりにピノのボクたちに関する記憶が手に入るんだよね？　ならボクはピノを忘れるはずがない」

「バカだなぁ、本当にバカだなぁ。だからお兄ちゃんって嫌い」

　ピノが、あざけりと共にシュンを見下しつつ、天秤の皿を指さした。

「こっちに載せたのはわたしの記憶だけど、なんの記憶だと思う？」

「ピノの、ボクに関する記憶？」

「そんなわけないよ。これはね、わたしの子供の頃ころの記憶──昔、食べたお昼ご飯が美お味いしかったなって記憶。それだけだよ」

「なにそれ……」

「そう、ご飯が美味しかった記憶なんて、正直わたしにとってはどうでもいい記憶だよ。わかる？　お兄ちゃんがもつわたしに関する記憶と、わたしのどうでもいい記憶、その二つを交換するの。この交換が成立すれば当然お兄ちゃんはわたしのことを忘れるけど、わたしはお兄ちゃんのことを忘れたりはしないの」

「全然釣り合ってないじゃない、その天秤！」

「釣り合うんだよ。つまりは、そういうことなの」

　ゆらゆら、天秤はゆっくりと揺ゆれている。だがその揺れが徐じよ々じよに小さくなっていき、今にも釣り合って静止しそうだった。

「お兄ちゃんたちのわたしに関する記憶って、わたしにとってはどうでもいい記憶と等価値なんだよ。ね、だから言ったでしょ。家族なんてゴミクズみたいなものだって。本当に、家族なんてくだらないよね。嫌いだよ、大ッ嫌い」

　シュンは思わずピノの天秤を奪おうとした。そんな結果、納なつ得とくできないからだ。だが、バチッ、と、シュンの手が見えない壁かべにはばまれ、弾はじかれる。

「無む駄だだよ。今のお兄ちゃんじゃ、この結果には逆らえない──もうすぐ釣り合う。そうすればお兄ちゃんはわたしのことなんて忘れちゃう」

　だからなのか──ピノが、家族を否定し、憎む理由。《滅神咒具エスカトロイ》が、どうでもいいと勝手に判断してしまったから、だからピノはシュンたちを否定するのか。

「ボクは、忘れない」

　シュンは断言した。

「忘れるものか！　ピノはボクの大切な家族だ！　絶対なにがあったって、死んでも忘れない！」

「無駄だよ、《滅神咒具エスカトロイ》には逆らえない。お兄ちゃんはすぐに忘れちゃう」

「忘れたらそのたびに思い出す！　何度だって、忘れる度たびにボクはピノのことを思い出す──だってキミは、ボクにとってはなにより大切な、家族なんだから！」

「結果は変わらない」

　ピノの手の中、天秤の皿が、左右で釣り合った。瞬しゆん間かん、天秤が強い輝かがやきを発した。同時に、シュンはウッとうめき、頭をかかえた。

　シュンの目の前に、誰だれかいる。それは、母親？　違う、この人は違う。もっと別の、大切な誰かだったはず……なのに、それが誰なのかを思い出せない。目の前にいるのに、誰なのかわからない。気持ち悪い違い和わ感かん。まるで強制的に記憶が上書きされたかのような……そういえば昔食べたお昼ご飯は美味しかったな……なんでご飯の記憶を思い出す!!

「さようなら」

　目の前の人物が告げる。シュンは、思わず呼び止めようとした。だが、相手の名前がわからず、声にならないうめきを漏らすことしか今のシュンにはできなかった。相手はそのまま窓から身を乗り出して立ち去っていこうとするが……




『見つけましたわよ、最後の《滅神咒具エスカトロイ》』




　大きな声が街中にひびいた。いや、違う。これは直接シュンの脳内にひびいた声？　そしてなにより、その声には聞き覚えがあった。

「リュリシアさんの、声？」

「やっぱり、《滅神咒具エスカトロイ》を使ったせいでわたしの居場所がバルドスにバレちゃったか……でもいいよ。どっちにしろ決着をつけるつもりだったんだから、今さらバレたってなにもかわらないよ」

　名前のわからない誰かがそう呟つぶやき、シュンの部屋から外へと飛び出していった。シュンは、その背中を追いかけたが、窓の外にはもはや影かげも形も残っていなかった。

　そして次の瞬間──街の入り口で大きな爆ばく発はつが起こった。同時に火柱が立ち上がる。いったいなにが、と驚おどろきながらそちらを見るシュン。

「ウソ……ジュヴレーヌの騎き士したちが、攻せめてきている？」

　それも、百や二百ではない。それを超こえる規模の軍勢が街のそばに出現し、喚かん声せいをあげながらこちらへと夜や襲しゆうをかけてきたのだ。

「ウソでしょ、ここはジュヴレーヌと離はなれているのに、なんでいきなり、こんなにたくさん攻めてくるの！」

　疑問は尽つきないが、今は目の前の敵の対処をしなくてはならない。シュンは部屋の中に立てかけてあった騎き士し剣けんをつかみ、部屋から飛び出した。

「シュン、そこにいたか！　おい、やべぇぞ！」

　と、出たところで反対方向からやってきたブイと出くわした。

「なんでジュヴレーヌが攻めてきたんだ？　ここは安全だったはずじゃねーのかよ！」

「理由はわからないけど、迎げい撃げきしないといけない。ボクは姉さんたちと一緒に敵を迎むかえ撃うつよ。ブイは、街の人の避ひ難なんを手伝って！　避難方法は、緊きん急きゆう時のマニュアルがあるからそれを見て！　説明している余よ裕ゆうはない！」

「お、おぅ、わかった……」

「いえ、ぼくらも戦います」

　と、ブイの肩かたを背後から摑つかむ人物──レニエだった。ジュヴレーヌの制服姿となったレニエは騎士剣を両手に持ち、戦闘態勢となっていた。

「この街にいる騎士の数はあまりにも少ない。圧あつ倒とう的てきな戦力不足でしょう。ぼくらも微び力りよくながら手伝います。ね、ブイ卿きよう」

「もちろんっす！　レニエ卿の背中を護まもるのはオレの役目ですから」

「あなたに護られるほど未熟ではありませんが、人手不足なのであなたも戦力として数えます」

「えっと……レニエ卿。いいんですか？」

　シュンが尋たずねると、レニエは予想外に力強くうなずいて見せた。

「えぇ、地下で眠ねむっていたミュスカ卿と話しました──もちろん彼女はなにも答えてくれませんでしたが、彼女の魂たましいは、いまだぼくの中で生きているのです。なのに今を生きるぼくが死人のような日々を送っていては、彼女に面めん目ぼくが立たない」

　以前のレニエは生気を失った眼まな差ざしをしていたが、今ははっきりと、生きようという活力が感じられた。レニエの隣となりのブイが、シュンに向かってグッと親指を立てている。事情は知らないが、もしかしたらブイがレニエを支えることで立ち直ったのかもしれない。

「でも、いいんですか？　今攻めてきている相手は、ジュヴレーヌの騎士たちですよ」

「わかっていますが、非武装民を狙ねらう騎士など、道義にもとります。昨今のジュヴレーヌの動きを見る限り、あの国に正義がないのは明白です。ぼくは、あなたがたの味方です」

「ありがとうございます」

「いきますよ、ブイ卿！」

「まかせてください！」

　と、二人はそろって出しゆつ撃げきしていった──正直ブイの実力で活かつ躍やくは難しいかもしれないが、レニエは間ま違ちがいなく大陸有数の実力の騎士である。シュンとその家族がどんなに強くても、人手が足りないというのは致ち命めい的てきだから、今は二人の助力がなにより頼たのもしい。

「兄さん、そちらでしたか！」「シュナブランさん！」

　と、続いてやってきたのはソフィー、それにアンジュという二人組だった。

「話は後だよ。ジュヴレーヌの本隊がここを攻めてきた。ボクらで迎え撃とう！」

「リリィ様は、いらっしゃるのですか！」

「わからないけれど、近くまで来ている可能性は高いはずだよ」

　シュンたちを倒たおすほどの実力者は、ジュヴレーヌにはほとんど残っていない。いるとすればそれはエフィとリュリシアくらいだ。ならばその二人が近くまで来ている可能性は高いだろう。

「リリィ様……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、アンジュさん」

　強く歯がみするアンジュに向かって、シュンは親指を立てて見せた。

「リュリシアさんはボクにとっても大切な人だからね──絶対に助けてみせる！」

「無論です。あのかたは、私の数少ない親友ですから」

　と、ソフィーもうなずいて見せた。アンジュは、ありがとうございます、と二人に頭を下げた。

「行こう！　まずは、リュリシアさんがどこにいるかを確かめないと！」




　街には無数のジュヴレーヌの騎士たちが押し寄せてきていた。それに対し、街にいた戦力はごくわずかであり、街を護ることなど到とう底てい不可能だった。当然だ。ここはエシュヌ教国の内陸にある街。いきなり敵軍が侵しん攻こうしてくるなど、誰も予想していなかった。いや──

「最悪だな。こうなる可能性を考えなかったわけではないが、実際にこうなると絶望的な気分になる」

　街の中央にある庁舎。街で一番大きな建物の最上階で、モニカがそう呟いた。今夜もこの時間まで報告書の処理をしていたモニカは、窓の外を見た瞬間、今なにが起こっているかを理解していた。

「バルドスは我たしたちの《滅神咒具エスカトロイ》全すべてを持っている──当然、ワープ能力のあるリースの《滅神咒具エスカトロイ》もな。その力を使えば、大軍勢を敵の目前に送り込み、奇き襲しゆうがいつだってできるわけだ」

「冷静に分ぶん析せきしている場合じゃねーのです！　すぐに迎撃しねーと、あたくし様たちはここで全ぜん滅めつなのです！」

「わかっている、クロロ。とりあえず全員と連れん絡らくを取り合えるようにしろ。我たしたちがここから指示を出すから、他ほかの姉妹きようだいに敵を迎撃させる」

『モニカ、クロロ、そこにいるのであるか？』

　モニカの端たん末まつから、シャルの声が聞こえる。

「あぁ、いるとも。それで、そっちの状じよう況きようは!?」

『我わが輩はいの安あん眠みんを妨ぼう害がいする愚おろか者ものがいたのでな、とりあえず三十人ばかりを返り討うちにしてやったわ。我が輩はこのまま敵を倒していくのである。指示は汝なんじ等らに任せるぞ』

「あぁ、今は一人でも戦力にほしいところだからな。シャルも迎撃に回ってくれ」

『我が輩のことは親しみを込こめ、シャル姉と呼ぶがよい』

「呼び方なんてどうだっていい！」

「敵は北東方向、聖地がある側から攻めてきているのです！　そちらから来る敵を何とか食い止めるのです！」

『うむ、我が輩に任せておくのである』

「ルケとティンをすぐに呼び出せ、クロロ！　あの二人が戦力の要かなめだ！」

『二人なら、我が輩より先に飛び出してもう暴れておるようであるな』

「くっ、我たしの姉妹には鉄てつ砲ぽう弾だましかいないのか……いや、この状況ではそれが逆にありがたいか。とにかくシャル、ルケ、ティンの三人でできるだけ多くの敵を倒せ！」

「いくら敵の数が多くても、その三人に勝てるような騎士は、今のバーガントにはいねーはずなのです」

「その通りだが、それだけで勝てるほど戦争は甘くない。このタイミングで連中が奇襲をかけてきたからには、奴やつらにも勝算があるということだ」

『モニ姉ねぇ。あたしとシラーはどーすればいいのさぁ？』

「お前らは北西方面から押し寄せる敵を食い止めろ！　アリアとリースはどこだ！　やつらには、街の住民を避難させろ！　南西方面にはまだ敵がいないから、そちらから逃にがしてやれ！　街中をうろつかれたら邪じや魔まだ！　メル！　起きているな！　備び蓄ちくしてある医薬品を全部もってここにこい！　負傷者が出たらお前が頼たよりだ！　シュンとソフィーはどうした！」

『姉様？　ボクはソフィーやアンジュさんと一いつ緒しよに、リュリシアさんのところへ行くよ！』

　と、端末からシュンの声が答える。

「リュリシア？　奴はこの近くにいるのか？」

『いるはずだよ。だって、ボクらを本気で倒す気なら、《滅神咒具エスカトロイ》を使えるリュリシアさん本人もこないといけないはずだよ！』

「お前にしては頭の回転が速いな。確かに奴がこの近くに攻めてきている可能性は高い」

『姉様の弟だからね。ボクだってたまには頭を使うよ』

「調子に乗るな。とりあえず情報を集めてバルドスの居場所を突つき止める。それがわかるまで、お前たちも街を護りながら戦え」

『わかったよ、姉様！』

「クロロ、聞こえていたな？」

「当然なのです。街の外の情報を集めているところなのです！　ついでに周辺の街にいる全てのエシュヌ軍に緊急招集をかけているのです。援えん軍ぐんも、すぐにかけつけてくるはずなのです！」

　いきなりの奇襲で誰だれもが動どう揺ようしてはいるが、ここはエシュヌ教国であり、ジュヴレーヌ王国にとっては完全に敵地である。地の利は明らかにこちら側にあった。だが……

「げげげげげ」

　クロロが悲鳴をあげた。モニカは、なんとなく予想がつきながらも、妹に尋ねた。

「どうした？　なにがあった？」

「……周辺の街にも、ジュヴレーヌ軍が押し寄せているらしいのです。どこの街も、援軍を出す余裕はねーみたいなのです」

「だろうな。我たしが敵でもそうするからな」

「ならどーするのですか！」

「落ち着け。パニックになると弱いな、お前は。もう少し頭を使えんのか」

　半泣き状態のクロロとは対照的に、モニカはあくまで冷静だった。

「ジュヴレーヌの騎き士しがバルドスに操あやつられていることは明白だ。ならば親玉のバルドスさえ倒してしまえば逆転できる。そしてその親玉はこの近くにいる可能性が高い。一刻も早く捜さがし出せ、クロロ！」

「わ、わかったのです！」




　街の北側は、戦場である。それも、かなり激しい戦せん闘とうが繰くり広げられていた──

「騎士は全員門を死守しなさい!!　ここで敵を食い止めるのです！」

　押し寄せるジュヴレーヌの騎士たちを斬きり伏ふせながら叫さけぶのは、レニエである。その傍かたわらには緊きん張ちようした面おも持もちのブイもいた。

　エシュヌでは長く内乱が続いていた。そのためこの街も、戦いへの備えはしてあった。街は防ぼう壁へきに囲まれているし、頑がん丈じような城門もある。敵の数が圧倒的に多いのは確かだが、今すぐにも街の住民が皆みな殺ごろしにされる、という事態にはなっていなかった。

「レニエ卿きよう、まずいっす！　街が燃えてます！　かなりひどいっす！」

「わかっています。騎士は手が離はなせません！　一いつ般ぱん人を消火作業にあたらせなさい！　この規模の街なら、防災訓練はやってあるはずです！」

　レニエがエシュヌ語で矢や継つぎ早ばやに指示を出している。エシュヌの騎士や住民たちも、突とつ然ぜん現れたレニエにとまどっている様子だったが、レニエの指示が的確だったので、いつのまにかレニエを中心とした防衛態勢が構築されていた。

　やっぱこの人はすげぇ、とブイは感じた。そして、そんな人のそばで戦うことができる自分は光栄だと感じていた。

　街を護まもる城じよう壁へきは頑丈な造りをしていたが、高さはあまりなかった。すなわち、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉による超ちよう高こう速そく移動が使える騎士ならば、その壁かべを乗り越こえることが可能だった。

　当然防衛側もそれはわかっており、城壁の上で乗り越えてくるジュヴレーヌ騎士を迎むかえ撃っていく。たちまち城壁上は大混戦へと発展していった。

「レニエ卿、こっちの状況はどうなっていますか！」

　と、遅おくれてシュンが駆かけつけた。ソフィーやアンジュも一緒である。

「敵の数はかなり多いのですが、正直騎士の実力は低いですね。むしろかなり弱い。とてもジュヴレーヌの騎士とは思えません」

「バルドスに操られている騎士は、本来の実力を出せないみたいです」

「なるほど。そこにつけいる隙すきはありそうですね……ただ、弱くても数の差が大きいのは、やはりキツイと思います」

「大丈夫です」

　シュンは、力強くうなずいて見せた。

「今街の外にシャル姉たちが出て、敵とぶつかっています。それで敵の数は減らせます」

「なるほど、二代目〈魔王コシユマル〉のシャルドネ卿ですか」

『シュン、聞こえるか？　そっちの状況はどうなっている？』

　シュンの持つ端末は、モニカとの回線がつながったままとなっていた。

「レニエ卿が北門で戦ってくれていたよ。この感じなら、しばらくは敵を食い止められると思う」

『ならばそのままお前たちも加勢して、時間を稼かせいでおけ。今敵の親玉、バルドスの居場所を探さぐっているところだ。お前たちも敵に新しい動きがあったら我たしに教えろ』

「了りよう解かいだよ、姉様」

「シュナブランさん、リリィ様はいずこに？」

「ごめん、まだそれはわかっていない」

　やはりリュリシアのことが気がかりなアンジュに、ごめんね、と謝るシュン。

「今はここで敵を食い止めよう。時間を稼げば、それだけ新しい情報が来るはずだよ！」

　わかりました、とソフィーとアンジュがうなずいてくれる。もどかしいが、今はモニカの言うとおり、時間を稼ぐしかないときである。

　だが、なぜだろう──シュンの胸の中には、形容のしようがない、なんとももどかしい気持ちがわだかまっていた。

　それは、なにか大切なことを必死に思い出そうとしているのに思い出せない、そんなもどかしさにも似ていた。

　こんな状況で、自分はなにを忘れてしまったのだろう──戦いながら悩なやむシュンだが、どんなに悩んでもその答えは見つかりそうになかった。







「ルウウウウウウアアアアアアアアア!!」

　突然の敵てき襲しゆうではあったが、街のエシュヌ軍の対応は早かった。そしてそれ以上にシュンの姉妹たちの反応は早かった。

　街を飛び出し、最前線で戦うのは三人──ルケ、ティン、そしてシャルという、姉妹の中でもきっての武ぶ闘とう派はたちだ。

「へんっ、なんだよ、こいつら、てんでザコばっかりじゃねぇか、ルウウウウウウ!!」

　雄叫おたけびと共にルケが拳こぶしを振ふるった。ルケの全身から大量の〈魔ス元ク素レ〉が噴ふん出しゆつし、それが塊かたまりとなって前方の騎士たちをはじき飛ばしていく──《滅神咒具エスカトロイ》を失った現在でも、ルケの戦闘力は並外れていた。

「五姉、やりすぎ」

　その近くで敵を斬り倒たおしながら、ティンは姉に注意をした。

「そんなに暴れたら、街が壊こわれる」

「敵にやられるよりゃマシだろ！」

「五姉が暴れたせいで街が壊れたところのほうが大きい」

「かまわんのである！　ルー、存分に暴れるがいい！」

　と、シャルが二人の背後から声をかける。

「我が輩たちに手を出したことをやつらに後こう悔かいさせてやるのである！」
















「あぁ、任せな。アタシ一人でこんな連中、皆殺しにしてやんよっ！」

　ルケが吼ほえ、両りよう腕うでから〈魔ス元ク素レ〉の塊を生み出し、前方めがけて撃うち出した。正面にいた騎士たちがまとめて吹ふき飛ばされていく。手加減なしのルケの猛もう攻こうを止められる者は、今のジュヴレーヌ軍にはいなかった。

「困るなぁ、あまり好き放題暴れられては」

　次の瞬しゆん間かん、ばぁぁぁぁんっ、と、巨きよ大だいな爆ばく発はつが上空で起こった。その爆光が周囲を強きよう烈れつに照らし出し、一いつ瞬しゆん周囲が昼間のように明るくなった。

「やはり君たちの相手は、ただの騎士たちじゃムリだよね。わたしが出るしかないか」

　ルケの放った〈魔ス元ク素レ〉の塊を、片手ではじき飛ばした人物がいる──エフィだ。

　エフィの全身を、闇やみ色いろのモヤのようなものが包んでいた。バルドスの力である。そして彼女の手には、暗くら闇やみの中でも燦さん然ぜんと輝かがやく宝ほう剣けんが握にぎられていた。それを見て、シャルが眼めを見開いた。

「ぬぅ、あれは〈バルドスの天てん涯がい〉か！　厄やつ介かいなものを！」

「これは陛下より賜たまわった〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉だよ。世界を切り開くジュヴレーヌの力──その身で味わうといい！」

　エフィが〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を大上段に構え、一気に振り下ろした。その剣けん先さきからすさまじい力の波動が放出され、波動は巨大な刃やいばの形となって、シュンたちのいる街へと襲おそいかかった。

「させるかよっ！　ルアアアアアアア!!」

　叫び、ルケが地面を蹴けって飛び出した。一瞬で波動へと追いつき、両手でその攻こう撃げきを受け止める。が、

「ぬ、なんだっ、これ、ぬぁっ！」

　波動を摑つかんだルケの両手から煙けむりが噴ふき出る。両手が業ごう火かで焼かれたかのような灼しやく熱ねつと激痛をルケは感じた。

「よせ、ルー！　両手がちぎれ飛ぶぞ！」

「バカ言え！　ここでアタシが止めなきゃ、後ろはどーなんだよっ!!」

　ルケが叫び、そのまま両りよう脚あしを踏ふん張って波動を押し止めようとした。だがルケの渾こん身しんの踏ん張りにもかかわらず、波動の勢いが止まらない。

「今助ける」

　と、ティンが剣を構え、ルケの掩えん護ごに回る。ティンは眼にもとまらぬ速さで剣を閃ひらめかせ、ルケの受け止める波動を切り裂さいた──が、次の瞬間、砕くだけたのはティンの構える剣の方だった。ティンが眼を見開く。

「ちぇぇぇぇぇぇぇいっ、姉蹴撃シスター・キツク！」

　シャルが気合いの声と共に横手から、波動を蹴り飛ばした。ゴキッと、シャルの足から異音が響ひびく。が、その攻撃によって波動の進行方向がねじ曲がり、上空へ飛んでいったあと、空中で爆散した。

「我わが輩はいたち三人がかりでも、向きを変えるので精せい一いつ杯ぱいであるか」

　シャルがつぶやきながら、自分の右足を見る。足首が赤くはれていた。骨に異状があるようで、ズキズキと痛む。

　ルケは荒あらく呼吸をくりかえしている。両手には火傷やけどが広がっていた。ティンは折れた剣を捨て、予備の剣を構えなおしている。

「なるほど、これはすごい力だ。自分が自分ではないようだよ」

　と、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を構えるエフィが、恍こう惚こつとした表情で呟つぶやいた。

「シャル姉よぉ、なんだ、あいつのあの力は？　さすがにこいつは、人間業わざじゃねぇぞ」

「奴やつが使う武器は、〈バルドスの天涯〉と呼ばれるものである。バルドスの力の源といわれておる。ジュヴレーヌの王女が使った時はこれほどの力はなかったはずであるが……バルドス本人が使うと、こうなるのか！」

「さて、わたしもこれをくださった陛下のご期待に応こたえないといけないのでね──まずは君たちから片付けさせてもらうよ」

　エフィが呟き、次の瞬間、シャルたちの背後に出現した。まさに瞬間移動としか表現のしようがない動き。

　背後から斬りかかるエフィに反応できたのは、ティンだけだった。ティンはとっさに背後へ回した剣で、エフィの攻撃を受け止めた。いや、受け止めようとした。だが〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉の斬撃はたやすくティンの剣を切り裂いてしまった。

「くっ」

　短くうめきながら、ティンは折れた剣をエフィめがけて投げつけた。エフィは、かわそうともしなかった。〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉から放たれた波動が、ティンの剣をはじき飛ばしてしまった。エフィが稲いな妻ずまのように鋭するどい突つきを放った。ティンは、ギリギリでその攻撃を回かい避ひ。だが、攻撃の余波がティンの脇わき腹ばらをえぐり、傷口から激しく血が噴き出る。ティンは顔をしかめ、その場にうずくまった。

「動くでない、ティン！」

「ルウアアアアアアアアア!!」

　ルケがエフィに向かって殴なぐりかかる。ルケの拳をエフィは刃で受け止めつつ、背後へ受け流した。同時にルケの胴どう体たいに〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉がスッとささる。鍛きたえ上げたルケの分厚い筋肉の鎧よろいを、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉はまるで砂糖菓が子しを切り分けるかのような手軽さで斬り裂いてしまった。

「う～ん、どうやらわたし、強くなり過ぎちゃったかな」

　エフィが声を漏もらす。命のやりとりをしているとは思えないほど気楽な声だった。

「きみたちって、確か姉妹きようだいの中でも一番強い連中だよね？　まるで相手にならないや。これはもう、陛下が出るまでもなく、わたしが皆みな殺ごろしにしちゃえるかな」

「ほざくがいい、まだ我が輩がおる！」

　シャルが仁に王おう立だちとなって、ルケとティンを護まもるように前に出た。正面のエフィを睨にらみつつ、小声でルケに告げる。

「ルー。ここは我が輩にまかせ、汝なんじはティンを連れて一度退ひけ。汝等の傷は深手だ。ここでムリに動けば内臓が飛び出すのである。メルを捜して応急手当てをしてもらえ」

「けどよぉ……」

「我が輩をなんと心得る。我が輩こそ姉弟妹きようだいの長ちよう姉し、汝らの姉であるぞ──こやつの相手など、我が輩一人で充じゆう分ぶんである！」

　叫さけび、シャルが跳ちよう躍やくしてエフィに飛びかかった。エフィは笑いながらその攻撃を受け止める。

「行けッ、ルー！　我が輩の命令が聞けぬかっ！」

「チックショォォォォ、絶対戻もどってくるから死ぬなよ、シャル姉!!」

　絶ぜつ叫きようしながらティンを抱かかえ、ルケが戦場を離り脱だつしていく。だが、

「逃にがすわけが、ないだろう」

　エフィがつぶやき、逃げるルケの背中めがけて〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉の先から波動を放った。

「させんのであるっ！」

　と、シャルが全力の体当たりをエフィにくらわせ、その軌き道どうを強ごう引いんにねじ曲げた。だが、シャル自身、大きくバランスを崩くずしてしまった。

「ムチャな攻撃をしたね。そんなに急がなくても、すぐに地じ獄ごくへ送ってあげるよ」

　ズシャッ──シャルの胴体を、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉が完全に貫かん通つうした。傷口から噴ふん水すいのように血流が噴き出る。ゴフッと、こみ上げる体液でシャルが咳せき込んだ。

「油断したね。これで姉妹のリーダーを撃げき破は。つぎは──」

「逃がさんぞ、バルドス」

　エフィは〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を抜ぬこうとしたが、動けなかった。シャルの体を両断したはずの〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉は、だがシャルの体に突き刺ささった状態から全く動かなくなったのだ。傷口から血と煙が噴き出ているにもかかわらず、シャルが、凄せい絶ぜつな笑えみを浮うかべた。

「油断したのは汝のほうだ！　これで剣は使えまい！」

　エフィの体にシャルの拳がめり込んだ。激しい衝しよう撃げきと共にエフィの肉体が上空へと打ち上げられる。シャルは体に剣を刺した状態で、満足そうにうなずいた。

「ルーが逃げる時間程度は、稼かせげたようであるな……」

「そうだね、そこは誉ほめてあげるよ」

　空中を舞まうエフィが、シャルを見下ろしながらつぶやいた。

「そのご褒ほう美びに、苦しまないように殺してあげよう」

　エフィが空中で指を動かした。瞬間──ズシャッ、シャルの体に刺さった〈開闢の覇軍ロワール・セイ剣バー〉が勝手に動き、シャルの胴体を斬り裂いた。ゴホッとうめき声を漏らしながら、シャルはその場に倒れる。

　エフィが身を翻ひるがえして着地すると、宙を舞う〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉が自然とその掌てのひらに収まった。剣けん身しんについた血をぬぐいとりつつ、エフィは呟く。

「まずは一人」







　シュンたちがいた街より北東へ向かった先──エシュヌ教国の首都、聖地ヴィヴァン。現在は廃はい墟きよと化したその街には現在、無数の人の気配があった。

　それは全員がジュヴレーヌの騎き士したちである。

　そんな聖地の様子を、近くにある丘おかの上から静かに見つめる少女の姿があった。

「やっぱり、ここが敵の本ほん陣じんみたいだね……なら、バルドスもここにいるはず」

　シュンたちの妹、ピノである。ピノは眼を赤く光らせ、夜闇の中も昼間と同様に見み渡わたすことができていた。夜目がきくのは魔ま族ぞくの特とく徴ちようである。

　片手には《滅神咒具エスカトロイ》《法廷天秤トリビユナル》を持ち、反対の手には秘宝『ファムアテルの果実』を握っていた。この二つがバルドスへの切り札である。だが同時に、切り札を使う以上、絶対にバルドスを倒たおさねばならなかった。万が一にも失敗すれば、もはやバルドスを倒すことは不可能となってしまう。

　ゴクリ、ピノの細いノドがなった。さすがの彼女も緊きん張ちようのせいか、全身が強こわばっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。わたしは、今日、この日のために生きてきた。今日こそ、復ふく讐しゆうを果たす──パパを殺した家族への復讐を！」

　眼に暗い憎ぞう悪おの炎ほのおを燃やしてつぶやくピノ。そして、ピノの眼は、その人物を発見した。

「いた……バルドスだ」

《滅神咒具エスカトロイ》の鎧よろいで全身をつつんだリュリシアがいた。リュリシアは周囲をジュヴレーヌの騎士たちに囲まれている。

　バルドスに操あやつられていたジュヴレーヌ王シャルム四世と、ピノの姉兄きようだいたちは戦ったが、結局倒すことはできなかった。なぜか、その原因をピノはすでに分ぶん析せきしていた。

　彼女の姉兄たちは、《滅神咒具エスカトロイ》でバルドスを倒そうとしていた。だがバルドスの正体は、《滅神咒具エスカトロイ》そのもの。正確に言うならば、バルドスは《滅神咒具エスカトロイ》の魂たましいとも言うべき存在なのだ。

　つまり、バルドスを《滅神咒具エスカトロイ》で倒すことはできないし、バルドスに対して《滅神咒具エスカトロイ》を使ってはならないのだ。

　バルドスには使えないとしても、ピノのもつ《法廷天秤トリビユナル》は強力な《滅神咒具エスカトロイ》である。要は、使いかた次し第だいなのだ。ピノはそう考えていた。

「《法廷天秤トリビユナル》……わたしとあの人の居場所を入れ替かえて」

《滅神咒具エスカトロイ》が一いつ瞬しゆん強く輝かがやいた瞬しゆん間かん──ピノは、リュリシアのすぐ背後へと移動した。

「あら、今の力の波動は……」

「動くな」

　背後から、ピノはリュリシアの体へと組み付いた。二人の体がからまりあう。周囲の騎士たちに動どう揺ようはほとんどなかった。バルドスの操り人形であるためか、皆ぼんやりとした眼まな差ざしでピノたちを見つめている。

　そう、《滅神咒具エスカトロイ》をバルドス本人に使ってはならない──だからピノは、リュリシアのすぐ背後にいた一人の騎士、それを相手に《法廷天秤トリビユナル》を発動し、お互たがいの居場所を入れ替えたのだ。

「あら、あなたは〈魔王コシユマル〉？　ではありませんわよね、シュナブラン卿きようの妹さん。わざわざあなたの方から最後の《滅神咒具エスカトロイ》を持ってきてくださいましたのね」

「違ちがうよ。お前を殺しにわたしは来たんだよ」

　つぶやき、リュリシアに組み付いたまま、ピノは片手の『ファムアテルの果実』を掲かかげて見せた。それを見たリュリシアが兜かぶとの奥でほぅ、と息を漏らす。

「果実を誰だれが持ち出したかと思ったら、あなたが持っていましたのね」

「そうだ、バルドス。この『ファムアテルの果実』こそが、お前を殺す切り札だ」

「面おも白しろいことを言いますのね、あなた。わたくしをなんと心得ていますの？」

　リュリシアの声からは、まだ余よ裕ゆうが感じられた。

「なるほど。その果実には神の魂が封ふうじられている。その力を使えば神と同等の力を手に入れることができますわね──でもわたくしはバルドス。神をも滅ほろぼした滅めつ亡ぼうの種族ですのよ？　わたくしはすでに神を超こえた存在なのですわ。ここであなたが神と同等の存在になったところで、わたくしの優位は変わりませんわ」

　そんなことは、ピノもすでに理解できていた。そもそも神の魂の複製品である『ファムアテルの果実』があっても、神の力が手に入るわけではない。以前リースが試ためしたときは、強大な力と引き替えに暴走するという結果に終わっただけだった。

「違うよ。わたしが果実を使うわけじゃない──使うのはお前だ、バルドス！」

「なっ!?」

　リュリシアが、慌あわてた声を漏らす。やはり、とピノは確信を持った。

「バルドス。お前はそもそも《滅神咒具エスカトロイ》に宿った魂のような存在。今ここで王女の中に果実に封じられた神の魂を押し込めば、お前はどうなるかな？」

「そんなことをすれば、王女の肉体が耐たえられるはずがありませんわ！」

「別にいいよ。王女が死のうが生きようが、わたしには関係ないもの」

　実際ピノにとって、リュリシアの存在などどうでもよかった。

「神の魂は、資格のないものの体に入ったら暴走するんだっけ？　暴走する神の魂とバルドスが混ざり合ったらどうなるかは知らないけど、絶対無傷ではいられないよね」

「やめなさい、そんなことをすれば、あなただって無事では済みませんわよ！」

「その慌てよう、やっぱりヤバイみたいだね」

「陛下、ご無事ですか、ただいま戻りました！」

「動くな、バルドス！」

　と、本陣へとやってきたのはエフィである。異変を感じて戻ってきたのだ。〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を片手に構えたエフィと、リュリシアに組み付いたピノが対たい峙じした。

「お前は、バルドス本体じゃない。バルドスの影えい響きようを強く受けただけの人間だ……ただの人間がどうしてそこまでバルドスに肩かた入いれする？」

「なぜか？　そんなもの決まっている。こんな世界、滅びてしかるべきだからだよ」

　エフィの口元に、暗い笑みが浮かんだ。

「人間なんてチッポケな存在さ。ただ運命に翻ほん弄ろうされながら、自分に与あたえられた役割をこなして生しよう涯がいを終えていく、つまらない存在なんだよ。そんな自分自身にわたしは嫌いや気けがさしてね──そんなわたしに陛下は語りかけてくれたのさ。世界を共に変えようと。思い通りにならない世界なんて、いっそ滅んでしまった方がいい、君だってそう思うだろ？」

「……ちっ、この人はダメだ。完全に洗脳されている……」

「とんでもない。これはわたしの自由意志さ！　生まれながらに自分の意志の介かい在ざいできないところで人生を決められてしまったわたしが唯ゆい一いつ自由意志で決めた選せん択たくだ！　この選択を誰にも邪じや魔まはさせない！」

　ドサッ、エフィが、抱えていたものを地面に投げ出した。それは、血まみれになったシャルである。腹部に大きな穴があいており、致ち命めい傷しようだった。

「シャル、お姉ちゃん……」

　ピノも思わずその名を呼ぶ。地面に倒れたシャルはほとんど動かないが、かすかな呼吸音が聞こえる。まだ死んではいない。だがいかにシャルといえども、この状態は風前の灯ともし火びとしか言いようがなかった。

「まだ生きているよ。すぐ手当てをすれば助かるかもね──陛下から離はなれるんだ」

　ピノは、一瞬だけためらうそぶりを見せた。だが、すぐさま首を横に振ふった。

「ここでお前たちを殺し損そこねたら、全員が殺されるに決まってる。人ひと質じち交こう換かんなんか意味がない……」




「一瞬、気をそらしましたわね」




　瞬間、ピノの腹部に何かが突つき刺さった。それは、リュリシアの腕うでだ。一瞬だけ気をそらしたピノの腹部に、籠こ手てに包まれたリュリシアの手が突き刺さったのだ。

「《霊モ廟ゾ籠ー手レ》、剣を踊おどらせなさい！」

　ザシュッ、ピノの体を、無数の剣が貫つらぬいた。リュリシアの籠手は《霊モ廟ゾ籠ー手レ》。虚こ空くうから無数の剣を生み出すことができる《滅神咒具エスカトロイ》だ。ピノは、自分の体の内側に生み出された剣によって全身を斬きり刻まれた。

「こんっ、なことでぇぇぇぇぇぇ!!」

　ピノの絶ぜつ叫きよう。同時に全身の力を振り絞しぼって、目の前のリュリシアめがけ、片手に握にぎっていた『ファムアテルの果実』を叩たたきつけた。リュリシアの鎧よろいと果実がぶつかった瞬間──バリンッ、と音を立てて果実は粉々に砕くだけ散った。

「ゴアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　リュリシアの口から、この世のものとは思えない絶叫がほとばしった。







　シュンたちの戦う街では、一進一退の攻こう防ぼうが続いていた。押し寄せる敵の数と勢いは全く変わらない。少ないエシュヌ軍はよく持ちこたえているが、このまま消しよう耗もう戦となれば、長くはもたないだろう。そうなる前にリュリシアを発見して決着をつけなくては……

　シュンの目前に、ジュヴレーヌの騎士が迫せまってきた。やはり操られた騎士は動きに精彩を欠いていた。激戦をくぐり抜ぬけてきた今のシュンの敵ではなく、難なく剣をはじき飛ばした後、胴どう体たいを斬り裂さき、行動不能に追い込んだ。

　そうやってシュンが戦っている近くに──上空から、勢いよく人が落下してきた。まるで隕いん石せきでも落ちてきたかのような衝しよう撃げきに、シュンは思わず身構える。だが、すぐさまその正体に気づいた。

「ルー姉さん、どうしたの!?」

「アタシはどうだっていい！　ティンをどうにかしてくれ！　やられちまった！」

　と、ルケが抱かかえていたティンをシュンに向かって差し出す。血の気の引いた顔をしたティンは、んっ、とうめいている。その腹部からは今もボタボタと血液が流れ出ていた。重傷だと、一目見てわかった。

「モニカ姉様！　ティンがやられた！　重傷で、今目の前にいる！　どうする!?」

『チッ、ティンを倒すほどの敵がいるだと？　わかった。メルを向かわせるから少しだけ待て』

「ルー姉さんもヒドイケガじゃない！」

「アタシは大丈夫だ」

「でも両手がヒドイやけどだし、他ほかにも傷が……」

「アタシは、こういうときのために普ふ段だんから体を鍛きたえてるんだ。ここでアタシが戦わねぇでどうする！」

　と、吼ほえるルケ。おそらく極度の興奮状態にあるため、傷の痛みをまともに感じていないのだ。なにしろルケの傷もかなりの重傷。常人なら意識を保っていられないはずである。

「えぇい、ケガ人はどこデスか！　はやく連れてくるデス！」

　キッと、街中を走ってきた魔ま導どう車が傍かたわらの建物の近くに止まった。中から白衣をはためかせながらメルが飛び出してくる。

「ここだよ、メル！　ティンとルー姉さんが重傷だ！」

「任せるデス！　ここがあたしの腕の見せ所ってやつデス！　死んでさえいなければなんとかするデス！」

　メルがティンの傍らに座り込むと、その場で眼めにもとまらぬ速さで処置を始めた。屋外で、しかも夜だというのにその手の動きには迷いがない。メルもまた、数々の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた名医なのだ。

「麻ま酔すいはいらないから、早く傷塞ふさいで」

「ティンの姉上。部分麻酔デスから、意識を失ったりはしないデスよ」

「そんなヒマない。早く傷塞いで。一姉が、今外で戦ってる──あいつはマズイ。一姉でも、たぶん勝てない」

「いったい外でなにがあったの？　ティンがこんな重傷を負うのは、初めてじゃない？」

「エフィって人にやられた」

「そうなんだ。あの人、そんなに強くなっているんだ……」

「ティンは任せた、アタシは行くぜ！」

「待つデス、どう見てもルーの姉上も重傷です！　兄上、ルーの姉上を止めるデス！」

　と、シュンたちが騒さわいでいたそのとき──ゴゴゴゴゴ、突とつ然ぜんの地じ響ひびきが街を襲おそった。

「なにこれ、地じ震しん!?　いや、なんだか以前にも、こんなことがあった気がする……」

『シュン……聖地の方向で、〈魔ス元ク素レ〉の反応が異常なくらい高まってるのです！　魔ま力りよく計の針がふりきれてしまうレベルなのです！』

　と、クロロが通信の向こうで叫さけんでいる。

『これと似たことが前にもあったのです──リースの奴が、「ファムアテルの果実」を使って暴走した時とそっくりなのです』

　クロロの声を聞いた瞬しゆん間かん、シュンの脳のう裏りに稲いな妻ずまのようなひらめきがあった。

「あれ、どういうことだろう……ボク、最近、しかもついさっき、どこかで『ファムアテルの果実』を見た気がする……どこで見たんだろう、思い出せない」

　先ほどから続くもどかしさがぶり返してきた。絶対に忘れてはいけないことをなぜか忘れてしまったような違い和わ感かんが、シュンをかき立てる。

「兄さん、どうしたのですか、顔が真っ青ですよ」

　と、ソフィー。シュンは、心配そうな妹の顔を見た。

「なにか、ボクは大切なことを忘れている。そんな気がするんだけど、どうしても思い出せない。絶対に思い出さなきゃ後こう悔かいするはずのことなのに、思い出せないんだ……」

「兄さん？　いえ、そういえば、私もなにか、忘れているような」

「昔食べた昼ご飯……なんでさっきからこんな記き憶おくばかり？　いや、ちがう、ご飯の味は関係ない？　そうだ、ボクはいったい誰だれと一いつ緒しよにご飯を食べたのか、それが重要な……」

　シュンの頭脳の中、バラバラになった記憶が瞬間的につながったような気がした。

「そうか、そうだよ、やっと思い出した……ピノ、やっぱりキミにとってボクらは、どうでもいい存在なんかじゃなかったんだね」

「兄さん、泣いているんですか？」

「ソフィー……キミは、覚えてないかな。ボクらの妹、末っ子のピノのことを」

「末っ子ですか？　それはメル……いえ、メルの下にもう一人……誰でしたっけ……」

「思い出して。たぶん、ソフィーの中にもあるはずだよ。ピノと交換した記憶が」

　ピノは、シュンの記憶を《滅神咒具エスカトロイ》で奪うばった。正確には交換した。それも、昔食べた食事の記憶などという、きわめてどうでもいい記憶と引き替かえに。それはすなわち、シュンにとってのピノという存在の記憶は、ピノにとってはどうでもいい記憶と等価値であるということになる。

　だが違ちがったのだ。

　その食事の記憶を思い返して、シュンはようやく気づいた。

　家族みんなで食事をした昔の記憶。そんなこと、日常茶さ飯はん事じで、特別な記憶でもなんでもなかった──だが失った今となっては、もはや二度と手に入らない大切な記憶だ。

　そう、ピノだってシュンと同様、いや、シュン以上に家族のことを何よりも大切な存在だと感じていたのだ！

　何よりピノは末っ子なのだ！　一番年下のピノは、家族とすごした記憶がシュンたちよりも少ない。だから、ただ単に家族と一緒に食事をして、それが美お味いしかったという記憶、一見するとどうでもいいように感じる記憶でさえ、ピノにとってはかけがえのない大切な記憶なのだ！　その記憶を代だい償しようにして、ピノはシュンからピノ自身の記憶を奪っていった。家族から自分の存在そのものを消そうとした。なぜか、そう考えた時、シュンには、その答えがわかった。

「ピノは、最初から死ぬ気なんだ」

「どういうことですか、兄さん？」

「最初から、生き残るつもりがピノにはないんだ──だから生き残ったボクたちが苦しまないように、あえて自分の存在そのものをボクたちから消したんだ……なんてことをするのさ、ピノ！　そんなことをしていったい誰が喜ぶっていうのさ！」

「兄さん……いえ、そういうことですか。思い出してきました。そう、確かに私たちには、ピノという名の妹がいた、それは事実です」

　ソフィーもピノの記憶を取り戻もどしたようだった。だが、急にどうして？　もしかして、ピノになにかあったから、そのせいで《滅神咒具エスカトロイ》の影えい響きよう力が弱まっているのだろうか？

「シュナブラン卿きよう、様子がおかしいです！」

　街の城じよう壁へきの上で戦っていたレニエが、シュンたちに向かって声を張り上げていた。

「ジュヴレーヌの騎き士したちが全員倒たおれました！　意識を失っています」

「やっぱり……《滅神咒具エスカトロイ》の影響が弱くなっているんだ」

　空を見上げる。夜なのでよくわからなかったが、空は完全に真っ黒になっていた。月も星の一つさえも見えない、暗雲が完全に夜空を覆おおい隠かくしてしまっているのだ。

　そして、城壁の向こうで、稲妻がきらめくのが見えた。それは、聖地のある方向だった。今のシュンには、わかる。聖地から異様な気配を感じる。それはジュヴレーヌで見たバルドスの気配と似ているが、それよりももっと禍まが々まがしいものだった。これだけ遠く離れているというのに、冷ひや汗あせが止まらない。そしておそらく、同じ場所にリュリシアやエフィ、そしてピノがいると、シュンは半ば確信していた。

『シュン、そっちの様子はどうなっている？』

「モニカ姉様！　攻せめてきていたジュヴレーヌ騎士は全員意識を失った。たぶん、《滅神咒具エスカトロイ》を使うリュリシアさんのほうになにか問題が起きたんだと思う」

『だろうな、こちらからも異変を確かく認にんしている。聖地でなにが起こっているか、確認する必要があるな』

「わかった、ボクが行ってみるよ」

「無論、私も行きます！」

「リリィ様がいらっしゃるならわたしも」

　ソフィー、アンジュがすぐに反応してくる。

『行くならさっさと行け、シュン。我たしたちも、街の安全が確認でき次し第だい追いかけて合流する』

「わかった、ありがとう、姉様」

『それと、先ほどからシャルと連れん絡らくがつかなくなった。まぁ奴のことだから無事だとは思うが、余よ裕ゆうがあればお前も捜せ』

「了りよう解かいだよ」

　シュンは、ソフィーやアンジュと共に街の城壁を跳とび越こえ、聖地へと走っていった。







『ファムアテルの果実』と接せつ触しよくしたリュリシアの口からは絶叫が漏もれていた。それはもはや人間の発する声とは思えない音となっていた。

「陛下！」

　エフィが、思わず駆かけ寄ろうとする。だが突然地響きが轟とどろき、大地が鳴動する。エフィは思わずその場に倒れかけた。同時にリュリシアの体から稲妻がほとばしり、空へ向かって何本も轟ごう雷らいが駆け上っていく。さらに空間が砕くだけていく音。リュリシアを中心に闇やみ色いろのモヤが広がり、周囲にいたジュヴレーヌ騎士たちは次々と闇に吞のみ込まれていった。

「これは……さすがに、ヤバイかも」

　リュリシアのすぐそばにいたピノは、リュリシアの体から放たれる衝しよう撃げき波はによって弾はじき飛ばされていた。果実の力でバルドスが暴走するかもしれないと思っていたが、想像以上の結果になっていた。大地が震しん動どうとともに砕け、深い地割れが無数に発生する。空を暗雲が覆い隠し、不ふ吉きつな色をした稲妻がひっきりなしに周囲を照らし出している。

　まるでこの世の終わりのような光景だと、ピノは感じた。そして自分自身も、終わりが近いと感じていた。体中に穴が開いて、血液の流出が止まらない。

「お姉ちゃん、生きてる？」

　先ほどエフィが連れてきたシャルの様子をうかがう。シャルもまた致ち命めい傷しようだった。かろうじて呼吸を続けてはいるが、虫の息と言っていいだろう。ピノは、苦く笑しようした。

「ダメでしょ、お姉ちゃん、そんな簡単に死んじゃったら……死ぬのは、わたしだけで充分だよ……《法廷天秤トリビユナル》」

　ピノが、自分の《滅神咒具エスカトロイ》を取り出した。だんだんと、意識がもうろうとしてくる。だが、この力を使えば、シャルを救うことができるはずだった。

「ダメージ交こう換かん、は、ダメか。わたしももうボロボロだから、わたしとダメージ交換しても助からない……しかたない。お姉ちゃんに、借りてた力を返すね。お姉ちゃん本来の力を取り戻せば、たぶん自力で助かるでしょ」

　ピノの持つ《法廷天秤トリビユナル》が発動した。ピノの全身から、力が抜ぬけていく。

「これでいいか……バルドスは、どうなったのかな……まわりが、よく見えないや……」

　ピノの体温が急速に失われていく。体が、凍こごえるように寒かった。寒いけれど、体を震ふるわせる程度の元気すら、今のピノには残っていなかった。

　こんな世界の終末みたいな状じよう況きようで、一人寒さに凍えながら死んでいく──自分にふさわしい末路だと、ピノは感じていた。

　ピノは薄うすれゆく意識の中、昔のことを思い出していた。

　それは両親が死に、ピノが、家族への復ふく讐しゆうを誓ちかったあの日の記憶だ。







　その夜──ピノは眼めを覚ました。

　ピノは、ベッドの上で身を起こし、つぶらな瞳ひとみをぱちぱちと瞬まばたかせた。親おや譲ゆずりの長い赤毛を手ぐしでかるく整える。夜闇の中にかすかに浮うかぶピノの姿は、ひどく幻げん想そう的だった。まだ幼い容姿であるにもかかわらず、そこには犯おかしがたい、神秘的な美しさが宿っていた。

　シュルリ、毛布の間から抜け出し、ピノは素す足あしで床ゆかに降り立つ。

　家の中からは、何人かの気配が感じられる──静かに眠ねむる家族たち。普ふ段だんから慣れ親しんだその気配は、いつも通りのものだった。

　ピノは壁かべに歩み寄ると、少し背せ伸のびをして窓の外の様子をうかがった。

　違和感をおぼえた。

　窓の外には大きな木が無数に立ち並んでおり、それはいつも通り見なれたものだ。

　だが、気配がない。いつも感じる山に住む鳥や獣けもの、そして危険な魔ま獣じゆうたち、その気配がないのだ。

　なぜ気配がないのか、理由はわからない。だがその事実は幼いピノの好こう奇き心しんをいたく刺し激げきしてくれた。

　家の中の家族たちが動く気配はない──このことに気づいているのは自分だけのようだ。それがまた、ピノの冒ぼう険けん心しんに火をつけた。

　ピノは部屋の中にあった踏ふみ台だいを窓まど際ぎわに移動させ、その上に乗って窓のカギを開けた。キッと、かすかに軋きしむ音とともに窓が開く。

　ピノは小さな素足に靴くつを履はくと、寝ね間ま着きのまま窓の外に飛び出した。

　時刻は深夜。普段ならピノは熟じゆく睡すいしている時間だ。だがその日はたまたま昼間たっぷり昼ひる寝ねをしたせいもあって、眠ねむ気けを感じなかった。

　空には月も星も見えず、周囲を高い木々に囲まれた外は真っ暗だった。だがピノは迷いなく森の奥へと歩みを進めていく。ピノの赤い瞳がかすかに発光しており、ピノには周囲の様子が昼間と同様にはっきり見えていた。

　人の手のほとんど入っていない山奥ではあるが、普段から周囲で遊び回っているピノにとっては庭のようなものだ。迷うことはない。

　道のない山やま肌はだの斜しや面めんを進んでいき──やがてピノは、微かすかなあかりを見つけた。

　チカリと、木の間から漏れる光。人里離はなれた山奥にあっては明らかに異質な光だ。すなわち、だれか人間がいるのだ。

　ピノは木こ陰かげに隠れながら、相手の様子をうかがった。黒い服装をした大おお柄がらな男が立っている。手には、ランプが握にぎられていた。ランプのまわりには黒い布がはられており、光は足元だけを照らすよう調整されていた。俗ぞくに言う灯火管制、真夜中に敵に感づかれないよう、兵士たちが行う工夫だ。

　ピノがさらに様子をうかがおうと、身を乗り出したそのとき──

「何者だ!?」

　押し殺したような野太い声を、相手は発した。布に覆われたランプを片手にピノへと接近してくる。小こ柄がらなピノと比べると、相手の身長は三倍以上ある。厳いかつい顔をした、老年の男だ。全身から隠しきれない殺気が放たれているのをピノは感じた。

「子供、か」

　相手がかすかにうなずく。

「少女よ、すまんな」

　男がつぶやき、腰こしにさしていた剣けんを抜いた。ギラリと、刀身が鈍にぶい光を放つ。ピノは、わずかに後じさった。

「……オジさん、誰だれ？」

　かすかな声で尋たずねるピノ。相手は静かに首を振ふった。

「こんな場所に普ふ通つうの人間が、まして年とし端はもいかぬ子供がいるはずがない──貴様、〈魔王コシユマル〉の血をひく子であろう？」

　ビクリ、ピノの体がその一言で緊きん張ちようしたかのように強こわばった。

「どのみち、見られたからには生かしておくわけにはいかん」

　凶きよう器きを片手にピノへ近づく男。ピノは、だがなぜかそれ以上逃にげようとはせず、つぶらな瞳で目の前の男を見上げた。

「殺すの？」

「そうだ。お前に恨うらみはないがな。恨むならば己おのれの血筋を恨め」

「血筋がそんなに悪いの？」

　ピノが尋ねる──それはどこまでも無む邪じや気きな質問だった。

「パパが悪いの？　ママが悪いの？　その罪は子供にまで引き継つがれるの？　それを裁く権利がオジさんにあるの？」

「然しかり、だ」

　ピノの問いかけに律りち儀ぎに答える男──本来なら問答無用で殺して然るべきだ。だが、男の生き真ま面じ目めな性格が、ピノの言葉を無視できなかったのだ。

「わたしはこの身を神に捧ささげた──わたしの行動は全すべて神の裁きである。そしてお前は、生まれてくるべきではなかったのだ」

　冷れい酷こくに告げ、男は剣を振り上げた。ピノは瞬きもせずに男を見上げていた。

「やめたほうがいいよ」

　自分の命が危ない状況だというのに、ピノの声はどこまでも平静だった。

「そんなことしたら、死んじゃうよ、オジさん」

「わたしは死なん。この身の信しん仰こうがあるかぎり、わたしは滅ほろびぬ」

「忠告、したよ？」

　静かなピノの声──次の瞬しゆん間かん、男の手の大剣がピノの小さな肉体を両断した。バシュッ、なにかが飛び散る音が、周囲に響ひびく。

「……『いんがぎゃくてん』」

　ピノの声が響く──瞬間、ドッと、男の体が地面に倒たおれた。

「ひどいね、オジさん。けっこう痛かったよ。死ぬかと思った」

　ピノが倒れた男を見下ろしてつぶやく──男の胴どう体たいが、両断されていた。ゴボッと、口から血を吐はきながら男は驚きよう愕がくの眼まな差ざしをピノに向けている。

「な、なにをした……」

　ピノの手にはいつのまにか天てん秤びんが握られていた。《滅神咒具エスカトロイ》、《法廷天秤トリビユナル》である。

「『いんがぎゃくてん』だよ。わたしとオジさんのダメージを交換したの。だから忠告したのに。でも自じ業ごう自得だから恨まないでね」

　ピノは視線を男から持ち上げ、周囲の様子をうかがった。

「ん～、まだ何人か変なの残ってるね。お姉ちゃんたちはまだ気づいてないみたいだし、わたしが全部片付けちゃおっかな」




「困るな、ジャマをしてもらっては」




　暗くら闇やみの奥から、声が響く──ピノはそちらを振り返った。

　木々の奥からもう一人、黒ずくめの男が現れた──声で男、それも年をとった男だとわかる。だが、全身を黒い外がい套とうで覆おおい隠かくしているため、その正体はわからない。ただ、全身から発せられる異様な気配から、ただものではないとピノにもわかった。

「今度は誰だれ？」

「カステル卿きようを倒したか……幼いとはいえ、《滅神咒具エスカトロイ》を使いこなすか。末すえ恐おそろしい子供だな。おかげで計画が狂くるった。〈魔王コシユマル〉と〈天聖騎士エヴアンジル〉は八大英えい雄ゆうに任せ、ワシは見ているだけのつもりだったのだが、ヌシに気づかれたのは計算外だ」

「そっか……オジさん、悪い人だね」

　ピノはそうつぶやき、子供らしい瞳がすっと細められた。

「悪い人なら、オジさんも倒すよ」

「おヌシはまだ殺す予定ではなかったのだがな──《滅神咒具エスカトロイ》の使い手には、まだやってもらうことがある。だがここでジャマをされては計画に支障が出る。やむをえんか」

「なんのことだかわからないけど、悪いオジさんなら敵だよね」

　ピノは、落ちていた騎き士し剣けんを拾い上げた。それはピノが先ほど倒した男、カステルが使っていたものだ。本来なら子供では持ち上げることもできない重量がある騎士剣だが、ピノはなんなくその武器を持ち上げていた。

「オジさんは、特別な方法で殺してあげるね、わたしの必殺技わざで」

「ほぅ、だがヌシにワシが殺せるかな？」

「簡単だよ──だってわたしは、わたしを殺せばいいだけだもん」

　ピノは告げる。どこまでも無邪気な口調で──そして次の瞬間、ザシュッ、ピノの体を騎士剣が貫つらぬいた。

　なんのことはない。ピノは拾った剣を逆手にもって、自らの体に突つき刺さしたのだ。子供とは思えないほど並外れた腕わん力りよくで突き刺したため、剣の先は完全にピノの体を貫いていた。これには相手も驚おどろいた様子だった。

「いったぁぁぁい……けど、『いんがぎゃくてん』」

　ピノの《滅神咒具エスカトロイ》は、あらゆるものを交換することができる。敵に傷つけられた場合、その傷を敵におしつければ自分は回復できる。

　それを突きつめれば──敵と対たい峙じしたとき、わざわざ敵の攻こう撃げきを食くらう必要はない。敵が無傷であるなら、自分で自分を傷つけた直後にダメージ交こう換かんをすれば、相手にだけ、簡単に致ち命めい傷しようを与あたえることができる。これが幼いピノの考えた、《滅神咒具エスカトロイ》の特性を最大限生かした必殺技だ。

　だがしかし──いくら待っても、ピノの《滅神咒具エスカトロイ》は発動しなかった。

「どうし、て……」

　お腹なかが、痛い。自分で自分に致命傷を与えたのだから当然だ。体から力が抜ぬけて、立っていられない。ピノはそのまま地面に倒れた。

「ある意味恐おそろしい子供だ。《滅神咒具エスカトロイ》があるとは言え、なんのためらいもなく自分自身を傷つけるとは……」

　相手の声が、聞こえる。

「ヌシの《滅神咒具エスカトロイ》は《法廷天秤トリビユナル》であったか。なるほど、確かに自分に致命傷を与えれば、それで相手を殺すことができる。でも残念だったな。ワシはな、いや、ワシの体は、とっくの昔に死んでいるのだ」

　相手は喋しやべり続けるが、ピノにはもう、その声を理解するだけの力が残っていなかった。

「死人を相手にダメージ交換はできん。それを見み抜ぬけなかったヌシの負けだ……ふむ、死んだか？　とりあえずこの娘むすめはよかろう。カステル卿を、一度生き返らせておくか。こやつにはまだ働いてもらわねば……」

　ついに音も聞こえなくなった。ピノの視界が暗闇に沈しずんでしまう……完全に気を失う直前、誰かが自分の名を呼ぶ気配をかすかに感じた。

　────

　ある夜──ピノは眼めを覚ました。

　つぶらな瞳ひとみを見開き、飛び起きるピノ。

　まるで悪夢でも見ていたかのような気分だ。

　慌あわてて自分のお腹を触さわるピノ──傷は、なかった。寝間着にも傷一つない。

　夢だったんだ、と一息つくが、すぐに違い和わ感かんを覚えた。

　ピノが寝ねていたのは、自分のベッドの上ではない。地べたの上だ。おかげで寝間着が泥どろで汚よごれている。そして周囲には、鉄てつ臭くさい臭においが充じゆう満まんしている。

　すぐにピノは知った。悪夢は、終わっていなかったと。

　傍かたわらの木にもたれるようにしてうずくまる男がいた。

　男の腹部には、見覚えのある騎士剣が深々と刺さっていた。傷口からは血が流れ出て、地面に血だまりを作っていた。

「パパ……？」

　ピノは呆ぼう然ぜんと声をかけた。だが、目の前の父親は、ピクリとも動かなかった。

　そして、ピノは気づいた──うずくまる父親の片かた腕うでに、自分の《滅神咒具エスカトロイ》、《法廷天秤トリビユナル》が握にぎり締しめられていることに。幼いながらも聡そう明めいなピノは、その状じよう況きようを見て全てを理解した。

「パパ……わたしの傷を、ダメージ交換したの？」

　なんでそんなことをしたのか、問いただしたかったが、父親はもう二度と答えてはくれなかった。

「《法廷天秤トリビユナル》！　お願い、もう一度『いんがぎゃくてん』！　パパとわたしのダメージを交換して！」

　父親の手から《法廷天秤トリビユナル》を奪うばい返すピノ。だが、ピノの《滅神咒具エスカトロイ》は拒きよ絶ぜつするかのように、かすかに震ふるえただけでなにも起こらなかった。

　──死人を相手にダメージ交換はできん──

　そうつぶやく誰かの声が、ピノの脳のう裏りでこだました。

　そしてピノは悟さとった。自分が、とんでもないことをしてしまったことに。

「パパは殺された……殺したのは、家族であるわたしだ……う、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」







「うぅっ……」

「兄さん、どうしたのですか、急に？」

　聖地へとむかっていたシュン一行。だが、全速力で走っていたシュンは、急にその場で頭を抱かかえてしまった。

「ヒドイ悲しみと憎にくしみが、ボクの頭の中に流れ込んでくる……これは、記き憶おく？　ピノの記憶……」

「どうしたのですか、兄さん？　私にはなんにも見えませんが」

「ボクにもわからないけれど……ボクとピノはさっき記憶を交換したばっかりだから、まだお互たがいの記憶がつながっていたのかも……」

　あまりにもリアルな白昼夢。とてつもなく生々しく、真夜中の山の中の空気や血の臭いまでもシュンには感じられた。

　あれが、父の死の真相だと、半ば確信できた。あれが現実だとしたら……当時、五歳という幼さだったピノの心にどれほど深い傷きず跡あとを残してしまったのだろう。そしてシュンはピノのその苦しみに、今の今まで気づくことすらできなかった。

「急ごう、ソフィー、アンジュさん」

「ですが兄さん。これは、さすがに……」

　聖地に近づけば近づくほど、異常は強まっていた。いや、聖地が全ての異常の原因なのだろう。先ほどから地じ震しんがひっきりなしに襲おそってくる。地面は地割れによって傷だらけで、まともな道などどこにもない。遠くに見える山の頂上が真っ赤に赤しやく熱ねつし、噴ふん火かする様子さえ見えた。周囲には突とつ風ぷうが吹ふき付け、聖地へ近づく者全てを拒絶しているかのようだった。まさに天変地異。世界の終末があるとすれば、それは今日のような感じかもしれない。

「大だい丈じよう夫ぶ。今、ピノがどこにいるのか、だいたいわかったから、ボクは行くよ！　急がないとピノが危ない！」

　シュンはソフィーたちの制止を振ふり切って駆かけだした。地割れだらけの地面。一歩でも足を踏ふみ外せば奈な落らくの底へ落ちていってしまう。だがシュンの足は止まらない。目的地への最短経路が、自然とわかる。シュンは〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を使いながら、風のような速さで目的の場所へと疾しつ走そうした。

　ピノの気配を、今のシュンははっきり感じることができた。だがその気配は、時間が経たつごとに明らかに弱まっているのだった。

　そして──シュンは、前方の暗闇からこちらへと近づく人ひと影かげを発見した。長身の女性。両手になにかを抱だきかかえている。シュンはその人物の前に飛び出し、急停止した。

「ピノなの!?」

「我わが輩はいである」

「シャル姉!?」

　驚くシュン──なぜなら、昼間見たシャルはいつも通り子供じみた外見だったにもかかわらず、今目の前にいるシャルは、完全に成長し、大人の女性となっていたからだ。明らかに異常な変化にもかかわらず、シュンには目の前の女性がシャル本人であると確信できていた。

「どうしたの、その体？」

「我が輩も、ようやく思い出したのである、ピノのことを」

　シャルが両りよう腕うでで抱えているのは、十歳にも満たない小さな子供だった。だが見覚えがある。赤毛で、頭髪の間から小さな魔ま族ぞくの角つのが生えた子供。間ま違ちがいなくピノ、それも、ピノ本来の年ねん齢れいでの姿だ。

「三年前、我が輩たち姉弟妹きようだいは、それぞれの思おも惑わくに従って、バラバラに生きていくことにした──そのとき、我が輩は気づいた。ピノの様子が明らかにおかしかったことに。汝なんじ等ら妹弟きようだいたちは父母の死に動転して気づかなんだが、我が輩の眼はごまかせん。我が輩はこっそりピノを呼びつけ、なにを隠かくしているか、問い詰つめた──我が輩に問い詰められたピノは、隠しきれないと悟るや、《滅神咒具エスカトロイ》を使って我が輩たちから自分自身の記憶を奪った。同時に、ピノは我が輩の力も奪ったのだ──我が輩が子供となり、ピノが大人の姿となったのは、そのときピノが《滅神咒具エスカトロイ》で我が輩との年齢を入れ替かえたためだ」

「そんな……なんでそんなことまで忘れちゃってたの！」

「やむをえなかった。当時の我が輩では、《滅神咒具エスカトロイ》には勝てん。ピノに関する記憶を失ったため、自分が幼い姿になったことも、自分の記憶で強ごう引いんにつじつまを合わせて納なつ得とくしていたのである」

　結局シャルもピノの《滅神咒具エスカトロイ》に振り回されていたということか。

「それより、ピノもシャル姉もヒドイケガじゃない！　モニカ姉様！　メルを早く呼んで！」

『わかっている。その場で待機させておけ』

『本当にこの姉兄きようだいたちは遠えん慮りよなくケガしてくれるデスね！　少しは自分の体を大切にするデス！』

「我が輩は、いい。ピノをなんとかしてくれ……正直、かなりの重傷である」

　シャルの腹部は血で真っ赤に汚れている。その血が全部自分のものだというなら確実に重傷だが、ピノも負けず劣おとらずのヒドイケガだった。まるで、全身を無数の刃は物もので斬きり刻まれたような姿。今のピノは子供の姿なので、シャルよりも何倍も痛々しく感じられた。

「ピノ、しっかりして！　今、メルを呼んだから！　もう少しだけ待ってね！」

「そうだ、シュン、呼びかけ続けるのである。今ピノが意識を失えば、そのまま永遠に目覚めんぞ」

「ピノ！　キミの記憶はみせてもらったよ！　キミは悪くなんてない！　父さんが死んだ原因はバルドスだ！　キミが責任を感じる必要なんてないんだよ！」

「……お兄、ちゃん？」

　ピノがかすかにクビを動かしてシュンを見た。

「なんで、ここにいるの……わたし、まだ、死んでない？」

「当然だよ、絶対死なせるもんか！　メルがすぐに来て治してくれるよ！」

「治りたく、ない、わたしは、このまま死にたい……」

「バカ！　ピノのバカ！　まだ子供なのになにを言っているの！　そんなセリフは、もっと懸けん命めいに自分の人生を生きてから言うべきだ！」

「…………」

　シュンは、気づいた。ピノの手には《滅神咒具エスカトロイ》《法廷天秤トリビユナル》が握られていた。ピノはまだ、生きている。そしてこの《滅神咒具エスカトロイ》を使えば、ピノを確実に救うことができる。

　シュンは迷わず《法廷天秤トリビユナル》を手にした。

「《滅神咒具エスカトロイ》、ボクとピノのダメージを交こう換かん……」

「なんでそんなことするの、お兄ちゃん」

　ピノがシュンの腕うでの中で、涙なみだをこぼす。

「パパと同じことをする気？　わたしもう、あんな気持ち、味わいたくない。わたしのせいで、みんなが死んでいくなんて……もう、わたし、耐たえられない。死にたい」

「ピノ……」

　シュンは、安易だったと気づいた。これまでピノがどんな気持ちで生き、どれだけ苦しんできたのか、シュンはちっとも理解していないのだ。ここでシュンが傷つけば、ピノはもっと苦しむだけなのに……

「ピノ、ボクは……」

「ダメ、お兄ちゃん！」

　ピノが、眼めを見開いて叫さけぶ──シュンは、気づいた。大きく見開かれたピノの眼まな差ざし──そのつぶらな瞳の中に、シュンの、背後の様子が鏡のように映しだされていた。シュンのすぐ背後には、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を振り上げたエフィが立っていた。

　ザシュッ──背中を、焼け付くような痛みが襲う。エフィに斬られた。信じられない激痛。真っ赤に燃える炎ほのおの剣で斬られたかのように、傷口がひどく熱い。シュンは、ピノの体をしっかり抱きかかえたまま、地面に倒たおれた。

「シュン!?　おのれ、バルドス！」

「死に損ぞこないは黙だまってな！」

　エフィが、重傷のシャルの腹部を蹴けり上げた。さすがのシャルも傷口を攻こう撃げきされては辛つらい。地面の上に再度倒れるシャル。

「それがわたしには必要なんだよ、シュナブラン卿きよう！」

　エフィが血走った眼差しで〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を振りかぶる。シュンは、両手でピノをかばっているため、まともに反はん撃げきができない。

「兄！」

　その瞬しゆん間かん、流星のような勢いで剣が飛来した。その剣が、エフィの腕を切断する。〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を握ったまま、エフィの腕が千切れ飛んだ。

「〈撃滅剣ランスア〉！」

　続いて無数の剣が空中を自由自在に飛びながらエフィに襲いかかる。エフィの全身が、一いつ瞬しゆんのうちに斬り刻まれた。致ち命めい傷しようだ。

　だが、エフィの眼に宿る狂きよう気きの輝かがやきには、まったく衰おとろえがなかった。

「わたしの体などどうなろうとかまわない！　わたしには、これが必要なんだ！」

　エフィが、まだ無事な左ひだり腕うでをのばし、地面に転がっていたものを摑つかんだ。それは、先ほどシュンが取りこぼした《法廷天秤トリビユナル》だった。

「ティィィンッ！　今すぐそやつのクビを刎はねろ！　急げっ!!」

　傷つき倒れたシャルの絶ぜつ叫きよう。シュンたちの周囲を飛び回る無数の剣が、一いつ斉せいにエフィへと狙ねらいを定め、その切っ先を向けた。

　だが満まん身しん創そう痍い状態のエフィはその場に倒れ込みながら、左手で摑んだ《法廷天秤トリビユナル》を天に向かって掲かかげ、叫んだ。

「陛下！　我が主あるじ、我が父よ！　ついに手に入れましたぞ！　あなたが完全体となるための、最後のパーツを！　どうか、お受け取りくださ……」

　ザシュッ、エフィの、クビが、胴どう体たいから、切断された。

　同時に飛来した無数の剣がエフィを完かん膚ぷ無なきまでに斬り刻み、一瞬のうちにその肉体は肉にく片へんと化した。

「オラオラオラオラオラオラオラァァァァァァァ!!　敵はどこだぁぁぁぁぁ!!　アタシたちに全部任せなっ！」

　少し遅おくれ、騒そう々ぞうしく走ってきたのは、ルケだった。そのクビの上には、青白い顔をしたティンが乗っていた。

「ルー姉さんと、ティン」

「よぉ、シュン、見ろよ、これ！　これこそアタシの新必殺最強形態だぜっ！」

「えっと……ティンを肩かた車ぐるましているようにしか見えないけど？」

「そう、アタシはさっき両手をケガしちまった。ティンも腹を斬られてフラフラだ！　そこでお互たがいの弱点をカバーしあったのがこの最強形態！　素す手でなら最強のアタシと、剣を使えば最強のティンが合体したこの姿こそ、姉妹しまい最強究極無敵形態なんだぜっ！」

「五姉、少しうるさい。傷に響ひびく」

　ティンがルケの上で煩わずらわしそうにつぶやいている──確かに二人の力があわさればそれは姉妹最強なのだろうけど、なぜだろう、外見がすごくかっこわるい上に、弱そうに見える。でもあのティンが大人しく姉に肩車されているなんて、この二人、シュンが思っていたより仲がよくなっているのかもしれない。

「で、なんだ？　あのエフィとかいう女、もう死んだのか？」

「殺した。確実に──一姉の、仇かたきはとった……」

「おい、ティン。今、我が輩が死んだ前提でしゃべったのであるな？」

「一姉生きてた？　よかった」

「勝手に殺すでない！　というより、汝なら気配で我が輩がいることくらい気づいていたであろう！」

「一姉、大きくなった？」

「えっ？　この女がシャル姉？　なんか顔が違ちがうけど……匂においが同じだからシャル姉っぽいな」

「我が輩のことはよい。それよりもシュン！　《滅神咒具エスカトロイ》はどうなったのである！」

「ダメだよ、姉さん」

　シュンは、見ていた。エフィが頭上に《法廷天秤トリビユナル》を掲げた瞬間、ティンが操あやつる無数の剣がエフィを斬り殺した。だがほぼ同じタイミングで、エフィの握にぎっていた《法廷天秤トリビユナル》が消えてしまったのだ。まるで搔かき消すように──いや、消えたわけではないことを、今のシュンは理解していた。

《滅神咒具エスカトロイ》の気配をシュンは感じることができた。その気配は今、一瞬で移動したのだ。シュンたちがいるこの場所よりもさらに奥──完全な闇やみに包まれ、稲いな妻ずまと突とつ風ぷう、地割れに囲まれた天変地異のまっただ中、バーガント大陸の中心、聖地ヴィヴァンへと！

「メルは、まだなの？」

「おぅ、アタシとティンだけ先に来た。他ほかの連中は姉あね者じやと一いつ緒しよに来るはずだぜ」

「早く、ピノを助けてあげて。この子、もう限界だ」

　血まみれのピノは、シュンの腕の中でぐったりとしていた。先ほど一瞬だけ呼吸を激しく何度も繰くり返していたが、今はその呼吸の回数そのものが減っている。

「出血性ショックがはじまったみたい……体が小さいから、かなり危険……メルに緊きん急きゆう輸血の準備を……」

　シュンの意識が、沈しずんでいく──エフィに斬られた背中の傷が、かなりヤバイ。背中なので自分で確かく認にんできないが、どんどん体の力が抜ぬけていく。なんだか、前にも似たようなことを経験した覚えがある……そんなことを考えながら、シュンの意識は暗転した。

「おい、シュンの意識がねぇぞ！　やべぇ！　ルウウウアアアアアアア!!」

「なんでシュンを殴なぐるのであるか、ルー！」

「いや、こうすりゃ、意識が戻もどるかと……」

「汝なんじのバカ力のせいで完全に失神してしまったのである！」

「やべぇ、起きろ、シュン、ルウウアアアアア!!」

「だから、殴っても眼は覚まさんのである！」

「そうでもないかも……五姉が殴ったら、止まりかけてた兄の心臓、動き出した。衝しよう撃げきが心臓マッサージになったみたい」

「だろ！　アタシ、それを狙って殴ったんだ！」

「汝、我わが輩はいが無事だったら全力でしばいているところである！」

「連れん絡らくを受けて駆かけつけてきたデス！　今度は誰だれですか！」

「おぅ、メル！　早く何とかしろ、シュンがやべぇ！」

「わかってるのです。うっ、これは……心臓マッサージ！　姉上、早く輸血の準備を！」

　車に乗って駆けつけたメルが飛びつくような勢いでシュンたちの診しん察さつを開始する。それに少し遅れ、ソフィーとアンジュも到とう着ちやく。さらにモニカやアリアたち、ブイとレニエという街に残っていたメンバーも集結してきた。

「とりあえず街の方は大だい丈じよう夫ぶだ。攻せめてくる敵もいなくなったから、エシュヌの連中に任せてきた」

　と、モニカ。事後処理が終わって、ようやくこちらへ来ることができたのである。だが、その顔は暗かった。

「それよりなんだ。さっきから地じ震しんが止まらん。しかもだんだん大きくなっているぞ」

「あっちのほーが、なんかヤバイ空気ぷんぷんしてるよ、モニ姉ねぇ」

　ヴィオが指さす方向は、やはり聖地ヴィヴァンだった──次の瞬間、その方向がカッと、一瞬明るくなった。少し遅れて轟ごう音おん、そして突風が一同を襲おそった。

「なななな、なにごとなのですかぁぁぁぁぁぁぁ！」

　次の瞬間、すさまじい突風と衝撃波に巻き上げられ、小こ柄がらなクロロの体が風に飛ばされそうになった。クロロはとっさに近くの車にしがみついてなんとか耐えた。

「なんだか～、すごぉくたいへんそうな感じの人が出てきたわよ～」

　風で乱れる長ちよう髪はつを手で押さえながら、アリアが指さす──爆ばく発はつの中心、聖地の中心に巨きよ大だいな人ひと影かげがあった。かなりの距きよ離りがあるにもかかわらず、見上げるような巨体。山よりも巨大な巨人の姿が、そこにあった。

「げげげっ、まさか、あれがバルドスなのですか！」

　クロロが自分で答えを言う。地上に出現した巨人は、まさに見上げるような巨体。全身を漆しつ黒こくの鎧よろいで武装しており、その姿は禍まが々まがしく、そして毒々しい気配に満ちていた。巨体の背中からは巨大な翼つばさが広がっており、天を覆おおい隠かくすようだった。巨人の体からは合計で三対つい、六本の腕が伸のびている。巨大な腕はその一振りで山をも砕くだけそうだが、何より異様なのはその掌てのひら。六つの掌には巨大な眼球が一つずつ浮うき出ており、ギョロリと異様な視線を周囲に向けていた。

「あれがバルドス……以前、王都で暴れたペルデのやつと似ている気がするのです」

「いえ、あれよりはるかに巨大な力を感じます」

「ペルデの奴やつはあくまで我わたしの《廃墟無錠リユインゼラブル》を吸収して暴れただけだからな。あそこにいるバルドスは、おそらく十三の《滅神咒具エスカトロイ》全すべてを吸収して完全体となっている」

　巨人──完全体となったバルドスが、巨大な掌を右の方へ突つき出した。掌にある巨大な眼球が、炎で縁ふちどられる──次の瞬間、その眼球からすさまじい光線が放たれた。まばゆいばかりの光の奔ほん流りゆう。もはやまぶしすぎて何も見えない。すさまじい光撃ビーム。地上に命中するや、大地を砕き、炎えん上じようさせながら地平線の彼方かなたまでを瞬しゆん時じに焦しよう土どへと化していく。

「……これは、やばいデス」

　メルが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。シャルが答えた。

「あぁ、これはまさに世界の終末かもしれんのである……」

「そうではないデス」

　メルが、自分の姉たちに告げる。

「シュンの兄上は応急処置をほどこして一命は取り留めたものの、意識が戻らないデス」

　そして、メルが、恐おそろしく平へい淡たんな声で続けた。

「ピノは、あたしがここに到着した段階ですでに心肺停止していたデス。蘇そ生せいを試みるも、回復の兆きざしなし……端たん的てきに言って、ピノはもう死亡したデス」
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　──シュンの意識は暗くら闇やみの中にあった。そこがどこかわからない。周囲は暗くて何も見えない。音も聞こえない。体もふわふわして酷ひどく現実感がない。不思議な感覚だが、以前も生死の狭はざ間まをさまよった時、こんなことがあった気がする。

　──かすかな音が聞こえた気がした。他になにも目標がないので、シュンはその音の聞こえた方向へと歩いていった。

　歩いていくとだんだんと音が大きくなってきた。くすんくすんと、小さな子供の泣く声が聞こえる。

　やがて、声の主を見つけた。暗闇の中にうずくまった子供。うつむいて、顔は見えない。けれど、髪かみの間から小さな角が見える。彼女が誰かは、一目でわかった。

「ピノ、こんなところにいたんだね。帰ろう、みんなが待っているよ」

「……いやだ、嫌きらい。お兄ちゃんなんか嫌い、大ッ嫌い」

「もういいんだよ、ピノ。そうやって、ムリに嫌われようとしなくたって……ボクは、もう二度とピノのことを忘れない。神様に誓ちかうよ、絶対に忘れないから、だから帰ろう」

「お兄ちゃんはなにもわかってない！　パパを殺したのは家族なんだよ！　だからわたしは家族が嫌い、大ッ嫌い！」

　ピノが頑かたくなに叫さけぶ──父の死の真相を、シュンはすでに知っていた。シュンたちの父は、三年前、傷ついたピノを山の中で発見した。ピノはバルドスを倒たおすために自分自身を傷つけたが、《滅神咒具エスカトロイ》を使えず、自じ滅めつしたのだ。父はピノの《滅神咒具エスカトロイ》でピノを救い、自分自身は事切れた──ピノが、父を殺してしまったと思いこんだとしてもしかたない。

「ちがうよ、ピノ。父さんを殺したのはバルドスだ。ピノは悪くない」

「違う違う違う、パパは家族に殺されたんだ。だって……わたしがパパの家族じゃなければ、パパは自分の命と引き替かえにわたしを生き返らせようなんて思わなかった！　わたしが家族でなければ、あの悲劇は回かい避ひできた！　だからわたしは憎にくむの、家族という存在を、家族という関係そのものを！　だからわたしは家族に復ふく讐しゆうするために生きてきた。お兄ちゃんたちの記き憶おくを消したのも、わたしの復讐なんだよ！」

　ピノが叫ぶ。今までガマンしていた言葉を一気に吐はき出しているようだった。

「《滅神咒具エスカトロイ》の力でお兄ちゃんたちはすぐわたしのことなんて忘れた。家族なんて結局そんなものだよ。簡単に忘れることができるんだ！　自由になったわたしはあのときパパとママを殺した人を探した！　そしてバルドスという本当の敵を見つけた時、わたしの復讐手段も決まった！　わたしは、刺し違えてバルドスを殺そうと思った！　それがわたしの、家族への復讐なんだよ！」

　叫ぶピノは、泣きながら笑っていた。それはどこか壊こわれた笑いだった。

「バルドスさえ倒せば、残ったお兄ちゃんたちはたぶん平和に生きていけるでしょ」

「残ったボクらが悲しまないように、ピノは自分の存在の記憶をボクらから消した」

「違うよ！　これは復讐だって言ったでしょ、まだわからないの？」

　ピノの泣き笑いは止まらない。

「わたし知ってるよ。お兄ちゃんは、家族が大切だって言ってたよね。家族みんなと平和に暮らすのが夢だって言ってたよね！　わたしがバルドスを倒した後、お兄ちゃんたちは平和に暮らせるよ。けどその平和な家族はね、お兄ちゃんの妹であるわたしという家族の犠牲の上に成り立っている！　けれどお兄ちゃんたちはその事実を認識することができない！　家族が大切だなんて言いながら、家族わたしを犠牲にその家族は成立してるんだよ！　おかしいよね!?　滑こつ稽けいだよね!?　わたしはそうやってのんきに生きていくお兄ちゃんたちの姿をあの世で眺ながめながら高笑いしてやるんだよ！　それがわたしの考えた、家族という存在への復讐なんだよ！」

　この子は──シュンは、絶句してしまった。ピノはたぶん、子供だけれど頭がよすぎて、やさしすぎて、それは本来彼女の長所のはずなのに、逆にそれが原因で苦しんでいる。そんな妹を目まの当たりにして、シュンは悲しくなった。

　ピノの言う通りかもしれない。

　ピノはこんなに苦しんでいるのに、それを察してやることも、救ってあげることもできなかった家族という存在そのものが、シュンたちの最大の敵なのかもしれない。

　でも──シュンは、妹に告げた。

「もう過ぎたことではあるけれど、これだけは言えると思うんだ──もし仮に、ピノがボクらの家族じゃなかったとしても、目の前で苦しんでいるピノを父さんが見つけたら、たぶん父さんは同じように、自分の命と引き替えにしてでもピノを助けたと思うよ。父さんは、そういう人だったから」

「そんな仮定なんて意味ないよ。お兄ちゃん。わたしは知っている。家族っていうのは、呪のろいなんだよ」

　ピノが、自分の小さな胸に手を当てた。

「この世に生まれ落ちた瞬しゆん間かんにはもう家族っていう存在が自分の周りにはあって、その関係は結局一生変わらないの。自分ではどうにもできない。家族という名の呪いに縛しばられながら、わたしたちはこの絶望に満ちた世界を生きていかなくてはいけないの！」

「ボクはね、嬉うれしかったよ。ピノっていうかわいい妹が自分の家族で。ピノは、嬉しくなかった？」

「わたしのこと簡単に忘れちゃうようなお兄ちゃんが家族で、嬉しいと思う？」

「ピノは、やっぱりボクの家族だよ。だって、毒舌が、姉さんたちとそっくり……」

「家族は呪いだよ。一生つきまとって、わたしという存在を制限してくる！　家族なんていなければ、わたしはこんなに苦しむことはなかった！　家族なんていなければ、わたしはこんなに悲しむこともなかった！」

「でも、そのかわり、ピノにはいい思い出もあったんじゃない？　家族みんなで食べたご飯はとても美お味いしかったよね。楽しかったり嬉しかった思い出もあったはずだよ」

「でも最後には結局なくなっちゃう」

　ピノの言葉とともに、ピノの姿が消えていく。

「家族なんていう関係も、いつかは壊れちゃう。壊れて消えてなくなっちゃう。なくなってしまったら、楽しかった思い出だって自分の今の惨みじめさを際きわだたせるだけの苦痛でしかない。最後に残るのは苦しさだけだよ。家族さえなければこの苦しみを味わうこともなかったのに！」

「家族を愛しているから、その苦しみはあるんだよ。その苦しさは、愛の証しよう拠こなんだよ」

　消えてしまいそうなピノの小さな手を、シュンは握にぎりしめた。ともすれば、シュンの手の中から飛び出していきそうなピノの手を、シュンはしっかりつなぎ止めた。

「ピノの言うとおりだよ。人も魔ま族ぞくも、永遠には生きられない。いつかは死ぬ。家族もいつかは終わりがくる。でも、だからこそ、ボクらは命をつないで生きていくんだ！　父さんと母さんがいて、ボクとピノたちが生まれた！　父さんはピノの命を救った！　そうやって命を次の世代へとつないでいくことで、家族という存在はこれからも続いていくんだ！　そうやって家族が続いていく限り、死んでいった人の、父さんと母さんが生きていたっていう証あかしが残り続ける！　家族は、命を受け継ついでいく存在だ！」

「なら……やっぱりわたしはダメだよ……だってわたし……せっかくパパに生かしてもらったのに……結局何もできないまま、死んじゃうんだもん……」

「ダメだ、ピノ！　キミはまだ死んじゃダメだ！　キミはボクの妹だ！　妹がボクより先に死ぬなんて、お兄ちゃん絶対許さないよ！」

「なにそれ……むちゃくちゃ……だから嫌い……お兄ちゃん、大ッ嫌い」

「嫌いでもいい！　ボクのことが嫌いならそれでいい！　デキの悪いバカなお兄ちゃんを憎んでくれたっていい！　それでもボクは叫び続ける！　ボクは、ピノ、キミが好きだ！　世界で何より大切な存在だ！　心から愛している！　なにがあったって、世界の全すべてがキミを忘れてしまっても、ボクだけはキミのことをもう二度と忘れない！」

「嫌きらい、嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い嫌い……」

「諦あきらめちゃダメだ！　キミはまだ、十年も生きていない！　生きるんだ！　ボクはまだ、キミになにもしてあげていない！　ボクの愛を、キミにまだ伝え切れていない！　だからお願いだ！　諦めないで！　生きる希望を捨てないで！　キミは強い子だ！　だってキミは、ボクの妹で、父さんと母さんの子供なんだから！」

「バカァ……お兄ちゃんのバカ……お兄ちゃんがバカなこと言うから……死にたくなくなってきたじゃない……」

　ピノの体は、完全に消えようとしていた。シュンが摑つかんだピノの腕うでも、もうほとんど感かん触しよくが残っていない。

「イヤだよ、わたし、本当は死にたくないよ、死ぬの怖こわいよ、けれどダメなんだよ……パパの死が頭から離はなれない。毎日悪夢に出てくる。わたしは、パパを犠牲にした自分が生きていることをなにより自分自身で赦ゆるせない……」

「赦すよ、ボクが赦す！　もしピノを責せめる人がいたら、ボクがそいつをぶっ飛ばす！　ピノが何か悪いことをしたって、その罪は全部ボクが赦してあげる！」

「なに、それ……お兄ちゃん、神様にでも、なるつもり……」

「ピノを助けるためなら、ボクは神様にだってなってやるし、ピノのためなら神様だってあの世の果てまでぶっ飛ばしてみせる！　だからお願い、ピノ！　もう一度だけ、ボクの家族になって！　ボクの、妹として生きて！」

「……もし、わたしが生まれ変わって、来世があるとしても、もう二度と、お兄ちゃんの妹にはなりたくないな」

　何も見えない暗闇の奥から、ピノの最後の声が聞こえる。




「もし来世があるなら……わたし、お兄ちゃんの、恋こい人びとになりたい」




　そして──シュンの目の前から、完全にピノの気配が消えた。

「うあぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　シュンの慟どう哭こくが、虚きよ無むの中に響ひびき渡わたった。







〔我が名はバルドス──滅めつ亡ぼうの化け身しんにして、終末を司つかさどるもの〕

　エシュヌ教国、聖地にいきなり出現した巨きよ人じんが声を発する。その声は男の声とも女の声ともつかない、不思議な響きを持った声だった。

〔感謝しよう、『ファムアテルの姉妹しまい』たちよ。お前たちのおかげで、我は完全体をも超こえる完全体となることができた〕

　予想外に饒じよう舌ぜつとなったバルドスが語りはじめた。

〔お前たちの妹が、我に対し、『ファムアテルの果実』を使用した。それによって暴走する神の魂たましいと我が魂が衝しよう突とつし、我は消しよう滅めつ寸前となった。だが、我の中には女王リュリシアの魂があった。それこそお前たちの唯ゆい一いつの誤算だ〕

「どういうことなのですか！」

〔ジュヴレーヌ王家は本来ファムアテル、すなわち神の魂を鎮しずめる役割を担になう神官の系けい譜ふなのだ。その直系であるリュリシア女王の魂、神の魂、そして我、その三者が衝突した結果、全てが融ゆう合ごうし、我はこの姿となった。さらに十三の《滅神咒具エスカトロイ》全ても吸収し、我は超ちよう進化を果たしたのだ〕

「それでは、リリィ様はどうなったのですか！」

　リュリシアの名を聞き、アンジュが叫んだ。その疑問にも、バルドスは律りち儀ぎに答える。

〔リュリシアと呼ばれる魂はもはやどこにも存在しない。我が力の礎いしずえとなったのだ〕

「おのれ……おのれ、バルドス！　なんということを！」

〔茶番は終わりだ。さっそくはじめようか、世界の終末を〕

　バルドスの巨きよ大だいな腕が伸のび、大地をつかんだ。次の瞬間、バルドスを中心とした大地が陥かん没ぼつし、地平線の彼方かなたまで地割れが延び、地割れの奥から熔よう岩がんが溢あふれてくる。周囲の空間そのものが砕くだけ、砕けた空間の奥から淀よどんだ闇やみのようなものがこぼれ落ちてくる。

〔聞くがいい、バーガントという大地の上に巣くう全ての虫ケラどもよ〕

　──その瞬間、大陸中のあらゆる場所の上空に、バルドスの姿が出現した。

〔我が名はバルドス。神をも滅ほろぼした滅亡の化身。我が力をもって、これより世界は終しゆう焉えんを迎むかえる。この運命からは、もはや誰だれも逃のがれられぬ。全ては虚無へと帰る。バーガントに生きる者よ、おおいに絶望し、己おのが存在を悔かい悟ごしながら虚無に吞のみ込まれるがいい!!〕

　バルドスの言葉が冗じよう談だんでもなんでもないことは、誰の目にも明らかだった。大陸全土の火山が一いつ斉せいに噴ふん火かし、大地は大規模な地ち殻かく変動で海へと沈しずみはじめたのだった。なにがなんだかわからないまま、世界中の人々は悲鳴を上げながら逃にげまどった。だがもはやバーガントのどこにいようと、この終末から逃れる術すべはなかった。

「こいつはさすがにやべぇ！　おい、どーすんだよ、姉あね者じやっ！　とーぜん、あのデカブツをこれからぶっ飛ばすんだろ!?」

　と、叫さけんだのはルケである。だがそれに真っ向から反対するのは、クロロだ。

「そんなのムリなのです！　勝ち目なんてカケラもねーのです！　そんなことより全力で逃げるのです!!」

「逃げる？　大陸そのものが沈むというのにか。今のバルドスの力なら、それこそこの世の全てを消滅させることだってできる。どこへ逃げるというのだ？」

「だったら、この世じゃないどこか別の世界、並行世界へ逃げるのです！　聖地の地下遺い跡せきの機能に、異界へつながる門の機能があったのです！　まだ解かい析せきできてないのですけど、一か八か、それを使って全員でここから逃げるのです！　遺跡の発はつ掘くつ用に作った坑こう道どうの入り口が近くにあるから、そこから地下へ行くことができるはずなのです！」

　クロロが半泣き状態で叫ぶ。半ば恐きよう慌こう状態かと思いきや、クロロの話にはまだ希望があった。確かにそうやって逃げることはできるかもしれない。だが、

「逃げて、どうするのであるか」

　大人の姿となったシャルがつぶやき、立ち上がった。シャルは腹部の傷を上から固く布で縛り付け、自力で強ごう引いんにふさいでいた。

「我わが輩はいたちの目の前には父母を殺した真の黒幕がいる。そやつが今度は、我が輩たちの生きる世界そのものを壊こわそうとしている。それで選せん択たく肢しが逃とう亡ぼう？　我が輩、ここまで虚こ仮けにされるのは、生まれて初めての経験である！」

「そーだぜ、姉者！　早い話、目の前のあいつを倒たおせば全部丸くおさまるんだろ？　ならやることは決まってるぜ！」

「……ティンは、目の前の敵を斬きるだけ。それしかティンにはできないから」

　シャルに続いてルケ、ティンも賛同する。クロロは泣きながら他ほかの姉妹きようだいを見た。

「こいつら脳筋だから話が通じねーのです！　おい、メル！　お前、少しは頭がいいんだから、あたくし様と同意見なのですよね!?」

「あたしはもう、ここまできたら変にあがく気はないデス」

　メルが、悟さとったような表情でいる。

「あたしは医者。一人の医者が救うことのできる命なんてたかがしれているデス。だとしても、目の前で世界の全てが死に絶えようとしているのに、自分だけさっさと逃げるなんて選択肢はありえないデス。あたしは最後までここで人命救助に命をかけるデス」

「バカ！　もういーのです！　アリアは!?」

「クロちゃんは逃げていいわよ～。逃げたって、だれも責めないわ～。クロちゃんの選択が間ま違ちがっているとは思わないしね。でも一いつ緒しよにはいけないわ～」

「聖なるワタクシは、聖なる信しん仰こうを胸にこれまでの人生を生きてきました。今ここで逃げるということは、その信仰を捨てるということ。それはワタクシの人生の否定であり、聖なるワタクシはそれに最後まで抗あらがうことをここに誓ちかいましょう」

　アリアとリースも逃げる気はないようだ。クロロは、一番自分の味方になってくれる可能性の高い人物に頼たよった。

「モニカ！　計算高いお前なら、勝ち目のない戦いに挑いどむことの愚おろかさをなによりわかっているのですよね！」

「そうだな。我たしは、勝ち目のない勝負は最初からやらない主義だ。勝つ見み込こみがある戦いにのみ我たしはこれまで挑んできた」

　モニカは、いつもどおりの冷れい笑しようをこぼした。

「けれどな、クロロ。覚えておけ。もしもお前が商売で他人よりも儲もうけたいと思ったら、ときには誰もが無む謀ぼうだと思うような挑ちよう戦せんをしなくてはならん」

「まさか、お前もなのですか……」

「我たしの人生、これまで全て計算と打算と妥だ協きようでできていた。一生に一度くらい、自分の人生全てをかけた大おお博ばく打ちを打ってみるというのも悪くは、ない」

「あたしらはモニ姉ねぇがいないと生きてけないし、当然ついていくさぁ」

「…………（コクコク）」

　モニカ、ヴィオ、シラーも逃げる気はないらしい。

「クロロ」

　ソフィーが妹の名を呼ぶ。

「あなたにお願いがあります」

「なんなのですか！」

「意識のない兄さんと、アンジュ卿きようや、近くにいる他の人たちを連れて逃げてください。正直、ここで戦おうと逃げようと、助かる可能性はあまり変わらないでしょう。ならば少しでも可能性を高めるため、両方の選択肢を手分けして選択しましょう」

「ソフィー。お前まで戦う気なのですか!!」

「もしここで兄さんの意識があれば、確実にバルドスと戦う道を選びます。ならば私には意識のない兄さんのかわりにここで戦う義務があります」

　ソフィーはまじめな表情で妹に告げた。

「そういうわけですので、あなたは早く逃げなさい」

「いいえ、わたしは逃げません」

　アンジュが告げる。その顔は、覚かく悟ごを決めた者の顔だった。

「わたしではあんなバケモノを相手にどうこうできる力などありませんが、リリィ様の従者として、この世界の行方ゆくえを見届ける義務があります。逃げることはできません」

「ぼくも同じ意見ですね」

　レニエが肩かたをすくめる。隣となりではブイがぎょっとした顔をしていた。

「正直、自分と、ごく一部の人だけが生き残ったって、そんな世界には興味がありません。ならぼくは、ぼくの好きなこの世界を護まもるために戦う選択肢を選びます」

「オ、オレもです！　レニエ卿がいない世界なんて興味ないから、一緒にいます！」

「別にあなたは逃げてもいいのですが」

「イヤです、最後までレニエ卿のそばから離はなれません！　そのかわり約束してください！　もし奇き跡せきが起きてオレたち二人とも生き残ったら、オレと結けつ婚こんしてください！」

「いいですよ」

「またふられたぁぁぁ……え？　ウソ？　ふられて、ない？」

「ぼくとあなたが結婚するなど、奇跡でも起きない限りあり得ないと思っていました。だから本当に奇跡が起こったら、結婚くらいしてあげてもいいですよ」

「マジッすか、ひゃっはぁぁぁぁ！　これ夢じゃないよね？　夢じゃないっすよね？」

「夢であったらどれだけありがたいかという状じよう況きようですね」

「お、お前ら全員頭おかしいのです！」

　クロロが思わず叫んでいた。

「これじゃ、あたくし様だけが臆おく病びよう風かぜに吹ふかれてるみたいなのです！」

「先ほど姉さんも言いましたが、誰もそんな風には思っていませんよ。むしろあなた一人でも逃げてくれた方が、私たちの誰かが助かる可能性が上がります」

「も、もう知らねぇのです！　お前ら全員無様に死ぬがいいのです！」

　クロロは一人で走りだした。向かう先には地下へ続く坑道の入り口があった。

「クロの姉上！　できれば意識のないシュンの兄上も一緒に……もう行ったデスか」

「それよりメル、我たしを手伝え」

「なんデスか、モニカの姉上」

「ピノの治ち療りようだ。まだ助かる見込みはある」

「でも、ピノはもう、かなり前に心肺停止しているデス」

「ピノは、我たしたち姉弟妹きようだいの中でもただ一人の特異体質だ。常人なら死ぬ状況であっても、こいつなら助かる見込みはある……もっとも、こいつを助ける前に世界が先に滅ぶかもしれんが、どうする？」

「当然、助ける方法があるなら全力をつくすデス！」

「では、我が輩たちも行くか。最終決戦である！」

　地じ震しんのおさまらない大地の上を、シャルを先頭に戦える者が進んでいく。前方にそびえるバルドスは、六本の手を大地に置いたまま、頭部をわずかに動かした。

〔やはり最後まで我に抗あらがうか、『ファムアテルの姉妹』たちよ〕

「当然である！　我が輩をなんと心得る！」

〔我は現在、十三の《滅神咒具エスカトロイ》全すべてを掌しよう握あくしている。すなわちそれぞれの《滅神咒具エスカトロイ》が司つかさどっている『時間』『空間』『輪りん廻ね』『因果』『物質』『法則』『次元』『確率』『永遠』『量子』『存在』『情報』『善悪』の全てを我は支配している。お前たちの勝利する可能性は皆かい無むだ。それでも抗うか〕

「勝てるかどうかなど関係ないのである！　汝なんじに勝たねば未来がないというならば、我が輩たちは絶対に勝利する！　それこそが我が輩たちの唯ゆい一いつの道なのだ！」

　シャルのかけ声を合図に、シャルと妹たちがバルドスめがけて飛び出していった。

「レ、レニエ卿？　オレらはいかないんですか！」

「なにも、直接斬り合うことだけが戦う術すべではありませんよ」

　と、レニエとブイは飛び出したりはしなかった。レニエは自分の魔ま導どう端たん末まつを操作しながら、同じくその場に残っていたモニカを振ふり返った。

「すいません。現在ぼくらがいる場所の座標、できるだけ正確にわかりませんか？」

「北ほく緯い三度十五分二十七秒西経七度三十七分十一秒だ」

　振り返りもせずにスラスラとモニカが答える。ブイは、なんでこの人そんなことがわかるんだ、と驚きよう愕がくした。

「ありがとうございます、助かります」

「何をするんですか、レニエ卿？」

「あのバルドスという奴やつが出現して、今まで操あやつられていた人たちが全員回復しました。今端末で、マゴン要よう塞さいにいるぼくの友人に連れん絡らくをとっています」

　マゴン要塞といわれ、ブイにもピンと来た。そこにはバーガント砲ほうがある。

「そっか、オレにもわかりましたよ！　バーガント砲であいつをぶっ飛ばすんすね！」

「そういうことです。どうやらジュヴレーヌでも、バルドスが出現した情報は伝わっているようです……そうです、ぼくはレニエ。王都第二騎き士し団所属第七近この衛え隊長のレニエ・フィーネ・キュリスです。そうです、そのバルドスという親玉……え？　ぼくの権限ではムリ？　いまの王国にはリュリシア女王もエフィ卿も、最高司令官をつとめられる人物はいないはずです。戦時特例法第七項こうで、現場指揮官であるぼくの命令を優先させなさい！　世界が滅ほろびるかどうかの瀬せ戸と際ぎわです！　今すぐバーガント砲を、ぼくの指示する座標に発射しなさい！　全ての責任はぼくがとりますから！」

「わたしからもお願いします」

　と、レニエにアンジュが駆かけ寄ってきた。

「わたしはリュリシア女王の従者であるアンジュ・ペティ。これはリュリシア陛下直々の命令です！」

　と、アンジュも必死の様子で端末に向かって叫さけんでいる。もちろんアンジュの言葉は口から出任せだが、相手もアンジュのことを知っているのか、端末の向こうでうなずく気配があった。この二人、やっぱすげぇ、と、眺ながめていることしかできないブイはそう思った。

「えぇ、はい、ただちに……命令が通りました。たった今、バーガント砲、発射されました。まもなく着ちやく弾だんするはずです」

「あんなデカイ奴に効くんですかね」

「ブイ卿、不安になるようなことは言わないでください」

　と、アンジュ。レニエは肩をすくめている。

「効くかどうかわからないから、試ためしてみる価値はあります。そしてもしこの攻こう撃げきが効かなかった場合──人類のあらゆる兵器がバルドスには無力だということになります」

　次の瞬しゆん間かん──暗くら闇やみに包まれていた周囲が一いつ瞬しゆん明るくなった。そして、バルドスの巨きよ体たいめがけて、天空から飛来した光の柱が突つき刺ささった。

「やった！　当たった！」

「……いえ、当たってすらいませんね」

　冷静なレニエの言葉。バルドスの巨体は、その場から一歩も動いていない。そして、大都市すらも焼き尽つくすバーガント砲の熱線は、だがバルドスに命中する直前、虚こ空くうに出現した空間の裂さけ目めへと吞のみ込まれてしまい、やがて消えてしまった。バルドス本体に届いてすらいない。

「……命中しませんでした。第二射の用意を」

「まだ撃うつんすか、レニエ卿？」

「他ほかにできることがありません……え？　今ので砲ほう身しんが焼け付いた？　以前は連射できたはずです！　すぐ修理しなさい！」」

　レニエ、ブイ、アンジュの三人の間の絶望的な空気はますます強くなっていた。

　そしてそれは、バルドス本体へと戦いを挑んだシャルとその妹たちの間でも同様だった。

「んっ……これ、ちょー硬かたい」

「硬かろうがなんだろうが、ティン！　お前の力でぶった斬ぎれ！」

　バルドスの足あし下もとで騒さわぐのは、ティンを肩かた車ぐるましたルケである。地震と地割れで並の騎士では地上を走ることさえ困難な状況だが、ルケは並外れた運動能力でここまで迫せまっていた。

　ルケの肩に乗るティンは、両手に長ちよう剣けんをそれぞれ構えていた。ティンの背後には、空中に無数の剣が浮ういていた。複数の剣を遠えん隔かく操作する騎士技〈撃滅剣ランスア〉。ティンほどの使い手ならば、同時に数百、数千もの刀とう剣けんを操ることができた。

　だが、どれだけ大量の騎士剣を使おうと、刃やいばはバルドスに届いていなかった。届く前に、見えない壁かべに弾はじかれ、頑がん丈じような騎士剣が粉々にされてしまう。

「ちっ、一か八かで正面からぶっ込むか！」

「ムリ、やったらそれ無む駄だ死じに。五姉、少しは頭使って」

「アタシが頭使うの苦手だって知ってるだろ！　頭ず突つきくらいしか思いつかねぇぇ!!」

「なら、ティンが指示出す。右行って」

「おぅ、って、ぬおっ！」

　ルケがティンを乗せたまま、左に急旋せん回かい。一瞬おくれ、ルケたちの立っていた場所に落らく雷らいがあった。視界が電でん撃げきで真っ白く染まる。

「クッソ、アタシじゃなけりゃ直ちよく撃げきだったぜ！　シャル姉たちは平気かよ！」

「あんま、他の姉たちを気にする余よ裕ゆう、ない」

　ルケが気にするシャルたちは──

「うむ、こいつは、まったく、絶望しか見あたらんな」

　バルドスの足下を駆け回りながら、シャルがつぶやく。

「我わが輩はいのなけなしの〈魔ス元ク素レ〉を振り絞しぼった一いち撃げきが効かないどころか、表面にスス汚よごれ一つつけられないとはな」

「こっちもヒドイですよ」

　ソフィーがシャルに併へい走そうしながら報告する。

「通常の騎士剣では傷一つつけられないどころか、斬りつけただけで刃こぼれしてしまいます。街にあっただけの騎士剣を持ってきましたが、もう五本折れました」

「ん～、なんかさ、あたしら全然相手にされてない感じっぽい？」

「…………」

　ヴィオとシラーも、《滅神咒具エスカトロイ》は失ってしまったため、通常の騎士剣を武器に戦っているが、まるでバルドスにはダメージを与あたえられていなかった。

　バルドスはその場から動こうとせず、腕うでを地面に突いた状態で、体にまとわりつくソフィーたちの攻撃など気にもとめていなかった。反撃しようとすらしていない。

　当然だ──バルドスはこうしている間も世界を破は滅めつさせようと、大地に己おのれの力を流し込んでいるのである。地震の震しん動どうはどんどん大きく、間かん隔かくも短くなっている。落雷はもはや止まらない。大地の崩ほう落らくはすでに、大陸の海岸線から徐じよ々じよにはじまっていた。

　バルドスは、ソフィーたちを攻撃する必要がないのだ。そもそもこの大陸ごと世界を滅めつ亡ぼうさせてしまえば、自動的にソフィーたちも死亡するのだから。

「思えば、短い人生だったさぁ……」

「ヴィオ、なんでこういう時に限って諦めがいいんですか！」

「あたしだって死ぬのはイヤだけどさぁ……一人で死ぬ訳じゃない、みんな一いつ緒しよに死ねるなら、それはそれで悪くないかなぁって思って……」

「このうつけものがぁぁぁっ！」

　シャルが、ヴィオの頭を渾こん身しんの力で殴なぐった。

「汝、それでも我が輩の妹か！　どんなに絶望的な状じよう況きようであろうと！　我が輩は決して諦あきらめん！　なぜなら、我が輩のそばには汝等がいるからだ！　汝等は我が輩の自じ慢まんの妹だ！　我が輩たちの力をあわせれば世界だって征せいすることができると、我が輩は確信している！　だというに、汝はここで真っ先に諦めるか！　我が輩は、汝等をそんな惰だ弱じやくに教育した覚えなどないのである！」

「…………（フルフル）」

「シャル姉。申し訳ありませんが、ヴィオはシャル姉が殴った瞬間に気絶したので、その演説は聞こえていません」

「なんと！　ヴィオ、汝、精神ばかりか肉体まで弱くなったのであるな！　嘆なげかわしいのである。全てが終わったら我が輩直じき々じきに鍛きたえ直してやるのである！」

　そんな機会があればいいですけどね、とソフィーは呟つぶやいた。

　絶望が絶望を呼ぶ連れん鎖さ的な状態は、文字通り悪夢のようだった。

　それでもソフィーは、まだ諦めていなかった。

「兄さんは──私の兄さん、シュナブラン・ノーブ・ハーベストは、これまで何度絶望的な状況になっても、運命を自らの力で切り開き、何度も奇き跡せきを起こしてきました。ならば、妹である私が諦めるわけにはいきません！」

「天あつ晴ぱれである、ソフィー。それでこそ我が妹、ヌオッ」

　バァァァァンッ、シャルの体の上に、巨きよ大だいな物体が落下してきた。なんであろう、それは、バルドスの巨大な腕である。掌てのひらだけで小山のような大きさだ。シャルはそのバルドスの掌によって叩たたきつぶされてしまったのだった！

〔別にお前らなど無視をしてもよかったのだがな〕

　バルドスが、地面についていた六本の腕のうち、五本を持ち上げていた。掌にある五個の巨大な眼球が、ギョロリと邪じや悪あくな視線を投げかける。

〔よくよく考えれば、この世界を滅亡させるなど、腕一本、いや、指一本あれば充じゆう分ぶんだった。すると腕が五本も余ることになる。世界が滅ぶまで少しヒマでもあるし、余った腕でお前ら虫ケラを叩きつぶすことにしよう〕

　叩きつぶされたシャルの体は、全身がねじれた状態で地面に半ば埋うもれていた。シャルは、立ち上がらない。いや、もはや立ち上がるだけの力が残ってない。あのシャルが一撃だ。文字通り、バルドスはバケモノだとソフィーたちは思い知らされた。







　──シュンは、なにもない世界を漂ただよっていた。

　文字通りなにもない。光がないからなにも見えないが、だからといって暗闇になっているわけではない。なぜならば、暗闇という概がい念ねんすらもその世界にはないからだ。

「ここは……なんだろう、前にも来たことがあるような気がする……」

『そこは終しゆう焉えん世界です。すなわち、全てが無に吞み込まれた世界』

　誰だれかの声が、シュンの脳裏にひびく──不思議と、どこかで聞き覚えのある声だった。

「あぁ、すごい未来の、世界が終わった後の世界だっけ？　前、シャル姉の《滅神咒具エスカトロイ》の力で来たことあるや」

『正確に言うなら、時間さえ滅びた世界なので、ここは未来ではありません。過去でも現在でもない、時間のワクを飛び越こえた世界です』

「なんだかよくわからない世界だね」

『シュン君。あなたがいた世界も、まもなくこうなります』

　声が静かに説明を続ける。

『バルドスは全すべてを滅亡へと導く存在。これまでも、数え切れないほどの世界がバルドスの手によって滅亡を迎むかえ、無の中へと沈しずんでいきました。バーガント大陸もまた、その宿命から逃のがれることはできません』

「そんなのイヤだ！　ボクは、そんな結末は認めない！」

『残念ながら、宿命は変えられない──なぜあなたがこの世界にいるかわかりますか？　あなたの心が死んでしまったからです』

　シュンは、自分の胸を押さえた──だが、押さえられなかった。自分の胸が、ない。いや、そもそも腕もなにもない。シュンの意識はあるのに、自分の体がどこにもないのだ！

『ピノを救えなかった後こう悔かいが、あなたの心を殺してしまった。もはや手て遅おくれ、あなたもまた、この世界に吞み込まれ、無に帰する運命です』

「そっか……そうだよね……ボク、結局ピノを救えなかったんだ……ボクは結局、家族を助けることができなかった……」

『シュン君。あなたは間ま違ちがっていたのです。結局のところ、自分自身さえも救うことのできない人が、他人を救うなどおこがましいにもほどがあるのです』

「どういうこと？」

『結局あなたはまったく進歩しなかったのです。あなたは自分の理想を追い続けていた。その理想が決して現実にならないことを、あなたは内心でうすうす気づいていた。けれどそれを認めるのが怖こわかったから、気づかないふりをして、努力すればいつか夢は叶かなうと綺き麗れい事ごとで取り繕つくろって、そして結局最後は失敗したのです。あなたは同じことを何度繰くり返せば気が済むのですか？』

「ボクは、別に繰り返してなんて……」

『繰り返しました。それこそ数えられないほど。ただし、繰り返し続けた過去のあなたは無に吞み込まれたため、なかったことになりました。あなたは覚えていないだけで、これまでも数え切れないほど失敗して、数え切れないほど挫ざ折せつしてきたのです』

「なんでそんなこと知っているの……」

　いや、シュンもまた、思い出してきた──この終焉世界の中に漂っていると、無に沈んだあらゆる世界のできごと、その残ざん滓しともいうべきものを感じることができる。

『あなたは、自分が特別な存在だとでも思いましたか？　自分が選ばれた存在だとでも。破滅の宿命にしばられた世界を救うことのできる伝説の大だい英えい雄ゆうだとでも、思い上がっていたのですか』

「違ちがう……ボクが、全然たいしたことのない、なにもできないできそこないだってこと、誰よりボク自身がわかっている」

『そう、あなたは結局自分だけでは何もできない。肝かん心じんなところでいつもウジウジ悩なやんで、そして最後は失敗する。昔から何も変わらない』

「そうだよ、ボクは昔からそうだ」

『できそこないのシュン君。あなたはすでに失敗しました。バーガントの滅亡はもはや回かい避ひできません──さて、あなたはどうしますか？」

「ボクはなにもできない無力な存在だよ。そんなことは誰よりボク自身がわかっている。でも、だけれど、それでも──




　そんなボクが世界を救っちゃいけないの？」




『いけなくなんてないですよ』

「ピノを救ったらいけないの？」

『救いたいのなら救ってください』

「リュリシアさんも助けてあげたい！」

『助ければいいのではないですか』

「ボクが家族みんなと過ごす平和な未来を手に入れたらダメなの！」

『ダメではないです。手に入れたいのなら頑がん張ばってください』

「ありがとう！　がんばる！」

　バンッ。シュンは、自分の顔を力ちから一いつ杯ぱい叩たたいた。ほっぺたが痛い、すごく痛い。強く叩きすぎた。さっきまで自分の体がどこにもなかったはずなのに、今は確かに自分自身が存在していた。

「なんでだろう？　体の中から、すごく力が湧わいてくる気がする」

『忘れないでください。あなたには、この世の法則をひっくり返す力があるのです。実際あなたはそうやって、これまでも奇跡を起こしてきた』

　声が告げる。

『あなたの力は飛ひ躍やく的に高まりました──が、それでもあなたがバルドスに勝つ見み込こみは限りなく低いです。ただ、可能性はゼロではありません』

「それで充分だよ！　可能性なんて結局目安なんだから！　可能性が一パーセントでもそれを実現しちゃえば百パーセントになるんだ！」

『あまり深い意味がある言葉ではありませんが、あなたの気き概がいは感じられます』

「うん、ボクはもう迷わない。くじけない。どんなことがあったって、結局ボクがやらなきゃいけないことなんて、最初からなにも変わってないんだ。家族みんなで暮らす平和な世界を作るには──とりあえず、あのバルドスをあの世の果てまでぶっ飛ばす！』

　拳こぶしを握にぎり締しめるシュン──そして、周囲をキョロキョロ見まわした。

「えっとさ……出口ってどこ？　どこから帰ればいい？」

『出口はありません。ここは終焉世界ですから』

「えっ？　でも、前来たときは、帰れたよ」

『そのときのあなたには《滅神咒具エスカトロイ》がありましたから。《滅神咒具エスカトロイ》を失った今、あなたには、脱だつ出しゆつ手段がありません。諦めますか？』

「まさか！　今決心したばかりなんだよ、絶対諦めない！　方法がないなら探す！」

　シュンは目を閉じ、周囲の気配を探さぐった。なにか、なにか手段はないだろうか。終焉世界は文字通りなにもない、空くう虚きよな世界が永遠に広がっている。そんな虚きよ無むの中──シュンは、自分以外の微かすかな気配を確かに感じ取った。

「見つけた！」

　シュンは、その気配へと一直線に跳とんだ──終焉世界の中に、小さな歪ひずみが発生したのだ。その歪みは世界と次元の壁かべを越えることのできる歪みである。けれど、なんで急にそんなものが──

　シュンは、発見した。終焉世界に、自分以外の存在がいることに──それは、シュンだ。両手にシャルの体を抱かかえたシュンが、今シュンの前方に存在する。そのシュンは、自らが生みだした歪みの中へと飛び込んでいくところだった。

「あれって、もしかして昔のボク？　シャル姉と一いつ緒しよにここにきて、《滅神咒具エスカトロイ》で脱出したときの？　なんでこんなところにいたんだろう？」

『言ったはずです。ここは時間すらも死し滅めつした終焉世界。過去現在未来という時間の概念が存在しないので、過去のあなたとでくわしたとしても不思議ではありません』

「そうなんだ」

　そう言えば、確かにあの時、終焉世界の奥になにか強大な力の存在を感じたっけ。まさかそれが未来の自分だとは、あのときは夢にも思わなかった。

「じゃ、この歪みを通ればバーガントへ戻もどれるよね、たぶん」

『えぇ。くり返しますが、戻ってもあなたがバルドスに勝てる可能性は限りなく低い。なにもできないまま殺されるかもしれない。それでも帰るのですか？』

「うん、なにもできないって思ったままなにもしないって、それすごい悲しいことなんだよね。昔のボクがそんな感じだったから、すごくよくわかるんだ。なにもできないこととなにもしないことは全く別のことなんだよ」

『迷いはないようですね。いいでしょう。あなたのその気持ちに応え、僕も最後の力を使ってあなたを助けましょう』

「なにかしてくれるの？」

『バルドスは現在、十三の《滅神咒具エスカトロイ》と融ゆう合ごうしています。僕の最後の力で、その制せい御ぎよ権を奪うばい取ってあなたに渡わたしてあげます』

「そんなことできるんなら早くしてよ！」

『話は最後まで聞いてください。バルドスは強大です。僕の力をもってしても、十三個のうち、一つの権利を奪だつ取しゆするので限界です──さて、シュン君。あなたは、どの《滅神咒具エスカトロイ》を欲ほつしますか？』

「どれでもいいんだよね？」

『もちろんです。ただし一つだけです』

「じゃ、あれ、ピノの《滅神咒具エスカトロイ》にして！」

『意外ですね。《凱旋門兜ドウリオンフ》ではないのですか？』

「うん、ドゥちゃんには今までもすごくお世話になってきたけど、バルドス相手に《滅神咒具エスカトロイ》の力って結局通用しないよね？　だから攻こう撃げき系の《滅神咒具エスカトロイ》より他ほかのことに使えるやつがいいなって思って、そう考えるとピノのやつが一番便利な気がしたんだ。ダメ？」

『いいえ、あなたがそれでいいのなら僕に異論はありません』

「あ、最後に一つ──キミって、誰だれ？」

『わかりませんか、シュン君』

「ん～、なんとなくわかるけど……」

『もしもあなたがバルドスを倒たおすことに成功したなら、僕とあなたはまた会えるでしょう。その時僕の名前を当ててみてください。その時を、楽しみにしていますよ』

　シュンと会話をしていた相手の気配が消えた。シュンの中にもう迷いはなかった。シュンは、固い決意と共に終しゆう焉えん世界の歪みを通って、元の世界へと戻った。







「つまり、ピノは仮死状態になっているだけだったデスね！　あたしとしたことが、うっかりしてたデス」

「ピノの頭部に生えている角は、上位魔ま族ぞくの中でも強大な力を持った者にのみ発現する特とく徴ちようだ。脳の一部が頭ず蓋がい骨こつを突つき破り、〈魔ス元ク素レ〉と一体化して結けつ晶しよう化かしたものだ。角が外気に触ふれている分、心肺が停止しても脳が外気から直接酸素を吸収できる」

　モニカとメルは二人の妹、ピノを救出しようと、あらゆる手段を試みているところだった。白い顔で目を閉じたままのピノは、未いまだに全く動かない。

「メル。予備の〈魔弾テイリユル〉をありったけ持ってこい。〈魔弾テイリユル〉の〈魔ス元ク素レ〉を直接ピノの角に流し込む。大量の〈魔ス元ク素レ〉さえあれば、魔族の再生能力を強化できるはずだ。あとはピノの肉体の強さ次し第だいだ」

「ねぇ、ちょっといい？」

「なんだ、アリア！」

「シュンちゃんの様子が、おかしいんだけど～」

　アリアとリースは意識のないシュンの看護をしていた。未まだ目覚めないシュンだったが、その肉体がなぜか、かすかに発光をはじめたのだ。

「なんだ、なにが起きている、シュン!?」

「こんな現象、あたしも知らないデス……」

「聖なる奇き跡せきが起きたのです」

　ただリース一人だけは全く動どう揺ようせず、静かに目を閉じて両手を合わせていた。

「聖なるワタクシは信じていました。ワタクシの神であるシュ～たんは必ず奇跡を起こしてくれると。そう、信じる者は救われるのです！」

「リースちゃんって、結局なんだかんだで肝心なときなにもしないわよね～」

「いいえ、聖なるワタクシはその聖なる使命をまっとうしているのです。すなわち、神の復活をこの目で見届けると」

「まぁ、リースちゃんらしいって言えばそうなんだけどね～」

　と、四人の姉妹きようだいが思いおもいにしゃべっている背後で──ズバンッ！　なにかが地面にはげしく激げき突とつする異音が響ひびいた。飛んできたのは、ソフィーだった。ソフィーは満まん身しん創そう痍い、服はボロボロ、体も傷だらけ、片かた脚あしがあらぬ方向にねじれていた。それでも片手の騎き士し剣けんを杖つえ代わりに、なおも立ち上がろうとしていた。

「ソフィーの姉上！　ムチャです！　いったん治ち療りようを！」

「そんなヒマ、ありません……姉さんたちもみんな、全ぜん滅めつです」

　いつのまにか天気は雷らい雨うへと変へん貌ぼうしていた。無数の落雷によって、バルドスの巨きよ体たいが照らし出されている。翼つばさを広げ、六本の腕うでを周囲へ伸のばすバルドスの姿はまさに悪あく魔まそのものだった。そしてその周囲の地面の上には、ボロボロになったシャル、ルケ、ティン、ヴィオ、シラーの姿があった。

〔虫ケラの駆く除じよは終わった。バーガントもまもなく全すべてが灰かい燼じんに帰きす。世界は我が手によって滅めつ亡ぼうする。これは確定事じ項こうだ〕

「バーガント砲ほう、使えないんですか？」

「まだ修理中です。まもなくもう一発撃うてるようですが……」

　レニエの表情は晴れない。仮にバーガント砲が直ちよく撃げきしても、バルドスを倒すことができないのは明白だった。傍かたわらのブイはどうすればいいかわからずおたおたしている。アンジュは歯がみしてバルドスを睨にらむことしかできない。

〔さぁ、虫ケラども、絶望を胸に、虚無の海へと沈しずむがいい〕




「そんな未来は、認めない。なぜなら──ボクが今からお前を、あの世の果てまでぶっ飛ばすからだ！」




　明確に、バルドスと抗あらがおうとする強い意志の叫さけび。その場にいた誰もが振ふり返った──傷つき、意識を失っていたはずのシュンが立ち上がっていた。その体は、金色に輝かがやく〈魔ス元ク素レ〉に包まれている。

「みんな、遅おくれてゴメン！　ここからは、ボクが戦う！」

「ですが兄さん！　もはやバルドスに対たい抗こうする手段が、我々にはありません！」

　ソフィーの悲痛な叫び。シュンは、そんな妹に向かって叫んだ。

「諦あきらめなければ奇跡は起こる！」

〔奇跡は起きん。なぜなら、奇跡の起こる確率すらも、今は我が支配しているからだ〕

　バルドスが、巨きよ大だいな腕をシュンたちのいる場所へと伸ばしてくる。その掌に浮うき出た眼球が炎ほのおに包まれ、次の瞬しゆん間かん、すさまじい光撃ビームが放たれた。直撃すれば、大陸そのものが切断されてしまうほどの攻撃。

　シュンは、まっすぐ自分の掌を前に伸ばした──途と端たん、直撃するはずだった光撃ビームが反射され、バルドスの胴どう体たいを直撃した。

〔ふん？　なんだ、今のは〕

　バルドスが思わず声を漏もらすが、ダメージを受けた様子はない。ただ純じゆん粋すいに、なにが起きたのかバルドスにもわからなかったのだ。

　そしてシュンの差し出した掌──そこには漆しつ黒こくと純白、二色で彩いろどられた天てん秤びんが握られていた。

〔《法廷天秤トリビユナル》か。それをなぜ貴様が手にしている？　いや、そうか、あやつの仕し業わざか。我から制御権を奪ったか。どこまでも我のジャマをする……だが、十三ある《滅神咒具エスカトロイ》のうち、一つを失っただけだ。我の優位はなにもかわらん〕

「姉様、これ使って！」

　と、シュンは持っていた《法廷天秤トリビユナル》をモニカに手て渡わたした。

「なんだ、これは？」

「ピノの《滅神咒具エスカトロイ》。二つのものを入れ替かえることのできる《滅神咒具エスカトロイ》。上う手まく使えば、みんなを助けられると思う。姉様が使って」

「待て。この《滅神咒具エスカトロイ》は切り札なのではないか？　お前が使った方がよかろう」

「ボクはいらない。それに、バルドスには《滅神咒具エスカトロイ》が効かないから！」

　シュンは近くにあった騎士剣を拾い上げ、構えながらバルドスめがけて駆かけ出した。

「兄さん！　ムチャです！」

「大だい丈じよう夫ぶ、今のボクなら、なんとかできると思うから！」

　叫び、シュンが地面を蹴けって勢いよく飛び出した。そのまま空中の空気を蹴ってさらに加速、山のように巨大なバルドスめがけてグングン加速していく。

　そして──轟ごう音おん。バルドスの胴体で爆ばく発はつが起こり、その巨体が、わずかによろめいた。

「すごいわ～、シュンちゃん」

「さすがはワタクシの聖なる神、シュ～たんです！」

　リースとアリアが歓かん声せいを上げる。が、その様子を眺ながめていたモニカは渋しぶい顔だ。

「どう見ても相手にダメージがない……こんなことでは、とても倒すことなどできんぞ」

「モニカちゃん、感じ悪～い」

「我たしは事実を言っただけだ」

「それ……わたしの、《滅神咒具エスカトロイ》……」

「ピノ!?　意識が戻ったデス！」

「貸し……て」

　うっすらと眼めをあけたピノが、震ふるえる小さな腕を持ち上げた。モニカがその手に《法廷天秤トリビユナル》を渡してやる。と、モニカはそこで腹部にわずかな痛みを感じた。

「なんだ……いつのまに傷口が？」

　みると、腹部から出血していた。見たところたいしたケガではないが、いつ傷ついたのか、まったく気づかなかった。

「……ありがとう、助かったよ」

　ヒョコッと、ピノが起き上がった。先ほどまで瀕ひん死しだったとは思えないほど元気な様子だった。

「ごめんね、お姉ちゃんたち。ダメージ交こう換かんで、ちょっとだけお姉ちゃんたちの元気をもらったよ」

「ピノちゃん……あなたにはいろいろ言いたいことがあるんだけど～？」

「なんかアリアお姉ちゃん、怖～い」

　アリアたちの腹部にもいつの間にか小さな傷ができていた。反対にピノの傷は明らかに減っている。

「今はわたしより、お兄ちゃんとバルドスをなんとかしないといけないんじゃない？」

「それはそうだが……なにか、お前に考えがあるのか？」

「わたしはもう万ばん策さく尽つきちゃった、てへっ」

　可愛かわいく笑うピノ。そうやっていると年相応にかわいらしいが、今はモニカたちをいらつかせる効果しかなかった。

「そういう作戦とか考えるのって、モニカお姉ちゃんかクロお姉ちゃんの役目じゃない？　早く作戦考えないと、お兄ちゃんが負けちゃうよ、早くなんとかしてよ！」

「こいつ……後で覚えていろよ」

『やい、聞こえるのですか、モニカ！　まだくたばってねーのですね！』

　と、端たん末まつから通信。声の主は、先ほど逃にげたはずのクロロである。

「クロロか、どうした？　まだ逃げてなかったのか？」

『あたくし様は逃げたわけじゃねーのです！　逆転をねらって今まで準備をしていただけなのです！　どーせお前ら全員バルドスと戦って、無様に死にかけてるのですよね？　ならあたくし様の作戦をよく聞くのです！』

　────

　バルドスと激突するシュンだが、やはりマトモにぶつかっても歯が立たなかった。

「普ふ通つうの騎士剣じゃ、武器にならないや」

　剣は、バルドスとぶつかっただけで刃はこぼれしてしまう。すぐダメになったので投げ捨てた。シュンは、自分の体内の〈魔ス元ク素レ〉を練って、それを剣の形に固め、武器として使用することにした。以前もこの〈魔ス元ク素レ〉の剣は使ったことがあるが、体内の〈魔ス元ク素レ〉消費がはげしいという欠点があった。

〔シュナブラン・ノーブ・ハーベスト。やはり最後には貴様が抵てい抗こうするか。だがもう遅おそい。時は満ちた。まもなくバーガントは滅亡する〕

「そんなこと、ボクがさせるもんか！」

〔もはや手て遅おくれだ〕

　バルドスが六本の腕を放射状に広げた。

〔大陸全土に我が力が満ちた。まもなくこの世界は音を立てて崩ほう壊かいする。この世界そのものが滅亡すれば、お前ももはや生き残ることはできまい。我の勝利だ〕

「まだ、勝負はついてないっ！」

　バルドスの巨体にはりつき、その表面を、片かたっ端ぱしから斬きり裂さき、攻こう撃げきしていく。シュンの魂たましいを削けずって生みだした剣は、今度はバルドスの表面にわずかに傷つけた。だがそれだけだ。たいしたダメージではない。

〔諦めろ──『凍てつく時空タイム・フリーズ』！〕

　次の瞬間、シュンの体が地面に叩たたきつけられる。全身がバラバラになりそうな衝しよう撃げき。口から血ち反へ吐どが漏れた。シャルの《滅神咒具エスカトロイ》の権能で時間を止められ、一方的に攻撃された。この攻撃はシュンでは防げない。

〔世界の破は滅めつする瞬間を、その眼で眺めているがいい！〕

　バルドスが腕を振り上げる。その腕が、周囲の空間を摑つかんだ。バルドスがそのまま力を込こめると、音を立てて空間が割れ、その断だん裂れつが大地を蝕むしばみ、バルドスを中心として、文字通り世界の崩壊が始まった。

『やい、シュン、聞こえるのですか！』

　と、シュンの耳元、魔導端たん末まつのイヤホンを挿さした耳に、通信の声が響く。

「クロ？　どこに行っていたの？」

『説明は後なのです！　あたくし様は今、ファムアテルの地下遺い跡せき、その制せい御ぎよ室にいるのです！』

　ガチャガチャ、通信の向こうでは、クロロがなにか機械を操作しているらしい音が響いている。

『遺跡の機能、〈世界門エテルポルト〉を発動させるのです！　これは、遺跡同士を結ぶゲートなのですけど、今設定を変えて、異世界へ続くゲートをその場に強ごう引いんにこじ開けているところなのです！』

『異世界にバルドスを押し込んでしまえ、シュン！』

　モニカの声も、通信機から響ひびく。

『破滅の元げん凶きようであるバルドスを異世界に送ってしまえば、バーガントの崩壊は食い止められるはずだ！』

「わかった、なんとかやってみる！」

『言っておくのですけど、ゲートを開くには大量の〈魔ス元ク素レ〉を消費するのです。チャンスは一度だけなのです！』

　クロロの声──そして次の瞬間、バルドスの足あし下もとの空間に裂け目が生まれた。一いつ瞬しゆんでその裂け目は左右に大きく開き、バルドスの巨きよ体たいを吞のみ込むほどの大きさになった。

〔ぬぅ、〈世界門エテルポルト〉を使ったか!!〕

「ダァァァァァァァァァァァァァァ!!」

　シュンが空中へ飛び出し、バルドスの胴体へ、全力の体当たりをお見み舞まいした。バルドスに比べればシュンの体など虫ケラのように小さい。だが、今のシュンは、体の底からいくらでも力が湧わいてくるような高こう揚よう感かんに支配されていた。シュンの体当たりで、バルドスの巨体が、大地に出現した空間の裂け目の中へと吞み込まれていく。

「やりました！」

「いや、まだだ」

　バルドスは下半身を〈世界門エテルポルト〉の中に吞み込まれてしまった。だがその状態で六本の腕うでを伸のばし、大地をつかみ、上半身が吞み込まれないよう、踏ふみとどまった。

〔この程度で、世界の滅めつ亡ぼうを阻はばむことなどできん！〕

「ルウウウウウウウウウ！」

　そのとき、地上で絶ぜつ叫きようが響いた。たった今まで倒たおれていたはずのルケだ。全身血まみれで満まん身しん創そう痍い状態のルケが今、最後の力を振ふり絞しぼって、バルドスへと肉にく薄はくしていた。

「力比べならアタシの出番だろ！　おい、ティン！」

「ん」

　同じく満身創痍状態のティンも、最後の力を振り絞り、両手の剣を神速で振るった──ティンの剣は、バルドスの腕の一つが握にぎりしめていた大地を斬り裂き、粉々にしてしまった。つかんでいた大地がなくなり、バルドスの巨体がさらに傾かたむく。

「ルウウウウアアアアアアアアアアア!!」

　さらにルケが絶叫しながら、バルドスの別の腕、その手首を満身の力で蹴り飛ばした。ゴキッと、蹴ったルケの足の方で異音が響き、足がねじれてしまう。だがルケ渾こん身しんの一いち撃げきで腕の一本が撥はね上げられ、バルドスの体はさらに〈世界門エテルポルト〉へと沈しずんでいった。

「ありがとう、姉さんたち！」

　バルドスの巨体はすでに胸まで〈世界門エテルポルト〉の中に吞み込まれていた。だが。

〔まだだ、この程度で我を追い出せると思ったか！〕

　バルドスは背中の羽を広げ、〈世界門エテルポルト〉から外へ飛び出そうとしていた。

〔どうせこの世界は滅ほろびる。このようなことをしても、その運命はかわらん！〕

「運命は変えられる！　奇き跡せきだってなんだって起こしてみせる！　それが、ボクの使命なんだっ！」

　シュンは、バルドスの巨体に取りついて、裂け目の奥へと押し込もうとした。だが、さすがにパワーが違ちがいすぎて、押し戻もどされる……

『シュナブラン卿きよう、今すぐそこをどいてください！』

　端末の向こうからの叫さけび声ごえ。この声は、アンジュ。シュンは言われるまま、バルドスの体を蹴ってその場から離はなれた。

　そして次の瞬しゆん間かん──天空から飛来した光の奔ほん流りゆうが、バルドスの頭部を直ちよく撃げきした。

〔ぬぅぅぅぅぅ〕

「熱っ！　あちちちち、なにこれ、熱線？　そうか、バーガント砲ほう！」

　アンジュの命令でバーガント砲を使ったのか。もちろんその攻撃はバルドスにとって水みず鉄でつ砲ぽうほども効果はないが、バランスを崩くずしかけていたバルドスの体をさらに押し込む程度の効果はあった。

　バルドスはうめき声と共に〈世界門エテルポルト〉の裂け目の奥へ吞み込まれていった。

『やったのです！　〈世界門エテルポルト〉を再封ふう印いん！　ゲートを閉じるのです！』

　クロロの叫びとともに、バルドスを吞み込んだ空間が閉じられていく。

「や、やった……やった！　これで世界は救われたんすね！　やったぁぁぁぁぁ、レニエ卿、結けつ婚こんしましょう！」

　大喜びをするブイ。だが傍かたわらのレニエやアンジュは、怪け訝げんな表情だった。

「本当にこれで終わったのですか？　なんだか、話ができすぎているような……」

「こんなことでどうにかできるなら誰だれも苦労はせんのである！」

　と、答えたのはシャルだ。シャルもまた満身創痍状態、自力で動けるのが不思議な状態だというのに、自分の足でモニカたちのもとまでやってきたのだ。シャルはその場に倒れるようにして座り込んだ。

「おい、メル！　重傷者を一名追加だ！　誰か、さっきムリをしていたティンやルケも連れてこい」

「あ、それならわたしがやるね」

　ピノが《法廷天秤トリビユナル》を使用。その力でそこら中で倒れていたルケ、ティン、ヴィオ、シラーを自分の目の前に呼び寄せた。

「当然、バルドスはこんなことでは死なん。結局は、このバーガントが滅びるのがほんの少し、数分か、数秒か、先延ばしになっただけである」

　シャルが苦しそうに呼吸を繰くり返しながら告げる。

「バルドスは十三、いや、今は十二の《滅神咒具エスカトロイ》を支配している。その力で奴やつは、空間も次元も自在に操作可能だ。世界の果て、異世界に奴を転移させたところで、それこそ一瞬でこの世界へ戻ってくるだけである」

「それじゃ、なんの意味もないじゃないか！」

「意味ならあるよ」

　上空でシュンが叫ぶ。シュンは空中を飛び、バルドスが吞み込まれ、今にも消えようとしている〈世界門エテルポルト〉、そこに自分の身を潜くぐらせた。

「兄さん、何をする気ですか！」

「バルドスと決着をつけてくる！　そしてバルドスを倒して、リュリシアさんを助けたら、ここに帰ってくる！　だからみんな、待っていて！」

「待ってください、兄さん、いくらなんでもそれはムチャです！」

「そのムチャをやるのがボクの生まれてきた意味なんだ！　大だい丈じよう夫ぶ、ボクは絶対帰ってくる！　だって、家族みんながいる場所こそ、ボクの帰る場所なんだから！」

〈世界門エテルポルト〉が消しよう滅めつし、バルドスとシュンの二人はこの世から完全に消えた。

　世界の破滅の原因だったバルドスが消えた途と端たん、地じ震しんや竜たつ巻まき、落らく雷らいなどの天変地異は収まりはじめた。

　────

〔なんだここは……世界がない……虚きよ無むに、満ちている〕

　バルドスがつぶやく。〈世界門エテルポルト〉を越こえてバルドスが連れてこられた場所、そこは文字通り、なにも存在しない世界だった。

「終しゆう焉えん世界だよ。お前が滅ぼした世界が流れ着く先、世界の墓場みたいな場所だよ。ボクも、ついさっきここから帰ってきたばかりだから、そのときのゲートが生きていて、〈世界門エテルポルト〉がうまくつながったみたい。この世界はもう、時間も空間も死し滅めつした世界──《滅神咒具エスカトロイ》でそれらを操あやつろうとしても、存在しないものを操ることはお前でもできないはずだ！」

〔確かに。なにも無くては我もなにもできん……が、それがどうしたというのだ！〕

　バルドスは終焉世界の中、翼つばさと三対ついの腕を広げた。

〔我はバルドス。滅亡の化け身しん。今や万物を支配する権能をもつ存在。このような世界の墓場などすぐ抜ぬけだし、今度こそバーガントを破滅へと導いてやろう〕

「違う──ここは、お前の墓場だ、バルドス！」

　シュンは、自らの〈魔ス元ク素レ〉で生み出した剣けんを構え、バルドスと対たい峙じした。

「バーガントは、正直、お前の力で滅亡寸前だった──あそこでボクとお前が本気でぶつかり合えば、それこそ世界の滅亡を早めただけだ。けどここなら、ボクも全力全開でお前をぶっとばすことができる」

〔手加減していただと？　お前が？　つまらぬ冗じよう談だんだ〕

「冗談なんかじゃないっ！」

　叫び、シュンの体が加速した。そして次の瞬間、シュンの剣が終焉世界の中で閃ひらめき、バルドスの手首が一つ、切断された。

〔ほぅ……なるほど、確かに冗談ではなさそうだ。あらゆる物理法則を支配する今の我に傷を負わせるとは、いや、この終焉世界ではその法則も通用しないということか。だが、我にダメージはないぞ〕

　バルドスの腕の傷口から切断されたはずの手首が再生されていく。

〔とはいえ、お前が厄やつ介かいな存在であるのも事実。お前を全力で叩たたきつぶすとしよう〕

　つぶやき、バルドスの巨体が収縮を開始した──シュンと対峙するバルドス。その体格はシュンよりも一回り大きいくらいにまで縮んでしまった。全身を禍まが々まがしい鎧よろいが覆おおい隠かくしている。そして三対、六本の腕にそれぞれ剣を構えた姿となっていた。

「小さくなった？　どうして？」

〔我に抗あらがうお前自身に敬意を表したまでだ。それに、あれだけ大きさに差があっては、逆に我も戦いにくい〕

「小さくなって、だいぶ弱くなったんじゃない？」

〔愚おろかな。体格など無意味。我の〈魔ス元ク素レ〉やパワーは、巨体であったときと全く変わらん。むしろ小さくなった分、スピードも技わざも格段に上がっているぞ〕

「まぁ、なんだっていいよ。どうせ、お前はここで倒されるんだから！」

〔その自信、いつまでもつかな〕

　そして、終焉世界、世界の墓場の中で、シュンとバルドス、最後の激げき突とつがはじまった。







　バーガント大陸、エシュヌ教国聖地近きん郊こう。バルドスとシュンが〈世界門エテルポルト〉に吞み込まれて消え去った場所。そこにはソフィーたち一行が残っていた。負傷したシャルたちの看病をメルたちが賢けん明めいに行っていた。

「ピノ、お前の《滅神咒具エスカトロイ》で、こいつら全員回復できんのか？」

「だからぁ、わたしの《滅神咒具エスカトロイ》はダメージを交こう換かんするだけなの。誰かダメージを肩かた代がわりする人がいないと意味がないの」

「それならわたしにまかせてください」

　と、ピノに告げたのはアンジュである。

「この通り、なにもできなかったわたしは無傷。体力も残っています。皆さんの傷を治せるのなら、わたしを使ってください」

「うん、ムリ」

「なぜですか！」

「だってあなた、人間でしょ？　それじゃムリだよ」

　ピノは幼いながらも大人びた態度でアンジュに向き直った。

「知ってると思うけど、あたしたちには魔族の血が流れていて、はっきり言って人間の何倍も強いの。そんなお姉ちゃんたちが今瀕ひん死しになっているの。そのダメージを人間のあなたが肩代わりなんてしたら、その瞬間に即そく死しだよ。特に体力バカのルケお姉ちゃんが死にかけるような傷なんて、あたしたちでも即死クラスだよ。だからムリなの」

「そんな……わたしには、結局何もできずに見ていることしかできないのですか」

　悲痛な口調で嘆なげくアンジュ。隣となりにいるレニエやブイたちも、忸じく怩じたる思いでアンジュと同じ様子だった。

「まぁ、ダメージの一部を《滅神咒具エスカトロイ》で他人に分散させれば少しはお姉ちゃんたちも楽になるかな……あんまたいした効果はないけど」

「クソ、使えるようで肝かん心じんな時に使えない《滅神咒具エスカトロイ》だな」

「わたしのせいじゃないんだから、モニカお姉ちゃんわたしを恨うらめしそうに見ないでよ」

「別にそんな眼めはしてない。被ひ害がい妄もう想そうが激しいのは相変わらずだな、ピノ」

「も～、お姉ちゃんひねくれすぎ～。だからお姉ちゃんって嫌きらい、大ッ嫌い」

　ピノが子供っぽい声と口調ですねている。と、そんな一同のもとへ、息を切らせながら駆かけ寄ってくる者がいた。

「はぁはぁ……お、おまえら、待たせたのですね！　救世主の到とう着ちやくなのです！」

　やってきたのは姉妹きようだいで唯ゆい一いつこの場にいなかったクロロである。

「あ、あたくし様の天才的頭脳で、バルドスを倒たおす秘策を思いついたのです！　全員聞きやがれ、なのです！」

「……おい、クロロ、うるさいぞ」

「あ、あれ……なんでみんな、そんな怖こわい顔してあたくし様を睨にらむのですが……もしかして、あたくし様が逃にげたことを怒おこってるのですか？　違ちがうのです！　あたくし様は作戦を考えただけで、逃げたわけじゃないのです！　だからこうやって戻もどってきたのです！」

「シュンの奴がバルドスと一いつ緒しよに消えちまったんだよっ！」

　ダンッ、ルケがやるせない気持ちをぶつけるように地面を殴なぐった。それだけで周囲の地面が地震のように震しん動どうした。

「ルーの姉上！　腕うでの骨が折れてるのになにをやっているデスか！」

「アタシは今機き嫌げん悪いんだ！　ゴチャゴチャうるせぇとぶっ殺すぞ！」

「ひぃぃぃぃ、あたくし様は静かにしてるのです、だから殺さないでほしいのです！」

　ルケが子供の頃ころから苦手なクロロはその剣けん幕まくに泣きながら頭を抱かかえてうずくまった。そんな妹の情けない姿を見て、モニカが嘆たん息そくする。

「クロロ。偉えらそうなことを言っているが、〈世界門エテルポルト〉とやらを使ったって、バーガントが救われた訳でないのはお前もわかっているはずだ。バルドスならどんな異世界へ飛ばされても、すぐに戻ってこれるはずだ」

「わ、わかってるのです、そんなこと！　〈世界門エテルポルト〉を使ってバルドスを飛ばしたのは、時間を稼かせぐためなのです！　今のうちにバルドスをぶっ飛ばす準備をするのです！」

「兄さん、兄さん、聞こえますか、兄さん！」

　ソフィーは、重傷の身であるにもかかわらず、健気けなげに魔導端たん末まつでシュンを呼びかけ続けていた。だが残念ながら、反応はない。

「無む駄だだ、ソフィー。シュンは異世界にいる。そんな場所では〈魔ス元ク素レ〉も届かん」

「いえ、先ほどから雑音が聞こえてきました。この音は、間ま違ちがいなく兄さんの息づかいです」

「マジなのですか、ソフィー！　その端末、よこせなのです！」

　と、クロロが端末をうばいとるようにひったくり、なにか操作を始める。

「むむ……これは……おい、メルにモニカ！　魔導モニタ、持ってないのですか！」

「そっちの車の中に旧式が一台積んであったデス」

「よし、それを貸すのです！」

　クロロが小さなモニタを抱えてきて、魔導端末とケーブルをつなぐ──すると、ノイズ混じりの映像が画面に映し出された。

　それはシュンの姿だった。シュンが、体の小さくなったバルドスと戦いを繰り広げている光景である。

「シュンの持っている端末との回線が生きていたから、〈魔ス元ク素レ〉を中ちゆう継けいさせて、シュンの周囲の光景を映像に出力しているのです！」

「兄さん！　無事だったのですね」

「シュンの奴やつ、バルドスと戦っているのか！」

「どくのである！　我わが輩はいにも見せい！」

　全員がそのモニタの前に押し寄せてきたので、一番前にいたクロロは押し寄せる姉たちに押しつぶされた。

「むぎゅ～、苦しい……お前ら全員どきやがれ！　なのです」

「シュン！」「シュンだ！」「戦ってるデス」「バルドス、小さくなってない～？」「小さいけど、たぶんパワーは一緒」「ちょー苦戦してるじゃん」「シュ～たんボロボロですね」「いや、むしろ善戦している方である。我が輩たちではバルドスに結局傷一つつけられなかったのであるからな」「おい、クロロ！」

　モニカがつぶれかけていたクロロを引きずり出し、その襟えり首くびを摑つかんだ。

「お前、奴を倒す作戦を考えたとか言っていたな！　本当にそんなものを考えたのか！」

「当然なのです！　あたくし様はお前らがムダな戦いをしている間も、自分の仕事はしていたのです！」

　クロロは答えながら、持っていた何枚かの紙を取り出した。その紙には、見たこともない文字が書いてあった。

「あたくし様は聖地の地下遺い跡せきの〈世界門エテルポルト〉を使って、一度ジュヴレーヌの地下遺跡に行っていたのです。本来〈世界門エテルポルト〉は遺跡同士をつなぐゲートなのですから、移動は簡単にできたのです。ジュヴレーヌの地下遺跡は聖地のものより完全な形で残っていたから、その壁かべに書かれていた文字を解読してきたのです！」

　クロロは壁の文字を写真に収めてきたということらしい。

「ここにはバルドスの正体とか、いろいろな情報が書いてあったのです。そもそもバルドスは……」

「そんなことはいい！　要点をまとめろ！」

「つ、つまり、エシュヌの地下遺跡に『ファムアテルの果実』が隠されていたように、ジュヴレーヌの地下遺跡にも、バルドスへの切り札が隠されてあったのです！　それこそが〈バルドスの天てん涯がい〉と呼ばれる武器。その武器は数千年前、ジュヴレーヌの神官が見つけて、その力でジュヴレーヌ王国を建国し、〈バルドスの天涯〉は〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉と呼ばれ、ジュヴレーヌの国宝となったのです」

「その武器、確かエフィとかいう女が使っていなかったか？」

「ティンがエフィを殺した時、その場に落ちたはずである」

「今すぐそれを持ってくるのです！　あの剣こそが最大の武器なのです！」

　クロロが叫さけぶ。その剣幕に押されるように、全員が周囲を見回し、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を探した。

「しかし、〈バルドスの天涯〉はバルドスの力の源、という話だったはずである。なぜそれが武器になるのであるか？」

「《滅神咒具エスカトロイ》は、もともと神が生み出した兵器だったのです！　地下遺跡にそのいきさつが全部書いてあったのです！　神は《滅神咒具エスカトロイ》を生み出す前に、《滅神咒具エスカトロイ》を生み出すための道具を作ったのです。その道具が〈バルドスの天涯〉！　〈バルドスの天涯〉の力によって全すべての《滅神咒具エスカトロイ》はこの世に生み出されたのです！　バルドスは《滅神咒具エスカトロイ》の魂たましいなのですから、〈バルドスの天涯〉がバルドスの源なのです！」

「ありました！　あそこです！」

　ソフィーが指さした先には、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉が地面に突つき刺ささった状態で放置されていた。姉妹きようだいたちがそこへ駆け寄る。

「で、この剣がなんだっていうんだ？」

「〈バルドスの天涯〉によって《滅神咒具エスカトロイ》は生み出されたのです。それは同時に、〈バルドスの天涯〉だけが、この世で唯一《滅神咒具エスカトロイ》を破は壊かいすることができる手段なのです！　〈バルドスの天涯〉で《滅神咒具エスカトロイ》を破壊する、それが唯一のバルドスを倒す手段なのです！」

「わかりやすくていい。この剣であのバルドスをぶっ飛ばすだけなんだろ？」

「待て、ルー、触さわるな！」バジンッ「ウオッ！」

　ルケが剣の柄つかに触ろうとした瞬しゆん間かん、その手から青い火花が飛び散って弾はじかれてしまった。

「なんだ、こりゃ、触れねぇぞ！」

「我が輩も、以前触ふれただけで手の肉を焼かれたのである。明らかにこやつは我が輩たちを拒きよ絶ぜつしておる」

「クロ、どうなってるのさ！」

「えぇっと……そこまではまだ解読できてねーのです」

　クロロが青白い顔で遺跡の写真を見返した。

「えぇっと……うぅ……そんなことどこにも書いてねーのです……」

「……この子、怒ってる」

　静かに呟つぶやいたのはティンである。

「なんか、自分に触るなって言って、ちょー怒ってる」

「そんなの見ればわかるのです！」

「いや、待て……ティン。汝なんじ、まさかこの剣のしゃべっている声が聞こえるのであるか？」

「ん」

　うなずくティン。

「姉ねえたちは聞こえないの？」

「普ふ通つうは聞こえないと思うのですが……」

「ティン、剣しか取り柄えないから、剣の言うこともなんとなくわかるようになった」

「とにかくティン、通訳するのである！」

「ん……この子、神様のことが大だい嫌きらいだって。だから神様を殺す《滅神咒具エスカトロイ》を生み出したって言ってる」

「それでなぜ我が輩たちを拒絶する！」

「ティンたちが神様と気配似ているから、嫌いだって」

「なんでなのですか！　あたくし様たちは神様なんかと関係ねーのです！　あとちょっとだったのに、こんなところに落とし穴があるなんて計算外だったのです！」

「……あの、いいですか？」

「え？」

「せーの、よっ……抜ぬけました」

　と、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を引き抜いたのは、誰だれであろう、これまで成りゆきを眺ながめていたアンジュである。

「な、なんでお前、平気なのですか！」

「いえ、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉は知っての通り、ジュヴレーヌ王国の国宝です。以前はリリィ様ご本人も使ってましたし、わたしが触っても問題ないようです」

「ん……この子、別に人間は嫌きらいじゃないって」

　ティンが通訳してくれる。クロロが頭を抱えた。

「くっそめんどくさい奴なのですぅぅぅぅ!!」

「正直話についていけているかわかりませんが、わたしも少しは役に立てたということでしょうか？」

　アンジュの肩かたをソフィーが叩たたいた。

「それどころか大手柄です。あなたのおかげで希望が見えました」

「希望なんて全然見えねーのです！　ティンがその剣でバルドスをぶった斬ぎれば勝ちだと思っていたのに、使えないんじゃ意味ねーのです！」

「つまり、この剣はあなたがたではダメで、人間にしか使えないと……ならば、わたしが戦います」

　と、アンジュが自分を指す。すかさずレニエが出た。

「いえ、ぼくがやりましょう。アンジュ卿きようよりぼくのほうが年上ですし、言ってはなんですが、剣の腕うでもぼくのほうが上でしょう」

「レニエ卿に戦わせるくらいならオレが……」

「論外ですからブイ卿は黙だまっててください」

「あ、はい……」

「お前ら全員同レベルなのです！」

　クロロが、ペッと地面に唾つばを吐はいた。

「根本的に人間の騎き士しじゃ話にならねーのです。人間が扱あつかえる〈魔ス元ク素レ〉の限界量を考えたら、お前らじゃ〈バルドスの天涯〉の力を一割も引き出すことはできねーのです！」

「あなたのいうことはもっともですが、少しは口を慎つつしみなさい、クロロ」

「いたた、ソフィー、つねるな、なのです！」

「ね～、お姉ちゃんたち～」

　と、姉たちの会話に一人参加していなかったピノが声を張り上げる。ピノは魔導モニタの前に陣じん取どって、その映像を食い入るように見つめていた。

「遊んでる余よ裕ゆうなんてないよ。お兄ちゃん、かなりピンチで負けちゃいそう」




　──終しゆう焉えん世界で、シュンとバルドスの激げき闘とうは続いていた。

「ハァァァァァァッ！」

　シュンが裂れつ帛ぱくの気合いと共に剣をバルドスめがけて叩きつけた。だがその攻こう撃げきをバルドスは難なく片手で受け止める。

　同時にバルドスの五本の腕が動き、シュンを四方八方から斬り刻もうとする。シュンは慌あわてて後退しながら相手の攻撃を剣で受け流していく。だが受け流そうにも、相手の剣に触れただけでシュンの体はバラバラになりそうだった。とんでもないパワー。シュンなど比べものにならない剛ごう力りき。シュンは防ぼう御ぎよもままならず、はじきとばされる。致ち命めい傷しようこそさけてはいるが、このままでは体力が削けずられてジリ貧ひんだ。

「なに、こいつ……強い」

　シュンが思わずうめく──相手は腕が六本の異形である。そんな相手と戦うのはシュンも初めての経験ではあるが、それでもこれまで戦ってきた強敵たちと比べれば、剣けん技ぎはたいしたことはないだろうとたかをくくっていた。

　だがバルドスの技術はみごとだった。腕が単純に多いだけでなく、全ての剣を同時に操あやつり、シュンの攻撃を巧たくみに無力化しながらシュンを確実に切り刻もうとしてきている。このまま勝負が長引けば、シュンが負けるのは明らかだった。

〔我の剣技の巧みさに驚おどろいているな？〕

「まさか！　ハエが止まりそうな技わざだね！」

〔声に余裕がないぞ、シュナブラン！〕

　バルドスの腕が伸のび、背後からシュンを斬りつけてきた。とっさにその攻撃を弾くが、その正反対の方向から別の腕がシュンを攻撃する！　バルドスの腕は伸しん縮しゆく自在なのだ！

〔シュナブラン。確かにお前は強い。それは認めよう。あのファムアテルの姉妹しまいでさえ、我には傷一つつけられなかった。お前はいまや、バーガント最強の騎士を名乗っていいだろう──だがそのお前であっても、破は滅めつの運命は変えられん〕

「違ちがう！」

〔否定しても無む駄だだ。お前もまもなく滅めつ亡ぼうする。これは確定事じ項こうだ〕

「そうじゃない──ボクは、最強の騎士なんかじゃない！」

〔謙けん遜そんというやつか。人間のそういう感覚は正直理解に苦しむ〕

「謙遜でもない！　ボクは、誰よりも弱い人間だ！　ボクの周囲にいる人なら誰でも知っているし、自分自身でもわかっている！　ボクは人間、それも最弱の人間だ！」

〔わけのわからぬことを……虫ケラのごとき人間が、我を相手にここまであらがうことなどできるものか！〕

「できるんだよ！　それが人間だ！　それがボクらだ！　どんなに弱く、どんなにチッポケな存在だって、ボクらには明日あしたを生きる権利がある！　その権利を勝ち取るためなら、どんな相手にでも、なんどだって挑いどみ続ける！　それが人間というものだよ、そんなこともわからないのか、バルドス！」

〔力なき者には権利を主張する自由すらない〕

「そんな世界は認めない！　だからボクらは戦い続ける、ボクらは進化し続ける、ボクらは生き続ける！　それがボクら人間なんだ！」

〔ならばこれでどうだ〕

　バルドスが六本の腕を振ふってシュンの体を弾いた。同時にその全身に無数の眼球が浮うかび上がる。ぎらつく視線を四方八方に投げかけるバルドス。その姿はどこまでも醜しゆう悪あくで、奇きっ怪かいだった。

　次の瞬間、バルドスの全身の眼球が光り、周囲をうめつくすほどの光撃ビームを放つ。シュンの全身を、数え切れないほどの光撃ビームが貫かん通つうしていく。ガフッ、息がつまる。ノドの奥から血液がこみ上げてきて吐き出すシュン。これはマズイ、かなり効いた。

〔諦あきらめろ。この世界においても、我の優位は変わらぬ〕

　バルドスの猛もう攻こうは続き、シュンの劣れつ勢せいは決定的になりつつあった。




「うぅ、やべぇのです、どんどん計算が狂くるってくるのです！」

　クロロが頭を抱かかえてうんうんうなっている。

「〈バルドスの天てん涯がい〉を何とかして送り届けないと……もう一度〈世界門エテルポルト〉を使うしかねーのです。けれどそうしたらバルドスはバーガントに戻もどろうとするだろうし、バーガントは今度こそあっという間に滅ほろぼされてしまうのです。危険なのです。やはりシュンたちが戦っているあの世界でバルドスを倒たおさないと……でも、どうやってあそこまでこれを届ければいいのですか!!」

「クロお姉ちゃん、難しく考えすぎだよ。その剣けんを送り届ければいいんでしょ？」

　ピノが自分の持っていた《法廷天秤トリビユナル》を掲かかげた。

「わたしの《滅神咒具エスカトロイ》で届ければいいじゃない」

「なんでお前、まだ《滅神咒具エスカトロイ》持っていやがるのですか!?」

「そういえば、そのとき、クロロはいなかったのでしたね」

「お前ら知ってたなら早く言え、なのです！」

「話はもういいでしょ。お兄ちゃん本気でヤバそうだから、急いで送るよ」

　とことこ、ピノが〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を持つアンジュに近寄り、《法廷天秤トリビユナル》を構えた。

「『いんがぎゃくてん』──お兄ちゃんの武器と、この剣の位置を入れ替かえて！」

《法廷天秤トリビユナル》が輝かがやき、その力が発動した。




　終焉世界のシュン──手に握にぎっていた〈魔ス元ク素レ〉の剣が消えた。そのかわり、シュンの手の中に〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉が出現した。いきなりのできごとにシュンは面めん食くらったが、それ以上にバルドスも動どう揺ようしていた。

〔ぬぅ、なぜ貴様が〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を!?〕

「よくわからないけど……そっか、もしかしたら、ソフィーたちが送ってくれたのかも？　これで戦えってことだね！」

〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉はシュンの腕の中でブルリと震ふるえた。それは、戦いの興奮で身を震わせているかのようである。黄金と群ぐん青じよう、二色に塗ぬり分けられた伝説の剣から放たれる凄すさまじいエネルギーの波動が、終焉世界の中を照らし出した。

〔バカな。なぜ貴様が〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を、〈バルドスの天涯〉を使える！　その力を引き出せる！　それを使いこなせるものは、バルドスの眷けん属ぞくのみだぞ！〕

「そんなの知らないけど、理由なんてどうでもいい！　使えるものはなんだって使う！」

　シュンが〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を手に、バルドスめがけて再度突とつ撃げき。バルドスもまた、六本の腕を使った六刀流でシュンをむかえ撃うった。

　バルドスのすさまじい連続攻撃。シュンの体が弾はじかれ、斬撃がシュンの肉と骨を絶つ。だが、シュンもやられてばかりではない！　体でバルドスの攻撃を受け止める代だい償しように、バルドスの腕、そのうちの一本を斬り落とした！

　斬り落とされたその腕は青い炎ほのおに包まれ、そのまま消しよう滅めつした。先ほどと違って、バルドスの腕が再生する気配はない。

〔ぬぅぅ、やはりこうなるか、〈バルドスの天涯〉は、唯ゆい一いつ我の体を滅ぼしうる存在……認めよう、シュナブラン。神を滅ぼし、神をも超こえた存在である我を、お前は滅ぼすことができる力を持っている。お前は、我の『敵』だ〕
















「急に、どうしたの？」

〔わからぬか？　お前は我の『敵』なのだ。これがどんな意味を持つか、お前ならばわかるだろう〕

「それって。まさか……」

　バルドスの頭部は禍まが々まがしい兜かぶとによって覆おおわれている。その兜が黄金の輝きを発しはじめた。その光は、シュンも見覚えがあった。否いな、シュンは誰よりもその力を知っていた。

「《凱旋門兜ドウリオンフ》……」

〔そう。勝利の権能を持つ《滅神咒具エスカトロイ》、お前が長年愛用していた力だ。我はお前を『敵』と定めた。《凱旋門兜ドウリオンフ》は『敵』に必ず勝利する力。絶対勝利の力により、我の勝利は今、確定的となった。お前の負けだ〕

「それでもボクは、お前を倒す！」




　バルドスと激しい戦せん闘とうを繰くり広げるシュンの様子を、姉妹きようだいたちは固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

「えぇい、いつまで手間取っているんだ、シュン！　さっさとそいつにトドメをさせ！」

「いえ、急にバルドスの動きが鋭するどくなりました……兄さんの攻撃が当たりません」

「バルドスの奴、《滅神咒具エスカトロイ》の力をフルで使ってやがるのです！　シュンの武器は〈バルドスの天涯〉だけ！　これじゃ、勝ち目はねーのです！」

「クロロ、お前がこれなら勝てると言ったんじゃないのか！」

「か、勝てるとは言ってないのです！　バルドスを倒す、ことができるかもしれない作戦をちょっとだけ、思いついただけなのです」

「なぜこういうときだけ弱気になっている！」

「五う月る蠅さいのである！　すこしは黙って見ていられんのか！」

　シャルがモニタの前にどっかりと座ったままつぶやく。

「もはやここからさらにあがくのは見苦しいのである！　なれば、我わが輩はいはこの戦いを見守ることにした。シュンが勝とうと負けようと、その結果を運命として我は受け入れる。汝なんじ等らも覚かく悟ごを決めい！　それとも汝等、このままシュンが負けると、本気で思っているのであるか！」

　シャルの言葉には不思議な説得力と威い厳げんがある。姉妹たちは互たがいの顔を見合わせた後大人しくなり、シャルと同様、その場に座って成り行きを見守ることにした。

　ただ──シャルの隣となりに座ったクロロが、おずおずと尋たずねた。

「シャル姉……お前は、シュンが勝つと本気で思っているのですか？」

　シャルが胸をはって答える。

「無論である、我が輩の命をかけてもいい！　人生最大の博ばく打ちである！」

「……シュンが負けたらイコールあたくし様たち全員バーガントごと滅亡なのですから、命をかけたって別にシャル姉に損はねーのです」

　モニカが、ふむ、とうなずく。

「そうだな、この際だ。シュンが負けたら、シャルドネには全ぜん裸らでバレエを踊おどりながらバルドスに特とつ攻こうして死んでもらうことにしよう。長女様がそうやって壮そう絶ぜつな散り様を我たしたち妹に見せつけてくれれば、我たしたちもその後の死など怖こわくも何ともなくなるからな、バカバカしすぎて」

「モニカ──汝はまことの鬼き畜ちくか!?」

「なんだ、シャルドネ。シュンが勝つと信じているのだろう？　ならこれくらいの賭かけにのってもいいだろう？　それとも長女様はあんな啖たん呵かを切っておいてその程度の覚悟も決められないというのか？」

「言うたな、モニカ。よかろう。我が輩は姉妹の長姉、逃にげも隠かくれもせん！　その賭けにのったのである！」

「え？　マジで、シャル姉ねぇが裸はだかでバレエなんて踊るの!?」

　と、一番喜んだのはなぜかヴィオだった。

「シャル姉ぇへの積年の恨うらみがまとめてはらせるじゃん！　そーゆーことなら、シュン兄にぃ負けてもいいよ……」

「「「「「「「「「「姉（妹）蹴撃シスター・キツク」」」」」」」」」」

　ヴィオは姉妹全員から足あし蹴げにされて、一いつ瞬しゆんでボコボコになった。

「冗じよう談だんなのにぃ……」

「言っていい冗談と悪い冗談があるぞ、ヴィオ！」

　どこまでもマイペースな姉妹たちの様子を眺ながめ、レニエは嘆たん息そくした。

「この人たちは……これは、余よ裕ゆうがあるということですかね？　正直さっきから現げん実じつ離ばなれしたことが起きすぎて、ぼくもなにが現実なのかわからなくなってきましたよ」

「全すべて現実ですよ、レニエ卿きよう。そしてこの人たちは、心底シュナブラン卿の勝利を信じているのです。だからこれだけの余裕があるんですよ」

　アンジュがレニエに告げる。

「だからわたしも信じます。シュナブランさんが、リリィ様とともに、このバーガントへ戻ってきてくれることを……」

「シュン、マジで勝ってくれよ、オレとレニエ卿の結けつ婚こんがかかってるんだから、マジでたのむ。オレ、お前のいうことなんでもきいてやるから、だから勝ってくれ」

　真しん摯しなアンジュと対照的に、ブイは個人の欲よく望ぼうむき出しでシュンの勝利を願っていた。レニエは、人それぞれだな、と嘆息することしかできなかった。




〔《凱旋門兜ドウリオンフ》よ！　シュナブランを抹まつ消しようするのだ！　あらゆる可能性の分ぶん岐きする並行世界、無限の輪りん廻ね、そしてこの終しゆう焉えん世界、全ての場所からシュナブランという存在そのものを消しよう却きやくしてみせろ！〕

　バルドスの咆ほう哮こうが、終焉世界の中に響ひびき渡わたった。バルドスの広げる五本の腕うで、その腕に光が宿る。その五色の光は、とてつもなく膨ぼう大だいな〈魔ス元ク素レ〉が圧縮された姿だった。

〔みよ、シュナブラン。この力は宇宙開闢ビツグ・ヴアンをも超えるエネルギーだ。これらを並行励れい起きさせ、お前をこの世界から完全に消滅させてやる！〕

　バルドスの腕の中でエネルギーが渦うず巻まきながら収束されていく。確かに凄まじい力だということはシュンにもわかった。直ちよく撃げきすれば、いや、かすめただけでもシュンなど灰すら残さず消え去ってしまいそうだ。

〔さぁ、今度こそ終わりだ。我が全身全ぜん霊れいをもって、お前を世界から抹消する!!〕

　バルドスの全身から凄まじい力の波動が解き放たれた。終焉世界が一瞬光で満たされる。圧あつ倒とう的てきなパワーとスピード。しかも全周囲への同時攻こう撃げき。シュンの逃げ場はどこにもなかった。手の〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を強く握り締しめたまま、シュンの全身はバルドスの攻撃に吞み込まれた。

「────っ────」

　シュンは絶ぜつ叫きようした。いや、それはもはや声にならない絶叫だった。

　その攻撃を食らった瞬しゆん間かん、シュンの肉体は文字通り限界をむかえていた。まさにバルドスの力は桁けた外はずれである。シュンの肉体では、その攻撃に耐たえることすらできなかった。

　肉が裂さけ、骨が折れ、全身が粉ふん砕さいされ、焼き尽つくされ、灰も残さず消失されていく──その瞬間、勝敗は決した。シュンの持っていた〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉もまた、バルドスの圧倒的な力にさらされ、刀身に亀き裂れつが走った。

（こんなところで、負けるわけにはいかない！）

　シュンは叫さけんだ。だがもはやその声は音にすらなっていなかった。シュンの肉体は消滅し、終焉世界には勝者であるバルドスだけが残ったのだ。

〔完全に消えたか。だが我は決して油断せぬ。奴やつが灰も残さず消失したとしても安心できん！　この終焉世界もろとも全てを完全消滅させてくれる！　虚きよ無むすらも我が滅めつ亡ぼうの力によって消し去ってくれるわ！〕

　不思議だ──シュンは、思った。

　シュンの肉体は消滅した。

　シュンの力は結局バルドスを倒たおすことができなかった。

　今のシュンにはなにも残っていない。

　なのになぜだろう──シュンの意識はここに残り、シュンの中からいまだにわき上がる力がある！

（……兄さん!?）

（ソフィー!!）

　ソフィーの声が聞こえた気がした。いや、ソフィーだけではない。今までシュンが関かかわってきたあらゆる人、そしてシュンの大切な家族──みんなの声が確かに聞こえた。

（そう……この気持ち、これこそが、本当の愛なのかもしれない）

　シュンの肉体は消滅した。シュンにはもうなにも残っていない。

　だがここは終焉世界なのだ。

　バルドスによって滅ほろぼされ、消滅した世界の残ざん滓しが流れ着く世界。

　シュンは自分自身が消滅することで、終焉世界そのものと一体化した。

　そして自分の中に流れ込んでくる感情。

　世界にも自分にも、ここにはなにもない。

　それはなんと悲しいことだろう。

　シュンは、自分がずっと孤こ独どくを味わっていたからこそ、孤独のつらさを誰だれよりも理解していた。

　こんな世界があってはならない。

　永遠の孤独が続く世界なんて、認めることはできない。

　世界のどこかに孤独に苦しむ人がいたならば、

　シュンは、その孤独を愛で満たしてあげたいと思った。

　その瞬間、世界で奇き跡せきが起こった。

　消失したシュンの肉体が再構成された。

　シュンの全身を金色の輝かがやきが包み込んでいる。

　それはシュンの内側からわき上がる無限の力だった。

〔ぬぅぅ、どういうことだ。お前は今、確かに我の力によって世界から完全消しよう滅めつしたのだぞ！　なのになぜ再生できる！　なぜまだ存在している！〕

「約束したんだよ──ボクは、家族のところに帰って、そして家族みんなと平和に暮らすって約束したんだ！　その約束を果たすまで、ボクは死ぬことはできないんだっ！」

　シュンが手を振ふる。その手の中に〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉が飛来した。刀身はすでにひび割れているが、まだ武器として使うことはできる。

　シュンは、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を構え、バルドスめがけ、渾こん身しんの突とつ進しんを繰り出した。

〔そうか、ようやくわかったぞ、シュナブラン！　なぜお前がこの終焉世界でも自由に行動できるのか、なぜお前が〈バルドスの天てん涯がい〉を使うことができるのか──お前は、虚無より生まれた存在なのか!?〕

　バルドスの絶叫が終焉世界に響く。

〔そうだ、お前の正体は虚無だ！　虚無そのものから生まれ出た存在だ！　虚無が人の形となり、人の魂たましいを得て受肉したのか！〕

「違ちがう、ボクはそんな訳のわからない存在なんかじゃない！」

　シュンは叫んだ。

「ボクが何者か、その答えは決まっている！




　ボクは〈天聖騎士エヴアンジル〉と〈魔王コシユマル〉の息子むすこで、シャル姉とリース姉さんとアリア姉さんとモニカ姉様とルー姉さんの弟で、ソフィーとヴィオとシラーとティンとクロロとメルとピノのお兄ちゃん、特別でもなんでもない、ただそれだけの存在なんだっ！」




〔それだけの存在に、我がここまで追い詰つめられるはずがなかろうっ！〕

　シュンの〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉と、バルドスの五本の腕がもつ剣。それらが正面から激げき突とつした。衝しよう突とつの衝しよう撃げき波はが互いの肉体をはげしく揺ゆさぶる。それだけで全身が粉砕されそうだ。だがシュンは歯を食いしばり、雄叫おたけびと共に〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉をバルドスめがけて押し込んでいく。バルドスもまた、残る五本の剣で〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を受け止め、シュンを押し戻もどそうとする。

〔よくぞここまで我を追い詰めた──だがここまでだ！　お前の肉体も、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉も、もはやどちらも限界だ！　十二の《滅神咒具エスカトロイ》を並行励起させた今の我に限界はない！　お前の負けだ！〕

　シュンは、その言葉に応こたえる余裕がなかった。

　全身の力で押し込んでいるのに、バルドスの五本の腕が、シュンの体を押し返してくる。

　パワー負けしている。

　せっかく奇跡が起こったのに、それでもまだ、シュンの力はバルドスに及およばなかった……シュンは、思わず叫んだ。

「ボクは負けない……なぜならボクは、一人じゃないからだっ!!」




「あぁ、負けちゃう、負けちゃうのです！　シュン、もっと気合いを入れるのです！」

「そうであるぞ、シュン！　汝なんじ、我わが輩はいが裸バレリーナになってもいいのか！　なんとかするのである！　我が輩の弟であろう！」

　バーガント大陸でシュンの決戦を見守る家族たちも、白熱していた。特にシャルはモニタにつかみかかりかねない勢いで応おう援えんしている。

「シュンの体力が限界だ。押し負けている──あと一歩で勝てそうだったというのに、ここまでか……」

「モニカ、汝なにを勝手に諦あきらめておる！　汝も応援せんか！」

「シャルドネ。お前、どんな運命も受け入れると言っていただろう」

「裸バレリーナの運命などクソ食らえである！」

　このシャルという姉、万が一にもシュンが負けた場合、本気で裸でバルドスに特とつ攻こうする気だ。ある意味大物だった。

「ちっくしょぉぉ、パワー負けしてやがるぜ！　だからもっと体を鍛きたえておけって言っただろ、シュン！」

　ルケが歯ぎしりをしている。力ちから自じ慢まんの彼女としては見ていて歯がゆいらしい。

「そ、そうなのです！　ピンと閃ひらめいたのです！　今度こそ逆転できる必勝法を思いついたのです！」

　クロロの声に、全員がそちらを見た。

「今度はどんな愚ぐ策さくを思いついたんだ」

「愚策って言うな、なのです！　おい、ルケ！　お前、パワーだけが取り柄えなのですよね！　ならその力を今こそ活いかしてやるのです！」

「お、おぅ。よくわからねーけど、アタシにできることならなんだってやってやるぜ！」

「ピノ！」

　クロロがピノの持っていた《法廷天秤トリビユナル》をひったくるように奪うばい取った。

「《滅神咒具エスカトロイ》！　今すぐルケのパワーとシュンのパワーを入れ替かえるのです！」

　────

「あれ、なんだか、本当に……力が湧わいてきた！」

〔ヌウウウウウウウウ、なぜまだこれほどの力がある！〕

　押し込まれていたシュンの体が、今度は逆にバルドスを押しはじめた。明らかにシュンのパワーが上がってきている。

〔ならばこれでどうだ！〕

　バルドスの腕うでの一本が横に伸のび、シュンの背後から斬きりつけてきた。正面の攻撃を受け止めているシュンは、その攻撃を回かい避ひできない。だが──

「〈撃滅剣ランスア〉！」

　シュンの命令によって、バルドスの手の剣が勝手に動き、バルドス自身の腕を斬り飛ばした。

〔なんだ、その技わざは！　なぜそんなことまでができる!?〕

　────

　バーガントでは、ティンが《法廷天秤トリビユナル》に触ふれていた手を離はなしたところだった。

「ん。ティンの剣けん技ぎも、兄にあげた」

「よっしゃ、この二人の戦せん闘とう力をあわせれば、シュンの勝利は確定なのです！」

「私も、兄さんに力を上げます！　これでも足の速さには自信があるので、それを兄さんに渡わたしてください！」

「えぇ～、じゃ、お姉ちゃんは～、歌が得意だからそれをあげるわ～」

「それ、役に立つのですか？」

「なにかの足しにはなるであろう！　全員、とにかくできるだけのことをしてやるのである！」

「あたしの得意なものってなんだろ……おっぱい大きいことかなぁ」

「それはさすがにいらねーのです！」

「あ、眼めと鼻がいいから、それシュン兄にぃにあげるさぁ」

「ではわたしはシュ～たんをあがめ奉たてまつる信しん仰こう心しんを差し上げましょう」

「ふん、我たしもやらねばならん流れか……我たしの頭の回転の速さをやろう」

「あたくし様の自じ慢まんはこの頭脳……って、この知識をやったらあたくし様がシュンレベルのクルクルパーになっちゃうのですか？　それはイヤなのです！」

「諦めろ。それで世界が助かるなら安い代だい償しようだ」

「うぅ、シュン、うまくいったら絶対返すのですよ！」

「あたしの医い療りよう知識を全部兄上にあげるデス！」

「…………」

　姉妹きようだいたちの気持ちが《滅神咒具エスカトロイ》を通じてシュンへと届けられた。

　────

〔信じられん。お前の肉体はとうに限界をむかえていたはずだ。なのになぜ、この段階になってそれほどのパワーアップを果たすことができる！〕

「そんなこともわからないから、お前は世界を滅ぼすなんてくだらないことをやっているんだ！」

　シュンが吼ほえた。

「ボクには護まもるべき大切な家族がいる！　そして逆に、ボクのことを家族が護ってくれる！　それが人間！　それがボク！　それが家族ボクらだ！」

〔そんなものに我が敗北するなど、あってはならぬことだ！〕

「うっ、くっ！」

　────

「あぁぁぁぁ、ここまできたのに、肝かん心じんのシュンの体力がもう限界なのです!!」

　姉妹たちが固かた唾ずをのんで見守るが、シュンはバルドスに押し込まれていた。クロロの言うとおり、シュンは疲ひ労ろうとダメージでボロボロの状態なのだ。

「いよいよか……」

　低く呟つぶやいたのは、シャルである。その鋭するどい眼まな差ざしには決意の光が宿っていた。シャルはそのまま手の《法廷天秤トリビユナル》を持ち上げた──その時。

「だめぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　叫さけびながら、ピノの小さな体がシャルの腕に飛びついた。

「ダメだよ、シャルお姉ちゃん、それは絶対ダメだよ！」

「急にどうしたのですか？」

「シャルお姉ちゃんが、お兄ちゃんとダメージ交こう換かんする気だよ！」

　シャルは苦く笑しようしながらうなずいた。

「他ほかに手段はないのである」

「そんなことしたら、お姉ちゃん死んじゃうよ！」

　ピノの叫びに、姉妹たちがぎょっとしてシャルを見つめる。

「で、あろうな──シュンはすでに何度も致ち命めい傷しようをうけている。そのダメージを肩かた代がわりすれば我が輩とて助かるまい」

　パッと、シャルの体が大きく飛び退しさり、妹たちから距きよ離りを離す。ピノが叫んだ。

「ダメだよ、そんなの絶対ダメ！　そんなやりかたでお兄ちゃんを助けたって、誰だれも喜ばない！　それで世界が救われたって納なつ得とくできない！　そもそもシャルお姉ちゃんはなにもわかってないよ──このままシャルお姉ちゃんが死んだら、残されたわたしたちがどんな気持ちでこの後生きていかなくちゃいけないのか、なにもわかってないよっ!!」

　それはピノの、魂たましいの叫び──自分の失敗から父親を死なせてしまい、その罪悪感を背負ってこれまで生きてこなければならなかったピノの、心からの絶ぜつ叫きようだ。

　そんな妹の本心を知ってか知らずか、シャルはピノに向かってかすかに微笑ほほえんだ。

「汝もいずれ我が輩の気持ちを理解できよう──我が輩がいなくなったとしても、汝等やシュンが今という時代を生きてくれるならば、我が輩は本ほん望もうである」

「わからない──お姉ちゃんがなにを言っているか、わたしぜんぜんわからない！」

「いつかわかるであろう。なぜなら、汝等は我が輩の愛すべき妹たちなのだから」

「誰か、シャルお姉ちゃんを止めて！」

「もう遅おそい！」

　シャルが頭上に高らかと《法廷天秤トリビユナル》を掲かかげた。

「さぁ、《法廷天秤トリビユナル》よ、我が輩からの最後の命令だ──我が弟、シュンの肉体のダメージを全すべて我が輩にうつせ！　かわりに我が輩の命をシュンにくれてやる！」

《法廷天秤トリビユナル》は、忠実にその権能を発動させた。

　瞬しゆん間かん──バッと、シャルが真っ赤に染まった。シャルの全身がズタズタになり、鮮せん血けつが噴ふん水すいの如ごとく周囲に飛び散ったのだ。

　誰かの悲鳴があがった。

　そのままゆっくりと、《法廷天秤トリビユナル》を握にぎったシャルの体が地面に倒たおれた。

　シャルは、もはやそれ以上動かなかった。

「ちっ、おいメル！　急げ、緊きん急きゆう手術だ！　シャルドネを助けるぞ」

「わ、わかったデス……って、あたしの医療知識は全部兄上に上げちゃったデス」

「執しつ刀とうは我たしがやる！　お前は我たしの指示通りに動けばいい！」

　モニカとメルがシャルにかけより、懸けん命めいに助けようとしている。少し遅おくれて事態を理解しはじめた他の姉妹たちも騒さわぎ出した。

　ピノはその場に座り込んで、泣きじゃくることしかできなかった。

　ピノはすでに理解をしていた──シャルがとっくに絶命しているという事実を。

　同時に、どうしても理解できなかった──血まみれのシャルが、満足そうな表情となっている事実が。そしてその表情に見覚えがあることにピノは気づいた。

　シャルのその表情は、父の死に顔と、よく似ていた。

　────

「ダメージが、消えた……これなら今度こそ、逆転できる！」

　シュンの全身からあふれ出る力が奔ほん流りゆうとなって、バルドスに叩たたきつけられた。バルドスの体が大きく弾はじき飛ばされる。シュンは絶叫しながら〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を振ふりかぶってバルドスへと肉にく薄はくした。バルドスは、四本の腕を組み合わせ、防ぼう御ぎよ態勢をとった。

〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉の煌きらめき。

　シュンは、バルドスの体を、その腕ごと真っ二つに切断した。

〔ゴアアアアアアアアアアアアアア、ありえん、こんなこと、あってはならぬことなのだぁぁぁぁぁぁぁぁ!!〕

　バルドスの絶叫が響ひびく。その全身に亀き裂れつが走り、バルドスの体が崩ほう壊かいをはじめた。

「終わりだよ、バルドス──ボクが、ここで引導を渡す！」

〔待て、シュナブラン、忘れたのか？〕

　バルドスがシュンに掌を向けた。崩くずれていくバルドスの体、その姿がぐにゃりと歪ゆがみ、一人の少女のものとなる。

　リュリシアだ。

「シュナブランさん」

　リュリシアは、涙なみだをたくわえた眼でシュンにすがりつくような視線を向ける。その声も姿も、シュンの記き憶おくするリュリシアのものだった。

「わたくしは、まだ、バルドスの中で生きていますのよ。今ここでバルドスを倒せば、わたくしの肉体も魂も、再構築不可能になってしまいますの。お願いですわ、助けて……」

「……ボクは、誓ちかった。絶対リュリシアさんを助ける、救ってみせるって……アンジュさんとも約束した！」

　シュンは、叫んだ。自然、眼から涙がこぼれた。

「ボクの知っているリュリシアさんは、そんなふうに命いのち乞ごいなんてしない！」

「わたくしだって、死ぬのは恐おそろしいですわ。わたくしはもっと、あなたと一いつ緒しよに生きたいのですわ！」

「リュリシアさんは、ジュヴレーヌを、バーガントを、心から愛している人だった……そんな人が、バルドスに操あやつられたとはいえ、自分の手で世界に戦乱と恐きよう怖ふと混乱を撒まき散らしただなんて、本当に辛つらかったと思う……」

　シュンは、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉を構えた。

「ボクは、リュリシアさんを絶対に救うと誓った……バルドスを倒すこと、それこそがリュリシアさんを救うことだと、ボクは確信している！　だからボクは絶対に迷わない！」

〔正気か、シュナブラン！〕

「うわぁぁぁぁあぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　シュンの絶叫。〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉の刃やいばが、リュリシアの胸を、いや、リュリシアの姿をしたバルドスの胸を、貫かん通つうした。

「……ありがとう、ですわ、シュナブランさん……わたくしを、救ってくれて……」

　バルドスの唇くちびるから、リュリシアの声が漏もれた──シュンは、〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉をバルドスの胸から引き抜ぬいた。

〔……そうか、我は、敗北したのか〕

　リュリシアの姿をしたバルドスがつぶやく。胸に大きな穴をあけたまま、バルドスは、その場に倒れた。

〔これもまた運命──我はバルドス。滅めつ亡ぼうの化け身しん。世界の全てはいつか必ず滅亡する。その運命からは、我自身逃のがれられぬということか……だが忘れるな、シュナブラン。我を倒したところで、お前たちの運命はかわらん。人も魔ま族ぞくもいつかは死ぬ。世界もいつかは滅ほろびる。少しだけそれが先延ばしになっただけだ──多大な犠ぎ牲せいを払はらい、我を倒し、お前は最後にいったいなにを手に入れた。お前になにが残った」

「ボクには家族がいる……それだけで充分だよ」

〔我には理解できぬ〕

「もし、お前にも生まれ変わりがあるのなら──次は、温かい家庭に生まれて家族と暮らしてみるといいと思うよ」

〔……さらば、シュナブラン……滅亡の底で待っているぞ。お前も、いつかは、我と同じ場所に来る……〕

　つぶやき、バルドスの肉体は、完全に消しよう滅めつした。

　────

「やった、シュンが勝った、勝ったのです！」

「よっしゃぁぁぁ、さすがアタシの弟だ！」

「ま、あたしの実力を百とすると、シュン兄にぃの力は十くらいだけどさぁ」

　シュンの勝利する様を目もく撃げきしていた姉妹きようだいたちは歓かん声せいを上げていた。が、

「……リリィ様」

　アンジュは、眼めを閉じ、何かに耐たえるように肩かたをふるわせていた。

「アンジュ卿きよう……お気持ちをお察しします」

　と、レニエたちがどう声をかけたものか迷っていたので、ソフィーがアンジュに話しかけた。

「でも、リュリシア殿でん下かは……」

「わかっています、ソフィー卿。シュナブランさんは、リリィ様を本当の意味で救ってくれたのです。リリィ様に代わって、お礼申し上げます。本当に、ありがとうございました……そして、さようなら」

　パッと、アンジュがその場から飛び退のき、腰こしの剣を抜いて逆手に構えた。

「リリィ様、お一人にはさせません。わたしもすぐにそちらへ参ります！」

「アンジュ卿！」「はやまらないでください！」「死ぬことはないだろ！」

　ソフィー、レニエ、ブイの三人が、切腹しようとするアンジュを慌あわてておしとどめ、羽は交がい締じめにしてアンジュから剣を取り上げた。

「死なせてください……わたしは、もう、この世で生きていく目的が……」

「バカなことはやめてください！　リュリシア殿下もそんなことは望んでいません！」

「そうです、アンジュ卿。むしろジュヴレーヌは今後混乱を迎むかえます。あなたの力はこれからのジュヴレーヌに必要なものです！」

「そーっすよ、アンジュ卿。生きててこそでしょ！」

　と、騒いでいる横では、モニカとメルたちがシャルの手当てを行っていた。

「なんだ、この重傷は。シュンの奴やつは本当にこんな傷でずっと戦っていたのか？」

「モニカの姉上、この傷は、さすがに……」

　そこへルケがやってくる。

「シャル姉はまだ治らねぇのかよ！」

「傷が多すぎる上に、失血も多すぎてかなりきびしいデス」

「血がいるならアタシの血を使えよ、いくらでも抜いていいぜ」

「それでも、シャル姉は……」

「なんだよ？　足りねぇならこいつからも血を抜けばいい」

　ルケが近くにいたヴィオを摑つかんで引き寄せた。

「にゃぬっ？　なんであたしが？」

「バッカ、お前、シャル姉が死んでもいいのかよ！」

「え？　シャル姉ねぇなら別に放ほうっておいてもいいんじゃないの？　正直この人、殺されたって死なないさ、ねぇ、モニ姉ぇ？」

「…………」

「え？　モニ姉ぇまで、なんでそんな顔してるの……」

「もうダメだよ、シャルお姉ちゃんは助からない」

　低い声でピノが告げる。子供らしからぬ暗い表情でピノは姉たちを眺ながめていた。

「お兄ちゃんとダメージ交こう換かんをした瞬間、シャルお姉ちゃんは即そく死ししたよ。さすがのシャルお姉ちゃんでも、虚きよ無むに吞のみ込まれたお兄ちゃんのダメージには耐えられなかった。メルお姉ちゃんの力でも、死人は生き返らせられない」

「う、うそだろ、おい」

　呆ぼう然ぜんとするルケ。ウソでしょ、とヴィオがモニカを見ると、モニカは努めて事務的にクビを横に振っていた。横たえられたシャルの肉体は、急速に冷たくなっていった。

「どくのです、お前ら！　もう一度これを使うのです！」

　と、クロロが駆かけ寄って《法廷天秤トリビユナル》をかかげた──だが、なにも起こらない。

「なんで使えないのですか……えっ？　《滅神咒具エスカトロイ》が!?」

　クロロが握る《法廷天秤トリビユナル》が、端はしのほうからゆっくりと崩れ、砂と化していく。その崩壊をクロロたちは、ただ眺めることしかできなかった。

「どうして……」

「《滅神咒具エスカトロイ》の魂たましいであるバルドスが消滅したため、《滅神咒具エスカトロイ》も一緒に消滅していくということか。なんてことだ！」

「どっちにしろだめだよ、《法廷天秤トリビユナル》の力でも、死人とダメージ交換はできないから」

　結局こうなったね、とピノはつぶやいた。

　三年前、父が死んだときと同じことの繰くり返しだ。

　シャルも、家族の犠ぎ牲せい者しやだ。

　シャルがピノたちと家族でさえなければ、シャルが死ぬことはなかった。

　家族は呪のろいだ。シャルを殺したのは家族だ。

　だからピノは憎にくむ、家族という関係性そのものを。

「あーあ……わたし、なんのために今生きてるんだろう」

　死にたい、ピノは口の中でつぶやくが、周囲の姉たちはそんな妹の心中に誰だれも気づいていなかった。

　ピノの目の前の地面に、折れた騎き士し剣けんが落ちていた。誰かが使っていたものだろう。

　その刃を自分の首筋に突つきたててやろうと、ピノは思った。

　ピノはもうこれ以上、この残ざん酷こくな世界に耐えられなかった。

　自分が今生きているのは、父の犠牲のおかげだ。バルドスを倒たおしたシュンとシャルの犠牲のおかげで世界は救われた。ピノが今も生きているのは家族みんなのおかげだ。

　その家族が、重すぎる。

　せっかく生かしてもらった命なのに、ここでピノが自殺をすれば、全すべてがムダになる。家族の犠牲は全て無む駄だ死じにだ。

　ざまぁみろ。

　ピノは憎む、家族という存在を。だから復ふく讐しゆうする。家族のおかげで生かされた自分がここで無意味に自殺をして全てをだいなしにする、これこそ最高の復讐ではないか！

　ピノは、暗い瞳ひとみの奥に狂きよう気きじみた輝かがやきを宿し、折れた剣の刀身をつかんだ。

　近くにはモニカやメルがいるから、下へ手たに死のうとしても蘇そ生せいされてしまう。蘇生不可能なように、魔族の角を切り落としたあと脳みそに剣をつきたてて抉えぐってやるか。そこまですればさすがにもう復活は不可能だろう。

　ピノが暗い計画を実行に移そうとしたその時。

『ピノ。やめておくのである』

　聞き覚えのある声。同時に、ピノのもつ刀身が弾はじき飛ばされた。

『そんなことをしても、無意味である。そんなこと、汝なんじ自身が一番よくわかっていよう』

　そんなこと、ありえない。ピノは思った。その声の主は、間ま違ちがいなく死んだはずだ。こんな声が聞こえるはずはない──ピノは、声の主の名を叫さけんだ。

「シャルお姉ちゃん、どうして!?」







「起きてください、シュン君」

　名を呼ばれ、シュンは目覚めた。

「ここは……」

「よくやってくれました、シュン君。あなたはみごと運命を乗り越こえたのです。あなたの活かつ躍やく、僕も胸を躍おどらせながら拝見しました。お見事です。胸がすきました」

　シュンがいる場所は、四方を窓も扉とびらもない壁かべに囲まれた真っ白い部屋の中だった。部屋の中には一脚きやくだけイスがあり、そこには太陽の輝きと同じ色に染められた金きん髪ぱつと、純白と呼ぶにふさわしい肌はだをもった絶世の美少女が座っていた。

　この場所にも、彼女にも、シュンは見覚えがあった。

「クゥちゃん、だよね？」

「はい、僕はあなたの親友クゥちゃんですよ。また会えて、本当に嬉うれしいです」

「バルドスとの戦いで、いろいろボクを助けてくれたの、全部クゥちゃんでしょ？　ありがとう。キミのおかげでボクは、勝てたよ」

「僕は、なにもしていないも同然です。結局僕ではバルドスを倒せなかったから、全部あなたたちに押しつけただけ。僕は自分の無力さに、胸が張り裂さけそうです」

　あいかわらずこの子は胸が好きだな、とシュンは思った。

「で、なんでボク、ここにいるの？　クゥちゃんが呼んだから？」

「シュン君。前に僕とした約束を覚えていますか？」

　クゥが自分の大きな胸に手を置いた。

「僕の本当の名前、わかりますか？」

「うん、さすがのボクもわかったよ──クゥちゃんってさ、『逆説パラドクス』なの？」

「正解です。僕はクゥ、正確には〈『逆説パラドクス』のクゥ〉です。約束でしたね。僕の名前を当てたシュン君には、僕の胸を触さわらせてあげますよ」

　ふにょん、クゥの大きな胸が重そうに揺ゆれた。シュンは首を横に振ふる。

「うぅん、触るのはいいよ。というか、友達の胸を触るのって、なんかイヤだ」

「そうですか。僕、これでも自分には自信があったのですが、そう言われては僕の女子力はたいしたことがないようですね。胸が痛いです」

「そういうことじゃないよ。それよりクゥちゃんには他ほかに聞きたいことがあるんだ」

「いいですよ、可能な限りは答えます。そのためにあなたをここに呼んだのですから」

　クゥがイスの上でゆっくりと長い脚あしを組み替かえた。シュンは、そんなクゥに尋たずねる。

「結局『逆説パラドクス』ってなんなの？　《滅神咒具エスカトロイ》って？　バルドスって？　そしてクゥちゃんとの関係は？」

「かつて世界を創造した神たちは、神を殺すための武器を生み出そうとしました」

「どうして？」

「人間だって人間を殺す武器兵器をたくさん作っているでしょう、それと同じです──永遠不ふ滅めつの存在である神を殺すという『逆説パラドクス』を具現化させたもの、それが《滅神咒具エスカトロイ》という存在です。そして《滅神咒具エスカトロイ》の力によって神々は滅ほろびました。神亡なき世界には《滅神咒具エスカトロイ》が残されました──ここで《滅神咒具エスカトロイ》に宿る魂は、その後どうするか悩なやみました。なぜなら、神を殺すために生み出された《滅神咒具エスカトロイ》には、神を殺した後の目的がなかったからです」

　クゥは、まるで昨日あった出来事でも話すかのような気軽さで、世界の真理を語る。

「《滅神咒具エスカトロイ》の中で、意見が二つに分かれました。神を滅ぼした勢いそのままに世界の全てを滅ぼそうとする意志と、神を滅ぼすという使命を果たした以上自分たちは消え去るべきだという意志です。この二つの意志によって僕らは二つに分かれました。それぞれが、バルドスと、クゥです。だから僕とバルドスは、二人合わせて『逆説パラドクス』なのです」

「えっとさ……クゥちゃんって、たしか前はペルデのことをバルドスって呼んでいたよね？　けど、ペルデはバルドスじゃないよね？」

「そんなことはありません。魔ま族ぞくという種族は、神亡きあと、バルドスが生み出した種族ですから、僕はそう呼んでいただけです。ちなみに人間という種族を作ったのは僕です」

「えっ？　ボクらって、神様が作ったんじゃないの？」

「違ちがいます。まぁ、今はその話はいいでしょう……僕とバルドスは対立を深め、ついには互たがいに争いました。そして最終的に僕は、世界を滅ぼそうとするバルドスの力を奪うばい、地上に封ふう印いんすることに成功したのです。バルドスを封印した後、僕はこの『観測者の部屋』に引きこもりました。バルドスと僕は本来一心同体の存在ですから、僕がバルドスの近くにいると、力を与あたえることになります。バルドスを封印するために、僕はこの部屋から外へ出ることはできなくなりました」

「でも結局バルドスは自由になったよね」

「封印後、何万年もたって、バルドスは自力で外へ出てきました。ですが長い時間がたちすぎて、バルドスも《滅神咒具エスカトロイ》もその力を失った状態になったのです。バルドスは役に立たない《滅神咒具エスカトロイ》という肉体を捨てて、魂だけの存在になりました。そしてバルドスは魔族にとりつき、魔族の間で戦いを起こさせました。その戦いの中で《滅神咒具エスカトロイ》を魔族に使わせることで、《滅神咒具エスカトロイ》の力を取り戻もどそうとしたのです。魔族の間での戦いが終結すると、バルドスは今度は人間にとりつき、人間と魔族の間で戦争を起こして同じことを続けました。そしてそんなバルドスの影かげに気づいたのが当時の〈魔王コシユマル〉と〈天聖騎士エヴアンジル〉、シュン君の両親です。二人は徐じよ々じよに《滅神咒具エスカトロイ》の力が強まっていくことに危機感を覚え、本能的に、バルドスの脅きよう威いを悟さとり、人間と魔族の戦争を強ごう引いんにやめさせ、《滅神咒具エスカトロイ》と一いつ緒しよに姿を隠かくしました。バルドスは消えた二人の行方ゆくえを捜さがし続け、そして発見し、二人を殺害──あとはだいたいシュン君も知っているはずです」

「そっか……いろいろあったんだね」

「そして今回、シュン君はバルドスの力を超え、ついに打ち倒したのです。本当にありがとうございます」

「ボクはなにもしてないよ。ただ、ボクと家族が暮らす世界を護っただけなんだ」

「そしてシュン君。世界を救ったあなたにいうのは心苦しいのですが、もう一つだけ、僕のお願いを聞いてもらえませんか？」

「なに？　ボクにできることならなんでもやるよ」

　安やす請うけ合いをするシュン。そんなシュンに、クゥは申し訳なさそうに告げた。

「シュン君には、僕の代わりをやってもらいたいのです」

「それって、どういうこと？」

「この『管理者の部屋』の主あるじになってほしいのです……僕はもう、まもなく消えます」

　クゥがシュンに掌てのひらを向ける。クゥの手は、すでにうっすらと透すけていた。

「僕とバルドスは一心同体。バルドスが滅びた以上、僕も消えます。これは必然です」

「そんな……ボク、そんなこと、全然知らなくて……」

「気にしないでください。本来ならボクが倒さねばならないバルドスを倒してくれたシュン君にはむしろ感謝しています──そして、僕が消えればバーガントは滅びます」

「なんで？」

「神は世界の創造主であり、管理者であり、そして世界を支える柱なのです。柱がなくなれば、当然世界は崩くずれてしまいます。神が死んだ後は、僕がその柱の役目を受け継つぎました。僕がこのまま消えれば、柱を失った世界も消えます。誰かがこの世界の柱の役目を引き継がねばなりません。そしてそれを頼たのめるのは、シュン君、あなたしかいないのです」

「……それをやったら、ボク、どうなる？」

「今までの僕と同様、この部屋から出られなくなります」

「ソフィーたちと、もう会えない？」

「地上の様子はいつでもどんな場所でも見ることができます。ですが、直接会うことはほとんど不可能です」

「そっか……もう、会えないんだ……」

　シュンの脳のう裏りを、様々な人の顔が駆かけめぐっていく。大切な人、親友、大好きだった人、嫌きらいな人、ずっと一緒にいたい人、そして家族──シュンと関かかわった全ての人とその思い出が自然と蘇よみがえった。

　そして、シュンは答えを出した。

「うん、いいよ」

「自分で尋ねておいてなんですが、本当にいいのですか？」

「正直、悩むような問題じゃないよ。ボクが大好きな世界と家族を、消しちゃうわけにはいかないもんね」

「ごめんなさい、シュン君。僕の胸は本当にはりさけそうです」

「なんであやまるの？　むしろありがとう、クゥちゃん。今までボクらの世界を護まもってくれて、ボクを救ってくれて、そしてボクの友達になってくれて、本当にありがとう」

「こちらこそ本当にありがとう、シュン君。あなたと出会えて僕の人生、本当に胸が躍るようでしたよ」

「ボクも同じ気持ちだよ」




「その話、待つのである！」




　バンッ──シュンたちのいる部屋の壁、その一部が蹴け破やぶられた。

「誰だれですか!?」

「我わが輩はいである！」

「シャル姉!?」

　壁の穴からやってきたのは間違いなくシュンの姉、シャルだ。

「そんな。この『観測者の部屋』には何者も近づけないはずなのに……」

「なんでシャル姉がここにいるの!?」

「愚おろかであるな。我が輩はシュンの姉であるぞ！　弟にできることが、姉である我が輩にできぬ道理などあるまい！」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんそのものの口調でシャルは告げると、先ほどまでクゥが座っていたイスにどっかりと座りこんだ。

「そして話は全すべて聞かせてもらったのである──この部屋は、我が輩が占せん拠きよした！」

「どういう、ことなの？」

「つまるところ、この部屋にいるものが世界の管理者になるのであろう？　それすなわち神に等しき座につくということである。なれば、姉弟妹きようだいの長姉たる我が輩がその座に就くべきであることはもはや自明の理！」

　イスの上で腕うでを組むシャル。

「シュン。汝なんじていどの器うつわでは、神には力不足である。神の座は我が輩にこそふさわしい」

「それって……シャル姉が、世界の管理者になるってこと？」

「僕はそれでもかまいません」

　クゥが告げる。

「想定外ですが、この部屋にたどり着けるほど強い魂たましいの持ち主なら、資格はあります。シュン君でも、シャルドネでも、どちらが管理者になっても僕はかまいません」

「前任者の許可は出たようであるな──シュンよ。まさか汝は我が輩に逆らうまい？　神の座には我が輩がつく！」

「そんなの、ダメだよ、シャル姉！　だって、ここにいたら、もうみんなと会えなくなっちゃうんだよ！」

「別にかまわん」

　あっさりと、シャルは告げる。

「前々から思っていたのだ──我が輩がその気になれば数年で世界征せい服ふくができる。それほど簡単に征服できるとは、世界とはなんと狭せまく退たい屈くつなものなのかと飽あき飽きしていたのである。これを機会に我が輩は地上を捨てることにした。これは決定事じ項こうである！」

「イヤだよ、そんなの──だって、ボクはシャル姉と一緒に暮らしたいもの！」

「それが不可能だと、汝も気づいておろう？」

　世界の管理者がいなくては世界が滅ぶ。シュンとシャル、二人しか管理者になれるものはいない。

「それでもダメだよ、シャル姉！　管理者にはボクがなるよ！　シャル姉はみんなのお姉さんなんだから、みんなと一緒にいないとダメだよ！」

「これでいいのである。なぜなら──我が輩、実はすでに死んだ身なのでな」

　えっ、と息をのむシュン。だが、思い当たる節があった。

「まさか……バルドスとの戦いで、ボクが致ち命めい傷しようだったのに傷が消えたのは、シャル姉のおかげだったの？」

「まぁそういうことなのでな、我が輩はもう地上に戻れん。だが汝は違う。まだ地上に戻れるはずだ。そうであろう、『逆説パラドクス』？」

　クゥがうなずく。

「虚きよ無むから生まれたシュン君は存在そのものが特別です。シュン君は地上に戻って普ふ通つうの人間と同じ世界を生きることができます」

「そういうわけである。シュン──お別れだ」

「でも……」

「これはな、愛なのだ」

　静かにシャルが告げ、豊かな自分の胸に手を当てた。

「汝に教えられたこの感情が愛なのだと、我が輩も理解した──少し前の我が輩なら、こんな気持ちにはならなんだ。だが今は違う。我が輩がこれ以上生きられないとしても、汝と妹たちが地上で生きてくれるならば、それだけで我が輩は報むくわれる。だからな、シュン。この姉からの最後の願いだ──我が輩の分まで汝が生きてくれ」

「……ずるいよ、シャル姉。そんなこと言われたら、ボクが断れるはずないじゃない！」

「汝は強い。我が輩よりもな──汝は我が輩の、自じ慢まんの弟だ。だからこれから胸をはって生きるのである、我が輩の分までな」

「でも、ボクは……」

「姉蹴撃シスター・キツク！」「ぅえっ！」

　シャルに蹴けり飛ばされた！　シュンの体ははじかれ、シャルが入ってきた壁かべの穴から外へと飛び出してしまう。部屋の外にはなにもない空間が無限に広がっていて、シュンの体はそのまま真っ逆さまに落下していった。

「ひどいよ、シャル姉ぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　シュンの体はどこまでも落ちていく。

　──いったいどれくらい落ちただろう。時間や距きよ離りの感覚がなくなってきたころ、落下する先に光が見えた。

　なんだろうと考えるヒマもなく、シュンはその光をくぐりぬけた。

　瞬しゆん間かん、シュンの全身を強きよう烈れつな風が包み込んだ。

　眼下には広大な大地が広がっていた。

　あぁ、とシュンは嘆たん息そくした。

　それは、見み間ま違ちがいようもない、シュンの故郷、バーガントの大地だ。

「あ、あれシュン兄にぃじゃない！」「マジなのですか！」「本当デス！」

　シュンの落下地点には、シュンの大切な家族たちが待っていてくれた。誰もが口々になにかを叫さけびながら、シュンの下もとへと駆け寄ってくる。

「みんな……ちょっとそこどいて、危ない、ぶつかるっ！」

「アタシにまかせろ！」

　と、勢いよく落下してきたシュンの体を、ルケがガッチリ受け止めてくれた。おかげでケガもなく着地できた。

「ゴメン、みんな！」

　そして到とう着ちやくするや、シュンは家族に向かって頭を下げた。ソフィーが不思議そうにシュンを見つめる。

「どうして謝るのですか、兄さん」

「シャル姉を、助けることができなかったんだ！　シャル姉は……」

「シャル姉ならここにいますが」

「そう、シャル姉はここに……えぇぇぇっ！」

　見ると、シャルがシュンに向かって片手をあげた。

『無事戻もどったようであるな、シュン』

「なんでここにいるの？　って、あれ？　透すけてる？」

　地上にいたシャルの体は光でできていて、半分透けていた。シャルは腕を組んで答える。

『我が輩が神となった経緯いきさつを今ソフィーたちに説明していたところである』

「でも、シャル姉、あの部屋から出られないはずだよね？」

『出られんさ。ただ、「逆説パラドクス」が気を利きかせてくれてな、最後に少しだけ汝等と会えるようはからってくれたのだ』

　クゥのおかげらしい。

『そしてシュンよ。最後に一つ、奇き跡せきをみせてやろう。神となった我が輩の、最初の仕事だ。謹つつしんで受け取るがいい』

　シャルが手を振ふった。途と端たん、空中に光が生まれ、その光が人の形となって固まっていく。あぁ、だが、なんということだろう。その人は……

「リリィ様！」

　アンジュが叫び、その人ひと影かげにすがりついた。それは間違いようもなく、リュリシア本人の肉体だった。リュリシアは固く眼めを閉じたまま、深く眠ねむるように身じろぎもしなかった。

『シュンが倒たおしたバルドスの残ざん骸がいをかき集めてなんとか再構成してみた──残念だが、胸の傷だけは消せなんだ』

　シャルがいうとおり、静かに眠るリュリシアの胸には、暗い穴が開いていた。そこはちょうど、シュンが〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉をつきたてた部分だ。

『どうやら、〈バルドスの天てん涯がい〉によってつけられた傷は我が輩の力でも再生できんようだ──が、それ以外の部分は再構成しておいた。メル、汝の力なら彼女を蘇そ生せいできよう』

「任せるデス！　モニカの姉上とクロの姉上も手伝って欲しいデス！」

　メルたちがリュリシアの体の治ち療りように当たる。

「助かるのですか、リリィ様は、本当に助かるのですか!?」

『我が輩の妹たちならば、助けられよう』

　アンジュの眼からは大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ、ありがとうございますとシャルに何度も頭を下げていた。

　まさに奇跡だ──そして同時に、シャルが神になったという事実を、シュンは受け入れざるをえなかった。

「シャル姉。そんなことができるなら、シャル姉も……」

『その先は言うでない、シュン』

　シャルが指をふった。

『神であっても、できぬこともあるのだ』

　シャルは、もう地上には戻れない。それがどうしようもない現実だ。

『シュン。ピノをたのむのである』

　ピノは拳こぶしを強く握にぎり締しめてうつむいたままだった。シャルの顔を見ようともしない。

『こやつは強いが、まだ幼い。今しばらくは、そばで支える者が必要であろう』

「……わかったよ、シャル姉」

『では、なごり惜おしいが時間だ──我わが輩はいは、いつも汝等のことを見ているぞ』

　そう言い残し、シャルの体を構成する光がかき消えた。

　後にはなにも残っていなかった。

　残されたシュンたちは、誰だれもがなんとも言えない表情で互たがいを見合った。

「……やっぱり納なつ得とくできない！」

　そう叫んだのは、シュンの目の前にいるピノだ。

「なんで！　お兄ちゃんもお姉ちゃんたちも、なんでなにも言わないの！　シャルお姉ちゃんが、消えちゃったんだよ！　死んだんだよ！　そのことを何とも思わないの!?　なにも感じないの！　みんなおかしいよ！」

「そうだね、ピノ。納得できないよね」

　シュンはピノの眼の前でしゃがみ、小こ柄がらな妹と視線の高さをそろえて話しかける。

「だからね、ピノ。ボクらはこれからも抗あらがうよ。世界を平和にするために、ボクらの理想を現実にするために──そして、シャル姉を取り戻すために」

「どういう、こと？」

「言葉通りさ──シャル姉はいなくなったけど、消しよう滅めつしたワケじゃないんだから、きっとなにか、シャル姉を取り戻す方法があると思うんだ。だからボクはこれから全力でその方法を探そうと思う。ソフィーに、みんなも手伝ってくれるよね？」

「もちろんですとも、兄さん」

　ソフィーが答え、他ほかの姉妹たちもそれぞれの面おも持もちでうなずいてくれた。

「だからね、ピノ。キミもボクらを手伝ってくれないかな？」

「なにそれ……そんなの、できっこないよ！」

「できるさ」

　シュンが告げる、確信を込こめて。

「ボクらは、神を殺したバルドスをも殺した存在だよ。家族みんながそろえばボクらに不可能はないのさ──だからシャル姉のことも、絶対に取り戻してみせる！」

「そんなの……できると、本気で思っているの？」

「ボクはいつでも本気だよ、ピノ。ボクらはね、シャル姉に助けられて、シャル姉のおかげで今生きていることができるんだよ。だから今度は、ボクらがシャル姉を助ける番だよ。ピノも、ボクを助けて欲しいな」

「う、わぁぁぁぁぁぁぁぁんっ!!」

　ピノの顔がぐしゃぐしゃになり、シュンの首筋に抱だきついて人目もはばからず大泣きしはじめた。

　いろいろとガマンしていたものがいっきに噴ふん出しゆつしたのだろう。ピノは、はげしく泣きじゃくっていた。

　シュンは兄として、そんな妹の小さな体を優やさしく抱だきしめてあげるのだった。








終章　最弱英えい雄ゆうと家族と全すべての結末









　バーガントと呼ばれる大陸がある。

　洋々とした大海のただ中に存在する広大な大陸である。

　バーガント大陸の最さい南なん端たんにジュヴレーヌ王国という国があった。『騎き士しの王国』の異名をもち、その名の通り優ゆう秀しゆうな騎士が多数所属する国である。

　バーガント世界大戦と呼ばれる戦争は終結した。

　様々な陣じん営えいが入り乱れ、敵と味方が何度もいれかわり、最終的になぞの巨きよ大だい生命体まで出現したその戦いを、人々は賢けん明めいに忘れようとしていた。

　すなわち、そんな戦争などなかったということにして、戦争前の状態にまで大陸を戻すことで、大陸主要国の意見は一いつ致ちを見たのである。




「……ま、もちろんそういう結果にまとめるのにはボクらの並外れた努力があったんだけどね」

「兄さん、誰と話しているのですか？」

「ううん、こっちの話」

　シュンはその日、ジュヴレーヌ王国王宮の廊ろう下かを、妹であるソフィーと共に歩いていた。

「あの戦争が終わって、もう一年以上過ぎたのですね……」

「うん、そうだね。本当にいろいろなことがありすぎて、もうたいへんだったよ」

「ですが、私はあの日誓ちかったのです……亡なきリュリシア女王の遺志を継つぎ、私たちの手で、ジュヴレーヌを平和に戻してみせると！」

「ソフィー……」

　シュンは、力説する妹に大切なことを教えてあげた。

「リュリシア陛下なら、ソフィーの後ろに今いるよ……」

「ソフィー卿きよう。ご高説痛み入りますわね」

　リュリシアが胸の下で腕うでを組み、コメカミをひくつかせている。その傍かたわらには静かに控ひかえるアンジュの姿があった。

「でもそういうセリフは、せめてわたくしの死後言うようにしていただけませんこと？」

「えぇ、もちろんですとも陛下。私はただ、陛下がいつ死んでもいいように予行演習をしていただけで、他意はありません」

「黙だまりなさい！　今日という今日はガマンなりませんわ！　あなたを信しん頼らいしてジュヴレーヌの筆頭騎士にまで任命してあげましたのに、飼い犬に手を嚙かまれるとはまさにこのことですわ！」

「私は飼い犬になった覚えはありません！　そもそもあなたが勝手に私の兄さんを筆頭騎士にしようとするから私はそれを阻そ止ししたんです！　筆頭騎士にした兄さんと仲良くなってゆくゆくは次代国王にしようという陛下の魂こん胆たんはお見通しですよ！」

「そ、そんなつもりはありませんわ……ですけど、シュナブラン卿がもはや世界を救った英雄であることは事実ですし、それにふさわしい栄えい誉よを与あたえるのは、やはりわたくしのこの体をささげるくらいしか……」

「兄さんは渡わたしません！」

「あなたこそいい加減兄離ばなれをなさい！」

　きゃんきゃん言い争う二人は、数年前と全く変わっていない。けれどこの二人が今や無二の親友であることは事実なので、シュンは苦く笑しようしながら二人を眺ながめていた。

「まったくあいかわらずですね」

　と、いつのまにかアンジュがシュンの隣となりに立っていた。

「ジュヴレーヌの女王とその筆頭騎士がこれほど不仲というのは、問題だとは思いませんか、シュナブラン卿？」
















「そう？　ボクは二人とも仲良しだと思うよ、アンジュ卿？」

　アンジュが、なぜかジトッとシュンを睨にらんだ。

「もはや昔とは違ちがうのです。この前の国際会議でこの二人が口論を始めたときはどうなることかと肝きもを冷やしました」

「確かに……」

「ですからシュナブラン卿。お二人がもっと仲良くなれるような作戦を考えませんか？」

「どんな？」

「そのアイディアを二人で考えるのです……ですので、今日の就業時間終しゆう了りよう後ご、わたしの部屋に来てください」

「うん、わかった」

「「アンジュ卿」」

　と、なぜかリュリシアとソフィーが二人そろってアンジュに詰つめ寄った。

「なにをぬけがけしていますの!?」

「まったく油断なりませんね」

「わ、わたしは、ジュヴレーヌの未来を考えて行動を起こそうとしただけでして、決して、その……」

「ほら、やっぱりみんな仲良しだ」

　シュンはそんな三人の様子を眺め、満足して微笑ほほえんだ。




　──見ての通り、シャルの手で肉体を再構築されたリュリシアは、復活した。

〈開闢の覇軍剣ロワール・セイバー〉によってリュリシアの胸には大穴があいており、それは心臓にまで到とう達たつするという、まさに致ち命めい傷しようだった。最新の魔ま導どう工学による再生治ち療りようでも、心臓の再生は困難だ。

　だがその場にメルという名医がいてくれたことがリュリシアの明暗をわけた。

　メルはすぐさまリュリシアの心臓移植手術を敢かん行こうしてくれたのである。

　移植した心臓は、驚おどろくべきことに、ミュスカのものだった。

　ミュスカは死後もバルドスの影えい響きようによってその心肺機能だけは活動を続けていた。

　バルドス消滅のタイミングで心臓の傷ついたリュリシアが現れ、心臓の動き続けるミュスカの遺体がすぐ近くにあったのは、奇き跡せきといってもよかった。

　そしてメルは、その困難な手術をみごと成功させたのである。

　そういったわけで、現在リュリシアが元気に働くことができているのは、ミュスカのおかげなのだ。リュリシアを救った一番の功労者はミュスカなのかもしれない。目覚めたリュリシアにその事実を告げると、ワッと声を上げて大泣きし、ミュスカの分もこれからは生きてみせると誓い、ジュヴレーヌの新女王として復帰するや、以前にも増してバリバリと日々の仕事をこなしていった。




　シュンの親友であるブイは、約束通り、上司であるレニエと結けつ婚こんした。

　結婚式にはシュンも呼ばれ、友人代表としてアイサツもした。

　結婚式当日になってもブイは自分が結婚するという現実が信じられない様子だった。花はな嫁よめ衣い装しよう姿のレニエは普ふ段だんの男装姿とはうってかわって華はなやかで、美しかった。

　その結婚式には、様々な国こく籍せきの美女がおしかけてきていた。

　驚くべきことに、その美女軍団は全員レニエと恋こい仲なかだった人らしい。レニエが女性にもてるという話はブイから聞いていたが、まさかあれほどだったとはさすがに予想外だった。

　レニエの結婚を惜おしんで泣きじゃくる女性が大勢いた。それどころか、結婚相手であるブイに殺意のこもった眼まな差ざしを向ける騎士たちもいたのだが……今のところ、ブイはまだ死んでないのでなんとかなったようだ。

　結婚後も引き続き二人はジュヴレーヌの騎士として働いている。あいかわらずレニエはブイの上司のままで、職場でも家庭でも完全にレニエに手た綱づなを握にぎられているらしいが、ブイ本人はそんな状じよう況きようがすごく幸せそうだった。







　バルドスは、世界に痕こん跡せきも残さず完全消しよう滅めつしていた。

　バルドスによって引き起こされた事件、とくに、操あやつられたジュヴレーヌ国王がシュンたちと戦い、リュリシアが世界に戦争をふっかけた一連の事件の記き憶おくを、バーガント中の人は忘れていた。

　もちろん戦争で死んだ人は帰ってこないし、バルドスの暴れた爪つめ痕あともそのままだ。

　シュンたち以外の大半の人たちは、人間と魔族の戦争があって大きな被ひ害がいが出たけど今は和平を果たした、という認にん識しきになっているらしい。シュンたちにとって都合のいい記憶だ。

　こんな都合のいいことが起こったのは、新しく世界の管理者に就任した人からシュンたちへのプレゼントなのではないかとシュンたちは予想している。真相は不明だが、おそらく間ま違ちがってないだろう。







　そして、シュンの家族たちは──シュンの願いが叶かない、現在ジュヴレーヌにいた。

　というか、リュリシアが全員を王宮周辺に住めるようにしてくれた。

　リュリシアにとって、シュンとその家族は文字通り、自分と世界を救ってくれた英雄なのだから、そのお礼──というのが建前。

　実際は、目を離はなすとなにをしでかすかわからない危険人物ばかりなので、世界を平和にするにはシュンの家族全員を逃にがさないように監かん視ししていなくてはならないという現実的な理由である。

　去年まで世界中で活かつ躍やくしていたシュンの家族たちは、世界規模の記憶改変で、それまで引き起こした事件はうやむやとなり、今はシュンとともにジュヴレーヌで暮らしていた。

　だが、シュンの願いが完全に叶ったわけではなかった。

　シュンの家族の最後の一人は、あの日以来欠けたままだ。

　ジュヴレーヌ王都にあるシュンたちの家──その地下には、家族しか知らない秘密の部屋がある。

　その部屋に設置された寝しん台だいには、シャルの肉体が安置されていた。

「信じられないよ。シャル姉。今だって、眠ねむっているみたいだ……」

　傷だらけだったシャルの遺体は修復されていた。横たえられたシャルの体は、今すぐにも目覚めそうだ。だが当然、あの日以来シャルが目覚めたことはない。

「シャル姉の体はとっくに死んでいるのです。生命活動は完全に停止しているのです。にもかかわらず、あの日以来肉体は腐ふ敗はいすることもなく、維い持じされているのです」

　クロロのつぶやきに、モニカが答える。

「これはシャルドネの肉体は死亡したが、魂たましいとのつながりが断たたれていない証しよう拠こだな。世界の管理者となったシャルドネの魂が肉体を維持し続けているのだろう」

「つまり、シャル姉の魂さえ取り戻もどせば、シャル姉は生き返るってことだよね？」

「そうだな。しかし魂が戻れば、その瞬しゆん間かんに世界が滅ほろぶ」

　世界の管理者であるシャルの魂は、地上に戻ることができない。

「それでも、なにか方法があるはずだよ。シャル姉を生き返らせる方法が」

「そうだな、可能性はある──エシュヌとジュヴレーヌにファムアテルの遺い跡せきが残っていたように、バーガントのどこかに未発見の遺跡がある可能性もある。そこにならあるいは、新たな手がかりがあるかもしれん」

　あの事件以来、シュンとその家族は暇ひまを見つけては大陸中を旅してシャルを生き返らせる手段を探していた。だが、未いまだにその方法は見つかっていない。

「絶対に、見つけてみせるよ。どんなに時間がかかったって、必ず探し出す、シャル姉を助ける方法を……」

「そうだな、我たしも引き続き調査しよう」

　モニカが極きわめて事務的に告げ、他ほかの姉妹たちもうなずいてみせる。

　その後久々に集結した家族としばらく会話を続けた後、シュンは自室に戻った。

　皮肉なものだな、とシュンは今の状況を思った。

　かつて、両親の死をきっかけに、シュンとその家族はバラバラになった。

　だが今は、シャルの死をきっかけに、バラバラになった家族が団結して一つの目標に向かって動いている。

「やっぱりかなわないよ、シャル姉……あなたはやっぱりボクらのお姉さんだ。シャル姉を中心にしてこそ、ボクらはまとまることができるんだよ」

「それが、お姉ちゃんの狙ねらいだったのかな」

　と、告げたのはピノだ。いつのまにかシュンの部屋にピノが侵しん入にゆうしていた。ピノの体はあの日より成長しており、母ゆずりの美び貌ぼうにはますます磨みがきがかかっていた。

　だがあの日以来、ピノの顔に笑えみが浮うかぶことはなかった。今も、どこかかげりのある顔でシュンを見つめている。

「シャルお姉ちゃんの死って、それこそ呪のろいだよね。生き残ったわたしたちを永遠に縛しばる鎖くさりだよ。わたしたちは結局お姉ちゃんの掌てのひらで踊おどらされているだけ──道どう化け芝しば居いだよ」

「どうかな。シャル姉の考えは、ボクでもわからないよ」

　シュンが答えると、ピノが自然な足取りでシュンに近づき、シュンのヒザの間にちょこんと座った。妹のぬくもりと柔やわらかい香かおりがシュンに伝わってくる。

「ねぇ、お兄ちゃん、後こう悔かいしてるんじゃない、この結末に」

「まさか。それにまだ結末に至ってないよ。ボクらは今を生きている最さ中なかなんだから」

「お兄ちゃんも、憎にくくなってきたんじゃない？　わたしたちを縛る、この家族という名の呪いが」

「全然。むしろますます好きになっていくよ──ボクがさみしいとき、こうやってすぐ慰なぐさめに来てくれるピノの優やさしさが、ボクは大好きだよ」

「これはただの傷の舐なめあいだよ、負け犬同士のね」

　ピノの顔には年ねん齢れいに不ふ釣つり合いな、厭えん世せい的な表情が張り付いていた。

「ピノ。シャル姉は、今もボクらのことを見守ってくれているんだよ。だからボクらはシャル姉のためにも、現在という時間を懸けん命めいに生きていかないといけないんだよ」

「お兄ちゃんはあいかわらずだね」

　ピノの顔に嘲ちよう弄ろうが浮かんだ。

「こんな状態でもまだ家族が大切だと思うの？」

「大切さ、なによりもね。ピノは、大切じゃないの？」

「家族なんて嫌きらいだよ、大ッ嫌い」

　すねたような口調のピノ。でも、そんな妹の本心をシュンはすでに理解していた。

「でも自分一人で寂さびしい時、すぐ近くに家族の誰だれかがいると、心がほっとしない？」

「そんなこと……ないよ」

　口ではそう言いながらも、ピノはシュンの腕うでに自分の体を絡からませてくる。それは親に甘える子供のような仕草だった。

「でも……今夜、お兄ちゃんと一いつ緒しよに寝ねてもいい？」

「もちろんだよ。でも一晩たったらいつものピノに戻ってね。ボクはピノの笑顔がなにより好きなんだ」

「それはムリだよ。シャルお姉ちゃんが生き返らない限り、わたしは二度と笑わないよ」




　その日──ピノと一緒に寝たシュンは、夢を見た。

　いや、それが本当に夢だったのか、シュンにはよくわからなかった。

　ひどくなつかしく、幻げん想そう的で、にもかかわらずどこか生々しい、そんな不思議な夢だった。

　──白い部屋。一つだけ設置されたイスの上にシャルが座っている。

　シャルは以前と変わらぬ美貌で傲ごう然ぜんとイスに座っていた。だがどことなく物もの憂うげな表情を浮かべていた。

　やおら──部屋を震しん動どうが襲おそう。

　そして壁かべの一部が蹴け破やぶられた。

「久々の客人か、誰だ？」

　シャルが壁の穴に視線をむける。穴の奥に、人ひと影かげが見えた。

「シュンかと思ったが気配が違ちがうな──我わが輩はいたち以外にこんな場所に来られる者がいるとはな。だが何やつだ？　我が輩になんの用だ」




「鼻っ柱の強さはあいかわらずだな、シャルドネ。まったく誰に似たのだか」




　声の主の正体に気づき、シャルが眼を見開いた。

　現れたのは頭に角を生やした魔ま族ぞくの女性──〈魔王コシユマル〉であった母親だ。

「ピノ、ではないな。まさか本物の？」

「自分の生みの親の顔も忘れたか、愚おろか者ものめ」

「ありえん。なぜ汝なんじがこんな場所に」

「そうだな、ここに来るのは我でも容易ではなかった。しかし我の息子むすこや娘むすめが不可能を乗り越こえてあれだけのことをしてくれたのだ。我が頑がん張ばらぬわけにはいくまい」

　つかつかと、〈魔王コシユマル〉はシャルの座る席に近づいてきた。

「どけ、シャルドネ。その席は我のものだ」

「いきなりなにを言うのであるか？」

「神の座は、お前などにはもったいない。その座は〈魔王コシユマル〉たる我にこそふさわしい。お前は用済みだ。どこへなりとも消え失うせろ」

「……舐められたものであるな、我が輩も！」

　シャルドネの顔に、獰どう猛もうな笑みが浮かぶ。

「今や神に等しき我が輩に刃は向むかうとは、まさしく無む知ち蒙もう昧まいとしか言いようがないのである！」

「シュンのおかげで少しは素す直なおになったかと思ったが、勘かん違ちがいだったか──まぁよかろう。お前に教えてやろう。母からの、最後の教育だ──娘は母に決してかなわぬとな」

「笑しよう止しである！　ペルデごときに殺された汝など、我が輩の足元にも及およばぬことを身をもって教えてやるのである！」

　かくして、壮そう絶ぜつな親おや子こ喧げん嘩かの火ぶたが切って落とされた。




　──シュンは飛び起きた。

「……変な、夢を見た」

　夢なのに、妙みように現実的だった──いや、まさかあんなこと、あるはずがない。ないけれど、まさか……

「んぅ～」

　隣となりで寝ていたピノも、眼めを覚ました。

「……なんか、変な夢見ちゃった」

「え、ピノも……まさかその夢、シャル姉と、母さんの夢じゃないよね？」

「え？　どうしてそんなこと知って……」

　その瞬間──窓の外が一いつ瞬しゆん明るくなり、雷らい鳴めいが轟とどろいた。シュンたちの家全体が激しく揺ゆさぶられる。

「なにごと!?」「雷かみなり!?」「ここに落ちたの？」「地下の様子がおかしいのです!!」

　廊ろう下かから、家族のそんな叫さけび声ごえが聞こえた。

　シュンとピノはベッドを飛び出し、地下に向かって全速力で駆かけ出した。

　地下には、シャルの遺体が安置されている。まさかそこに異変が？　あぁ、でも、まさかそんなこと、あるはずがない。あるはずがないのに、期待せざるを得ない。

　いつのまにか、他の姉妹たちもシュンと併へい走そうしていた。

　誰もが必死の形相で、同じ目標に向かって全力疾しつ走そうをしている。

　地下への扉とびらを勢いよく開けた瞬間──懐なつかしい声がシュンたちの耳に響ひびいた。




「おのれ、あのクソ母めぇぇぇ、実の娘の顔面を本気で殴なぐりおった!!　絶対に復ふく讐しゆうしてやるから、我が輩がそこへ戻るまで神の座は預けておくのである!!」




　そして──数年ぶりに、ピノの顔に笑みが戻った。





（完）










あとがき









『バーガント反はん英えい雄ゆう譚たん』、最終巻です！

　みなさん楽しんでいただけたでしょうか？　八街やちまたは書いていてとても楽しいシリーズでした。しかし、九巻まで続くとは八街も予想外の結末です。これも全ては応おう援えんしてくれた読者の皆みな様さまのおかげです、本当にありがとうございます！




　最終巻ですので、バーガントに関する思い出を語ろうかと思います。

　最初にバーガントを考えたのは、約三年前のこと。当時の担当だったＴ氏と、バーガントの原案ともいうべきストーリーを考えました。

　そのＴ氏との打ち合わせで。

Ｔ氏「……そうですね、この話をうまくまとめれば面白くなりそうですね」

八街「ですね。がんばってまとめてみます」

Ｔ氏「ところで八街さんはこの話のラストをどうするつもりですか？」

八街「ラストといいますと？」

Ｔ氏「つまり物語の最終巻をどうまとめるのか、という意味です」

八街「細かいことはまだ決めていないのですが、ハッピーエンドにしたいと思います」

Ｔ氏「どんな感じですかね？」

八街「つまりですね、主人公が最後の敵との最終決戦に挑いどむわけですよ。チョー強いラスボスと異次元の果てで死し闘とうを繰くり広ひろげて、なんとかギリギリ勝つわけですよ。勝ったはいいものの、力を使い果たして故郷に戻もどることができなくなっちゃうわけですよ。主人公もそこで力ちから尽つきるんですけど、そこで故郷に残った家族の顔を思い出して、最後の力を振ふり絞しぼって次元の壁かべを越こえ、帰き還かんすることに成功するんですよ。でも、帰還したら、主人公が出発した時から何万年も時間がすぎていて、とっくに家族どころか人類も滅めつ亡ぼうしていて、主人公は絶望して力尽きるんです。でもそんな主人公をわずかに残っていた人類の生き残りが発見して介かい抱ほうしてくれて、意識を取とり戻した主人公は、自分を助けてくれた相手に自分の家族の面おも影かげがわずかに残っていることに気づくんですよ。そこで主人公は、自分のこれまでの戦いは決して無む駄だではなかったんだと最後に気づき、微笑ほほえみながら静かにその生しよう涯がいの幕を閉じる──そんな感じのハッピーエンドにできたらいいなと思っています」

Ｔ氏「バッドエンドじゃないですか！」

八街「え？　これ以上ないくらいのハッピーエンドだと思うのですが」

Ｔ氏「どこがですか!?」




　そのときの打ち合わせを思い出しながらバーガント最終巻を書いてみました。

　実際どんな終わり方になったかは、読者の皆様の見たとおりです。

　八街が考えていた物語を描えがききったつもりです。

　いえ──本当は、最後のヒロインであるピノちゃんとラブラブする話を書きたかったのですが、ページの制約でその展開はカットされてしまいました。残念。

　そもそもシュンを取り巻くヒロインの数が多すぎて、当初この最終巻はシュンが家族みんなとイチャイチャしているだけで一冊終わってしまう内容だったのですが、さすがにそれはあんまりなのでいろいろと手を加えて今の形になりました。

　何十年かたって八街歩あゆむ大全集が発売されたら、完全版のストーリーが収録されるかもしれません──え？　そんなのムリ？　いえ、夢は諦あきらめないかぎり夢のままなのです……あれ、夢のままじゃ実現しないような……まぁいいか。

　ともかく、バーガントが無事ここまでこれたのも、あのときＴ氏といろいろもめながらもしっかりと打ち合わせをしたおかげだと思います。ありがとうございました。




　バーガントに登場する多くのキャラクターにすばらしい姿を与あたえてくれたイラストの珈琲コーヒー猫ねこ様、ありがとうございます。かわいらしいキャラクターたちと美び麗れいなイラストに支えられ、バーガントを最後まで描ききることができました。本当にありがとうございます！

　現在の担当であるＡ氏を始めとする歴代の担当のかたがた、みなさまのおかげで最後までくることができました、ありがとうございます。

　この本の出版に関わった多くのかたがた、そしてなによりこの本を応援してくださった読者の皆様に最大限の感謝を捧ささげたいと思います。




　バーガントは完結しましたが、八街の物語は続きます。

　できればあまり間をあけることなく、次の物語を始めたいと思っています。




　それではみなさま、またお会いしましょう。


八街　歩あゆむ
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